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　車しや窓そうの外の風景が、緑の色合いを増してきた。

　高速道路を降りてから、もう三十分ほども経過しただろうか。四車線の道路は無む駄だに広く、先ほどから前後を見渡しても、神じん野の家けの車しか走ってはいない。すれ違った車も片手で足りるほどの数だったが、もちろんメイはそんなものを数えようという気にはならなかったし、それ以前に外を見てすらいなかった。

　高速道路を降りてからずっと、メイは母に膝ひざ枕まくらしてもらっていた。

「おおっ、ほら見てごらんメイ、大きな山だよ。まだ雪が山頂に残っている。万年雪かもしれない。東京じゃ見られない景色だね」

　気を引こうと思っているのだろうか、父がことさらに声を張りあげてそんなことを言い出した。作り声なのがばればれ。心の中でメイが呟つぶやくと同時に、母の優しい、しかし容よう赦しやのない言葉が父に浴あびせかけられた。

「お父さん。ちゃんと前見て運転して」

「……はい」

　今度はあからさまに気落ちした声。といってもこれは作り声ではないだろう。父がどんな表情を浮かべているのか、見えなくてもわかる気がして、メイの胸の奥にかすかな笑いがこみ上げてきた。が、すぐにそれを打ち消して、メイは母の膝の上に載のせた頭を、わずかに動かした。

　と、今度は母がメイの顔の上に視線を落としてきた。メイは一瞬だけそれを見上げてから、すぐに視線を外してしまった。照れているようなふてくされているようなメイの顔に、母は小さな笑い声を立てた。

「メイもいつまで拗すねてるの。もういい加か減げんにしなさい」

「……別に。拗ねてるわけじゃないよ」

「あら。じゃあなに、その顔は？」

　そう言って、母はぷにぷにとメイの頰ほおを突つ付ついた。あからさまに眉まゆをひそめ、メイは身体からだを跳ね起こす。反抗期は終わったとはいえ、そういう類たぐいのコミュニケーションを家族にされるのは、やはり抵抗があるのだった。

　上半身を起き上がらせたメイは、ゆっくりと車のドアにもたれかかった。こつん、と小さな音がして、ウインドウに触れたおでこの右側に、冷たい感触が生まれた。その感触を心地よく思いつつ、じっと黙もくしているメイに、母はわずかに首をかしげ、

「──それに、その髪。それを直さなかったのだって、拗ねている証拠でしょう」

　うるさいな。そう思って横目でにらみつけたが、母はどこ吹く風と見返してくる。先に気まずくなったのはいつもどおりメイのほうで、すぐに視線を窓へと向けて、ちょっと自分の髪に触れた。親指と人差し指で、ねじるように前髪をいじくる。

　その髪は、金色に染められていた。
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　最初はちょっとした遊び心だったのだ。夏休みのあいだだけ、そう両親を説得して、ちゃんと許可をもらった上で染めた。その点ではメイに落ち度はないはずだったが──問題なのは、九月の二週に入った現時点で、いまだにその髪の毛が金色に煌きらめいているということだった。この髪のままで学校に行けばどうなるか、それくらいはメイでもわかっているし、どうにかしたいとも思っているのだが、明日あしたからは新しい学校へ通わなくてはならない。

　メイは言いい訳わけがましく、

「しょうがないでしょ、昨日きのうは火曜日だったしさ、美容院休みだったんだもん。あたしだって染め直そうって気にはなってるよ？　なってるけど、その──不ふ可か抗こう力りよくって奴やつだって」

　母は余よ裕ゆう綽しやく々しやくに、

「ま、私はどっちだっていいわよ。恥搔かくのはあんただし」

「……だから、もう、わかってるって言ってるじゃん。そうよ、悪いのはあたし、恥搔くのもあたし。でも別に拗すねてこの色にしてるわけじゃない。向こうでいい美容院見つけたらソッコー染め直すよ」

　ふう、と息をついて、メイは目を閉じた。母は──なにも言わない。それをいいことに、メイはさらに言葉を続ける。

「不満はあるけど、それはもう言ったし。色々話し合って、その上で納なつ得とくしたことだしさ。だからもう拗ねるとか駄だ々だをこねるとか、そんなガキくさいことはしないよ。今日ずっと黙ってたのだって、他ほかのこと考えてたからだよ」

「他のことって？」

「──友達のこととか、これからのこと」

　か細い声でそう言って、メイは深々とため息をついた。

　母は意表を突かれたように眉まゆを広げた。しばらくのあいだ、じっとメイのことを見つめていたが、やがてその整った顔立ちに、悲しみの色が表れた。

「そう言われると……返す言葉もないわね」

　だから言いたくなかったのだ。そう言おうと思って口を開きかけたが、やっぱりやめた。言ったってどうしようもないことだし、言えば母の顔に広がる悲しみの色が濃くなってしまう。メイは両親のことが好きだ。だから彼らが悲しんでいるのを見るのは、嫌いだ。恐らく向こうもそうであるように。

　メイは、強しいて笑ってみせた。

「返さなくていいって。あたしが勝手に悲しがってさびしがってるだけなんだからさ。父さんや母さんを責めてるわけじゃないし──ただね、ちょっと浸ひたりたくなっただけ。だからあんまり突っ込まないで」

　冗じよう談だんめかしてそう言った、言葉の裏側をきちんと汲くんでくれるのが、この母のいいところだとメイは思う。「そうね」と短く答えて、それきり母はメイとは逆方向の車しや窓そうを覗のぞき込みはじめた。山側の車窓には大して面おも白しろいものも映らないだろうが、それでも視線が自分から外れたことに、メイは少なからず安あん堵どを覚えた。

　神じん野のメイは、今年の八月で十六歳になった女子高生だ。女性にしては高い身長と、日本人にしては長い手足を持っているため、年齢よりも上に見られることはザラにある。性格は快活で、家族を含めた他たの人間と諍いさかいらしい諍いを起こした記憶はあまりなかった。

　だからこそ、一ヶ月前に神野家に落とされた爆弾に、メイはいまだに対処しきれていないのかもしれない。

　爆弾の名前は『単たん身しん赴ふ任にん』という単純かつ強力なものだった。──いや、実際にはこうして家族そろって赴任先へ向かっているわけだから、『単身』の言葉は当てはまらないのかもしれない。しかし一ヶ月前、その言葉が父の口から投下されたときには、それは確かに『単身赴任』と呼ばれていた。だからメイの記憶の中では、彼女の生活を破壊した悪魔の名前は『単身赴任』に他ほかならなかった。

　当然の如ごとく、メイの母は愛する夫の時期外れの単身赴任を是ぜとしなかった。なにしろ仲がいい夫婦である。子メ供イの前でもなにひとつ憚はばかることなく、抱ハ擁グもすれば接キ吻スもする。それを見るたびに顔を赤くして「恥ずかしいからやめて」とか言っていたのは少し前までの話で、高校受験を始めた辺りからメイは両親の愛情表現に注文をつけることはしなくなった。諦あきらめがついたということもあるが、それ以上にそんなことを気にかける余裕がなくなってしまったのだ。

　メイは顔はいいが頭が悪い。それでも自分の偏へん差さ値ちを大幅に上回るあの高校を受験しようと思ったのは、中学校時代に仲の良かった友達三人が、みなそこへ行くと決めたからだった。正確には、メイを含ふくむ四人でもって高校見学に行った帰り道、「みんなであそこの高校に受かろうね」と約束したからだった。

　メイはその約束を守るために最大限の努力をした。頭のいい友達に積極的に教えを請こい、授業中わからないことがあれば即座に手を挙げて質問し、放課後も担当教科の先生が音ねを上げるほどしつこく質問攻めにした。無理を重ねたおかげで、もともとあまり好きではなかった勉強が大嫌いになってしまったが、その甲か斐いあってメイは目的の高校の桜を拝むことに成功したのだった。もちろん他の三人も一緒に合格していた。メイたちは舞い散る桜の花びらの中で、これから始まる高校生活の前ぜん途とを祝し合い、一生の友情を誓い合ったものだった。

　そして、ようやく高校生活に慣れはじめたころに、『単身赴任』がはるか頭上から落下してきたのだ。

　赴任先は、関東の端はしっこの、人口三万人に満たないという田舎いなか町まちだった。

　一家揃そろってそこに引っ越すことが決定し──そして、メイの転校が検討された。

　そのときこそ、メイは「冗じよう談だんじゃない」と反抗した。それまでほとんど家族と喧けん嘩かしたことがなかっただけに、その反抗は爆発的なものだった。メイはあらん限りのジェスチャーと持てる限りの語ご彙いを駆く使しして、自分はバイトをしてでも東京に残ると主張した。あんなに頑がん張ばってやっと合格したのに、どうしてそれをふいにしなきゃいけないの──まるで駄だ々だをこねる子供のような理屈も、平然と口にした。自分でもそのことが薄々わかっていたほどだから、両親にわからなかったはずがない。それでもメイの反抗を強引に叩たたき潰つぶさなかったのは、二人ともメイがどれだけの苦労を重ねてその高校に行こうとしたのかを、よく理解していたからだろう。

　しかし、子供の反抗というものは、いずれはねじ伏せられるものだ。

　引っ越しの期日まで一週間を切っても、荷物の仕分けも聞き分けもしない娘に、母はついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切った。母は温厚だが柔にゆう弱じやくではない。ある日彼女はメイの部屋にふらりと入ってくると、メイの不機嫌そうな顔を数秒間見つめたあと、いきなりそれを張り飛ばした。怒るよりも面めん食くらい、呆ぼう然ぜんと見返したメイに、母は鼓こ膜まくが裂さけるほどの大だい音おん声じようでこう怒鳴りつけた。

『甘ったれんのもいい加か減げんにしなさい!!』

　メイは喉のどを詰つまらせて、下を向いた。後にも先にも、母のあれだけ大きな声を聞いたのは初めてのことだった。うつむいたメイに、母は短くこう言った。

『友達にもまだ言ってないんでしょう。──今から電話して、きちんと説明なさい。でないと本当に後悔するわよ』

　母の用件はそれだけだった。それだけ言ってくるりと背を向け、母は娘を取り残して部屋から出て行ってしまった。メイはしばらくのあいだ途と方ほうに暮れたように立ち尽くしていたが、やがてベッドに腰を下ろすと、糸が切れたようにさめざめと泣きはじめた。

　今思い返してみれば、あのとき母に叱しつ咤たされて本当によかったと思う。もしもあのまま放ほうって置かれていたら、あの三人の親友──あっちゃんや、つっちーや、さゆりんたちとも、悔くいの残る別れ方しかできなかっただろう。彼女たちに別れを告げるのは辛つらくて悲しくてさびしかったけれど、それでも最後には笑ってさよならを言うことができた。たとえそれが、強がりの笑顔に過ぎなかったとしても。

　そんなわけでメイは今、諦あきらめと悲しみと安あん堵どが混じり合った奇妙な心境の真まっ只ただ中なかにいた。それらの感情全体をまとめるように覆おおっているのは、これからの生活に対する漠ばく然ぜんとした不安だった。転校も東京以外の場所で暮らすのも、都会っ子のメイにとっては初めての経験だ。それらのことに思いを巡めぐらせると、普段は快活なメイでさえも、深い憂ゆう鬱うつと不安に思わず身体からだを丸めてしまうのだった。

　メイはガラスにおでこをくっつけたまま、はあ、とため息をつく。静かに息を吐いたつもりだったが、沈黙の支配する車内ではやけに大きく響いてしまった。気まずそうに隣の母を窺うかがってみたが、母もメイと同じように車のドアにもたれかかったまま、ぴくりとも動いてはいなかった。眠っているのかもしれない──と、そう思った瞬間、メイは大きくあくびをしていた。なんとなくおかしみを感じながら、メイは自分の耳にも眠たそうに響く声で、恐らく今日に入って初めて父に声を掛けた。

「ね、父さん。あとどれくらいで着く？」

　娘が口を利きいてくれたことがよほど嬉うれしかったのか、父は後部座席からでもよくわかるほどぴんと背を伸ばし、上うわずった声で答えた。

「あ、ああ、そうだね──あと三十分ってところかな？　寝てていいよ、メイ。着いたら起こしてあげるから」

「……うん。そうする」

　短くそう言って、メイは深々と息をついた。眠ねむ気けが次第に濃くなっていく。もう一度あくびをして、シートにもたれかかり、メイが本格的に寝に入ろうとした、その瞬間。

　空気が裂さけるような鋭い音が、静まり返った車内に響き渡った。

　あまりの音響に跳び起きて、何事かと状況を確認するより早く、車が蛇だ行こう運うん転てんを始めた。事故、という言葉が浮かんだのはもっとあとになってからのことで、そのときメイの頭の中にあったのはただ空白、弁解させてもらうならばそれは隣にいた母も同じだったと思う。二人とも悲鳴をあげることも寄り添うこともせず、ただぽかんと口を開けたまま、揺ゆれ動く車の振しん動どうに従って右に左に揺れるだけだった。

　やがて車は大きく左に曲がったかと思うと、バンパーを山側のガードレールにこすりつけるようにしてしばらく走行し、それからようやく停止した。メイと母はまだ口を開けたまま、ぼんやりと前方を見つめていたが、やがて母がぽつりと言葉を漏もらした。

「……鳥？」

　さあ、とメイはかすれた声で答える。母の言葉は解説がなくてもわかる。すぐ目の前のフロントガラスは、ぽっかりと開いた大穴を中心に、霜しものようなひび割れが広がっていた。鳥がぶつかってガラスが割れたのだろうか、と尋ねているのだ。が、鳥の特とつ攻こうごときで破れるようなフロントガラスなんて、車検で引っ掛かるのではないかとメイは思う。

　と、そこでようやく父がこちらを向いた。真っ青になった顔に必死な表情を貼はりつけて、ぱくぱくと口を開閉させつつ、

「めっ！　か──、だっ、だい、っ、────！」

　焦あせりすぎて声にならない父の言葉を、母子おやこは正確に把は握あくした。

「うん、私は大丈夫。メイは？」

「あたしも平気。怪け我がはないよ」

「ね、一体どうしたの？　まさか、誰だれか轢ひいたわけじゃないわよね？　──ちょっとコウくん落ち着きなさい」

　両親は普段お互いを『お父さん』『お母さん』と呼び合っているが、化けの皮が少しでも剝はがれればその呼称はすぐさま『コウくん』と『カエデさん』に変化する。まあ仲の良さだけは世間に誇れる夫婦であると言えるだろうし、仲良きことは美しきことであると理解してもいるが、子供の身としては親のそういう部分が気恥ずかしくもあるのだ。メイはそれとなく二人から視線を外した。その先に助手席の惨さん状じようが広がっている。メイの視線は、その中心にあるものに自然と吸い寄せられていた。

　岩、だった。

　助手席に座り込むようにして、先ほどまでは影も形も見当たらなかった岩の塊かたまりが、忽こつ然ぜんと姿を現していた。メイはぽつりと呟つぶやく。

「──これが落ちてきたんだ」

　メイの声と視線に反応して、父と母も助手席に目を向けた。ひと抱かかえほどもある、卵型の大きな岩だ。母はそれをしばらく見つめてから、父に向かって口を開いた。

「……なんで岩が？」

　父は「さあ」と首をひねり、

「なんでだろうね。落石注意の標ひよう識しきはなかったけど──嫌いやだなあ、また降ってきたりしないだろうな」

「それにしてもあれね、たまたま岩が落ちてきたところに車を持ってくるなんて、コウくんもなかなかの腕前ね。しかも助手席にピンポイント。テレビに出られそう」

「ひどいなカエデさん、僕はなにもわざと落石の下に車を運んだわけじゃないよ」

「わかってるってば、冗じよう談だんよ。でも助手席に誰だれも座ってなかったのは、不幸中の幸いってとこね」

　その言葉に、メイも父も真剣な顔で頷うなずいた。これだけの大きさの岩の下敷きになんかなったら、ひとたまりもないだろう。実際、岩の下敷きになった助手席のシートは損そん傷しようの度合いがかなり激しく、中身の白い綿がはみ出てしまっていた。それを見て憂ゆう鬱うつそうなため息を漏もらしたのは母のほうで、彼女は片手を自分の頰ほおに当てながらぼやくように言った。

「とりあえず──この岩をどかしましょうか。フロントガラスとかシートとか、物入りで頭の痛くなることはあとで考えるとして」

「そうだね、新居に持っていくわけにもいかないし」

「大丈夫、コウくん？　持てる？」

　母がそう言うと、普段は笑顔しか見せない父の眉み間けんに深い縦たて皺じわが刻み込まれた。彼は憤ふん慨がいしたように車の外に出ると、助手席のほうに回り込んでドアを開け、腕まくりして岩を抱かかえた。

「カエデさん、馬ば鹿かにしないでくれるかな。確かにサラリーマン生活で身体からだはなまってるかもしれないけど、僕だって男だ、これくらいの岩なんて簡単に────、か、ん、た、ん、にっ────!!」

　顔がみるみる真っ赤になっていき、きりきりと歯を軋きしませる音がメイの耳にも聞こえてくる。が、それでも岩はびくともしない。メイは隣に座る母にそっと耳打ちする。

「手伝う？」

「まだ待ちなさい。お父さんにもプライドというものがあるわ」

「了解」

　囁ささやき声でそう返して、メイは改めて助手席の岩を見つめた。

　こうしてじっくり見ていると、やはりどうにも不自然な感じがする。落石（というより自然石）であるならば、もう少し形がいびつでもいいようなものなのに、この岩はまるで鑿のみでもって彫り込んだかのように正確な卵型をしているのだ。それに、岩の円周に沿ってぐるりと走っている黒い線──あれは、溝みぞなのではないか？　こちらもまた自然物にしては、やけにまっすぐに走っている気がする。好奇心の赴おもむくまま、メイは岩に走る黒い線の正体を確かめようと、ゆっくりとその手を伸ばし──

　その指に鋭い痛みが走った。

「痛ッ──」

　反射的に手を引っ込めると、今度は母が素す早ばやくその手を取った。怒っているような心配しているような声で、

「もう、だから待ちなさいって言ったのに。どこが痛いの？　ガラスで切ったの？」

　逆に慌あわてたのはメイのほうだ。痛みといっても一時的なもので、もはや指先には鈍くうずくような感覚が残っているだけだった。メイは母から自分の手を取り戻すと、安心させるようにそれをひらひらと振って見せた。

「や、大丈夫だよ、なんでもない。ただちょっと、静電気が走っただけ」

「静電気？　──岩が？」

　不ふ審しんそうな母の顔に、メイも初めて気づいたように目を瞬またたかせた。岩が電気を帯おびるはずがない。ということは他ほかのなんらかの原因があるのだろうが、しかしメイの指先に外がい傷しようはないし、あの瞬間感じた痛みは確かに静電気のそれだった。首をかしげて人差し指と親指をすりすりとこすり合わせていると、ようやく父が岩を抱かかえ上げることに成功し、それをガードレールの向こう側に放ほうり投げた。袖そでで汗を拭ふきつつ荒く息を吐きながら、切れ切れに父は言う。

「──っ、ほら、──かっ、────かん、たん、だった」

　メイと母は一瞬だけ視線を見合わせて、それからくすりと笑いを漏もらした。偉い業ぎようを成なし遂とげた父に、二人は心からの祝福の拍手を送った。

「さすが父さん、見直したよ」

「さすがコウくん、惚ほれ直したわ」

　父は息も絶え絶えに、それでもやり遂げた者の笑顔をしながら、

「っ、は、ははっ──、いや、なんてことはないさ、僕は、────っ、男、だからね」

「うんそうね、運転できるのもコウくんだけだしね」

「それじゃ、早さつ速そく出発しよっか、父さん？」

　流れるような母子の連れん携けいに、父は一瞬だけ疑ぎ念ねんの表情を浮かべた。が、もともと父は人が好い。彼はすぐに気を取り直したように前を向くと、視界を邪じや魔まするひび割れガラスを取り払い、それからようやく車を発進させた。




　　　　◆




　天あま総つかさの社やしろ本殿管理部所属の沢さわ村むらは、車がカーブの向こうに去っていくのを双そう眼がん鏡きようで確認してから、ゆっくりと立ち上がった。がさがさと茂しげみが鳴り、その中から沢村の長身を包む灰色のスーツが現れる。あちこちに葉っぱや泥がついているが、沢村はそれをいささかも気に留とめることなく、懐ふところからメモを取り出して車のナンバーを書き記した。それを終えると彼は再びメモをしまい、さて、と眼がん下かに視線を落とした。無意識のうちに、沢村は唾つばを飲み込んでいた。

「……まずは、降りなきゃな」

　幸いなことにすぐ近くの斜面に、土ど砂しや崩くずれ防止用の金属ネットが張はり巡めぐらされていた。メンテナンス用だろうか、きつい傾けい斜しやには梯はし子ごのような階段が取りつけられている。沢村は高いところがあまり好きではない。というか、はっきり言って、怖い。おっかなびっくり、一段一段を確かめるように、沢村は階段を下りていく。もちろん後ろ向きに下りているので、自分がどれだけの高さにいるのかは認識せずに済んだ。

　かなりの時間をかけてようやく道路に足をつけると、沢村はそれまでの遅れを取り戻すように機き敏びんに動いた。ガードレールをひらりと跳び越して、その向こうに放ほうり捨てられていた天てん魂こん碑ひを軽々と持ち上げる。まるで宝物を扱うような慎重な動作で天魂碑を道路の上に置くと、沢村はガードレールにもたれかかりながら携帯電話を取り出した。アドレス帳から呼び出しをかけ、コール音を聞くこと数秒、すぐに庵あん堂どうの声が響いてきた。

『回収できたか』

　第一声がそれだったので、沢村も余計な世間話は一切省略し、簡かん潔けつに平へい明めいに、目の前で起きたことを漏もらさずに語った。庵堂はしばらく黙ってそれを聞いていたが、やがて一言、

『俺おれもそちらに行く。準備を頼む』

　と言った。沢村は了解した旨むねを庵堂に伝えてから、今立っている道路をぐるりと見渡して、影のありそうなところを探しはじめた。

　少し離れた場所に急なカーブがあり、そこがちょうどよく日陰になっていた。沢村はスーツのふ懐ところから黒布を取り出してその場に広げる。どうやって収納していたものか、黒布はちょっとしたタオルケットほどの大きさがあった。日陰の上に広げた布を置いて、沢村は繫つなぎっ放ぱなしだった携帯に耳をあて、準備が完了したことを告げた。

　しばらくして、黒布の中心が盛り上がりはじめた。

　地面と布の隙すき間まから白い手が覗のぞく。それは次第に布の下から這はい出てきて、やがて一いつ対ついの腕となって両りよう脇わきの地面に伸びはじめた。ちょうど黒布が二本の腕を生やしているような格かつ好こうだが、それを見つめる沢村の目には驚きは浮かんでいなかった。腕が地面の上にしっかりとした基き点てんを確保すると、みるみるうちに黒布自体が持ち上がっていき──やがて、黒布の下からひとりの男が現出した。

　まだ暑しよ気きも残っているというのに、真っ黒なコートを纏まとったその男は、両腕に付着した汚れを軽く払うと、自分の頭に覆おおいかぶさっていた黒布を取り払って沢さわ村むらに放ほうり投げた。沢村はそれを受け取り、また器用に折り畳たたんで懐ふところにしまうと、男に向かって丁重な辞じ儀ぎをした。

「ご苦労さまです、庵あん堂どうさん」

「いや、そちらこそ。──天てん魂こん碑ひはどこだ？　できれば状況も聞きたい」

「こちらに。歩きながら説明します」

　庵堂が頷うなずいたのを確認すると、沢村は足早に歩きはじめた。庵堂は背後からついてきているのだろうが、足音も聞こえない。沢村は首をちょっと曲げて、彼がちゃんとそこにいることを確認してから、口を開いた。

「天魂碑を持ち出した『もの』は鼎かなえさんが撃げき退たいしました。本殿管理部の職員が何人か負傷しましたが、死人は出ていません」

「『まつろわぬもの』か？」

「はい。警備部からの報告はありませんでしたが」

　口く調ちように非難めいた響きが混じるのを、沢村は抑えることができなかった。庵堂はなだめるように口元だけで笑い、

「仕方ないさ、警備部だってすべてを把は握あくしているわけじゃない。怪け我が人にんが出たのは不幸なことだが、死人が出る前に決着がついたのは幸いだった」

「──決着がついたわけではありません。逃のがしました」

　庵堂の肩がぴくりと動いた。が、その足取りは変わらないまま、彼は先を促うながした。

「そうか。それで？」

　沢村はちらりと頭上を見上げ、

「『まつろわぬもの』が鼎さんの攻撃を受けたのが、ちょうどあそこの崖がけっぷちだったんです。その攻撃で『まつろわぬもの』から天魂碑を引き離すことは成功したのですが、弾はずみで天魂碑が崖から落ちてしまって──」

　それから彼は、少し気まずそうな表情を浮かべた。

「落ちた天魂碑が、ちょうどこの道路を走行中の車に当たってしまったようです。私があそこから下を覗のぞくと、運転手らしき人物が天魂碑を車外に捨てようとしているところでした」

「…………」

　サングラスを掛けた庵堂の表情は容易には読めないが、それでも彼がなにを考えているのか、沢村にはわかる気がした。自分だってこんな報告を他人から受ければ、まずはそれを疑ってかかるだろう。たまたま盗まれた天魂碑が、たまたま崖から落ち、たまたま下の道路を走っていた車に激突した。一体どういう偶然が積み重なれば、そんなことが起こり得うるのか。

　気まずい沈黙のうちに、二人は天魂碑を安置した場所にたどり着いた。沢村の見ている前で、庵あん堂どうは天てん魂こん碑ひの前に膝ひざをつき、しげしげとそれを観察しはじめた。と、庵堂は沢さわ村むらに背を向けたまま、

「少なくともその車の運転手と、この天魂碑は接せつ触しよくした。そうだな？」

「はい。私の見た限りでは」

「ということは、その車に乗っていた他ほかの人間が接触した可能性もある」

　独ひとり言ごとのようにそう言って、庵堂は右手を上げて、天魂碑にゆっくりと触れた。撫なでるように探さぐるように、手のひらを岩の表面にゆっくりと上下させる。しばらくしてから、庵堂は短く息を吐いて立ち上がった。沢村に向き直る。

「──その車のナンバーは、わかるか？」

　沢村は一瞬、驚いたように庵堂の顔を見返した。その目が、ゆっくりと、大きく見開かれる。「どうなんだ？」とさらに畳たたみかけられて、沢村は慌あわてて頷うなずくと、震ふるえる手で懐ふところからメモ帳を取り出した。

「念のために控えておいたんですが──しかし、まさか──」

　庵堂は投げやりに頷き、

「ああ。多分それだ」

　その言葉の意味を理解すると同時に、沢村の無ぶ骨こつな顔が焦あせりに歪ゆがんだ。メモ帳を潰つぶれるほどに強く握りしめて、沢村は叫ぶように言う。

「そんな、よりにもよって部外者が!?　ど、どうすれば────！」

「レイコに連絡。至急だ。そのナンバーの車の持ち主を調べるよう言ってくれ。俺おれは警備部に向かう。もし『接せつ触しよく者しや』がただの旅行者だったら、非常にまずいことになるからな」

　流れるようにそう言ってから、庵堂はちらりと皮肉な笑えみを浮かべ、付け加えた。

「間違いない。『接触者』は──『依より坐まし』だ」
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「……部屋が、ない？」

　不動産屋の待まち合あいテーブルからぼんやりと外の景色を眺めていたメイは、父のその声に思わず振り向いた。こぢんまりとしたカウンターに父と母の見慣れた背中が二つあり、その向こうに不動産屋の店主の困ったような愛あい想そ笑わらいが垣かい間ま見みえた。

「ない、とは？　どういうことですか？」

　母の硬こう質しつな声が響いて、メイは思わず背筋を伸ばす。普段は温厚な母だけに、彼女が怒ったときの冷れい徹てつな態度は条件反射で身がすくんでしまうほど恐ろしい。店主もそのことを実感したのか、愛想笑いを引きつらせて、慌あわてて頭を下げた。

「も、申し訳ありません！　いやまったくこちらの手違いでして、その、神じん野のさんにお貸しするはずだったマンションに、先に他ほかの人が入ってしまったようで──」

「契約はこちらが先のはずでしょう？」

「ええそうなんですが、その、事務の手続きにちょっとした誤りがあって、」

「入居契約のダブルブッキングが『ちょっとした誤り』ですか？」

　母の言葉は槍やりのように鋭い。店主は喉のどを鳴らし、禿はげ上がったその頭をカウンターにつくほどに低く下げて見せた。母は深々と息を抜き、そのタイミングを見計らったように、父が落ち着いた声を掛けた。

「まあ、それなら仕方ありませんね。その人を追い出すわけにもいかないでしょうし。あのマンション、他ほかにも空いてる部屋がありますよね？　そちらに──」

「いえ、それがその、──他の部屋も、すべて入ってしまいまして──」

　そこでようやく、メイはカウンターで行われているやり取りに興味を持った。どうもただのアクシデントでは済みそうにない。自分が口を挟はさむべき問題ではないのだが──母の肩が小刻みに震ふるえているのが気にかかった。いざとなれば、母を止めるのは自分の役割だ。

　今度は父が大きく息を吐き、とんとん、とカウンターテーブルを指先で叩たたいた。

「確か内ない見けんさせていただいたときには、『部屋は各階に空いている』とおっしゃったように記憶しているのですが？」

「…………はい。その、急なことでして。私も戸と惑まどっております」

　その声には、これまでの言葉とは違う、溢あふれるような真実味があった。父は母と一瞬だけ顔を見合わせると、気を取り直したように店主に向かって言った。

「空いてないのならどうしようもありませんね。それならそちらのほうで、代だい替たい物ぶつ件けんを用意していただかなくては。我々の荷物は今日中に届く予定になっているわけですし──」

「はい！　そうです、そのことでご相談が!!」

　得えたりとばかりにそう叫んだ店主は、跳び上がるようにしてしゃっきりと背筋を伸ばした。それまでの消しよう沈ちんした態度が噓うそのような機き敏びんさでカウンターの下からファイルを取り出すと、迷いのない手つきでそれをめくり、ページを定めてから父と母にそれを差し出した。

「こちらです！　こちらの一軒家は私が管理させていただいている物件なのですが、所有者の方に事情をお話ししたら快く賃ちん貸たいを承知してくださって！」

「……一軒家、ですか？」

　母の戸惑った声にメイのレーダーが反応した。これからの自分の生活にも関かかわることだ、メイは立ち上がって、父と母のあいだからファイルを覗のぞき見た。思わず声が出る。

「広っ」

「あ、こら、メイ」

　咎とがめるように母がそう言ったが、店主のほうはメイの顔をまるで救きゆう世せい主しゆでも見るかのような目で見た。

「でしょう!?　本来ならば賃貸はしていないのですが、なにしろこちらのミスでご迷惑を掛けてしまったわけですから、神じん野のさんには特別に──」

　まくし立てる店主を遮さえぎって、父は困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「しかし、予算が」

「その点ならご心配なく！　もともと入居を予定されておりましたあの部屋と、同額で提供させていただきます！　今回はあちらのご好意で、敷金も礼金も一切なしということで話は決まっております。どうですか、神野さん！」

　まるで不動産チェーンのＣＭのようだ、とメイは思った。それに、どことなく胡う散さん臭くさい。たった今ちらりと見ただけでも、十室以上の部屋数があったというのに、三人家族でちょうどのマンションの部屋と家賃が同じというのが、どうにもうますぎる気がした。

　両親も同じことを感じたのだろう。店主のテンションが上がるのと反比例して冷めていったようで、父は戸と惑まどい顔で「どうする？」と母に尋ね、母はファイルを凝ぎよう視ししながら「ふむ」と頷うなずいた。

「そうね、とりあえず──見てから決めましょうか」
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　一言で言えば、文句のつけようがなかった。

　少なくともメイはそう思う。三百坪つぼ以上の敷地面積に建てられている木造平ひら屋やのその家は、一軒家というよりお屋敷と表現したほうが的てき確かくなほどに大きかった。古風な外見とは裏腹に、和室洋室どちらも取とり揃そろえられており、それぞれの部屋に冷暖房も完備されている。縁えん側がわに臨のぞむ庭はちょっとした公園ほどの広さがあり、ひょうたん型の池のくびれた箇か所しよには橋まで渡されているという贅ぜい沢たく振ぶりだ。これが３ＬＤＫのマンションと同じ家賃であるというのだから、飛びつかない手はない。

　しかし、両親は両親で思うところがあるらしく、精一杯愛あい想そ笑わらいを浮かべている不動産屋の店主をよそに、二人でひそひそと話し合っていた。メイは玄関先の石垣に腰掛けながら、それとなく両親の内ない緒しよ話ばなしに聞き耳を立てた。

「……どうもねえ、なんか腑ふに落おちないのよね。中に入って確かめてみてもこれといったガタは見当たらないし、いくら手違いのお詫わびっていっても、さすがにここが──万円ってのは安すぎない？」

　金額のところだけことさらに声が小さかったのは、近くにいるメイのことを気にしたからだろう。内心で舌打ちをして、さらにメイは耳を澄ませる。

「交通の便べんが悪いからじゃないか？　ほら、僕の仕事場やメイの学校は坂をずっと下った──確か、『新市街』とかいうところにあるだろう。この辺はほとんど緑しかないし、だから誰だれも入居希望する人がいないのかも」

　この御み座くら台だいの町は、駅や商店街などの町としての機能が凝ぎよう集しゆうされた『新市街』と、山の斜面の田園風景が続く『旧市街』の二つに分かれている、というのが、先ほどの不動産屋の説明だった。この屋敷は『旧市街』に属し、なだらかな斜面の中ほどに建てられている。『新市街』からここまでは車で十分ほどだったから、毎朝の通勤通学にはそれなりの労力を必要とするだろう。

　と、母が父の言葉に対して険けわしい顔を見せた。腕を組むのは母が不機嫌なときのくせだ。父は思わず一歩引き、母は父の引いた分だけ踏ふみ込んで、言った。

「そりゃね、確かに交通の便べんは悪いわよ。でもコウくんやメイはほとんど苦にならないでしょ？　だってコウくんは車の運転ができるし、メイだって毎朝それに乗っていけばいいんだもの。歩いて通ったってきっと三十分もかからないわ。メイならそれくらいの距離、軽いジョギング程度にこなしちゃうかもしれない」

　確かにまあ、メイは運動が大好きである。通学に三十分くらいどうということはない。しかし、母はそこから「自分は違う」というふうに理論を展開させた。

「私は毎日買い物に行かなきゃいけないのよ？　『新市街』にあるスーパーマーケットまで、毎日毎日往復一時間もかけて歩きつづけるなんてまっぴらごめんよ。足がどうにかなっちゃう」

「それは、まあ、そうだけど」

　父の旗はた色いろが悪くなってきた。新居はこのお屋敷がいいな、と漠ばく然ぜんと思っているメイにとっては、あまりよくない事態である。なにか父を助ける手立てはないだろうか──と考えかけたその矢先、メイの隣にふらりと人影が立った。石垣に腰かけながら見上げると、不動産屋の店主が、顔を曇らせてメイに近づいてきていた。

「ね、お嬢ちゃん。お父さんとお母さん、なにを話してるの？」

　お嬢ちゃん。メイはかすかに笑った。そんなふうに呼ばれたのは初めてだ。メイは横目に両親の話し合いを見ながら、声を潜ひそめて店主に囁ささやきかけた。

「父さんはそれほどでもないけど、母さんが反対しているみたいです。あたしも本当はここに住みたいし、父さんも気に入りかけてるみたいだけど、母さんは毎日買い物に行くのが大変だって言ってますね。──ね、不動産屋さん、ここってバスとか通ってないんですか？」

　不動産屋はメイの言葉を聞き、救われたように表情を晴らした。小さく頷うなずき、

「そうか、わかった。いや、バスは通ってないんだが──大丈夫、説得できるさ」

「がんばってね、おじさん」

「任せとけ」

　にわかの同どう盟めい関係が少しだけ面おも白しろく、メイは肩をそびやかせて両親に近づいていく店主の後ろ姿を見ながら、くすくすと笑った。と、母が店主の存在に気づき、きろりとその目を向ける。店主は背筋を伸ばすと、猫なで声で言った。

「あのう、よろしければご参考までに申し上げたいのですが──」

「……なんですか？」

「実はですね、『新市街』にまで足を伸ばさなくても、『旧市街』にもスーパーマーケットはあるのですよ。『旧市街』の住民専用と言いますか、この辺りの地主さんが経営しているところでして、わざわざ『新市街』まで降りなくてもそこで充分用が足りると思いますよ」

「…………」

　母はなにも言わず、ただその視線をメイへと飛ばした。あんたね？　とその目が言っていたが、メイは素そ知しらぬ顔でそっぽを向いて、その問いかけを無視した。母がこの家のどこを不満に思っているのかは知らないが、どうせいつかは決まることだ、早めに越したことはない。マーケットが近くにあるのなら、なにも問題ないではないか。

　ふう、と母が大きく息を抜いた。腰に手を当て、気弱そうに見守る父と、愛あい想そ笑わらいを浮かべた店主と、横目でちらちらと覗のぞき見ているメイをそれぞれに見み遣やって、ようやく彼女は白旗を揚げた。

「わかりました。それじゃ、よろしくお願いします」

「そうですか！　いや、よく決断してくださいました、ありがとうございます！」

　店主の言葉に、母の表情に浮かんだ苦い色が、またじわりと濃くなった。「ありがとうございます」というのはどういうことなのだろう、とメイも思う。店主の言い方は、なんというか、まるで──厄やつ介かい事ごとを押しつけるのに成功したような響きが込められていた。

「それでは私はいったん店に戻ります。お荷物を運んでくる運送会社のほうにも連絡を入れないといけませんので──」

「ああ、いえ、それは私たちが」

「いえいえ、私にやらせてください。なにしろほら、こちらのミスですので！　それではまたご連絡を差し上げます──あ、鍵かぎをお渡ししておきますね」

　慌あわただしく鍵を取り出して、それを母の手に握らせると、店主はそのまま小走りに車に駆かけ寄っていった。まるで逃げ去るように遠ざかっていく不動産屋の車を見送りながら、母はその顔に困こん惑わくの表情を浮かべていた。

「──どう思う、コウくん？」

「うーん……幽ゆう霊れいが出るとか？」

　父の答えに、母とメイは揃そろって吹き出した。確かに不動産屋の店主のあの態度は、問題物件を客に押しつけようとしていたようにも見える。もちろん三人とも、幽霊の存在を毛ほどにも信じてはいないが、それでも母はひとしきり笑ったあと、ふと気がかりそうな表情を覗かせた。

「まあ幽霊はないとしても、そうね、過去に事件が起きたとか、その辺はあるかも」

　両親の話し合いに、メイはひょいと首を伸ばして口を挟はさんだ。

「でもさ、だとしたらずいぶんな話じゃない？　だってあたしたち、向こうのミスで予定してたマンションに入れなくなったんでしょ？　その上そんな変なところに住まわせるなんてさ、信用問題だと思うんだけど」

　そう言うと、母は眉まゆを大げさに広げ、

「あら、あなたはてっきりここに住みたかったんだと思ってたんだけど？　だから不動産屋さんに私の言ってること教えたくせに」

「ま、ね。狭いよりは広いほうがいいでしょ」

「──必ずしも、そうとは限らないけどね」

　母の曇った顔を見て、メイは首をかしげる。と、そのとき一いち陣じんの風が、三人のあいだを通り抜けていった。思わず身体からだを抱えた母子おやこ二人に、父が優しい声を掛けた。

「とりあえず家に入ろう。話はそれからでもいいじゃないか。みんな疲れてるだろうし」

　二人は身を縮めながら、その言葉に大いに賛同した。肩をすぼめた母が入り口の門もん扉ぴを押し開けて、玄関扉に鍵かぎを差し込み、それを開けた。父とメイは母の後ろに従うようにして、自分たちの新たな住まいとなった屋敷に足を踏ふみ入れた。




　　　　◆




　改めて家の中に入り、じっくりと観察してみると、メイは母の言葉の意味を理解することができた。

　なるほど確かに、広ければそれでいいというものでもない。家族三人には、この屋敷はちょっと広すぎる。広すぎて悪いことはないというのがメイの意見だったが、しかしよく考えてみれば、広すぎても別段いいこともないのだった。三人家族が住むならば、３ＬＤＫで充分である。ざっと見た限りではこの屋敷は12ＬＬＤＤＫはありそうで、メイが自分の部屋を決めるにも、数ある寝室の中から選ばなければならないという始末だった。

　不思議なことに、すべての部屋に家具が備えつけられており、電気や水道もきちんと通っているようだった。引っ越したばかりなのに奇妙なことだ──と両親が話し合っていたのをメイはちらりと耳にしたが、別にメイは気にしなかった。使えるものがあるのなら使えばいい、ただそれだけのことではないか。そりゃまあ、他ほかの人が使ったかもしれないベッドやテーブルを使うのには、なんとなく抵抗はあるのだが──それも、今までお目にかかったことがないほど見事な調ちよう度ど品ひんの数々に比べれば、大した問題ではない。

　東京から運び入れた家具の数々は、とりあえず空いている部屋に放ほうり込んだ。仲の良い両親は、早々にダブルベッドが中心に据すえ置かれた夫婦用寝室を選んでしまったので、メイはとりあえずその近場から自分の部屋を選ぶことにした。パパやママの添い寝が必要な年齢はとうに過ぎ去ったが、こんな広い屋敷で両親と離れた場所で寝起きするというのも、どうにもうそ寒い話だった。

　そんなわけで、メイは両親の寝室からほど近い洋室を自分の部屋として選んだ。テレビとベッドが備えつけられていたというのも大きな魅力だった。都会育ちのメイは、これまで布ふ団とんで寝た経験がほとんどないし、テレビやステレオなしで過ごすには、この田舎いなか町まちは静かすぎた。友達がいれば話は別かもしれないが──と、そこまで考えて、メイはたちどころにその表情を曇らせた。

　ここには、メイの友達なんて、ひとりもいない。

　そんなものはすべて、東京に置いてきてしまった。

　小さく息を吐いて、メイはベッドに腰掛けた。古びたベッドは、それでも軋きしむ音ひとつ立てずに、どさりと横たわったメイのことを柔らかく受け止めてくれた。

　電話しようかな──とちらりと思ったが、なんとなく、躊躇ためらわれた。今のこの境遇を、あの三人のうちの誰だれかに面おも白しろおかしく語って聞かせ、不安をまぎらわせるのは簡単だ。が、それはあくまでも一時的な気休めに過ぎないのだ。受話器を置いた瞬間、それまでとは比べ物にならないほど巨大な寂せき寥りよう感かんが襲おそってくるかもしれない。それを思うと、電話をする気になれなかった。

　しばらくそうやって休んでから、メイは物もの憂うげに身体からだを起き上がらせた。視線を巡めぐらせると、壁に八角形のフレームをした時計が掛かっているのが見えた。午後四時だ。引っ越しの疲れがあるとはいえ、寝るにはさすがに早すぎる。テレビでもつけて気をまぎらわせようと思い、メイはベッドから立ち上がった。

　リモコンを探すが、見当たらない。テレビに近づいて、メイは直接電源スイッチを入れた。が、反応なし。メイは眉まゆを曇らせてテレビの裏側を見、思わず「ふ」という笑いが唇くちびるからこぼれた。

　コンセントが抜けていた。

　待たい機き電力がどうのという奴やつだろうか。まあ持ち主にしてみれば、誰も住まない家の電気代を払うなんて馬ば鹿からしかったのだろう。メイは腰をかがめて手を伸ばし、床の上のコンセントを摑つかんだ。

　その瞬間、テレビが「ぶつっ」という音を立てた。

　反射的に顔を上げ、すぐ近くにあるブラウン管をまじまじと見つめる。──電源が、入っている。画面にはなにも映っていないが、テレビ特有の「きいいいん」という甲かん高だかい微び音おんが、メイの鼓こ膜まくを引っかいていた。視線を移す。コンセントは、メイの右手に包まれたままだ。

　コンセントは繫つながってないのに、テレビがついている。

「──え、と」

　にわかに生まれた混乱を鎮しずめるために，メイはそう呟つぶやいてみた。が、さほどの効果も得えられなかった。自慢じゃないがメイの理科の成績は最底辺に位置している。今のこの現象を説明する科学的理屈は、メイの頭ではとてもではないがひねり出すことはできなかった。

「なに──これ？」

　答えはないとわかっていながら、思わず口走ってしまったのは、次第に混乱が大きくなっていくからだった。電源は入ってない。けどテレビはついている。けど電源は入ってない──と、メイの思考は無限ループを繰り返しそうになった。

　そのとき、あるはずのない答えが、返ってきた。

『は』

　確かに。

　間違いなく。

　その音──いや、その『声』は、テレビから聞こえた。

　メイの混乱は、いまや恐怖に変わりつつあった。嫌いやな汗が背中にじっとりと浮かんでくるのがわかる。部屋から出よう、メイはそう思った。とりあえずここから退たい避ひして──居間にでも行こう。原因や理由付けはあとでいいから、一刻も早く、この部屋から出たい。心しん底そこからそう思い、メイは腰を伸ばしかけて、

『ハァァ────────────ッハッハッハァ──────────ッ!!』

　凄すさまじい大音量が、メイの鼓こ膜まくを破かんばかりに震ふるわせた。

　メイは驚きのあまり足を滑すべらせて尻しり餅もちをついた。床に敷き詰められた絨じゆう毯たんのおかげで少しも痛くはなかったが、仮にそこがコンクリートだったとしても、メイはやはり痛みを感じなかっただろう。メイはただぽかんと口を開けて、目の前のテレビを見つめていた。

『久しぶりだ！　実に実に久しぶりだ、外の世界は!!　それにしてもアレだな、しばらく寝ているうちにずいぶん多くの路ミチができてるじゃねえか？　それにこの箱──ッハッハッ、いい具合だ!!　『音』を出せるってのはなかなか心地いいもんだな、なあおい？』

「──────、────」

『おいおいおいおい、なんだおい返事なしか!?　ずいぶん無ぶ愛あい想そうな奴やつに当たっちまったな、触れたときはずいぶん大きな煌きらめきだと思ったんだがなァ。──ま、それとこれとは関係ねえが、しっかしお前、いくら無愛想っつったって返事くらいしたっていいんじゃねえのか？　一応これが俺おれとお前のハジメマシテなんだからな』

「──な、────」

　そこでメイは、大きく息を吸い込んだ。知らず知らずのうちに後あと退ずさりをしていたようで、背中にベッドの縁へりが当たる感覚がした。メイは大きく目を見開いて、ブラウン管にちらつきはじめたかすかな光を見つめながら、ようやく声を出した。

「なに、よ、これ──？」

『はん？　ああそうだな、そういや自己紹介がまだだったな。俺はタケミカヅチ、この御み座くら台だいの地に太古から棲すまう『天まが魂たま』にして、空を駆かけ地と交わ『雷いかづち』を統すべるもの。以後よろしくな』

「………………」

『おい！　おいおいおい、おいっておい！　なんだ!?　無視か！　せっかく俺から名乗ってやったってのに!?　おォォ──────い、もしもォ──────し!!』

　メイは小さく首を振り、か細く震える声をかろうじて絞しぼり出した。

「……あ、あの」

『おう！　そうだいいぞその調子だ！　意思の疎そ通つうはこの世のなによりも重要なことだ！　それでお前は!?』

「…………あたしに、言ってる、の？」

　ブラウン管の光が、弾はじけるように大きくなった。

『なァんだそりゃあ!?　お前以外に誰だれがいンだ!?　馬ば鹿かにしてんのか!?』

　唾つばを飲み込む。頭の中は混乱の極きよく致ちだが、しかしすべての思考が混乱に吞のみ込まれてしまったわけではない。メイは今しがたのテレビの『声』を、頭の中にかろうじて残っている冷静な部分で分析しはじめた。

　最初はなにかのテレビ番組かとちらりと思ったが、まずそれはないだろう。画面は真っ黒で、中央に奇妙な白い光が浮いているだけ。こんな映像を流すテレビ番組なんて、聞いたことがない。メイの言葉に即そく座ざに応答してくることから見て、この声はメイに向けられているものと考えていいだろう。

　では──この『声』の正体は、なんなのか？

「あの、あなた、は」

『ああ!?　また俺おれの話か!?　たった今言ったばっかじゃねえかもう言う気起きねえぞ俺は!!』

「いや、ええっと」

　メイは喘あえぐように深呼吸をする。大きく息を吐いて、冷えた空気を肺一杯に吸い込むと、頭の中の混乱にわずかながらも空白地帯ができた。その空白に、先ほど『声』の述べた言葉が、やまびこのようによ蘇みがえってきた。口にする。

「──まが、たま？　って？」

　今度は『声』が黙り込んだ。しばらくの沈黙の後、「ハハン」という声と共に、ブラウン管の光がゆっくりと明めい滅めつした。

『そうか──お前、よそものだな？　御み座くら台だいの人間じゃねえんだな？』

「……そうよ。あたしは神じん野のメイ。ここに引っ越してきたばっか。ねえ、あなた、本当になんなの？　誰かの──イタズラとか？」

　当てずっぽうに言ってみて、それが意外に真実味を帯おびていることに気づいた。誰かのイタズラ。テレビの中に盗とう撮さつカメラや盗とう聴ちよう器きが仕込んであって、部屋に入った人間が寛くつろいでいるところを見計らって大声を出す。その慌あわてふためく姿を見て笑おうという、趣味の悪い遊びなのではないか。

　そう考えた瞬間、吹き上がるような腹立たしさがメイの中で弾けた。

「──いい加か減げんにしてよ、こんなことしてなにが楽しいの!?」

『なに？　お前、なにを言って──』

「あのね、あなたがどんな考えでこんなことしてるか知らないけど、これ犯罪だからね！　警察に突き出されたくなきゃ今すぐこのふざけたイタズラをやめなさい！」

『おいこら、だからなに言ってんだお前。ちっとは落ち着けよ。俺がなんだって？』

　ブラウン管の光は、困こん惑わくするように大きくなったり小さくなったりを繰り返している。それを見ながら、メイは自分の中に芽生えた怒りが、不自然なほどの速さで大きくなっていくのを感じていた。

「あんたが犯罪者だって言ってんのよ！　マガタマだかなんだか知らないけど、あたしは今そういうお遊びに付き合う気にはなれないの！　さっさと、あたしの前から、消え失うせろ!!」

　そう叫んで、メイはいまだに握り締めたままだったコンセントを、力任せにテレビに向かって投げつけた。その瞬間、「ぶつっ」という音が再び響き、ブラウン管に映し出されていた光も消え、あとはただメイの叫び声の余よ韻いんだけが部屋の中に残った。

「……なんなのよ…………！」

　腹立ちまぎれにテレビに近づき、それを強引に百八十度回転させた。チューナーのプラグが抜けたが、メイは一向に気にしない。ブラウン管を壁と向き合う形にしてから、メイは「ふん」と鼻を鳴らした。




　　　　◆




　それ以上部屋にいる気をなくして、メイは廊ろう下かを歩いて居間に入った。

　居間、というよりは囲い炉ろ裏りの間まだ。座敷の中央に四角い穴があり、その穴の上に吊つり下さげる形で鍋なべがフックに引っ掛かっている。両親は正式な契約を交わすために、不動産屋へ行ってしまっていて、誰だれもいない囲炉裏の間は、なんだかやけに薄気味悪く思えた。なるべく囲炉裏を見ないようにしつつ、メイは居間から庭に面した縁えん側がわへと出た。

　すでに周囲には夕ゆう闇やみが忍び寄ってきている。雲ひとつない空の色はそろそろ紫を帯おびはじめ、カラスの鳴き声が悲しげに響き渡っていた。ぼんやりそれを見上げていると、言い知れぬ寂さびしさがこみ上げてきて、メイは力尽きたようにその場にへたり込んだ。

　どうやら先ほどのイタズラに、自分でも驚くほどダメージを受けているようだ。

　普段のメイだったら笑い飛ばせていただろう。それが呆ほうけたような顔をして縁側に座っているということは、あのことが意外に大きなショックになっていたということだった。破壊力自体はさほどないイタズラだったが──いかんせん、それを受けるメイのほうが弱りきっていた。

　生まれ育った土地を離れ、慣れ親しんだ友達と別れ、知人のひとりもいない土地に引っ越してくるということは、こんなにも辛つらいものだったのか。メイは今、しみじみとそんな思いを嚙かみ締めていた。それを打ち明けられる相手も、どこにもいない。両親に話せば、彼らのことを責めているのだと受け取られかねない。かといって、遠く離れた友人たちに電話越しに愚ぐ痴ちをこぼすなんて、あまりにもみっともない。結局は──と、メイはため息をついて思う。自分で解決するしかないのだ。

　そう考えると、少しだけ元気が出た。頼みにするのは己おのれだけ。かっこいいではないか。空から元げん気きだと自分でもわかっていたが、それでもないよりはマシだった。

　顔を上げ、庭を見る。とりあえず、とメイは思う。両親が不動産屋から帰ってきたら、あのイタズラを報告して、テレビの中身を詳しく調べてもらおう。が、そこまで考えて、メイの頭にちらりと疑ぎ念ねんがよぎった。

　さっきのあれは、本当にイタズラだったのだろうか。

　どうにも不自然な印象が拭ぬぐいきれなかった。あれをイタズラだとするのなら悪趣味極まりないが、しかしそれならそれでもっと適切な場所があるのではないだろうか。無人のお屋敷に仕掛けなくても、『新市街』のマンションにでも仕掛ければもっと簡単に驚かせることができるだろうに、なんだってわざわざこんな場所に。

　あるいは、あの不動産屋が犯人かもしれない。今思い返してみれば、態度の端はし々ばしに不自然な強引さが滲にじみ出ていた。よそから来た人間を無理矢理この屋敷に泊めさせて、いくつも仕込んだイタズラでその人たちを驚かせるのを生いき甲が斐いとする変へん態たいなのかも。──いや、それはないか。ここは地主から任された物件のはずだ。あんな法律に触れるようなイタズラを仕掛けて、もしそれが発覚したら、それこそ身の破は滅めつという奴やつだ。となれば怪あやしいのは──その地主が真しんの黒幕、とか。金もヒマも持て余した田舎いなかの権力者が、弱い立場の不動産屋に強きよう要ようして自分の持ち物件に人を入れ、そこでドッキリ驚かせる。が、それならもう少し派手な方法を選んでもいいはずで──

　頭がこんがらがってきた。推理から妄もう想そうへと移行しつつある思考を振り払い、メイは「とりあえず両親に報告するのは様子見」という結論を出して、立ち上がった。サンダルを履はいて、歩き出す。

　土の感触と草の匂においが、サンダル越しにメイに伝わってきた。庭をゆっくり見るのは、これが初めてだ。ひょうたん型の池にかかっている橋の上に乗って、メイは水面を覗のぞき込んでみた。真っ暗で、なにも映っていない。周囲の木々は素人しろうと目めにも品がよく配置されているが、これまた夕ゆう闇やみにまぎれてしまって、いまいちよく見えなかった。明日、改めて見てみよう──そう思ってメイが踵きびすを返しかけた、ちょうどそのとき。

「あの」

　鈴が鳴るような声に、メイはぎくりと身を強こわ張ばらせた。

　恐る恐る振り向く。宵よい闇やみに沈んだ生いけ垣がきの向こうをまじまじと見つめて、それからメイは、ゆっくりと身体からだから緊張を抜いていった。

　なにも緊張することなどない。いくら田舎とはいえ──『お隣さん』がひとりもいないほどの田舎というわけではないのだ。

「はじめまして。──あの、このお家に引っ越してきた方ですか？」

　暗くて顔はよくわからないが、女の子のようだった。メイと同じか、少し下くらいの年齢だろう。メイは庭を横切って、生垣の向こうに立つその少女へと近寄っていった。一瞬、どうやって話しかけるべきか迷ったが、それを決めるより先に、言葉のほうが口から飛び出していた。

「東京から越してきました、神じん野のって言います。はじめまして、どうぞよろしく」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　少女は生いけ垣がき越しに、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。ゆっくりと、再び背筋を伸ばした少女の顔を、メイはようやく詳しく見ることができた。

　あどけない顔をしていた。身長もだいぶ低い。これでメイより年上ということはないだろう。艶つややかな黒髪は背まで伸び、つぶらな瞳ひとみは冬の空のように澄んでいて、メイの顔をまじまじと見つめている。見られているメイのほうが気き後おくれしてしまいそうな視線だったが、不思議と嫌いやな感じはしなかった。

　と、少女がわずかに首をかしげた。それからなにかを思い出したように目を見開くと、先ほどよりやや上うわずった声で言った。

「あの、私、──楠木くすのき、です。楠木マナ。ごめんなさい、言うのが遅れてしまって」

「いや、別にいいよ。ね、楠木さん」

「はい？」

　図ずう々ずうしいと思われるかもしれない。が、これはひとつの賭かけだった。成功すれば一気に距離が縮まる。失敗しても──もともとだ。それにこの子なら、今から自分がしようとしている申し出にも、図々しいとか馴なれ馴なれしいとか、そんなことは考えないだろう。なんとなく、そんな気がした。

　メイは親しげな笑顔の中に、ほんの少しの怯おびえを交えた微妙な表情で、

「マナちゃん、って呼んでいい？　──その、あたしここに来たばっかで、友達が、ひとりもいなくてさ、それで──」

「はい！　お友達になりましょう！」

　メイの言葉が終わらないうちに、マナは心しん底そこ嬉うれしそうにそう叫んでいた。

　先ほどまでのおっとりとした態度とは打って変わって、にわかにはしゃぐような素そ振ぶりを見せはじめる。やや面めん食くらったメイの手を、生垣越しに「よいしょ」と腕を伸ばして摑つかみ、それを生垣の上に持ってきて、マナは大きく上下に振ってみせた。にこにことした笑顔で、相変わらずの澄んだ目で。メイをまっすぐ見み据すえながら、マナは言った。

「ああ、よかった。本当言うと、私もあなたと友達になりたくて声を掛けたんです」

「え？　なんで？」

「なんでって。せっかくお隣に、同じくらいの歳としの女の子が引っ越してきたんですから。お友達になりたいと思うのは当然じゃないですか？」

「……そんなもんかな」

「そんなもんですよ」

　握ったマナの手をじんわりと見つめるうちに、実感がこみ上げてきた。

　友達ができた。

　それも、こんなに簡単に。

　そう思った瞬間、メイの中のなにかが、音も立てずにふっと途切れた、

「──ど、どうしたんですか!?　私、なにかいけないこと言いました!?」

「え？」

　突然のマナの叫びに、思わず聞き返してしまう。目線の先に手を遣やると──濡ぬれていた。

　そこで初めて、メイは自分が涙を流していることに気がついた。

　反射的に片手で顔を覆おおい、涙の痕こん跡せきを拭ぬぐい去ろうとする。マナは目をいっぱいに見開いて、刺すような視線をメイに向けていた。なにか悪いことをしてしまったとでも思ったのか、おずおずとその手を引っ込めようとする。させなかった。メイはマナの手を、母にしがみつく子供のように、ぎゅっと握りつづけていた。

　涙は突発的なものだった。次から次へと溢あふれてくることもなく、上澄みだけを拭い去ると、綺き麗れいさっぱり消えてなくなってしまった。それでも突然目の前の女の子が泣きはじめたというのはなかなかの衝しよう撃げきだったようで、マナはメイのことを気まずそうに見つめていた。それには構かまわず、メイは大きく笑顔を浮かべると、両手でマナの手を握り締めた。

「……ごめんね。ありがとう」

「いえ、私は、なにも──」

「ありがとう。友達になってくれて。──ほっとした。すごく」
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　マナはしばらくなにも言わず、黙ってメイの顔を見つめていた。やがてそこに浮かぶ安あん堵どの色を見て取ったのか、溶けるような笑えみをその顔に浮かべる。

「よく、わかりませんけど──私なんかでよければ、いくらでも友達になりますよ。ええと──」

「あ、ごめん。あたしは、メイです。神じん野のメイ。あらためて、よろしくね、マナちゃん」

「はい、こちらこそ。──あの、私も、メイさんってお呼びしていいですか？」

　メイさん。その呼び方は少しこそばゆかったが、メイは小さく頷うなずいてそれを承諾した。実際のところ、いくら嬉うれしかったからとはいえ、初対面の人の前で涙を流してしまったという事実はかなり気恥ずかしく、一刻も早く拭ぬぐい去りたかった。話題を変える。

「ね、マナちゃんてさ、歳としはいくつ？　あたしは十六なんだけど」

「十五歳です。今年で十六歳。遅生まれなので」

「あ、それじゃあ、高校生なんだ？」

「そうです。御み座くら台だい高こう校こうの、一年生ですよ。ひょっとして、メイさんも？」

「うん、っていうか、この辺高校あそこしかないじゃん」

　あはは、とマナは笑い、

「そうですよね。辺へん鄙ぴなところですから。でもそれじゃ、私と同じ学年なんですね。クラスはどこですか？」

「確か──１Ｂだったかな？」

　マナの目が丸くなった。

「──私もです！　私も１Ｂ!!」

「え、ほんと？」

　メイもその目を瞬しばたたかせる。こんな偶然はちょっとない。アクシデントで急きゆう遽きよ決定した入居先のお隣さんが、たまたま同じクラスの女の子だなんて。驚きは時を経へずに喜びへと変わっていき、メイは今度こそ、満面の笑みをマナへと向けた。

「そっか、よかったあ。あのさ、もしよかったら──色々教えてね、学校のこと」

　マナも嬉しそうに笑い、大きく首を縦に振った。

「はい、もちろんです！　──あの、ところで──」

「え？　なに？」

　聞き返してから、メイは気づいた。急速に口元の笑みが萎しぼんでいく。マナはその澄んだ目を少し上に傾けて、メイの頭──正確には、メイの金色に染められた髪を見つめていた。反射的に髪に手をやって、メイは言いい訳わけがましく口を開く。

「あ、これ？　や、これは違うんだ、ちょっとその、遊び心っていうか、出来心っていうか──」

　一歩、メイは後あと退ずさった。マナにはあまり見られたくなかった。別に見られたところで不都合など起こらない。マナはメイのクラスメイトであって教師ではないのだし、またクラスメイトの素そ行こうにいちいち口を出すようなでしゃばりでもないだろう。

　しかし、内心ではどうだろう。メイの目には、マナは『良りよう識しきの塊かたまり』であるように見えた。親切で、人当たりがよくて、正直で、朗ほがらかで──そして恐らく、保守的な。もしかしたら、マナはメイの金髪を見て、メイのことを軽い性格の人間と見なすかもしれない。それはそれで間違ってはいないのだろうが、しかし、こっちに来てから初めてできた友達に、知り合って早々そんなふうに思われてしまうのは、さすがに嫌いやだった。

　が、マナはメイの心配するようなことはまるで考えていないようだった。マナは目を細め、メイの金髪を憧あこがれの眼まな差ざしで見つめた。ため息をつくように、

「きれいな色。それに、よく似に合あってます。いいなあ、私なんか子供っぽいから、髪の毛を染めてもきっと似合わないんですよ。羨うらやましいです」

「へ？」

　思わず間抜けな声が漏もれた。髪を押さえたまま、メイはマナのことをじっと見つめる。マナは「どうしました？」と首をかしげ、メイはとっくりと考えてから、気まずそうに尋ねた。

「あの──へ、変じゃない、かな？　この髪？」

　マナはやりすぎなくらい首を振り、

「全然！　とってもお似合いですよ」

「……あのさ、ちょっと聞きたいんだけど」

「はい？」

「髪の毛染めてる人って、結けつ構こういるの？　その、御み座くら台だい高こう校こうには」

「そんなに多くはありませんけど、まあ、そこそこ」

「なんか、傾向とかはあるのかな？　大体どんな人が染めてる、とか」

「傾向、ですか？」

「うん。たとえば、ほら──不ふ真ま面じ目めな人、とかさ」

　都会では絶ぜつ滅めつに近い状態にある、いわゆる『ヤンキー』という人種かもしれない。それはそれで一度見てみたかったが、しかしそういう人たちと同じ種類に見られるのは避けたかった。が、マナは顎あごに指を当ててしばらく考えてから、また首を横に振った。

「ないと思います。私の友達でも髪を茶色にしている人がいますし、それに先生もあんまりそういうことには口を出さないんですよ。──まあ、メイさんみたいな派手な金髪だったら、生活指導の先生とかになにか言われるかもしれませんけど」

　マナは危き惧ぐするように言ったが、メイとしてもそれは覚悟の上だ。仕方ない、という具合に、メイは肩をすくめた。

「いいよ、説教は聞きなれてるし。明日あしたにでも染め直しますって言えば、そんなに口やかましくは言われないでしょ」

「え、染め直しちゃうんですか？」

　聞かれたメイのほうが驚いた。目をぱちぱちと瞬しばたたかせ、

「そのつもりだけど──なんで？」

「だって、とってもきれいなのに。黒に戻しちゃうなんてもったいないですよ。メイさんには、金色のほうが似合うと思います」

「そ、──そうかな」

　思わずたじろいだメイに、マナは「そうです」と強気に頷うなずいた。褒ほめられて悪い気はしないが、しかし教師に逆らってまでこの色を貫くほど、メイは金髪に執しゆう着ちやくを持っているわけではない。ぽりぽりと頰ほおを搔かきつつ、

「まあ、そうだね、先生になんにも言われなかったらね」

「それならきっと大丈夫ですよ。庵あん堂どう先生はそういうこと気にしない人ですから」

　アンドウ、と聞いて、ちらりと思い出した。確か、１Ｂの担任の名前だ。安藤ではなくて庵堂というちょっと珍しい字だったから、よく覚えている。しかし生徒が髪を金色にしていても口を出さないというのは、東京ではあまり見られない種類の教師だ。よほど寛かん容ようなのか、それともよほどやる気がないのか──そのことを尋ねてみようと思った矢先、マナの背後から、彼女の名前を呼ぶ声が聞こえた。マナは顔だけで後ろを振り返り、ぽつりと言った。

「──お母さんだ」

　夕ごはんができたわよ、戻りなさい──マナによく似たその声は、マナによく似た穏おだやかさで、そう呼び掛けていた。マナは気まずそうにメイに向き直り、メイはにっこりと笑って片手を上げ、かすかに左右に揺ゆらしてみせた。

「それじゃね。また明日あした」

「……はい。おやすみなさい」

　なんとなく物足りなさそうに見えたのは、メイの気のせいではないはずだった。穏やかでおっとりとした性格のようだが、一方で話し好きでもあるらしい。庭の敷しき石いしを踏みながら、ゆっくりと戻っていくその小さな背中に、メイはふと声を掛けていた。

「マナちゃん」

　マナは振り返る。もう夕ゆう闇やみはだいぶ深くなっていて、マナがどんな表情をしているのかは判然としなかった。きっと不思議そうな顔をしているに違いない。そう思った途と端たん、マナのシルエットがかすかに首をかしげた。こみ上げる笑いを押し殺して、メイは言う。

「明日さ、一緒に学校行かない？　あたし結けつ構こう方向オンチでさ、学校までの道順とか教えてくれると、すごく助かるんだけど──」

　マナの影が背筋を伸ばす。その顔はやはり見えないが、しかし満面の笑えみを浮かべているであろうことは、見えなくたってわかった。

「はい！　わかりました!!」

　嬉うれしそうにそう叫んで、マナのシルエットは闇の向こうで、深々と腰を折ってお辞じ儀ぎをした。メイは「あは」と笑い、もう一度その手を振った。

　マナの影が隣りん家かの中へと消えたのを見届けてから、メイは踵きびすを返した。遠くから、車のエンジン音が聞こえてくる。両親が帰ってきたのかもしれない、そう思い、メイは屋内へと帰る足を速めた。

　最初にこの庭に降り立ったときには想像もできなかったほど、胸が弾はずんでいた。住み慣れた土地を離れ、親しい友達と別れてから、ずっとメイの周辺を覆おおっていた不安の霧きりが、初めて晴れたような爽そう快かいな気分だった。明日はマナちゃんと、どんな話をしよう──そんなことを考えながら、メイはサンダルを脱いで、縁えん側がわへと上がっていった。
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　チャイムの音が鳴り響き、いまだにパジャマ姿のメイは、不意を突かれたように背筋を伸ばした。恐る恐る玄関のほうへと視線を向ける。ぱたぱたとスリッパを鳴らしながら、母がインターホンに近づいて、受話器を取った。しばらく受話器の向こうから聞こえる声に耳を傾けていた母は、ちらりとメイのほうに目を向けた。

　嫌いやな予感が走った。

　そして母はメイの嫌な予感を的中させる天才だった。母はインターホンに向かって、外行き用の愛あい想そのよい声で、

「あらごめんなさい、まだ用意ができてないんですよ。──いいええ、そんな、メイがだらしないだけですから。よかったら家の中で待っていらしたら？　メイの準備には時間がかかるし──そんなこと言わずに、お入りなさいな。鍵かぎは開いてるから」

　砕くだけた口く調ちようで言い置いて、受話器を元に戻してから、母は面おも白しろがるような視線をメイに向けた。その視線に、抗議の声をあげかけて、やっぱり思い直した。せっかくできた友達を、外で待たせておくわけにもいかないだろう。母の判断は正しい。が、同時になんだか腹立たしくもあり、メイは目の前に置かれたサラダを乱暴にかっ込んだ。

　ちなみに今日きようの朝食、食パンにサラダにベーコンエッグに牛乳という、これでもかと言わんばかりに洋風なのだが、それらが載のっているのがお膳ぜんであるというところにかなりの違い和わ感かんがある。母曰いわく「あったから使ってみた」とのことだが、ベーコンエッグの皿なんかお膳からはみ出してるし、おかげでナイフで切るごとにぐらぐら揺ゆれたりして、食べづらいことこの上ない。いらいらしてきたメイは、ベーコンエッグにソースをどぷりとかけ、それを強引に食パンの上に乗せて、一気にかじりついた。

　ばくばくと、二口三口であっという間まに食パンが処理されていく。口の周りに黄身交じりのソースが付着するが、メイはまったく頓とん着ちやくしない。最後に残ったカケラを口の中に放ほうり込んで、それを牛乳で食道に流し込み、メイは手のひらを合わせて「ごちそうさま」と宣言する。口の周りの汚れを親指でふき取って、赤ん坊のようにちゅぱちゅぱと舐なめ取り──

　ふと居間の入り口のほうを見ると、マナが目を大きく見開いて、メイの醜しゆう態たいに見入っていた。

　メイの喉のどが、きゅっ、と鳴った。首でも絞しめられたかのように顔が赤くなっていく。パジャマ姿ですっぴんで親指をしゃぶっていたメイは、猫のような素早さで身をひ翻るがえした。一瞬で居間から廊ろう下かへ出、洗面所に駆かけ込む。鏡には首まで赤くなった憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうが映っていた。

　顔を洗いながら、母さんのばか、なんで居間にまで入れるのよ──！　と胸の中で毒づいてみたが、さすがにマナの前でそれを言うのは憚はばかられた。今日きよう学校から帰ったら思いっきり追及してやることにして、とりあえず今この場は身み支じ度たくに専念する。

　五分という女子高生にしては驚異的な速度で支度を終えたメイは、自分の部屋から出た時点で一度立ち止まり、軽く咳せき払ばらいをしてからほっぺたを叩たたいた。もう赤くはなっていない──と、思う。まあ、さっきのあのドタバタなんか、後で笑い話にすればいいだけのことだ。そう覚悟を決めて、メイはようやくマナの前に姿を現した。

「や、お待たせ」

　軽く手を上げて挨あい拶さつをする。マナはにこりと笑い、わずかに頭を下げた。

「おはようございます、メイさん」

「うん、おはよ。──なんつーか、さ」

「はい？」

　やばい。さっきの醜態を思い出したら、また顔が熱くなってきた。

「いや、その。も、もう行く？」

「そうしましょう」

　マナは頷うなずき、先に外に出た。メイはカバンを握り締めて──視線に気づいて、居間の障しよう子じの奥を見た。母がお膳ぜんを片付けながら、にやにや笑いでメイのことを観察していた。どうしようもない腹立たしさが胃袋で煮えたぎり、メイは「いっ」と歯を剝むいて威い嚇かくして、跳ねるように玄関から出て行った。

　マナは玄関先で待ってくれていた。両手で持ったカバンを身体からだの前で合わせるようにして立つその姿は、まさしくお嬢様に他ほかならない。昨日きのうはお互い私服姿だったから目立たなかったが、こうして制服同士で見比べてみると、歴然としたオーラの違いがある。ちょっと気け圧おされてしまうくらいだ。

　御み座くら台だい高こう校こうの制服は、深い青色を基調としたブレザーである。転校前の制服はキャラメル色のブレザーだったから、その点では目新しい印象はなかったが、前の制服に比べればこちらのほうがずっと落ち着いているように思える。良く言えば清せい楚そ、悪く言えば質しつ素そ。いずれにしろマナの人柄や外見にぴたりと合っている。だからメイはその格かつ好こうを見て、思ったままを言ってみた。

「制服、よく似合ってるよね。マナちゃんは」

　言ってから、だからどうした、という気がしてきた。新品の服ならともかく、毎日着ている制服を似合っていると褒ほめられたところで、あまり嬉うれしくはないかもしれない。が、そんなメイの考えとは裏うら腹はらに、マナは素直に嬉しそうな顔をした。物喜びをする性た質ちのようだ。

「そうですか？　──ありがとうございます」

　顔を赤らめながら照れ笑いをするその表情は、同性のメイから見ても非常にかわいらしい。思ったことがそのまま顔に表れるからだろうか、装いのない無む邪じや気きさがあるのだ。これまでに見たことのないタイプの女の子だった。ふうん──と感心して、まじまじと観察するメイの視線を、マナは上うわ目め遣づかいに見返した。

「メイさんも、かっこいいですよ、制服姿」

「そう？　あはは、ありがと」

　かっこいい。なるほど、そう見えるのか。そう言われて嬉しくないわけではないが、しかし女の子なのに「かっこいい」と褒められるのは、とちょっと複雑な気持ちだったりする。素直に喜んでいいものかどうか、メイは自分の制服を見下ろしながら思案した。

　歩きながら、メイは意図的に歩幅を調整した。意識しないで歩いていると、肩を並べているはずのマナが遅れてしまうからだ。メイの足が速いわけではないし、マナの足が遅いわけでもない。正解は足の長さで、マナが平均的女子高生の身長をやや下回っているのに比べて、メイのほうは本当に日本人なのかと疑ってしまうほどに手足が長い。足の長さと足の強さは、メイの自慢できる数少ない長所のひとつだ。

　歩道を出て、車道に入る。といっても車はまったく見当たらず、歩いている人影もメイとマナだけだ。周囲は一面の田園風景、視界を遮さえぎるものはなにもない。そのことに、メイは改めて新鮮な驚きを覚え、青く澄んだ空を見上げた。どこかから、鳥の鳴く声が響いていた。

　車道は緩ゆるやかな下りになっている。後ろを振り向くと，その傾斜は上りになるほどきつくなっているようだ。少しだけ後ろを振り向いてから、メイは目を細めて尋ねた。

「この道、山に続いているんだね」

「はい。あの山は『生むす日び山やま』って言います。中腹辺りに神社が建てられてて、この道路はもともとその神社への参さん拝ぱい路ろだったらしいです。今でもそうですけどね」

　むすびやま。それを聞いてメイは半笑いになり、冗じよう談だんめいた口く調ちようで、

「おむすびやま？　変な名前だね」

　途と端たん、マナの表情が変わった。それまでの穏おだやかな笑えみが顔から消え去り、足でも挫くじいたかのように顔を曇らせた。その表情の変化が自分の言動に対するものだということを理解するのに一瞬の時を要し、それを理解するよりも先に、マナがむきになったような口く調ちようで言った。

「む・す・び・や・ま、です！　間違えないでください、大事なお山なんですから」

「────」

　その剣けん幕まくに驚いたのはメイだけではなかった。マナ自身も、言ってしまってから後悔したように、すぐに怒りの表情を打ち消して、気まずそうにメイの様子を窺うかがってきた。どう返せばいいものか、せっかくできた友達とこんなことで喧けん嘩かするのは嫌いやだが、しかし変えるべき話題も見つからない。メイは頭を下げ、

「……ごめんなさい。ほんの冗じよう談だんのつもりだったんだけど」

　と謝ると、マナはひと回り萎しぼんだようになった。

「…………いえ、その、私のほうこそ……大きな声、出しちゃって……」

　メイは頰ほおを搔かく。地じ雷らい原げんにいるような気持ち。口を開いて言葉を出した瞬間、それが再びマナの逆げき鱗りんにぶつかって、どかん！　と爆発するかもしれない。それは怖い──が、さりとてこの気まずい沈黙を延々と続けているわけにもいかない。メイは咳せき払ばらいをし、意を決して口を開いた。

「……大事な、山なの？」

　マナが顔を上げる。最初に声を掛けてきたときと同様、大きく澄んだ瞳ひとみでメイのことを見つめる。やがて、マナはこくりと頷うなずいた。

「はい。とても」

　メイは、ふむ、と首をかしげ、

「あのさ、ちょっと聞いていい？　もしかしたら失礼なことかもしれないけど、そのときはごめん。あのね──山が大事って、よくわかんないんだけど、どういうことなの？」

　都会で生まれ育ったメイにとっては『山』という存在自体が珍しかったりする。それが『大事』なのだという感覚は、さらに理解不能だった。少なくともメイが生まれ育った町に、メイが『大事』だと感じる自然物は存在しなかった。単にあの山が好きだという感情なのか、それとももっと別の、この地域の人にしかわからない感覚なのか。今後先ほどのようなマナの剣幕を見ないようにするためにも、そのことは知っておきたかった。

　メイの素そ朴ぼくな疑問に、マナは首をかしげた。眉まゆ根ねを寄せて、悩んでいる表情。口を開いて、なにかを言いかけ、やっぱりやめて、口を閉じる。なにかもやもやしたものが胸にあるのだが、それをうまく言葉にして吐き出すことができない、という感じ。マナは顔を曇らせたまま、不ふ明めい瞭りような言葉を口にする。

「どういうことっていうか──とにかく、大事なんです。とっても大事なんです。この辺の人は、みんなそう思っていると思います」

　やたらと抽ちゆう象しよう的てきだ。が、別にそんなに深くまで理解する必要はないか、と思い直した。要するに、

「あの山を冗じよう談だんの種とかそういうのにしちゃ、だめなんだね？」

「はい。神聖な場所ですから」

　神聖。また耳慣れない言葉が出てきたが、まあそういうものなのかもしれない。田舎いなかにはその地域独特の習慣が残っているのかもしれないし、御み座くら台だいではそれが『山の崇すう拝はい』という形であるだけなのだろう。うん、と納得したメイは、マナの肩を叩たたき、

「そっか、わかったよ。ごめんね。もうしない」

　マナはメイのことを見返した。瞬しゆん時じ驚いたように目をし瞬ばたたかせたかと思うと、すぐその顔に笑えみが復活した。安あん堵どの笑みだ。そのままマナは首を振り，

「いいえ、私が悪いんです。メイさんこっちに来たばっかりで、そんなことわかるはずないのに、なんにも考えないで怒っちゃって。最初に説明しておけばよかったんですけど──つい、条件反射で」

「そういうのって、他ほかにはあるの？　そういう大事な場所は、あの山以外に」

「あんまりありませんけど、でも──ほら、あれ」

　マナが指差したその先には、大きなトンネルが口を開けていた。あれならメイも見たことがある。『新市街』からこちらに移動する途中に、内部を通過したからだ。トンネルを指差したまま、マナは言葉を続けた。

「あれは『磐いわ門と』っていって、あれも生むす日び山やまほどではないですけれど、大事な場所って言われています」

　トンネル──マナ曰いわく、『磐門』がゆっくりと近づいてくる。それが目の前にまで迫ったところで、メイはふと足を止めた。高さ五メートル、幅十メートルほど、全体的に黒こく曜よう石せきのような黒光りのする質感を持ち、普通のトンネルに比べれば建造部分が横に広く張り出している。山地と建造部の境界線も不ふ明めい瞭りようで、もともと建造部分だったところが、土ど砂しや崩くずれかなにかで埋まってしまっているようにも見えた。その威い容ようを見上げながら、これも神聖なものなのか、とメイは意外に思うが、しかし今ひとつ腑ふに落ちない点があった。ぶつけてみる。

「でもさ、これってトンネルでしょ？　最近できたものじゃないの？　それなのに、そんなに神聖なものなの？」

「神聖なもの、というほどのものでは。確かに『生日山』は神聖な場所ですけど、『磐門』のほうはそれほどでもないんです。うまく説明できないんですけど──とにかく、『磐門』の中に勝手に入ったりしちゃいけないんです。アマツカサの人に怒られちゃいますから」

「…………」

　疑問が増ぞう殖しよくしていく。アマツカサってなんだろう。勝手に入ったりしちゃいけないんだって言われても、ここを通らないと『新市街』に行くことができないではないか。というか、昨日きのう普通にここを車で通過したような気がする。もしかしてあれは、なんらかのタブーに触れてしまう行為だったのだろうか──

　メイの沈黙の意味を汲くみ取とったのか、マナは慌あわてたように付け加えた。

「ごめんなさい、わかりにくかったですね。『磐いわ門と』を通るのは構かまわないんですけど、『磐門』の中に入っちゃいけない、っていうことです。これ、トンネルみたいに見えますけど、本当は建物なんですよ。中への入り口がどこかにあるはずなんです。どこにあるのかは知りませんけど」

「へえ、なるほど」

　ようやく得とく心しんして、メイは『磐門』の内部に入っていった。まったくの闇やみに見えた『磐門』の中は、しかし天てん井じようからの照明に照らされて、外から見るほどに暗くは感じない。それでも五メートル先は見えないほどの暗闇なので、メイは念のため、歩道と車道を分けるガードレールに触れながら歩きつづけた。それにしても、と思う。

「これ──建物なの？　普通のトンネルにしてはやけに大きいとは思ってたけど。なんのために建てられたの？」

　その問いに、マナは首をかしげて答えた。

「それは私もよくわかりません。なにしろずっと昔からあるものですから、誰だれがなんのために建てたのかとかはさっぱりわからないんですよ」

　若じやつ干かんの沈黙、それからメイは疑わしそうな声で、

「……昔から？」

「はい、昔から」

「どれくらい」

「さあ。郷土資料館で調べたこともありますけど、この辺りに人が住み着いた頃ころにはもうあったらしいですよ」

　メイは「はっ」と笑い、

「うっそだー」

　マナは「むっ」と唇くちびるを曲げた。

「噓うそじゃないですよ。本当です」

「だってこのトンネル、高さが五メートルあって幅が十メートルあって、そんで長さは五十メートルくらいあるでしょ？　しかも中に人が入れるようになってるんでしょ？　人が住み着いた頃って言ったらもう何百年も昔のことだろうけど、そんな時代にこんな大がかりな建物造れっこないって」

　マナは少しだけたじろぐような素そ振ぶりを見せた。それでも引く気はないらしく、むむむむ、と唇を尖とがらせて、薄暗がりの向こう側からメイのことをにらみつけてくる。

「そんなことないですよ、大昔にだってこれくらいのもの造れましたよ！　郷土資料館にはそう書いてありましたもん！　どうやって造ったのかとか詳しいことは私にもわかりませんけど──あ、そうだ！　きっと『石』のマガタマのヨリマシが、」

　そこまで言いかけて、マナはぴたりと口を噤つぐんだ。強引に顔の向きを変えて、前方の『磐いわ門と』の出口に向き直る。が、そんなことをしてもマナが漏もらした言葉までが消え去るわけではない。メイはマナの横顔を見つめながら、ずばり尋ねる。

「なに、『マガタマ』って？　『ヨリマシ』？」

「……え？」

「今言ったじゃん、石のマガタマがどうこうって。なに？　それ」

「いや、私そんなこと言ってないですよ？」

「言ったじゃん！　絶対言ったよ！　なんでそんな噓うそつくの？」

「う、噓なんかついてませんよ。あ、ほらメイさん、もう出口ですよ。知ってます？　御み座くら台だい高こう校こうって『磐門』から結けつ構こう近いところにあって、」

「うっわ、なにその下へ手たなごまかし！　なに、マガタマってなんなの？」

「………………」

　マナは黙り込む。しばらくの葛かつ藤とうの後、マナはゆっくりと首を振って、言った。

「──それは、そのう──私の口からは、ちょっと」

「え、なにそれ。怖。なんか怖っ」

「いや、特に怖いものではないですけど──多分。マガタマは、ものすごくものすごくものすごーく説明しづらいものなんです。『生むす日び山やま』や『磐門』なんて比べ物にならないくらい」

「……そ、そうなんだ」

「はい。だから、メイさんが自分の目で確かめてみるのが一番いいと思います。きっと──すぐに見られると思いますよ」

　なんだか気き味みが悪い。『マガタマ』というものの正体がわからないということもそうだが、「すぐに見られる」という言葉も気持ち悪かった。恐る恐る、メイは尋ねてみる。

「それは──なに、なんかの──行事、みたいなもの？」

「いえ、そういうのじゃないです。メイさん、そのことはもう──」

「う、うん。わかった」

　明らかにマナはその話題を避けたがっていた。メイとて『マガタマ』とやらにそれほどの興味があるわけではないから、この話はこれで打ち切ることにする。が、マナのその態度に、メイの中の得え体たいの知れないものへの不安がじわじわと大きくなっていった。気まずい思いで『磐門』の出口をくぐりながら、メイはしみじみとこう思った。

　──なんか、変なところに引っ越して来ちゃったなあ。




　　　　◆




　予想に反して御み座くら台だい高こう校こうは、別になんということもない、極めて平凡な高校だった。

　ちょうど登校時間ということもあり、生徒たちが吸い込まれるようにして校門に入っていく。その流れに混じるとさすがにメイの金髪は目立ったが、校門で身体検査をしている教師がいないのが救いだった。

　下げ駄た箱ばこにはしっかり『神じん野の』という名前が記されていた。しかも『楠木くすのき』の隣だったりする。メイとマナは一瞬顔を見合わせ、それから二人で忍び笑いを漏もらした。真新しい上うわ履ばきはなんだか窮きゆう屈くつに感じられたが、使っているうちに慣れていくことだろう。

「ね、マナちゃん。教員室ってどこ？」

「あ──はい、こっちです」

　先に立って歩きだそうとしたマナの腕を、メイはとっさに取った。驚いたように振り返ったマナに、メイは笑いかける。

「場所だけ教えてくれればいいよ。マナちゃんは先に教室行ってて」

「でも──」

「大丈夫だって、いくらあたしでも学校の中で迷うほど方向音痴じゃないからさ」

「……わかりました。教員室はこの廊ろう下かをまっすぐ行って、突き当たりを右に曲がれば見えると思います。あ、それと──庵あん堂どう先生にご挨あい拶さつしに行くんですよね」

　メイは苦笑しながら自分の髪を触り、

「うん。これの言いい訳わけもしなくちゃいけないけどね」

　が、マナは笑わない。いつになく真しん剣けんな瞳ひとみでメイの顔を覗のぞき込んだかと思うと、声を潜ひそめるようにして、メイの耳に囁ささやきかけてきた。

「もしメイさんが本当に知りたいと思うなら──庵堂先生に『マガタマ』のことを聞いてみてください。多分、見せてくれると思いますから」

「…………」

「それじゃ、あとで教室で」

　軽く頭を下げて、マナは小走りに走っていった。その後ろ姿を数秒のあいだだけ見つめてから、メイも身を翻ひるがえし、教員室に向かって歩き出した。

　廊下を歩いている途中、なにかが頭に引っ掛かっていた。──マガタマ。そう、その言葉を、どこかで聞いたことがあるような気がする。縄じよう文もん時代とかの遺い跡せきから出土するあの石ころのことではなくて、ごく最近、誰だれかの口から耳にしたことがあるような気がする。いつ、どこで、誰から聞いたのか──じっくりと記憶を探ってみれば思い出せそうだったが、しかしメイはその思いを振り払って、教員室の前で足を止めた。どうせ聞けば済むことだ。

　メイは自分の髪にちょっと触れた。教員室に入った途と端たん、生活指導の先生とかに怒鳴り飛ばされそうな気がする。が、いまさら思い悩んでも仕方がない。怒られる覚悟を胸に固めて、メイは扉を引き開けた。

「失礼しまーす」

　小さな声でそう言って、メイは教員室の中に入り込む。朝だからか、教員室内は静かにざわついていて、メイは心もち姿勢を低くして、目当ての庵あん堂どう先生を探した。さすがにいくつかの視線を頭に感じはしたが、怒鳴り飛ばそうと近づいてくる教師は誰だれもいなかった。

　教員出勤表の横に、室内の簡単な配置図のようなものが貼はられてあって、どこにどの教員がいるのかが一目でわかるようになっていた。その図で庵堂先生の席を確認し、そちらへ足を向ける。

　庵堂先生のデスクは、廊ろう下か側の通路から数えて三番目のところにあった。が、そこに座っている人影を見た瞬間、メイは思わず後ろを振り向いて、配置図をもう一度確認してしまった。それからまたデスクに向き直り、あまりにも教師とはかけ離れた格かつ好こうをしているその男を、まじまじと観察した。

　全身黒ずくめである。室内なのに真っ黒なコートを着込んでいる。ちらりと覗のぞく上着は黒いシャツで、下には黒いズボンを穿はき、頭には黒帽子を乗せて、極めつけに黒いサングラスを掛けている。ヤクザや葬そう儀ぎ屋やだってここまで徹底してはいないだろう。顔と手以外はすべて黒に埋め尽くされた男が、机に向かって何事か熱心に書きつけているという姿には、なかなか近づきがたいものがあった。

　声を掛けるタイミングを逸いつして、メイはしばらくその場に立ち尽くしていた。と、不意に男がメイのほうを見た。一瞬書く手を休めたかと思うと、彼はペンをデスクの上に置いて、立ち上がった。思わず後あと退ずさってしまう。が、男はメイの反応など物ともせず、ゆっくりと近づきながら口を開いた。

「……神じん野のメイさんかな？　今日１Ｂに転校してきた？」

　紳士的な口く調ちようだ。教師なんだから当たり前かもしれない。外見で人を判断してはいけない、そう自分に言い聞かせて、メイは意識して笑顔を作ってみせた。

「神野です。よろしくお願いします。あの──庵堂先生、ですか？」

「ああ。今日から君の担任になる、庵堂クロノだ。よろしく」

　クロノ。珍しい名前だ。と、微妙なメイの表情の変化を読み取ったのか、庵堂はその口元をにやりと歪ゆがめた。

「変な名前だろう？　よく言われるんだ──と、話をしている場合じゃないな。ええと、神野、すまないが──」

「はい？」

「一緒に生活指導室まで来てくれ。ちょっと話がある」

　こくり、と唾つばを飲み込む。なんでですかと尋ねる必要もない、メイの金髪についてに決まっていた。一言二言かわしてみた限りではなかなか好感を持てそうな先生だったが、こればかりは仕方がない。「わかりました」と神妙に答えて、メイは庵あん堂どう先生のあとについて教員室を出た。

　生活指導室は教員室の真向かいにあった。六畳間ほどの大きさの部屋に、机がひとつとパイプ椅い子すが四つ。庵堂先生は奥側に座り、メイは促うながされて出口側に座った。

　向かい合って座ってみて、初めて庵堂先生を観察する余裕ができた。歳としの頃ころは二十代の半ばほど、サングラスをしているため目元は見えないが、く唇ちびるは薄く鼻筋は通っていて、なかなか整った顔立ちをしている。サングラスを外した素顔は、案あん外がいかっこいいのかもしれない──そんなことを考えていると、庵堂先生は両手を組んで机の上に乗せた。いよいよお説教の始まりか、とメイは身み構がまえる。

「さて。まず、どこから始めるか──」

　何事か思案するように、中空にサングラスを向ける。その体勢のまま、庵堂先生は突然尋ねてきた。

「神じん野の。君は確か、昨日きのう御み座くら台だいに引っ越してきたばかりだよな？」

「……はい」

　遠回しにねちねち責める気だろうか。「ここに来たばかりでわかっていないようだが、うちの高校にはお前のようなふざけた髪の生徒はひとりもいないのだ」とか。前の高校にはそういうタイプの教師がいて、メイはそいつのことが死ぬほど嫌いだった。この先生がそういう人だったら嫌いやだな──と思いながら出方を窺うかがっていると、庵堂先生の話は予想外の方向へ飛躍した。

「来る途中、落石事故に遭あったという話を聞いたんだが、本当か？」

「へ？」

　思わず聞き返してしまう。「落石事故だ」と繰り返されて、メイは慌あわてて頷うなずいた。

「え、ええ、確かに昨日自動車で走ってるときに上から岩が落っこちてきましたけど」

「その岩に触れたか？」

「……あたしが、ですか？」

「君が、だ」

　そこで初めて、メイの頭に疑問が浮かんだ。

「なんでそんなこと、聞くんですか？」

　庵堂先生はサングラスをこちらに向け、

「こちらの質問に先に答えてくれ。岩に触れたのか、触れてないのか。どっちだ？」

　記憶を巡めぐらせる。あのときは──確か──岩を外に放ほうり出そうとしたお父さんが、頑がん張ばって男の意地を証明して見せたのだ。触れてません、そう答えようとした瞬間、人差し指に刺すような痛みが走った。

　思わず手を上げて、痛んだ箇か所しよを確認する。人差し指の先端には、どこにも外がい傷しようは見当たらない。静電気でも走ったのかな──と思った瞬間、記憶が喚かん起きされ、思わずメイは答えていた。

「……触った、と、思います。えと、あたしとお父さんが」

「三人家族だったな。母親は触れていない？」

　むっとする。なんだか取調べを受けているようで、あまりいい気持ちはしない。メイはかすかに顔を曇らせて、庵あん堂どう先生のことをにらみつけるように見た。

「その前に、あたしの質問に答えてください。どうして、そんなこと、聞くんですか？」

　言ってしまってから、怒るかな、と思ったが、それは杞き憂ゆうのようだった。それまでの教師の例に沿わず、庵堂先生はその問いに笑って応こたえた。

「なぜこんなことを聞くのかといえば、それは重要なことだからだ。非常に重要なことだから、確認する必要があるんだ。気を悪くしたなら謝るよ」

　教師に謝られたのは初めてのような気がする。メイが拍ひよう子し抜ぬけして黙り込んだ隙すきを突いて、庵堂先生は再び口を開く。

「それで、だ。岩に触れたとき、触れたところになにか異変が起きなかったか？」

　無意識のうちに親指と人差し指をこすり合わせながら、メイは答えた。

「人差し指に一瞬だけ、痛みが走りました。静電気みたいな。──重要って、なにがですか？　あたしに怪け我ががなかったかとか、そういう意味ですか？」

「いや、そういうことじゃない──もちろん、無事に済んだということは喜ぶべきことだがね。それと、なにか質問があるのならあとでいくらでも答えるから、今は俺おれの質問にだけ答えていてくれ。いいな？」

「……わかりました」

　なんだか深い事情があるのかもしれない。メイが渋しぶ々しぶそう言うと、庵堂先生は満足そうに頷うなずき、次の質問を口にした。

「それでは、もっとも肝かん心じんなことを聞くぞ。──『タケミカヅチ』から、挨あい拶さつはあったのか？」

「────っ！」

　息を吞のみ、目を見開く。目の前の庵堂先生を食い入るように見つめるうちに、メイの脳のう裏りに昨日きのうの驚きがまざまざと蘇よみがえってきた。コンセントも繫つないでいないのに突然電源が入ったテレビ、ブラウン管に映っていた奇妙な光、その光が喋しやべくっていた意味不明の会話。庵堂先生の言葉をきっかけにして、それらがまるで今し方がたの記憶のように、鮮明に噴ふき出してきた。

　そしてメイは思い出す。『タケミカヅチ』と名乗っていた、昨日のテレビのあの光は、自分のことを──そう、確かに、『マガタマ』なのだと言っていた。突然の出来事に対する混乱の中で、メイがようやく質問として返すことのできた言葉がそれだった。マナの言っていた『マガタマ』というのも、それを指していたに違いない。しかし。

　あれは、イタズラだったはずだ。

　でなければ説明のつかないことだ。中にバッテリーも仕込まずにテレビの電源がつくわけはないし、外からの操作もなしにテレビが勝手に物を喋しやべるはずがない。そう考えた瞬間、あのときの怒りまでもが即そく座ざに復活し、メイは猜さい疑ぎ心しんに満ちた眼まな差ざしで目の前の黒ずくめの男を見た。もしかしたらあのイタズラに、この人が関かかわっているのかもしれない。メイは身を強こわ張ばらせ、庵あん堂どう先生のことを探るように見つめた。と、庵堂先生はそんなメイの視線に、「ふっ」と息を抜くようにして笑った。

「その様子じゃ、挨あい拶さつは失敗したようだな。無理もないか。よそものだからな」

「……よそものだから、なんだっていうんですか」

「いや、なに。よそから──それも都会から来た人間には、信じがたいだろうなと思っているだけだ。都会じゃ『まつろわぬもの』も出ないって話だからな」

「さっきから、なんの話をしてるんですか？」

「気にするな、独ひとり言ごとみたいなものだ。にしても、そうだな──やはりこっちから、すべて説明しておいたほうがやりやすいか。瀬せ川がわを呼んでおいて正解だった」

　独り言ならひとりのときにすればいいじゃないですか、そう食ってかかろうとしたが、その前に庵堂先生が「来た」と声をあげていた。その直後、生活指導室の扉がノックされる。庵堂先生が返事をするよりも早く扉は開いた。メイも肩越しに振り返る。

　開いた扉の向こうには、女の子が立っていた。年とし頃ごろはメイと同じくらいで、やはり御み座くら台だい高こう校こうの制服を着ている。ショートカットのあいだから覗のぞく目は、鋭く冷たい色を宿していた。女の子はその目でメイのことを一いち瞥べつすると、二、三歩前に進み出て、言った。

「なんの用でしょう、先生」

　声まで冷たい。なんだかあまり友達になりたくないタイプの人間のようだ。全体的に線の細い身体からだが、冷たい印象をより深くしているような気がした。顔は抜群にかわいいのに、こんなんじゃ男の子も近寄れないだろう、などとメイは考えた。

　庵堂先生はメイの隣の席に座るよう促うながしてから、メイのほうに視線を移した。

「瀬川、彼女は神じん野のメイ。今日からお前のクラスメイトになる。面めん倒どうを見てやってくれ。で、神野、彼女は瀬川ナナミ。一応、１Ｂのクラス委員を務めている。わからないことがあればこいつになんでも尋ねてくれ」

「はあ。──よろしくね」

　メイは軽く頭を下げたが、ナナミはそれをまるっきり無視して庵堂先生に話しかけた。ちょっとムカっときた。

「まさか、紹介をするために私を呼んだわけではないですよね？　それだったらもう戻りたいのですが」

　庵堂先生は苦笑し、

「それもある。なにせクラスメイトの『ヨリマシ』同士だ。親しん睦ぼくを深めておいて損はないだろう」

　ナナミの顔に驚きが走る。少し大きくなった目でメイを見て、彼女は初めてメイに向かって口を開いた。

「あなたが──？　『ヨリマシ』なの？」

　メイは眉まゆを寄せ、思ったままを口にした。

「なに、『ヨリマシ』って」

　するとナナミは、あろうことか、「ふん」と呆あきれたように鼻で笑った。かなりムカっときた。表情にも出たはずだが、ナナミはそれをまたもや無視して庵あん堂どう先生に向き直った。が、今度は庵堂先生のほうが早く口を開いていた。

「まあ待て。どうも最初の挨あい拶さつを失敗したらしく、神じん野のはマガタマやヨリマシの存在をハナから信じていないようなんだ。で、お前に実じつ践せんしてもらおうと思ってな。百聞は一見に如しかずと言うだろう」

　ナナミはさらに呆れたように、

「そんなことならわざわざ私を呼ばなくても、先生が見せればよかったんじゃないんですか？　そっちのほうがずっと説明も早くて済むと思うんですけど」

「そう言うな。俺おれのは、ほら、ビジュアル的に地味だろうが。トリックだと言われればそれまでだが、お前の『ミツハノメ』なら証明も簡単だ」
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　少しの間ま、それからナナミは不満げな口く調ちようで答える。

「……自分は大だい道どう芸げい人にんじゃない、って言ってますけど」

「まあ、とにかく頼む」

「仕方ありませんね──」

　ナナミはため息をついてから、メイに向き直った。さっぱり話についていけないメイは、とりあえず彼女のことを見返して──ナナミの手に、いつのまにか筒つつが出現していることに驚いた。時代劇でよく見かける、水を入れるのに使ったりする竹筒だ。きゅぽ、と小気味のいい音を立てて竹筒の栓せんを取ると、ナナミはおもむろにそれを傾けた。

　空っぽかと思っていた竹筒には、しっかり水が入っていた。当然のことながら、内部の水は重力に従って落下しはじめ──ナナミの指に当たって、ぴたりと停とまった。

「…………」

　目をぱちぱちとさせる。が、いくら目を瞬またたかせてみても、眼前で起きている光景に変わりはなかった。

　竹筒からは水が下に向かって伸びている。流れているわけでも零こぼれ落おちているわけでもない。紐ひものようにただだらりと、伸びている。始点を竹筒とすれば、終点はナナミの左手人差し指だ。その二つの点を結ぶようにして、水は完全に静止していた。

　すると、停まっていたと思った水が、再び落下しはじめた。が、今度は自由落下とは比べ物にならないほどゆっくりと、まるでメイにその進行を見せつけるかのような速度で、ナナミの手の下にある机に落ちていった。水はそこで再び静止する。竹筒が始点、ナナミの指が通過点、机が終点。メイはぽかんと口を開けて、そのあり得えない光景を見つめている。と、ナナミが突然喋しやべりはじめた。

「彼女はミツハノメ、この御み座くら台だいの地に太古から棲すまう『天まが魂たま』にして、豊ほう穣じようと災さい厄やくを運ぶ『水』を統すべるもの」

　定められていた台詞せりふを口にするかのように、ナナミは淀よどみなく言った。その口こう上じようには、メイも聞き覚えがあった。──確か、昨日きのうの『タケミカヅチ』とかいう声も、同じようなことを言っていたはずである。

　しかしそれでも、メイの中に根ざした疑ぎ惑わくは、容易に消え去ることはなかった。こんなことが現実であり得うるはずがない。その思いは、再びメイの頭を疑念で埋め尽くし──それを無視して、水は新たな動きを始めていた。

　メイのほうに向かって、机の上を這はうように移動してくる。今度はかなり速い。机に傾けい斜しやでもあるかのように、素早く一直線に、メイのすぐ前にまで伸びてくる。かと思うと、今度は上昇しはじめた。メイの目の前で、獲え物ものを狙ねらう蛇へびのように鎌かま首くびをもたげ──再び平行に、今度はナナミのいるほうに戻っていき──気がつけば、水は８の字を描くようにして、メイの眼前の空中に静止していた。

「………………」

　無意識のうちに手が伸びていた。こんなもの、なにかのトリックに決まっている──この期ごに及んで理性がそんな声をあげていたが、その声はあまりにか細く、小さかった。

　人差し指で８の字の交差点に触れると、水の冷たさがメイの指を包んだ。流れてはおらず、ただ空中で停止している。夢に出てくるような光景だ。指を離しても、そこには一滴も水が付着していなかった。呆ぼう然ぜんと自分の手を見つめるメイに、ナナミが事務的な声で言った。

「私は『水』の『依より坐まし』。天まが魂たまに憑つかれたもの。だから、あらゆる物理法則を無視して水を操作することができる。──こんなことも」

　突然、水が複雑に形を変えはじめた。８の字が一瞬で崩れ去り、代わりに四つの漢字が空中に浮かんだ。天魂、依坐、それぞれの字の間隔が、細い水で繫つながっている。追い打つようなナナミの声、

「上がマガタマ、下がヨリマシ。本来はそう書くの。天は自然のことで、魂は意思のこと。合わせて『自然の意思』という意味になるけれど、自然といっても多種多様だから、天魂も多種多様。例たとえば私のミツハノメは『水の意思』。意思ある自然であるがゆえに、意思なき自然を支配することができる」

　と、ナナミはメイからふと視線を外した。独ひとり言ごとのように、

「──いや、そうじゃないか。ミツハノメの本質は『水』だから、ミツハノメが『水』に触れると、その水もまたミツハノメになる。そう言ったほうが適切かもしれない」

　その言葉の半分も、メイの耳には入っていなかった。メイはじっと、目の前の『天魂』と『依坐』の文字を見つめている。と、庵あん堂どう先生が咳せき払ばらいをして、二人の注意を自分に向けさせた。

「ま、そういうわけだ。天魂も依坐も、昔からこの御み座くら台だいにあるものなんだ。町の人間は全員知っている、当たり前の存在。だから神じん野の、君もそういうものがあるということを、まず認識してほしい」

　自分の名前を呼ばれて、ようやくメイは我に返った。波打ち際ぎわに立ち尽くしているような感覚。自分の土台となっていた常識が、さらさらと崩れていく。それに対して、メイは精一杯反はん駁ばくする。

「で、でも、そんなの、聞いたことが──！」

「聞いたことがないのは当然。私たちがそのように仕向けているのだから」

「……私たち？」

「話を聞いてなかったの？　依坐は私ひとりじゃない。この学校に限っても、依坐は四人いるわ。──いえ、今は五人かしら」

　ナナミは促うながすように視線を庵堂先生へと向けた。メイも同じように、庵堂先生のことを見た。情けない顔をしている、と自分でもわかる。これまでの話の流れが、どこに向かおうとしているのかが、なんとなくわかってしまったからだ。庵堂先生はメイの顔をちらりと見返してから、言った。

「もうおおよその察しはついてるかもしれないが──神じん野のメイ。君は、瀬せ川がわの言うところの、この学校で五人目の依より坐ましになってしまった可能性がある」

「…………」

　メイは一回だけ瞬まばたきをしてから、すぐにうつむいた。庵あん堂どう先生は言葉を続ける。

「さっき落石事故の話をしただろう。あのとき君たちの自動車の上に落ちてきたのは、天てん魂こん碑ひといって、人に憑ついていないときの天まが魂たまの容器みたいなものなんだ。天魂は天魂碑の中で眠っている。適性の合う人間が、天魂碑に触れるまで」

「……それが、あたしだったってことですか？」

　上うわ目め遣づかいにそう尋ねたメイに、庵堂先生は一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしてから、頷うなずいた。

「恐らく、な。本来はこういうことは君に憑いたタケミカヅチから説明があって然しかるべきなんだが、どうもファーストコンタクトがうまくいかなかったらしい。御み座くら台だいの外から来た君は、天魂の存在を信じることができなかった。通常、依坐と天魂は頭の中でコミュニケーションを取ることができるはずなんだが、それにはまず最初に『相手の存在を受け入れる』という手順が必要になる。そこでいきなりつまずいたわけだな」

「都会者は、心が狭いから」

　ぽつりと呟つぶやいたナナミのことを、メイは首をねじ曲まげてにらみつけた。ナナミはその視線をどこ吹く風と受け流す。庵堂先生がたしなめるように、

「違う。単に組み合わせが悪かっただけだ。神野は御座台の人間ではないし、アマツカサの文ぶん献けんによればタケミカヅチは粗そ野やな性格の天魂らしい。土台ができていないのに満足な説明がなされなければ、信じろというほうが無理というもの──」

「──信じない」

　言葉が口から漏もれた。まさに『漏れた』と表現するのがぴったりの現象だった。メイは顔を上げ、自分の言葉に自分で驚いているかのように、目の前の庵堂先生のことを見つめた。庵堂先生は、驚いてはいないようだった。サングラスの向こうからじっとメイを見、ぽりぽりと頰ほおを搔かきつつ、同情するような口ぶりで、

「まあ、混乱するのは仕方ないと思うがな。こんなことを突然切り出されて、信じられないという気持ちもわかる」

　その同情するような口ぶりが、なぜだかめちゃくちゃ癪しやくに障さわった。メイはゆっくりと立ち上がる。机の上に視線を落としたまま、今度は自分の意思で、はっきりと言った。

「信じません。そんなの、絶対、信じられません」

　一言一言に暗い決意を込めて、メイはそう言い切った。その語調を読み取ったのか、庵堂先生はぴたりと押し黙った。気まずい沈黙が指導室に流れ、その静せい寂じやくの中でメイは、自分の頭がふつふつと沸ふつ騰とうしはじめる音を聞いていた。

　──気持ちがわかる、だと？　噓うそをつけ、あたしの気持ちなんか庵あん堂どう先生にわかるはずがない。生まれ育った土地を離れ、慣れ親しんだ友達と別れて、見も知らない田舎いなか町まちへの引っ越しを余よ儀ぎなくされて。それでもようやくそれを乗り切って、新しい町で新しい友達を作って新しい生活を始めようとしたその矢先に、天まが魂たまだかなんだか知らないがわけのわからないものが自分の中に『ある』と言われて──そんなもの、欲しくない。返品が利きくのなら、今からでもそのテンコンヒとやらに叩たたき返したいくらいだ。あたしが欲しいのは、特別でもなんでもない、ごく平凡な高校生活だけなのに、なのに、なのに──

　いや。

　メイは思い直す。そうだ。あたしはこれを信じない。信じてたまるか──というより、あってたまるか、こんなこと。

　その言葉で、拡かく散さんしていたメイの思考が凝ぎよう集しゆうした。こんがらがっていた思考は単純化され、昨日きのうのテレビ事件からの一連の流れを、すべて『悪質なイタズラ』の一言で片付けてしまった。つまり、目の前にいる庵堂先生も、隣に座る小こ憎にくたらしい瀬せ川がわナナミも、すべてイタズラの片かた棒ぼうを担かついでいるに過ぎない。メイはそう判断した。

　その判断が本気だったかどうかは、メイ本人にすらわかっていなかった。判断というより逃避に近かった。ナナミが演じて見せた奇跡も庵堂先生の懇こん切せつ丁てい寧ねいな話し振りも、なにもかもを『悪質なイタズラ』というブラックボックスにぶち込んでしまうことによって、メイの心理機構は頭の中の混乱を収しゆう拾しゆうしようとしたのかもしれない。そして、その作業を円えん滑かつに行うためには、メイ自身がこれが『悪質なイタズラ』であるということを信じていなくてはならなかった。メイは信じた。これは『悪質なイタズラ』であり、庵堂クロノと瀬川ナナミはその片棒担ぎであるという、『真実』を。

　その結果、並々ならぬ怒りが彼女の心に満みち溢あふれた。

　柳りゆう眉びを逆立ててメイは庵堂先生をにらみつける。まさか怒鳴ったり暴力を振るったりするわけにはいかない。それくらいの分ふん別べつは、メイにもかろうじて残っていた。メイは静かな、それゆえに怒りが浮き彫りになった声で言った。奇くしくもそれは、昨日タケミカヅチに向かって吐いたのと同じ言葉だった。

「──いい加か減げんにしてください。こんなことして、なにが楽しいんですか」

　ただでさえ静かだった指導室内が、さらに静まり返った。呼吸の音さえも消えてしまったような静せい寂じやくの中で、メイの言葉だけが尾を引いて残っていた。

　沈黙を破ったのは、ナナミだった。背筋を伸ばしてパイプ椅い子すに座ったまま、彼女は庵堂先生に向かって、呆あきれたような声で言った。

「……だめですよこの人。全然信じてませんよ」

　庵堂先生も深々とため息をつき、

「そのようだな」

「もういいじゃないですか、本人が信じたくないって言ってるんだからそれで。存在を受け入れなければ、天まが魂たまの能力だって使えないんでしょうし。そのまま信じさせずにおいてあげましょう」

「そんなことできるわけないだろう。不発弾を放ほうっておくようなもんだぞ」

「あの」

　メイの声に、二人の視線が集中する。ひとりだけ立っている自分が馬ば鹿かみたいだったが、いまさら座るわけにもいかず、メイは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま意見具ぐ申しん、

「あたしのこと、無視しないでほしいんですけど」

「どうして？」

　初めてナナミがメイの言葉に答えを返した。ナナミは相変わらず冷たい目でメイのことを見ながら、淡たん々たんと言った。

「あなたは私たちのことを信じていないのでしょう？　なら私たちがなにを話そうと、あなたが関かん知ちすることではないはずよ」

　かっ、と頭に血が昇るのを感じる。教師の前だからと自じ粛しゆくしていた最後の理性が、その言葉に音を立てて切れた。メイは荒々しく机に拳こぶしを叩たたきつけ、

「ああ、そう！　それじゃあたしは教室に行くわ！　こんな茶ちや番ばんに付き合ってなんかいられないからね!!」

「どうぞ？　ご自由に」

　落ち着き払った声こわ音ねがこの上ないほどムカついた。沸ふつ騰とうした頭のまま、メイは言葉のとおりに踵きびすを返そうとして──

　自分の足が、言うことを聞かなくなっていることに気づいた。

　足首がなにかに固定されたかのように動かない。息を吞のんで見下ろすと、自分の足が、なかった。存在しない。踝くるぶしの辺りまで、メイの足は地面に埋まっていた。

　それまでの混乱をはるかに吹き飛ばすほどの空白がメイの脳みそを襲おそった。痛みはないし、血も出ていない。それなのに足だけが、綺き麗れいに消え去っている。そのことを認識した瞬しゆん間かん、頭の中に、これまでのものとはまったく別種の感覚が湧わき上がってきた。不安でも混乱でも怒りでもない──それは、純粋な、恐怖だった。

　そのとき、庵あん堂どう先生の低い声が、指導室内に響き渡った。

「……いい加か減げんにしろ。瀬せ川がわ」

　メイはナナミのことを見、ナナミは庵堂先生のことを見た。ナナミの顔からは、わずかに血の気が引いている。その反応を見て、メイは無意識の中で、目の前にいるこの黒ずくめの教師もまた『依より坐まし』なのだということを理解した。

　庵堂先生はため息をつき、

「確かに、お前を連れてきたのは失敗だった。元々つんけんしている奴やつだとは思っていたが、初対面の人間にここまで突っかかるとは思わなかった。神じん野のの『訓練』はお前に任せようと思っていたんだが──どうやら、無理のようだな」

　ナナミの表情が、明らかに変化した。自分のミスを認識した表情。ナナミはきゅっと唇くちびるを結び、うつむいてしまった。そこに庵あん堂どう先生は、さらに声を掛ける。

「お前の言ったとおり、この場は俺おれが見せるとする。絵的には地味だが、なに、それも使いようだ。人がひとり消えたとなれば、神野も信じざるを得えなくなるだろう」

「……はい。わかりました」

　庵堂先生の異い様ような言葉に、ナナミは素直に頷うなずいた。庵堂先生は机の上に手のひらを置き、ぽつりと続けた。

「『暗あん室しつ』に送る。先に教室に行っていろ」

　次の瞬間、ナナミの姿が搔かき消えた。

「────っ」

　メイは呼吸をするのも忘れて、その一部始終を見つめていた。確かに、ナナミはメイの目の前で、瞬しゆん時じにして消え去ってしまった。虚こ空くうに消えたとか消滅したとかいう感じではない──ほんの一瞬のことだったが、見たままを表現するのならば、ナナミは床に吸い込まれたように見えた。

　驚きと恐怖に見開いた目を庵堂先生へと向ける。化ばけ物ものを見る目。庵堂先生はしばらく、なにも言わずにその視線を受け止めていたが、やがてメイの緊張を和やわらげるように、軽く笑い声を立ててみせた。

「言い忘れていたが、俺も依より坐ましだ。天まが魂たまは『ツクヨミ』。万ばん物ぶつの内側を支配する『闇やみ』の天魂だ。──座ったらどうだ？」

　メイはその言葉に従った。明めい瞭りようとした思考の元での行動ではなく、単に「この人に逆らってはいけない」という本能的な恐怖によるものだった。凝ぎよう然ぜんと開いたメイの瞳ひとみから、庵堂先生はわずかに顔を背そむけるような仕し草ぐさを見せた。それでも声こわ音ねは明るいまま、彼は言葉を続けた。

「驚かせてすまなかったが、あのまま君に立ち去られるわけにはいかなかったんでな。許してくれ。それで──ええと、どこまで話したかな。そう、確か、君とタケミカヅチのファーストコンタクトに関してだったかな？」

　庵堂先生の言葉を聞きながら、メイはちらりと視線を落とした。──足はすでに、元に戻っている。それを見ても、メイの中にはもはやなんの驚きも起こらなかった。先ほどのあれは目の錯さつ覚かくなのだとかなんらかのトリックなのだとか、そんな考えもまったく湧わいてこない。ただあるのは、ずしりとした重みのある実感だけだった。

　この人たちの言っていることは、すべて本当なのだ。

　天魂は存在するし、依坐も実在する。

　そして──そして、あたしは────

「それで、だ。ファーストコンタクトは失敗に終わり、タケミカヅチもそれ以降は君との接触に成功していないらしい。これはあまり歓迎すべき事態じゃないな。依より坐ましとなったからには、少なくとも天まが魂たまの存在を受け入れて、彼の声に耳を傾けることができる状態になくてはいけない。『回線が通じていない』状態は不安定なものだし、魂たましいの健康上にも決していいものでは──おい神じん野の、聞いてるか？」

　メイはナメクジのような動きで顔を上げ、

「……はい」

　庵あん堂どう先生はいったん話を中断させて、心配するように言った。

「だいぶ、ショックを受けてるようだな」

「……受けてます」

「無理もない。が、まずは受け入れてもらわないことには、なにも始まらない。俺おれとしては、失敗に終わったファーストコンタクトの『再開』を勧める」

　メイは目をつぶった。頭がぐらぐらする。できればこの部屋から駆かけ去りたかったが、また足を地面に埋められてはたまったものじゃない。ゆっくりと考えてから、メイはようやく口を開いた。

「あの」

「なんだ？」

「あたしの中に、その、天魂、とかいうのが、いるんですよね？」

「そうだ。中というか、精神の一部を間ま借がりしているだけだが」

「それ、追い出すことってできないんですか？」

　その質問は庵堂先生の予測の範はん疇ちゆうだったようで、一瞬の間まを置いてから、彼は無情に首を振った。

「できない。天魂が依坐から離れるのは、依坐の精神が消しよう滅めつしたときだけだ」

　メイはその言葉を時間をかけて咀そ嚼しやくし、そこからあるひとつの結論を導き出した。尋ねてみる。

「つまり、死ぬまで一緒っていうこと？」

「…………まあ、そういうことに、なる、かな」

　庵堂先生は、一言一言区切るようにそう言った。半なかば予想していたとはいえ、やはり実際にその答えを聞いてみると、それはなかなか胸に堪こたえる言葉だった。死ぬまで──という言葉の重みをじっくりと嚙かみ締めつつ、鉛なまりを吞のみ込んだような気分でうつむいたメイに、庵堂先生は慌あわてた口く調ちようでまくしたてた。

「あのな神野、天魂がお前の中にいるっていったってな、あれだぞ、別に悪いことはなんにもないんだぞ。基本的に天魂は依坐の意識に宿やどっているだけの存在だから、主導権は依坐のほうにある。天魂とのコミュニケーションだって、かかってきた電話を受け取るようなものだから、プライバシーを侵害される恐れもない。それにだな──おい神じん野の、顔上げろって。な、泣いてるのか？」

　変なことを聞く先生だ。メイが泣いてなどいないことは、顔を見ればわかるだろうに。言われたとおりに面おもてを上げて、メイは弱々しく微笑ほほえんでみせる。

「いいえ。ただ、その──」

　そのあとは言葉にならず、ただ嘆たん息そくだけが口から漏もれた。

『天まが魂たま』という超自然的なものが実在する、ということは、なんとか理解することができた。幽ゆう霊れいもＵＦＯも信じない現実主義者であるメイにとっては、そんなオカルトめいたものを理解するにはかなりの労力を必要としたが、一度その存在に真正面から目を向けてしまえば、案外すんなり吞のみ込むことができた。よろしい。認めよう。天魂というなんだかわけのわからないものは確かに実在する。メイの目の前には、その天魂の能力を行使する『依より坐まし』というさらにわけのわからない人さえいる。そこまではなんの問題もない。

　問題なのは、メイ本人が、『天魂』というわけのわからないものに取とり憑つかれ、あまつさえ『依坐』というわけのわからないものになってしまった、ということだった。

　それまで想像したこともなかった未知の存在に取り憑かれていると知って、平然としていられる女子高生はあまりいないだろう。少なくともメイはそれほど神経が太くない。理屈もへったくれもなく、気き味みが悪かった。この感覚は、一晩寝れば慣れるのかもしれないし、一年経たっても慣れないのかもしれない。少なくとも今この場ですぐ慣れるということは、メイにはできそうになかった。

　結局のところ、我が慢まんしてやり過ごすしかない。メイは自分の中でそう結論付けてから、もう一度ため息をついた。庵あん堂どう先生に向き直り、

「すいませんでした。それで──なんでしたっけ」

　庵堂先生は、気き遣づかわしげに眉まゆを寄せ、

「大丈夫なのか？　なんなら学校が終わってからでもいいぞ」

「いえ。嫌いやなことは早めに終わらせたほうが」

「そうか──そうだな。わかった。早めに終わらせられるよう、俺おれも協力する」

　その言葉に、メイはほんの少しだけ救われたような気がした。少なくとも──と、明るい材料を探しはじめる。庵堂先生は、自分の味方だ。先ほど依坐の力を見せたときは、人の形をした化ばけ物もののように思えたものだが、どうやらそれは思い過ごしのようだった。庵堂先生は自分の身を案じてくれている。天魂とか依坐とかを抜きにして、恐らくは純粋な好意から。

「それで、どうすればいいんですか？　その、ファーストコンタクトのやり直し、っていうの」

「簡単だ。そのときの状況とまったく同じ状況を作ればいい。天魂としても、まずは依坐との意思の疎そ通つうがなければほとんど能力を使えなくなるわけだからな。首を長くして待ち望んでいるだろう」

　それからメイは庵あん堂どう先生に尋ねられるまま、そのときの状況を仔し細さいに説明した。といってもそれほど難しいことではなく、テレビのコンセントを持った瞬間、テレビ本体の電源が入って、そこから何者かの声が聞こえてきた、というだけのことだった。

　庵堂先生は、「ああそうか」と納なつ得とくしたようで、

「便利だな、タケミカヅチは。電気製品を操作することができるのか。まあ彼の属性は『雷いかづち』らしいから、当然といえば当然なんだろうが」

「……『雷』、ですか？」

「文献にはそう書いてあった。詳しいことは本人に聞くといい」

　そう言って、庵堂先生は懐ふところに手を突っ込んだ。彼の言葉を解釈するに、要するにそのタケミカヅチとかいうのと意思の疎そ通つうを図るには、音の出る電気製品を使えばいい、ということだろう。懐に納まる電気製品といえば携帯電話くらいしか思いつかなかったので、庵堂先生の携帯電話を貸してくれるのかと思いきや、彼が懐からごそりと取り出したのは、ちょっと旧型のＣＤラジカセだった。

「……………………」

「心の準備ができたら、こいつに触れてくれ。なに、今度は俺おれも口くち添ぞえするから、そんなに怯おびえなくてもいいさ」

　メイの表情の変化を、タケミカヅチへの恐れと見なしたらしい。メイは軽く首を振り、

「いえ──その、タケミカヅチっていうのが怖いわけじゃないですけど。あの、先生？」

「ん？」

「いつもこんなのを持ち歩いてるんですか？」

　メイの素そ朴ぼくな疑問に、庵堂先生は「なにを言ってるんだ」というふうに笑い出した。

「いいや、そこまでの変人じゃない。これは──まあ、俺の能力だ。依より坐ましとしてのな」

「ラジカセを丸ごと持ち歩くのが？」

「なんならテレビでも持ち歩けるぞ。君が再さい現げん性せいにこだわるなら出してもいいが」

「──これでいいです」

　庵堂先生の能力というものに若じやつ干かんの興味が湧わいたが、それを質問するのはあとでいいだろう。漠ばく然ぜんとそんなことを思いつつ、メイは意を決して、机の上に置かれたラジカセのコンセントに──

　触れた。

「…………」

「…………」

「………………あの？」

「変だな」

　庵あん堂どう先生はしきりに首をかしげている。それを見るうちに、メイの中にある疑ぎ念ねんが湧わいた。

「先生、ちょっと確かめたいことがあるんですけど」

「なんだ？」

「あの、天まが魂たまとか依より坐ましとかがいるのはわかったんですけど──本当に、あたしに関係のあることなんですか？」

　庵堂先生はちょっと憤ふん慨がいしたように、

「当たり前だ。第一、タケミカヅチからの接触があったと言ったのは君だろうが」

「じゃ、どういうことなんですか？」

「……故障しているとか」

　庵堂先生は、指先でラジカセの蓋ふたをこつこつと叩たたいた。コンセントを握りながら、ふとメイはどうしようもない虚きよ無む感かんに襲われる。なんであたしはこんなことをしているのだろう、という実に素そ朴ぼくな疑問が頭の周りを旋せん回かいしはじめた。

　そのとき、ようやくスピーカーが、かすかな音を発した。

『────────ハン』

　馬ば鹿かにするような、鼻を鳴らしているような、そんな音。

　二人は同時に身を乗り出した。庵堂先生は手のひらで机をぱんぱんと叩き、

「タケミカヅチだな？　接触に成功したんだな？」

　ややあって、スピーカーは不機嫌そうに答える。

『どうせ俺おれはお呼びじゃねえんだろ』

　吐き捨てるようなその口く調ちようには、どこかで聞き覚えがあった。それは遠い昔、小学校時代にまで遡さかのぼる。母親に口答えしてこてんぱんにやっつけられた自分が、負け惜しみに母に向かって投げつけたときと同じような口調だ。要するに、

「──もしかして、拗すねてるの？」

　次の瞬間、鼓こ膜まくが破けるほどの大音量がスピーカーから溢あふれ出した。

『拗ねる!?　拗ねるだと!?　俺に対するお前の第一声がそれか!?　一方的に疎そ通つうを断ち切ってそのままずーっとほっときやがって、おかげで俺は一日近くもダンマリ決め込むハメになったんだぞ！　テメエの口に二十四時間猿さる轡ぐつわはめられる気分を想像してみろこのボケナス!!』

　そうまくし立てられて、メイは呆あつ気けに取られつつ思い出していた。そうだ。チンピラのようなこの語調。多分この喋しやべり方かたも、自分がこの現象を『イタズラ』と片づけてしまった原因のひとつであるに違いない。メイは軽く咳せき払ばらいをしてから、言う。

「しょうがないじゃん。知らなかったんだし」

『こ・れ・は・こ・れ・はッ！　なんとも心の籠こもった謝り方だな!!』

「誰だれも謝ってないよ。そもそもあなたが悪いんでしょ、ろくな説明もしなかったんだから──」

『説明する前に疎通切ったのはどこのどいつだ!?』

「るっさいな、もうちょっと小さな声で話せないの？」

『ンだとこの────』

　庵あん堂どう先生の手が伸びて、コンセントケーブルをラジカセから抜いた。

　蓋ふたをしたように一瞬で声が消える。そのあまりの鮮やかさに、本当にこれを通じて喋しやべってるんだなあ、とメイはちょっと感心した。が、メイはすぐに庵堂先生が咎とがめるような目で──サングラスをしているから目は見えないが、まあそんな表情で──自分を見ていることに気づいた。

「……神じん野の、頼むからもう少し建設的な方向に話を進めてくれ」

「でも、あいつが──」

「天まが魂たまは総じて傲ごう慢まんなんだ。子供の扱いと同じ。ムキになったら負けだ」

　妙みような話だ。古こ来らいから御み座くら台だいの地におわしますくせに、子供と同じくらいの精神レベルとは──もっともメイとて、それほど成熟しているわけでもないが。

　とはいえ、ああいうやり取りが不ふ毛もうであることくらいはメイにもわかる。アドバイスは素直に聞いておいたほうがいいだろう。メイが頷うなずくと、庵堂先生は慎重にケーブルを差し込んだ。また怒鳴り声が響き渡るかと思いきや、今度は静かな怒りに満ちた声が、スピーカーから聞こえてきた。

『──なんだ？　今のはお前の動きじゃねえな、他ほかに誰だれかいやがるのか？』

　タケミカヅチの問いに、庵堂先生が答えた。

「はじめまして、俺おれは庵堂クロノ。神じん野のメイの担任教師で、同時に依より坐ましでもある。今遮さえぎったのは、確かに俺の仕し業わざだ。気分を害したのなら謝るが、不ふ毛もうな罵ののしり合いに発展しそうだったのでね。同じ過あやまちを二度繰り返す必要はないだろう」

『──フン。まあ、そうだな。いいだろう、昨日きのうの無ぶ礼れいは忘れてやる』

　何なに様さまだ、とメイはちょっとだけムカついたが、ここでそんな反応をすれば、また先ほどの売り言葉に買い言葉の応おう酬しゆうになるのは目に見えていた。ここはぐっとこらえて我が慢まんしているほうがいい。メイは笑顔を作り、

「ありがとう。よくよく考えてみれば、あたしにも悪いところがあったしね」

『いいや、お前が全面的に悪い』

「…………」

　前ぜん言げん撤てつ回かいしそうになったメイの様子を汲くんで、庵堂先生が慌あわてたように言った。

「なあ、タケミカヅチ。もうわかっているとは思うが、彼女は御み座くら台だいの人間ではない。昨日の行き違いだって、彼女が天魂の存在すら知らなかったというところから始まっているんだ。それは誰の責任でもない──強しいて言うなら、そんな彼女を依坐に選んだ君にも責任の一いつ端たんはあると思うが」

『ああ？　俺が悪いってのか？』

「違う。誰だれが悪いわけでもない、と言っているんだ。君たちのファーストコンタクトは不幸な事故のようなものだったが、しかし今そのことを蒸むし返かえしてもなんの意味もない。そうだろう？」

『まあ、な』

「それなら水に流すことだ。君としても、わざわざ依より坐ましと険けん悪あくな関係を作ることはないだろう」

　タケミカヅチは、フン、と笑い、

『口の達たつ者しやな奴やつだな。お前に憑ついてるのはヒトコトヌシか？』

「いや──。まあ、俺おれのことはどうでもいい。俺よりも、神じん野のメイと話したほうがいいんじゃないのか？」

　突然、手のひらの中にざわめくような感覚が宿やどった。コンセントを握った手の中で、虫が這はいずり回っているような感覚。不快ではなかったが、こそばゆい。やがてメイは、その感覚が、自分に憑いているタケミカヅチの動向を示しているのだというとに気づいた。

　手のひらのざわめきが、くるりと方向を変えたのがわかった──こっちを、見ている。あたしの顔を。直感的に、メイはそう思った。

　やがてタケミカヅチが、ぽつりと呟つぶやいた。

『別に話すことなんざねえな。意思の疎そ通つうは済んだわけだし、今後は話そうと思えばいつでも話せるわけだろ。俺はもうそれでいい。急いで言っておくべきことも別に見当たらんな』

　なんだそれ、とメイは呆あきれたようにラジカセを見た。庵あん堂どう先生も拍ひよう子し抜ぬけしたようで、

「しかしな──君がどういう存在なのか、という細かい説明もしなくちゃいけないだろう。君に関する資料はアマツカサにも少ない。君自身が神野に説明するのが一番いいと思うんだが」

『そんなこたぁ，俺にだってわかってる。いずれはそうするさ。しかし、今この場で説明する必要は別にない』

　ばっさりと切り捨てられて、それでも庵堂先生は、まだ一いち抹まつの心配を抱かかえているようだった。今度はメイのほうに向き直り、言う。

「それなら──神野、君から彼に聞いておくべきことは、なにかあるんじゃないのか？」

　確かに疑問は売るほどある。が、しかし、なんだかタケミカヅチには尋ねたくなかった。そもそもまともな答えが返ってくるのかどうかも怪あやしい。説明なら庵堂先生にお願いしたかったが、今この場で疑問に答えてもらうというのは、残念ながら叶かなわぬ願いだろう。なぜならば、

「──あの、それよりも、そろそろ教室行かないとまずいんじゃないですか？」

　庵堂先生の肩がぴくりと動いた。そのままじっと停止していたかと思うと、ぽつりと呟く。

「ああ、もうこんな時間か──納なつ得とくしてもらうまでにずいぶんかかったからな」

　なんだか自分を非難されているような気がした。頭を下げる。

「ごめんなさい、さっきは、その、取り乱して──」

「いや、君を責せめたんじゃない。あれくらいは覚悟の上だった。よそもので天まが魂たまの存在を知った人は君だけじゃないが、中には自分の頭がおかしくなったんじゃないかと思い込んで、病院に通うようになった人だっている。それに比べれば、君はまだ冷静なほうだ」

　ありがとうございます、と言えばいいのだろうか。よくわからなかったので、とりあえず頭を下げておく。実際のところ、いまだにメイの心理状況は、この事態を完全に吞のみ込んでいるとは言いがたかった。しかし、今まで起きたすべての現象を噓うそっぱちであると決め付けることができるほど、メイは自信に満みち溢あふれた人間ではなかった。

　天魂と、依より坐ましか。メイは心の中でそう呟つぶやいた。恐らくこの二つがキーワードだ。ここ御み座くら台だいの特殊性は、この二つの単語にすべて集約されている。そんな気がした。

　庵あん堂どう先生が立ち上がる。メイもそれに倣ならった。と、コンセントを握っているままなのに気づいて、それを机の上に置き捨てる。庵堂先生がラジカセを懐ふところに回収したのを見届けてから、ふとメイは、呼び掛けてみた。

「──タケミカヅチ？」

　試しにやってみただけだったが、面めん倒どうくさそうな声は、すぐに彼女の頭の中に響いてきた。

『なんだよ？　質問があるならさっき聞いとけよ、いちいち繫つなぐのにも手て間まがかかんだからな』

　メイは半なかば感心したように、

「──本当に、あたしの中にいるんだね。なんか変な感じ」

『はあ？　もしかして、用件はそれだけか？　確かめてみただけってか』

「うん。どんなものなのかなって思ってさ」

『……くだらん』

　吐き捨てるようにそう言って、それきりタケミカヅチの声は感じられなくなった。なんとなく、自分のこめかみを指で押さえていると、庵堂先生がじっとこちらを見ているのに気づいた。首をかしげて「どうしたんですか？」と尋ねたメイに、庵堂先生は言いにくそうに、

「慣れないうちは仕方ないと思うが──天魂と会話するときは、声に出さずに頭で考えるだけに留とどめておいたほうがいい。変人だと思われたいのなら別だが」

　そう言われて初めて気づいた。さっきのやり取りはメイにしか聞こえていなかったのだ。事情をわかってくれているとはいえ、恥ずかしいものは恥ずかしい。メイは顔が赤くなるのを感じつつ、庵堂先生に向かって、「はい」と小さく頷うなずいた。




　　　　◆




　１Ｂの教室は、二階に上がってすぐのところにあった。

　階段を上りきったところで、ふと庵堂先生が振り返った。釣つられてメイも足を止める。じっと自分の顔を見つめる庵あん堂どう先生に、「どうしたんですか？」と訝いぶかしげな声を掛けると、彼はようやく口を開いた。

「天まが魂たまは、御み座くら台だいに昔からあるものだ」

「……はあ」

　突然なにを言い出すのか。そのことならさっきも聞いた。が、今度の庵堂先生の言葉には、もう少し広がりがあるようだった。

「だから、御座台の人間は天魂の存在を当然のこととして受け止めている。それはもちろん、この御座台高校においても同じだ。俺おれや瀬せ川がわが依より坐ましであるということは、全校生徒に知れ渡っている」

「……はい」

　なんとなく、話の流れが見えてきた。それでもメイは答えを留りゆう保ほしたまま、じっと庵堂先生の言葉に耳を傾けていた。

「お前はどうする、神じん野の？　お前が依坐であるということを、クラスメイトに知らせたほうがいいか？」

　一瞬、脳のう裏りにマナの顔が浮かんだ。あたしが依坐だってわかったら、マナちゃんはどんな反はん応のうするかな──そんな答えの出ない問いを弄もてあそびつつ、メイはかすれた声で答えた。

「いいえ。知らせないでください」

　硬質なメイの声に、庵堂先生は「ふむ」と息を抜き、

「しかし、いずれはわかってしまうことだぞ？　早いほうがいいんじゃないか？」

　メイは軽く唇くちびるを嚙かんだ。

「それは、わかってますけど──でも、今はまだ、内ない緒しよにしておいてください。あたしだって、まだ混乱してるんです。せめてその整理がつくまでは──誰だれにも言わないでください」

「……そうか。わかった。瀬川にも口止めしておこう」

　そう言って、庵堂先生は前を向き、歩きはじめた。一方でメイは、「瀬川」という言葉に、例の冷たく無ぶ愛あい想そうな少女の顔を思い出してしまった。知らないうちに顔が歪ゆがむ。と、前を歩く庵堂先生が笑い声を立て、

「そんな顔するなよ。瀬川もあれはあれで結けつ構こういいところがある奴やつなんだ。ただ、ものすごく他人と自分に厳しい性格をしているだけで」

　ぎくり、とした。自分の考えを見み透すかされたから──ではない。

　庵堂先生は、前を向いている。完全無欠に前を向いている。じっと彼の後頭部を見ていたメイが言うのだから間違いない、ちらりとも後ろを振り返ることは、なかった。断言できる。

　なのに、庵堂先生は、メイが顔を歪めた瞬間、「そんな顔するな」と言った。

　──どうしてわかったんだろう。あたしが「そんな顔」をしていると。

　そういえば、先ほどの指導室でも、時計を見もせずに「こんな時間か」とか言っていた。もしかしたら、これも彼の依より坐ましとしての能力なのかもしれない。一体それがどんなものなのか、きちんと説明してもらおうと思いはしたのだが、すでに１Ｂの教室は目前にまで迫っていた。質問はあとでいい、と心に呟つぶやいて、深呼吸をひとつ。自己紹介の内容は前もって決めてあったが、さすがに緊張を押し殺すことはできなかった。

　庵あん堂どう先生が、扉を開けた。ざわめきがメイの耳を刺す。と同時に、教室内にいたすべての人間の視線が、二人に集中した。

「ほら、静かにしろ。着席だ着席。はーやーくーしーろ」

　ぱんぱんぱん、と手にした日誌で教きよう壇だんを叩たたく。耳みみ障ざわりではない程度の破裂音に急せかされて、好き勝手にお喋しやべりしていた生徒たちは自分の席へと戻っていく。ざわついていた教室が一瞬で静まり返ったあたり、庵堂先生はただ人当たりがいいだけの教師ではないようだ。

「遅れて悪かった、ちょっとした用ができたもんでな。遅れた分は今からしっかり取り戻す気でいるから、安心していいぞ」

　あーあ、せっかくマジメに自習してたのになあ──という声が、教室の隅すみから漏もれた。笑いが波は紋もんのように広がっていき、庵堂先生の口元にもそれは伝染した。が、彼はすぐにそれを打ち消して、言葉を続けた。そのときにはもう、教室に響いた笑いの余よ韻いんはすっかり消え去っている。

「前にも言ったと思うが、今日きようからこのクラスの人数がひとり増える。これによって、ぜひともうちの平均点が上がることを期待したいな。どうだ、自信のほどは？」

　突然話を振られて、メイはわずかに動どう揺ようした。それをなんとか抑え込んで、メイは軽い笑いをその表情に上らせる。おどけた口く調ちようで、

「下げる自信なら満々なんですけど」

　再びクラスが笑いに揺ゆれた。あまり上じよう手ずな受け答えではなかったはずだが──きっと、このクラス自体が笑うことに慣れているおかげだろう。苦いようにも見える笑えみを口の端はに浮かべながら、庵堂先生もそれに応じた。

「その自信は引っ込めておいてくれ。──それじゃ神じん野の、自己紹介を頼む」

「あ、はい。ええと──はじめまして、東京から引っ越してきました、神野メイです。えと、ただでさえ頭悪いのに、転校で勉強のズレができて落第しちゃったらどうしようとか結けつ構こう真しん剣けんにビビってます。ですので、今やっているところの勉強とか教えてもらえたら、すごーくありがたいです。どうかよろしくお願いします」

　腰を折って、深くお辞じ儀ぎをする。金髪が揺れるのと同時に、湧わき上がるようにして拍はく手しゆが起こった。姿勢を元に戻すと、一ひと際きわ熱心に手を叩いている女子生徒と目が合った──マナちゃんだ。彼女にだけわかるような笑顔を、メイは浮かべた。

　庵堂先生が日誌で教壇を「ぱん」と叩き、

「それじゃさっさと着席して、国語の教科書を開いてくれ。机は──わかるよな？　あそこだ」

　と指差した席は、マナの隣の席だった。ほっとするものを感じながら、メイは指定された席に歩いていき──残り一メートルのところで、その足は止まった。

　メイの席の右隣には、マナが天使のような笑顔で出迎えてくれている。では、左隣はどうかというと。

　瀬せ川がわナナミが、氷のように冷たい瞳ひとみで、じっとメイのことを観察していた。

　その顔にはかけらほどの笑えみも浮かんでいない。メイをこのクラスに歓迎するつもりは、彼女にはさらさらないようだった。自分の表情が強こわ張ばるのを感じながら、メイは足あし早ばやに席に着く。右隣よりも左隣を意識してしまうのは、メイに限ったことではなく、人類すべての習性であるに違いない。人は好意よりも敵意のほうに、より過か敏びんに反はん応のうしてしまうものだ。右と左に板ばさみにされながら、メイはその真理を嚙かみ締めていた。




　　　　◆




　昼休みの予よ鈴れいが鳴り、英語教師が教室から出た時点で、まるでスイッチでも入ったかのように瀬川ナナミが立ち上がった。思わずぴくりと身体からだが反応してしまうが、あえて知らない風ふうを装う。そのことに気づいているのかいないのか、瀬川ナナミはカバンを持ち上げて、よく訓練された軍人のような足取りで、教室から出て行った。

　メイは、ゆっくりと、息を吐いた。

　別にこんなに意識する必要はないのかもしれないが、なぜだか気になって仕方がないのだ。もちろん、いい意味で気になっているわけではない。一体なんだって自分は彼女にこんなにも嫌われているのか、そのことがどうしても気になるのだった。

　嫌われるようなことは、なにもしていない、と思う。確かに指導室内ではちょっと険けん悪あくな雰ふん囲い気きになったかもしれないが、ただそれだけのことで敵てき視しされたのではたまったものではない。彼女に嫌われている、ということがメイの気のせいである可能性も充分あるのだが、ナナミが自分に対して冷たい態度を取っていることは間違いない。もし自分が嫌われているのでないとすれば──彼女は誰だれに対しても、あの態度で接しているということになる。

　そうかもしれない。なぜなら、これまで三回あった休み時間の中で、ナナミが誰かと話をしている姿は、一度も見かけなかったからだ。

「メイさんメイさん、お昼ごはんはお弁当ですか？」

　優しげな声に、物思いから引き戻される。見ればマナがにこにこ笑顔で立っていた。その手にあるのは小さな小さな弁当箱、それを持ち上げて示しながら、

「もしよかったら、ご一緒しませんか？」

　メイもにっこりと笑い、

「よかった、マナちゃんに誘われなかったらどうしようって思ってたんだ。──どこで食べるの？」

「あっちです。窓側の席」

　そこにはすでに数名の女子が座っていた。マナちゃんはあのグループなのかな──とそれとなく推察していると、メイの予想を覆くつがえす出来事が起こった。数人の男子が女子の近くの席に着き、楽しげに会話しながら机を動かしはじめたのだ。どうやらこのクラスでは、男女の溝みぞはまったくないようだ。

「あ、神じん野のさんも一緒？　ほら座って座って、東京の話聞かせてよ」

　休み時間中に何回か話をした女の子が、大げさに手招きをした。確か名前は──平ひら野のカオリ。どこのクラスにもひとりはいる、誰だれとでも話ができる人当たりのいい女の子。マナにも促うながされてメイはそちらに赴おもむき、いくつかの机の集合体の、ちょうど中心に当たる位置に座らせられた。女子六人、男子四人、計十人の視線が突き刺さってきて、メイは意味もなく笑顔を浮かべる。机の上にお弁当を広げていると、隣にマナが嬉うれしそうに腰を下ろした。

「私も聞きたいです、メイさんのお話。どんなところに住んでたんですか？」

「どんなところって聞かれてもねー。取り立ててなにもないところだよ。都心から近いのだけが取とり柄えだったかな」

　そのおかげで、あの三人の親友たちとも、距離や時間を気にすることなく遊べたものだ。カラオケ行ったり買い物したり、お金がないときはファーストフード店でだべったり、あるいは誰かの家に押しかけて、ともすればそのまま泊まってしまうこともあった。平凡かもしれないが、間違いなく楽しかった日々。とはいえその日々は、今メイが座っている場所からは、どうしようもないほど遠くへ行ってしまったのだけれど。

「──ちょっと気になってたんだけどさ、神野さんと楠木くすのきって知り合いなの？」

　そう尋ねてきたのは、メイの右斜め前に座る男子だった。メイは小さく頷うなずき、

「知り合ったのはつい昨日きのうのことだけどね」

「メイさんが引っ越してきた家が、たまたま私の隣だったの。ほら、天てん条じようさんの空き家だよ。カオリは知ってるよね？」

「あー、あそこね。確かにね、あれだけ大きくて立派なお屋敷、放ほうっておくなんてもったいないなーって思ってたんだけど──え、じゃあなに？　神野さん、旧市街に住んでるわけ？　よそから来たのに？」

　メイはちょっと戸と惑まどって、

「そうだけど──なにか、変かな？」

　カオリは慌あわてたように言いい繕つくろった。

「いや、変じゃないけどさ、でも珍しいことだよね。だって旧市街って、御み座くら台だいの中でも特に古い家いえ筋すじの人が住むところなんだよ。外から引っ越してきた人が旧市街に住むなんて、初めて聞いた」

「ふーん……そうなんだ」

『生むす日び山やま』といい『磐いわ門と』といい、この町には妙みような決まりごとが色々あるんだな、と半なかば感心し、半ば呆あきれたように思う。と、そこでふと思いつき、

「──ねえ、それってもしかしてさ、天まが魂たまとか、依より坐ましに関係してるの？」

　カオリは驚いたように目を見開いた。彼女だけではない。メイの周囲にいたグループの男女は、『天魂』という言葉がメイの口から飛び出した瞬間、雷かみなりに打たれたように静止してしまった。なにかまずいことを言ってしまったのだろうか、と不安になりかけたメイのことを、マナがいつもどおりの優しい笑顔でフォローしてくれた。

「庵あん堂どう先生に、天魂を見せてもらったんですね。知りたがってましたもんね、メイさん」

　ああ、なるほど──という空気が漂ただよい、停止していた周囲の人々は、それまで続けていた動作を再開した。カオリはうんうんと訳わけ知しり顔で頷うなずきつつ、

「そっか、なるほどね、さすがは庵堂先生。この高校、依坐がたくさんいるからね。転校生にはあらかじめ教えておいたほうがいいってことか。──で、どう、神じん野のさん？　天魂を初めて見た感想は？」

　メイは薄く笑い、

「最初全然信じられなかった。からかわれてるのかと思ったもん」

「みんなそう言うよ。最後まで信じない人だっている。別に信じても信じなくてもどっちでもいいんだけどね。本当は依坐が力を使うところなんて滅めつ多たにお目にかかれないし」

「……そういうものなの？」

「そういうもんだよ。だって普通に生活してれば天魂の能力なんて使う必要ないっしょ。ちょっとは便利になるかもしれないけど」

　そう言われればそうかもしれない。当の依坐であるメイが、依坐ではないカオリの解説を聞いて安心するというのも変な話だが、しかしよくよく考えてみれば、妙みような力を得たとしてもそれを使わなければ済む話だ。

　庵堂先生の話を聞いてからずっと胸を塞ふさいでいた不安が、カオリの言葉を聞いているうちにかなり軽くなっていた。メイは軽く息をつき、

「……ありがと、平ひら野のさん」

「？　なにが？」

「や、だから──色々教えてくれて、さ」

　カオリはからからと笑った。

「そんなこと、あたしが好き勝手喋しやべってただけだよ。でも、ま、神野さんの役に立ったんなら嬉うれしいね。ああ、それと──あたしのことはカオリって呼んで。平野さんなんて角かどばった呼び方しないでさ」

「あ──うん。あたしも。メイでいいよ」

　昨日きのうと同じやり取りで、御み座くら台だいにおける二人目の友達ができた。昨日と違っていたのはそのやり取りを見守るギャラリーがいたことで、「私も！」「俺おれも！」と次々に名乗りを上げる人が続出し、メイはあっという間まに十人もの友達を確保することができた。そのあまりの呆あつ気けなさに、メイはしばし憤ふん然ぜんとした思いを味わうことになった。──知り合いが誰だれもいないことへの不安に慄おののいていた昨日までの自分が、なんだか馬ば鹿かみたいだ。

　ひととおりの自己紹介が済んだあとは、本格的な昼食タイムとなった。いくら転校生だからといって、メイに構かまってばかりいるわけにもいかないのだろう。脇わき目めも振らずに弁当に取り組む者もあり、互いの弁当の好きなおかずを奪うばい合う者もあり。メイはマナと肩を並べて仲良く食事をしていたが、ふとした折に箸はしを止めて、彼女に尋ねてみた。

「ね、ちょっと聞きたいことがあるんだけど──」

　黒い瞳ひとみがきろりと動き、メイの顔に視線を合わせる。小さな口をもぐもぐと動かして一生懸命咀そ嚼しやくしているその姿は、いかにもマナという感じがした。なんだか小動物っぽい。

　口の中のものを飲のみ下くだし、マナは一呼吸ついてから答えた。

「はい。なんですか？」

「あのさ──瀬せ川がわさんて、どんな人？」

　無意識のうちに声が低くなる。が、真向かいにいたカオリにはしっかり聞こえてしまったようで、彼女は弁当をかっ込む手を止めて、まじまじとこちらを見つめてきた。人のことを詮せん索さくするなんて、お世せ辞じにも褒ほめられた行動ではない。気まずい思いでカオリの視線を受け止めていると、不意にマナが口を開いた。

「……厳しい人、だと思います。とても」

　庵あん堂どう先生も同じようなことを言っていた。そこをもう少し突っ込んでみようと思った矢や先さき、カオリが横から口を挟はさんできた。先ほどまでの朗ほがらかな笑顔とは、まるで別人のような不機嫌な表情を浮かべて、

「嫌いやな奴やつだよ。みんな面めんと向かっては言わないけど、あいつのことが好きな人なんてひとりもいない」

　それまで人当たりがよかっただけに、棘とげを含ふくんだカオリのその口く調ちようは、なかなかのインパクトがあった。メイがやや驚いて彼女のことを見ると、カオリの不ふ愉ゆ快かいそうな表情に、若じやつ干かんの後悔の色が混じった。

「──別に、悪口言うわけじゃないけどさ、でも本当のことだよ。少なくともあたしは、あいつのことが大っ嫌い」

　よほどのことが過去にあったのだろうか、カオリの口調は静かだったが、激しかった。クラスの何人かがカオリに視線を向けたが、誰も彼かれも「また始まった」という顔をするだけで、特になにかを言ってくる者はひとりもいなかった。どうやらこのクラスにおいて、カオリとナナミの仲の悪さは周知の事実であるらしい。恐る恐る、尋ねてみる。

「どうして──そんなに、嫌いなの？　瀬せ川がわさんのこと」

　答えは間かん髪はつ入れずに返ってきた。

「冷たくて傲ごう慢まんで自分勝手で人のこと馬ば鹿かにしたような目で見てくるから」

「…………」

　そこまで端たん的てきに言い表されては、メイとしても沈黙するしかない。それにしても、ここまで悪あし様ざまに言われるとは、瀬川ナナミは一体どういう高校生活を送っているのだろうか。そんなことを漠ばく然ぜんと考えていると、隣に座るマナが、フォローするように言った。

「で、でも、瀬川さんにだっていいところがあるよ」

　カオリは銃じゆう口こうのような視線をマナに向け、

「いいところ？　どこよそれ」

「だから、たとえば──ほら、テストの成績はいつも学年トップだし、」

「あのね、あたしは今あいつの性格の話をしてるの。成績がいいのと性格がいいのとでは大違いでしょ？」

「……スポーツ万能だし、」

「人の話聞いてる？　性格よ、せ・い・か・く。瀬川の足が速いからなんだっての？」

「…………か、顔がかわいい」

「関係ねえー！　ってかマナ、あんたなんにも考えないで喋しやべってるでしょ！　なんだってそこまでしてあいつの肩持つの!?」

　うう、と喉のどを鳴らして、マナはしょんぼりと肩を落とした。勝利者の目でマナのその姿を一いち瞥べつしてから、カオリはメイに向き直る。呆あつ気けに取られたようなメイの表情に、カオリは一瞬気まずそうな顔をしたが、すぐに気を取り直して食事を再開した。ミートボールを口に放ほうり込み、もぐもぐと嚙かみ砕くだきつつ、

「ま、そんな感じ」

「……どんな感じ？」

「だから、瀬川はどんな人かってことでしょ？　大体今言ったような人だよ。頭がよくてスポーツ万能、でも性格は最悪。別にあたしが瀬川のこと嫌いだから言ってるんじゃないよ、客観的に見てそうなんだもん。友達だってひとりもいないみたいだしさ──まあ、それは瀬川が依より坐ましだからってこともあるのかもしれないけど」

　メイの表情が、強こわ張ばった。

　幸いカオリの目は弁当に向けられていて、メイは誰だれにも気づかれないうちに顔から動どう揺ようを消し去ることに成功した。が、だからといって内心に立った波までもが消えてしまうわけではない。それとなくうつむいたメイは、上うわ目め遣づかいにカオリのことを見ながら、ぽつりと尋ねた。

「依坐だから、って？」

「え？　ああ、依より坐ましだから友達がいないってことね。だってそりゃそうでしょ、依坐と進んで友達になろうなんて人、いるはずないよ。人間じゃないもん、依坐って」

　──人間じゃない。

　その言葉は、確実にメイの身体からだから体温を奪うばった。ともすれば震ふるえそうになる指先にぎゅっと力を込めて、手にした箸はしを折れんばかりに握り締める。声が震えないように細さい心しんの注意を払いながら、メイはさらに質問を重ねた。

「依坐って、嫌われてるの？」

「うーん、そういうわけじゃないんだけど。むしろ尊敬されてる、かな。でもさ、いくら尊敬されてるっていっても、あの人たちが『特別』であることに変わりはないんだよね。普通じゃない、特別な存在。そういうのに憧あこがれる人もいるだろうけど──大部分の人は、できればお近づきになりたくないって思うんじゃないかな。メイも庵あん堂どう先生に依坐の能力を見せてもらったとき、なんか怖いなーとか思わなかった？」

「……思った。人間じゃないみたいに」

　そう。確かにそう思った。自分の足が地面に埋まっているのを見、それが庵堂先生の仕し業わざであるということを理解したとき、得え体たいの知れない恐怖が胸にこみ上げてきたのだ。そして、形は違えども、その『得体の知れないもの』の根源となる存在が、今、自分の中に確かに棲すみついているのだ。

　涸かれた喉のどに唾つばを飲み込ませる。右手の人差し指がちりちりとうずいていた。メイは右手を膝ひざの上に置いて、左手で人差し指を包み込んだ。それでも、人差し指のうずきが治まることはなかった。

「でしょ？　まあ瀬せ川がわに友達がいないのは、あの性格の悪さが一番の原因だろうけどさ。庵堂先生は依坐だけど、クラスのみんなに好かれてるもんね。だから──」

「──メイさん？　大丈夫ですか？」

　無ぶ遠えん慮りよなカオリの言葉を、マナの優しげな声が遮さえぎった。いくつもの視線を感じたが、メイはうつむけた顔を上げようとはしなかった。そうしているうちに、次第に周囲から心配そうな声があがりはじめた。

「ちょっ、本当に大丈夫？　顔真っ青だよ？」

「うわマジだ。神じん野の、保健室とか行ったほうがいいんじゃないのか？」

「保険委員誰だれだっけ？　場所わかんないだろうし、誰か連れてってあげれば？」

　それらの声を、メイはまぎれもなく「うるさい」と感じる。軽く唇くちびるを嚙かんで立ち上がり、メイは切れ切れに言った。

「……大丈夫、ちょっと……頭が、痛くなっただけだから。水、飲んでくる……」

　それだけ言うのが精一杯だった。ゆらりと歩き出したメイの背後から、彼女を呼び掛ける幾いく種しゆ類るいもの声が聞こえてきたが、メイはそれを無視した。今はこの教室にいたくない、そう思ったからだ。一刻も早く、ひとりになれる場所に行きたかった。

　廊ろう下かに出ると、男子が馬ば鹿か騒さわぎする声がすぐ隣のクラスから聞こえてきた。そのクラスとは逆の方向に足を向ける。静かな場所を探して歩くメイの耳に、カオリの言葉が蘇よみがえってきた。

　普通じゃない、特別な存在。

　自分が特別な存在であると言われて素直に喜ぶことができるほど、メイは純粋でも単純でもなかった。他人にない力が自分の中にある。瀬せ川がわナナミや、あるいは庵あん堂どう先生が見せてくれたような、不ふ可か思し議ぎな能力。それを、この自分も持っているのだという。

　しかし、それが一体なんの役に立つというのだろう。

　依より坐ましは、この御み座くら台だいにおいてさえ、完全に許きよ容ようされているとは言いがたい。カオリがそのいい例だろう。カオリとは仲良くなれそうな気がするし、彼女に限らずこのクラスの大たい半はんの人間とも、きっとうまくやっていくことができるはずだ。男子も女子も仲が良く、東京から来たばかりのメイのことを、快く歓迎してくれている。だが、果たして彼らは、メイが依坐であると知ってからも、同じように振ふる舞まってくれるのだろうか。

　そうは思えなかった。なぜならメイは依坐であり──『特別な存在』であるのだから。メイが依坐であると知れば、彼らは驚きもするだろうし、あるいは尊敬もしてくれるのかもしれない。しかし、それと同時に、メイから一歩距離を置こうとするかもしれないのだ。尊敬されるということと敬遠されるということが同じ意味ならば、尊敬などされたくなかった。

　メイは立ち止まる。いつの間まにか、昼休みの喧けん騒そうは後ろのほうに遠ざかっていた。廊下の突き当たり、ガラス窓の向こうに横たわる小道をぼんやりと眺ながめながら、メイは心の中で、庵堂先生め、とあの黒ずくめの教師のことを罵ののしった。なにが「悪いことはなにもない」だ。真まっ当とうな学生生活の妨さまたげになるものが、「悪いこと」でなくてなんだというのだろう。

「……メイさん？」

　後ろから掛けられた声に、メイはすぐには答えなかった。自分の表情が妙みようなものになっていないか、確認するだけの時間が欲しかったからだ。ようやくのことで振り向くと、そこには思っていたとおり、マナが心配そうな表情でメイのことを見つめていた。

「あの、保健室だったら──」

「大丈夫」

　マナの言葉を遮さえぎって、メイは無理矢理笑顔を浮かべた。自分でも無理な笑えみだということがわかっていたし、さらに深く寄せられたマナの眉まゆを見るに、向こうもそれに気づいているのだろう。しかし、メイはそれ以上そのことには触れようとせず、マナの肩を軽く叩たたいて、「戻ろ」と言った。

「ちょっと気分が悪くなっただけ。でも、もう治ったから、気にしないで」

「…………」

　マナはなにも言わず、憂うれうような色を映した瞳ひとみでメイのことを見返した。その視線を正面から受け止めることができたのはほんのわずかなあいだのことだけで、メイはすぐに顔を背そむけると、足あし早ばやに歩きはじめた。ややあって、後ろからマナが小走りに追ってくる音が聞こえてきた。それに耳を傾けながら、メイは密ひそかに決心をする。

　──言えない。言えるわけがない。自分に天まが魂たまが憑ついていようと、その能力を行使することができようと──それで友達を失うのであれば、メイの人生にとっては害悪以外の何物でもない。そもそも自分自身ですら理解しきれていないものを、他人に理解できるはずがないのだ。庵あん堂どう先生は、隠し通せるものではないと言っていたが──それだってやり方ひとつでどうとでもなる。なにも言わず、『力』を使いもしなければ、絶対にバレることはない。タケミカヅチとの連絡も、もう取らないことにしよう。彼には悪いが、自分の中に宿やどった天魂という存在は──封ふう印いんする。

　そう心に決めた途と端たん、再び右手の人差し指がうずき出した。タケミカヅチが、なにかを言おうとしているのかもしれない。そう思いはしたものの、メイは彼との疎そ通つうを図る意思を持とうとはしなかった。

　もう、決めたのだ。言いい訳わけ代わりに口の中でそう呟つぶやいて、それきりメイはタケミカヅチに関する思考を打ち止めにした。教室の扉を前にして立ち止まると、後ろからぱたぱたと足音を鳴らして、マナが追いついてきた。メイは振り返ると、今度は自然な笑えみをその顔に浮かべた。

「忘れてた。まだお昼ごはんの途中なんだった。早く食べないと昼休み終わっちゃうよね」

　マナはわずかに目を見開いてメイの顔を見返した。その瞳ひとみは相変わらず澄んでいて──まるで、メイの心を見み透すかそうとしているかのようだった。自然だったはずの笑顔が強こわ張ばるのを感じ、メイはまた前を向く。固めた決意を再確認するように右みぎ拳こぶしを握り締めてから、メイは教室の扉を開けた。




　　　　◆




　依より坐ましの問題を除いては、転校初日はつつがなく終わった。

　少なくとも人間関係は新たに構こう築ちくできた。マナやカオリを初めとして、携帯電話の番号を交換した人だけでも十じつ指しに余あまるし（マナは携帯電話を持っていなかったが）、大たい半はんのクラスメイトと会話を交わすこともできた。つくづくいいクラスだと思う。イジメもシカトもグループ同士の対立もない。もちろん、まだここに所属して一日目のメイには見えないなにかがあるのかもしれないが、少なくとも第一印象は最高だった。

　だからこそ、メイはこのクラスとの繫つながりを、いびつなものにはしたくなかった。

「マナちゃん、帰ろ」

　上じよう機き嫌げんな声でそう呼び掛けると、カバンに教科書をしまっていたマナは、顔を上げてわずかに笑った。しかし、やはりその笑顔は、どこかぎこちないような気がした。

　昼休みからこっち、ずっとそうだ。なにか怒らせるようなことをしてしまったのだろうか、と考えてもみたのだが、思い当たるようなことはなにもなかった。昼休みに突然顔を青くして教室を出て行ってしまったものだから、メイの体調を心配しているのかもしれない。いくらなんでも引きずりすぎだとは思うものの、マナの性格を考えるに、ないことはなさそうだった。

「──はい。お待たせしました、帰りましょう」

　カバンを胸の前に抱かかえて、マナはメイの傍そばに駆かけ寄よってきた。一緒に机のあいだを縫ぬって教室の出口に向かいながら、メイはマナのカバンを見て、言った。

「にしてもさ、真ま面じ目めだよね、マナちゃんて」

「え？　どうしてですか？」

「だってさ、教科書全部持って帰るんでしょ？　やっぱり家での予習復習とかに使ったりするの？」

「それは、まあ。でも、それくらい普通なんじゃないですか？　メイさんだって──」

　メイはにやりと笑い、自分のカバンをマナに押しつけた。マナは不思議そうに首をかしげながら、それでも素直にメイのカバンを受け取って、驚きよう愕がくにその目を見開いた。次にメイの顔を見たときには、マナの目にはかすかに咎とがめるような色が混じっていた。

「……教科書、持って帰らないんですか？」

「まあね。だって重たいし」

「そんな──それじゃ、予習や復習はどうやって──」

「そんなのしないもん。面めん倒どうくさいから」

　マナの表情が、子供を叱しかる母親のそれに変化した。

「だめじゃないですか！　あ、だから今日きようの自己紹介のとき『平均点下げる自信は満々』とか言ってたんですね？」

「当ったりー。つまるところ、あたしはそういう人間なのですよ」

　むうう、と唇くちびるを尖とがらせるマナのことを、メイはそれはそれは楽しげに眺ながめる。穏おだやかに笑っているマナちゃんよりも、こういうふうにちょっとだけ怒っているマナちゃんのほうが、かわいいし面おも白しろいな──そんな不ふ埒らちなことを考えつつ、メイは教室の扉に手をかける。

「予習とか復習とか一度もした記憶がないんだよね、そういえばさ。勉強は定期テストの直前にするものって刷すり込まれてるから、もう身体からだが受け付けなくなっちゃってるっていうか。まあでも大丈夫だよ、テストなんて赤点取らなければそれでいいんだから──」

「なるほど、自信満々だな、神じん野の」

　びくりと身をすくませて前を向き、メイは開いた教室扉の向こう、すぐ目の前に庵あん堂どう先生の黒い姿を発見する。サングラスに隠かくされたその目は明らかにメイのことを見み据すえていて、厳しげに引き結んだ唇は無言の言葉でメイのことを責めていた。メイは饒じよう舌ぜつに語っていた口をぴたりと閉じて素す早ばやく頭を下げ、

「──あ、えっと、──せ、先生さようならっ」

　そのまま身を翻ひるがえしかけたメイの肩を、庵あん堂どう先生はがちりと摑つかんだ。恐る恐る振り返ると、庵堂先生はゆっくりと首を左右に振りながら、言った。

「悪いが、神じん野の。ちょっと話がある。今朝けさの件についてだ」

　気まずそうに歪ゆがんでいたメイの表情が、その一言で真ま顔がおになった。ゆっくりと身体からだから力を抜いて、庵堂先生に向き直る。マナは訝いぶかるような表情で二人のことを交互に見ていたが、メイはマナのことをちらりとも振り向こうとはしなかった。庵堂先生を上うわ目め遣づかいに見つめ、それから足元に視線を落とす。ぽつりと、

「あの、明日あしたじゃ、だめなんですか？」

「嫌いやなことは、先に済ませるほうがいいんだろう？」

　なにもかも見通しているような口く調ちよう。メイが自分の中に天まが魂たまを押し込め、『力』も使わず誰だれにもその存在を告げずにいようとしていることまでも、理解しているかのようだった。メイはもう一度庵堂先生の顔を見上げてから、深々とため息をついた。

「……ごめん、マナちゃん。先に帰ってて」

　マナは二度三度まばたきをして、メイの顔をじっと見つめた。いたたまれない気持ちがこみ上げてくるが、まさか説明するわけにもいかない。誰にも言わない、と心に決めたのだから。たとえその相手がマナであっても、いや、マナだからこそ、言うわけにはいかなかった。

「わかりました。それじゃ──」

　やがてマナはそう言って、メイと庵堂先生に丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをすると、小走りに去っていった。なにも走る必要はないと思うのだが──あるいは、自分がいてはできない話なのだろうと察さつしをつけてくれたのかもしれない。あの子らしいな、とメイは小さく笑った。

「それで、先生。話って？」

　庵堂先生に向き直り、そう尋ねる。口調に棘とげが混じってしまったかもしれないが、仕方なかった。自じ衛えいのための棘だ。メイの決心を庵堂先生がどう評価するかはわからないが、なんとなく、反対するような気がしていた。

　庵堂先生はわずかに唇くちびるを歪める。相変わらずのサングラスで表情は読めないが、苦笑、しているようだった。くい、と親指で窓の外を示し、

「ここでは聞かれるかもしれない。外に俺おれの車があるから、そこで話そう」

　メイは怪け訝げんそうに顔を曇らせ、

「車？　──どこかに行くんですか？」

「ああ。アマツカサのところにな」

　アマツカサ。聞いたことがあるような気がする。マナが何度か口にしていた。だが、その言葉の意味まではわからなかった。それ以上にわからないことが次から次へと出てきて、それらの疑問を解消するのに手て一いつ杯ぱいだったからだ。メイは慎しん重ちように、

「アマツカサ、って？」

「それは、行ってから説明する──というわけにはいかないかな？　そちらのほうがいいと思うんだが」

　その口振りから察するに、恐らく依より坐ましや天まが魂たまに関係することなのだろう。しかし、もうメイには依坐にも天魂にも関かかわる気はなかった。従って『アマツカサ』とやらに行く必要もないのだが、それをここで説明するわけにはいかない。メイは庵あん堂どう先生の顔をまっすぐ見て、言った。

「庵堂先生の車には乗ります。でも、アマツカサに行く気はありません」

　それを聞いても、庵堂先生は驚いた素そ振ぶりも見せない。ただ「そうか」と頷うなずき、そのまま歩き出しただけだった。一瞬肩かた透すかしを食らったような気がしたが、すぐに思い直してその背中を追った。恐らく庵堂先生は、自分の状況を理解してくれている、ただひとりの人間だ。メイの決心に関しても、薄々は感づいているのかもしれなかった。

　それに、と思う。庵堂先生には、自分の決心について言っておきたかった。反対されたり説得されたりするかもしれないが、依坐としての自分の唯ゆい一いつの理解者なのだ。今後どのようにするのであれ、庵堂先生に相談しておいて、間違いはないはずだった。




　庵堂先生の車の色が真っ黒だったのは別にいまさら言うほどのことでもないとして、問題なのはそのエンブレムだった。円を三等分している。これは決して一いつ介かいの高校教師が手を出せる代しろ物ものではないはずだ。まさか依坐の力を使って──という疑いの目を向けたメイに、庵堂先生は先制するように告げた。

「言っとくが、これは俺おれの車じゃないぞ。アマツカサの車だ。俺は借りてるだけ。妙みような勘かん違ちがいするなよ」

「ああ──そうなんですか、よかった」

　ほっと胸を撫なで下ろして、メイは促うながされるまま助手席に座った。庵堂先生も運転席に乗り込んで、すぐに車のエンジンをかける。──なんというか、シートの座り心地もそうだが、エンジンの音も神じん野の家けのオンボロ車とはまるで違っている。さすが三等分、とメイは感心したようにあちこち触りながら、世せ間けん話ばなしのつもりで庵堂先生に尋ねた。

「これ、いい車ですね。車種はなんて言うんですか？」

「……なんだったかな。ＣＬＫのなんとか。すまん、忘れた。レイコが選んだ車なんでな」

　お、と思う。メイはいたずらっぽい口く調ちようで、

「レイコって誰だれです？　恋人、とか？」

「はっ、まさか。ただの仲間だよ。天てん条じようレイコ。アマツカサの代表者だ」

　思わぬところに話が着地して、メイは一瞬沈黙した。その隙すきを突くかのように車が発進し、御み座くら台だい高こう校こうから車道へ出る。向かう方向は──メイの家があるのと同じ方向、つまり、旧市街のほうだ。それを確認してから、メイは思い切って尋ねた。

「あの、さっきも聞きましたけど──アマツカサって、一体なんなんですか？」

　庵あん堂どう先生の横顔からは、なにも読み取れなかった。彼はただ前を向いたまま、極めて事務的に答えた。

「天まが魂たま管理機関、天あま総つかさの社やしろ。通称『アマツカサ』。俺おれや瀬せ川がわはそこに所属している」

「管理機関？」

　耳慣れない言葉に聞き返すと、庵堂先生は小さく頷うなずいた。

「元々はただの神社だったんだがな。どこでどう道を踏ふみ外したのか、今じゃ社しや稷しよくもそっちのけで天魂や依より坐ましに関する情報を管理する集団になってしまってる。ま、確かに天魂が神の一種であるという説もあるし、その線でいくならばまったく正当な神社の仕事を行っていることになるが、実質は警察みたいなもんだな。主な業務は、天魂の存在を世間から隠いん蔽ぺいすることと、依坐がその能力を悪事に使わないように監視すること」

「監視、ですか」

「嫌いやな響きだろ。仕方ない面もあるんだがな。依坐は人間には及びもつかない超越的な力を使えるから、どうしたって普通の人間からは警けい戒かいされてしまう」

　自分の悩みの核心を突かれた気がして、メイは助手席で身を強こわ張ばらせた。それに気づいているのかいないのか、少なくとも表面上はまったく変わらない口く調ちようで、庵堂先生は続けた。

「レイコ──アマツカサは、君と直接話をして、君が信頼できる人間かどうか試す気でいるんだ。これは依坐の通つう過か儀ぎ礼れいみたいなものだから、いくら君が嫌いやでも、俺としては君をアマツカサに連れて行くしかない、ということなんだが──」

　そこで初めて、庵堂先生はメイの反応を窺うかがう素そ振ぶりを見せた。なんだか事じ後ご承しよう諾だくを認めさせられているようで気に入らないが、さりとて意地を張っても仕方ない。ふう、と息をついて、メイは答えた。

「……わかりました。あたしも変な疑いを持たれるのは嫌ですし。その人と、話をするだけでいいんですよね」

「ああ。特になにかをしろとは言われないはずだ。レイコと会って簡単な質問に答えてくれるだけでいい。うまい茶菓子も食い放題だぞ」

　真ま面じ目めな口調で、冗じよう談だんともつかぬようなことを言う。メイはお義ぎ理りではなく笑い、それからふと庵堂先生の横顔を見た。胸に秘めた決心を言うのならば、アマツカサに着く前がいい。そう思い、メイは口を開く。

「庵堂先生。ちょっと、お話ししておきたいことがあるんですが」

「なんだ？」

「タケミカヅチについて、なんですけど──」

　それからメイは、できるだけ簡かん潔けつな話し方で、今日きようの昼休みに固めた決意を庵堂先生に告げた。大まかに分けて二つ。自分が依坐になったことを、誰だれにも告げる気はないこと。そして、天まが魂たまタケミカヅチが持つという『雷いかづち』の能力は封ふう印いんし、依より坐ましではなく、ただの高校生として暮らしていきたい、ということ。話しているあいだ、メイはじっと庵あん堂どう先生の横顔を窺うかがっていたが、彼はただ黙もくしたまま、表情を動かそうとはしなかった。

　メイが説明し終えてからしばらくして、ようやく庵堂先生は口を開いた。

「──なるほど、な」

　その口く調ちようからは、庵堂先生の考えていることは読み取れなかった。普段どおりの落ち着き払った口振りだ。てっきり反対されると思っていたメイは、そこから庵堂先生が「別にいいんじゃないか？」と続けたのを聞いて、少なからず驚いた。

「反対、しないんですか？」

「するもしないも、俺おれが口を出すことじゃない。基本的に天魂と依坐は下宿人と大家のような関係にあるからな。主しゆ導どう権けんは常に依坐のものだ。君が天魂の能力をどうしようと、それは君の勝手というもの。もちろん、なにかよからぬことに使おうとするのならば話は別だが」

　メイはむっと眉まゆを寄せ、

「そんなこと、しません」

「わかってる。言ってみただけだ。しかし、肝かん心じんのタケミカヅチはなんて言ってるんだ？」

　う。

「……それは、その……実は、まだ、ちゃんと話してなくて」

　庵堂先生の顔がかすかに動き、サングラスの向こうから呆あきれたような視線を投げかけてきた。メイは言いい訳わけがましく、

「だ、だって、そんなこと言ったら、あいつ怒るに決まってるじゃないですか」

「だからってこのままなにも告げずに蓋ふたをする気か？　あまり感心できたやり方ではないな。絶ぜつ縁えんするならするで、当とう事じ者しやのお前が責任を持ってきちんとしろ。それもなるべく早めにだ」

　黙り込んだメイのことを、ちらりとだけ窺ってから、庵堂先生は続けた。

「なんなら今この場でやっても俺は構かまわんぞ。アマツカサまではあと十分くらいかかるからな」

　庵堂先生がそう言った途と端たん、右手の人差し指がその言葉を肯こう定ていするようにうずき出した。タケミカヅチに『説明を求める』と言われているようで、メイは気まずい思いで自分の手を見下ろした。タケミカヅチが入ったのがそこからだからなのか、どうも『右手の人差し指』が彼との連絡を司つかさどる器官になってしまっているようだった。一ひと呼こ吸きゆう、気持ちを落ち着けてから、メイは意を決して人差し指と親指をこすり合わせた。

　なんとなく、そうすれば連絡できるだろうと思ったからだったが、案あんの定じようそうした瞬間、頭の中にタケミカヅチの声が響いてきた。

『……本気か？』

　その声には、初めて聞くような真しん剣けんな色合いが混じっていた。本気か、と尋ねるということは、すでにして彼にはメイの意思が伝わっているということで、さすがにメイは自分の中に罪ざい悪あく感かんがこみ上げてくるのを感じた。罪悪感は胸を塞ふさぎ、喉のどを塞ぎ、言葉を塞いでしまう。言いい訳わけも説明もできず、ただじっと黙もくしているメイに、タケミカヅチは呆あきれたように言った。

『おい、聞いてんだよ。なんか答えろ』

「…………ごめん」

　じり、と人差し指がうずく。自分の中に宿やどったタケミカヅチが、苛いら立だっているような感覚。その感情を隠かくそうともせずに、タケミカヅチは言う。

『謝られても困る。くっそ、とんでもねえ奴やつに当たっちまったな！　最初に触れたときは『こいつだ！』と思ったんだがな──』

　苦にが々にがしげにそう言われると、なんだか自分のことを全否定されてるような気がして、メイは思わず反論していた。

「あのね、そもそもあなたがあたしなんて選ぶからいけないんでしょ？　なんだってあたしなのよ、御み座くら台だいの出身でもないのにさ、天まが魂たまなんて簡単に受け入れられるわけないじゃない」

　それに対して、タケミカヅチは極めて明快に答えた。

『はっ。お前らの都つ合ごうなんざ、この俺おれの知ったことか』

「……………………」

『つーかな、お前人間の分ぶん際ざいでワガママが過ぎるんだよ。せっかくこのタケミカヅチさまが選んでやったんだから、それだけでももう感謝感激感かん涙るいして、俺の言うことをすべて聞き入れるくらいの誠意を見せるのが当然だろうが。それをなんだ、くだらない人間関係のことなんか気にしやがって──ったく、肝きもっ玉たまの小さい奴だ』

「ああ、そう」

　メイはにこりと笑い、

「それじゃあたしも、あなたの都合なんか考える必要はないね！」

　そしてメイは人差し指と親指を離し、一方的にタケミカヅチとの連絡を切った。途と端たんに人差し指が激しくうずき出すが、シートに乱暴にこすりつけると、すぐにそのうずきは治まった。メイはどさりとシートにもたれかかって、ささくれ立った視線を車しや窓そうの外へと向けた。

　悪いとは思っていたのだ。今朝けさの庵あん堂どう先生の話によれば、タケミカヅチはずっと天てん魂こん碑ひとかいう岩の中に入っていたらしい。それが一体どういうことなのか、メイは詳しくは知らないが、さぞ窮きゆう屈くつで息苦しい思いをしていたことだろう。そこからやっと抜け出して、これからは自由に振ふる舞まえると思った矢や先さきに、メイのエゴによってその自由を奪うばわれてしまった。これではタケミカヅチとしても、立たつ瀬せがない。だからこそ、メイはタケミカヅチに対して、少なからず後ろめたい思いを感じていたのだが──

　もう知るか、あんな奴。メイは吐き捨てるようにそう思う。最初に話したときからいけ好すかない奴だとは思っていたが、あそこまで傲ごう慢まんだといっそ清すが々すがしくなるくらいだ。瀬せ川がわナナミといい勝負。同情なんか、するだけ無む駄だというものだ。

　その思いを最後に、メイは思考を振り切って、固く目を閉じた。確かに、タケミカヅチはどうしようもないほど傲ごう慢まんで類るいを見ないほど自己中心的な性格をしている。それは、まぎれもない事実だ。しかし。

　だからと言って、メイの決心が彼の自由を奪うばったことに、違いはないのだった。
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　真白い障しよう子じを貫いて、陽よう光こうが部屋の中に差し込んできている。

　その光の中で、天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆ・天てん条じようレイコは、天総社警備部哨しよう戒かい課かからの報告書に目を通していた。現在追跡中の目標に関しての情報は、なにか進展があり次第送るように言いつけてあったので、分量自体はそれほどでもない。しかし、内容は──なかなか興味深かった。

　読み終えた報告書を懐ふところにしまい、代わりに湯飲みを手に取って、レイコはゆっくりとそれを傾けていった。中身のお茶はすっかりぬるくなっていたが、喉のどを潤うるおせればそれでいい。湯飲みをことりと置いてから、レイコは自分の両手を見つめた。

　彼女の手は、両方とも白い手袋に包まれていた。

　白い手袋──能力の証あかし。さてどうするか、とレイコは思し案あんする。もうそろそろ、クロノが『新入り』を連れてここにやってくるはずだ。そのときには、自分が祭主として面接を行わなくてはいけない。その際に、この手袋を外すべきか、否いなか。報告書の内容も勘かん案あんして、レイコは目を閉じ、思案に耽ふけろうとした。

　そのとき、聞き慣れた声が、彼女の名を呼んだ。

「レイコ。連れてきたぞ」

　ゆっくりと背を伸ばし、それからレイコは立ち上がった。振り向いたその先には、庵あん堂どうクロノが立っている。相あいも変わらない、全身黒ずくめの姿。もう少しファッションに気を配ったらどうだ、とも思うのだが、こんな白手袋を嵌はめている自分がファッションを云うん々ぬんできる立場でもない。レイコは小さく頷うなずいて、それから少し首をかしげた。

「クロノ、ちょっと聞きたいんだが──」

「手袋を外すかどうか？」

　レイコはもう一度頷いた。自然と、唇くちびるが綻ほころんでしまう。なにも言わずとも、クロノは自分の言わんとすることを理解してくれている──そんなことを考えたからだった。

　少し考えてから、クロノは首を左右に振った。

「やめておいたほうがいいな」

　レイコは薄く笑い、

「生徒のプライバシーは、守らなくてはね？」

「それもあるが──外す必要がない。普通に観察していれば、なにを考えているかわかる。そういう奴やつだ」

「クロノ。人の意思を侮あなどってはいけない。外見がどれほど単純そうであれ──」

「──本心では、なにを考えているかわかったものではない、か？」

　そのとおり、とばかりにレイコは頷く。クロノは少し考えてから、やはり首を横に振った。

「だめだ。今はよくても、後ご日じつ神じん野のがお前の能力を知るようなことになれば、信頼が一気に崩れ去る。それは避さけたい」

「潔けつ癖ぺきなのか？　その、神野、という子は」

「でもないだろうが、なにしろ十六歳の女の子だ。頭の中を覗のぞかれて、いい気分でいられるはずがない」

　クロノの口から『女の子』という言葉が出てくると、なんだかひどく不ふ似に合あいなような気がして、レイコは喉のどの奥おくだけで笑った。部屋から出て、クロノとすれ違うようにしながら、レイコは言う。

「まあ、いい。別に大した情報を持っているわけではないだろうし、私としても、できれば『操作』なんてしたくはない。──十六歳の女の子に」

　ちらりとクロノを振り返って、くすくすと笑う。クロノは憮ぶ然ぜんと口元を引き締めながら、レイコを追い越して歩きはじめた。レイコは表情から少女めいた笑えみを消すと、すぐにクロノの背中を追った。




　　　　◆




　天てん条じようレイコの第一印象は、『オセロ』だった。

　いや。語ご弊へいがある。別に天条レイコが『オセロ』なわけではなくて、庵あん堂どう先生と並ぶとまさしく『オセロ』になるというだけのことだ。彼女がひとりで現れたのならばまだしも別の印象を持っていたのだろうが、庵堂先生が隣にいるだけに、かえってレイコの服装の奇き異いさが飛び抜けて目立っていた。

　なにしろ全身真っ白である。純白のスーツを纏まとって真っ白な手袋を嵌はめている。さすがに白い帽子をかぶってはいないし白サングラス（そんなのがあるのかどうか知らないが）も掛けてはいなかったが、ここまで徹底されると結婚式の帰りなのかと疑いたくなってしまう。ということは、隣にいる黒ずくめの男は間違いなく葬式の帰りだろう。冠かん婚こん葬そう祭さいコンビ、と頭の中で勝手に仇あだ名なをつけていると、不意に庵あん堂どう先生が言った。

「神じん野の。前々から言おうと思ってたんだが、レイコはともかく俺おれはちゃんと理由があってこういう格かつ好こうをしているんだぞ。別に趣味じゃない。誤解するな」

　この人は読どく心しん術じゆつでも身につけているのだろうか。なんでそんなに正確に自分の考えていることがわかるのだろう──と密ひそかに慄おののいていると、今度はレイコが口を開いた。

「とりあえず、初対面の人を見てそういう顔をするのはどうかと思うな」

「うっ」

　と唸うなって自分の顔に触れる。読んでいたのは心ではなくて表情だったらしい。そんなに顔に出ていたのかな、と不安になり、謝罪の意味も込めてレイコに頭を下げる。それに対してレイコは、軽やかな笑えみで答えてくれた。その笑顔を、メイは吸い込まれるようにして見つめた。

　綺き麗れいな人だな、と素直に思った。髪は短く黒く、まるで男のようなのだが、それが不思議と似に合あっている。大きく鋭い目は猫科の動物を思わせ、笑顔と共にそれが細められると、なんともいえない凄せい絶ぜつな雰ふん囲い気きが醸かもし出される。唇くちびるは薄いけれど大きくて、これも笑うと横に大きく裂さけるように広がるのだ。綺麗だけど、なんだか怖い──というのが、天てん条じようレイコの総合的な印象だった。

「はじめまして。天あま総つかさの社やしろの祭さい主しゆをしている、天条レイコという。どうぞよろしく、神野メイさん」

　そう言いながら、レイコは右手を差し出してきた。慌あわててそれを握ったメイに、レイコはふと気づいたように、

「──綺麗な色ね」

「はい？」

「髪。染めてるの？」

　顔が赤くなる。こういう『完かん璧ぺきな美人』に今の自分の髪色を指摘されるということは、なんだかものすごく恥ずかしいことだった。髪を隠すように頭を搔かきながら、

「──いえ、でも、その、全然、綺麗とか、そんなんじゃないですから──」

　しどろもどろなメイの言葉に、レイコは再び柔らかく笑った。
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　手を離すと、すぐにレイコは座ざ敷しき机づくえの向こう、メイと相あい対たいする位置に座った。正座である。決けつ闘とう前の武士のようにぴしりと芯しんが通っていて、メイはその姿に、わけもなく落ち着かない気分にさせられた。

「アマツカサのことは、もうクロノから聞いているの？」

「あ、はい。大まかに、どんな人たちなのかってことは、教えてもらいました」

　レイコの目が、ゆっくりと細められた。

「それは結けつ構こう。それで、神じん野のさん。あなたには、私たちの仲間になる気はあるの？」

「へ？」

　思ってもいなかった質問に、間ま抜ぬけな声で聞き返してしまった。メイの思考が復ふつ旧きゆうするよりも先に、メイの隣に腰を下ろした庵あん堂どう先生がフォローしてくれた。

「レイコ、さっきも言っただろう。神野は──」

「タケミカヅチを封ふう印いんする気でいる。うん。それはわかっている。しかしね、神野さん。封印するといっても、それはあなたの気持ちひとつのことだ。実際には天まが魂たまを封印する方法などありはしないし、そうである以上、私たちはあなたのことをただの女子高生ではなく依より坐ましと見るしかない。もちろん、あなたがただの女子高生として生活するのを邪じや魔まするつもりはない──むしろ、積極的に手助けする気ではいるけれど」

「……はあ」

「そのためには、まずあなたにアマツカサに所属してもらわないといけない。所属していない人間に、援助はできないからね。どうする、神野さん？」

　メイは困ったように隣の庵堂先生を見る。話をするだけ、というからついてきたのに。こんな選択を迫られるとは、思ってもいなかった。が、当の庵あん堂どう先生が苦にが々にがしい顔をしている辺り、これはレイコの独どく断だんでの質問らしい。メイはレイコに向き直ると、とりあえず、と質問した。

「いくつか聞きたいことがあるんですけど──あの、アマツカサに入ると、どうなるんですか？」

「どう、とは？」

「だから、つまり──なにか、やらなくちゃいけないことができる、とか」

「クロノがあなたに説明したとおり、私たちは天まが魂たまの管理──天魂の存在を御み座くら台だい以外の社会から隠いん蔽ぺいすること、依より坐ましがその力を犯罪に使わないかどうかの監かん督とくを主な仕事としている。だから、私たちがあなたに望むのは、そのふたつだけ。天魂の存在を御座台以外の人間に話してはいけないし、天魂の能力を犯罪に使ってはいけない。そもそも天魂を封ふう印いんしようとしているあなたには、あってないような条件だろう？」

　メイは拍ひよう子し抜ぬけをしたように眉まゆを広げ、

「それだけ、ですか？」

「あとはまあ、ボランティアに協力してもらったりもするかな。御座台の公共事業を行うときに、力になれることがあれば力になってもらう。といっても、『できれば』の範囲内だから、やりたくないのならばやらなくても結けつ構こう。強制はしない」

　ふむ──とメイは考える。聞いた限りでは、それほど大した束そく縛ばくはされないようだ。もう一度、それとなく隣の庵堂先生を窺うかがってみると、向こうもこちらのことを見ていた。メイは思い切って尋ねてみる。

「庵堂先生はどう思いますか？　あたし、入ったほうがいいですか？　アマツカサに」

　少し迷ったような表情を見せてから、庵堂先生はそれに答えた。

「入って悪いことはないと思う。しかし、別べつ段だんいいこともないだろう」

　レイコは目を細め、

「話を聞いてなかったのか？　いいことならあるさ。アマツカサが神じん野のさんの目的を手助けする」

　庵堂先生はレイコに向き直り、

「依坐であることを隠すのに、依坐の関係機関であるアマツカサの手助けなど役に立つものか。それこそ本ほん末まつ転てん倒とうだ。──レイコ、なにを考えている？　神野をアマツカサに入れてどういうメリットがある。お前らしくもない」

「なんだその言い方。心しん外がいだな、クロノ。それじゃまるで私が損そん得とくばかり考えて行動しているみたいじゃないか。別に深い理由などない。ただ依坐はアマツカサに所属すべきという、昔からの原則を言っただけさ」

「…………」

　庵堂先生は沈ちん黙もくする。と、不意にレイコが、それまでの涼すずしげな顔から一転した、少し傷ついたような表情を浮かべた。

「信じて、くれないのか？　クロノ」

　その表情に、庵あん堂どう先生はわずかにたじろぎ、

「いや、別にそういうわけじゃないが──」

　それきり沈黙が二人のあいだに降り、当とう事じ者しやであるはずのメイは、なんだかやけに居い心ごこ地ちが悪くなってきた。庵堂先生はサングラスをしているから、どこを見ているのか見当もつかないが、レイコはやや不満そうな顔で、じっと庵堂先生のことを見つめている。そこには先ほどまでの知的な美人の面おも影かげはどこにもなかった。

　と、レイコは突然メイのほうに向き直った。ぎくりと身を強こわ張ばらせたメイに、一瞬怪け訝げんそうに眉まゆを寄せてから、彼女はすぐに気を取り直したように言う。

「私たちが話し合っても仕方ない。これはあなたの決めることだ。神じん野のさん、どうする？」

　メイはよく考えもせず、

「あっ、じゃあ──入り、ます。はい」

　その言葉に、レイコはにっこりと微笑ほほえんだ。

「そう、よかった。それじゃ、改めて──これからもよろしくね」

「はい、こちらこそ」

　と答えはしたものの、確かに庵堂先生の言うとおり、入っていいことはあまりないのかもしれない。とはいえ悪いこともなさそうだから、まあ入っても問題はないだろう、とメイは決めたあとになって考えた。

　レイコはにこにこと笑いながら、安あん堵どしたように胸に手を当て、

「ああ、よかった。これで気き兼がねすることなく、あなたを護ご衛えいすることができる」

「────」

　なにを言っているのかわからない。ゴエイ。なんだそれ、という言葉が頭の裏側で生まれ、それを声にするより早く、レイコがスーツの懐ふところに手を入れて、そこから紙の束たばを取り出していた。彼女はそれを、庵堂先生に渡した。

「実はね、少し前に哨しよう戒かい課かからこんな報告が入ったんだ。読んでみてくれ、クロノ」

　庵堂先生はそれを受け取り、目を通しはじめた。大きさはＡ４で枚数は三枚ほど、読み終わるのにそれほどの時間は要ようしないだろう。手持ち無ぶ沙さ汰た気味に身体からだをもじもじさせるメイに、レイコはついと座ざ敷しき机づくえの上のお盆ぼんを差し出した。積まれているのは──最も中なかの山。

「どうぞ。歌か藍らん堂どうの特製最中はおいしいよ」

「あ、はい。それじゃ、いただきます」

　勧められるままに手を伸ばし、包装紙を剝むきながら、メイはレイコの言葉の意味を考える。……ゴエイ？　護衛、だろうな、多分。でも別に命を狙ねらわれる覚えはないし、そもそも誰だれから護衛するというのだろう。それにあの言いい草ぐさは、まるで最初から『ゴエイ』とやらをするのが目的であたしをアマツカサに入れたみたいで、なんだか嵌はめられたような感じもそこはかとなくするし──やばい、この最も中なかマジでおいしい。なんだこれ。お土産みやげに二、三個持って帰りたい。

「……これは、」

　その声にはっと現実に引き戻されるが、それでも最中を食べる手は止まらなかった。あっという間まに一個目を平たいらげたメイは、続けて二個目の最中に手を伸ばしてしまう。そんなメイに、庵あん堂どう先生は一瞬だけ呆あきれたような視線を寄よ越こしたが、すぐに気を取り直してレイコに向き直った。

「本当か？　レイコ」

　レイコの『にこにこ』は、今はもう『にやにや』に変わっていた。

「こんなことで噓うそをついてどうする。それこそメリットがない」

　庵堂先生は舌打ちをする。メイは最中を食べる手を止めた。

「……で？　今のメリットはなんだったんだ？」

「冷静を保っているうちにアマツカサに入れておこうと思って。ほら、錯さく乱らんして暴あばれられたら、大変なことになるだろう？　彼女はただでさえ成なり立たてなんだし」

「──あの、なんのお話ですか？」

　横から口を挟はさむ形になったが、恐らく二人が会話しているのは、自分に関することなのだ。口を出さずにはいられなかった。

　レイコのほうを見ると、彼女は笑えみを顔から消して、顎あごで庵堂先生のことを示した。庵堂先生に視線を転ずると、彼は不満そうに引き結んだ唇くちびるから、深々とため息を漏もらし、

「神じん野の、あのな──落ち着いて聞いてほしいんだが──」

　そう言いながら、庵堂先生はメイに書類を差し向けてきた。すでに二個目の最中を食べ終えていたメイは、なんとなくそれを受け取って、なんとなくそれに視線を落とす。「天まが魂たま」「タケミカヅチ」という言葉がまず目についた。

「落石事故があっただろう。君とタケミカヅチが遭そう遇ぐうしたきっかけとなった事故だ。あの岩が天てん魂こん碑ひといって、依より坐ましに宿やどっていないときの天魂の容いれ物ものなんだってことは、もう話したよな」

「はあ」

　庵堂先生の話を聞きながら、メイは書類を読み進めていく。

「そんなものが、どうして君たちの車の上に降ってきたのかというと、ある事件が起きたからなんだ。『まつろわぬもの』による事件が」

　──本殿管理部を襲しゆう撃げきした『まつろわぬもの』は、警備員を負傷させた後、本ほん殿でんに侵入。『雷いかづち』の天魂碑を奪うばい逃走する。管理部はただちに警備部に連絡、依坐の出動を要よう請せい──

「『まつろわぬもの』というのは──まあ、わかりやすく言うなら妖よう怪かいだ。で、その『まつろわぬもの』が、タケミカヅチが入っていた天魂碑を奪った。俺おれたちはなんとかそいつから天魂碑を取り返すことに成功したんだが、そのときそいつは天てん魂こん碑ひを投げ出してしまったんだな。崖がけの上から。それが、たまたま下を通行中だった君たちの車に命中してしまい、不幸にも君はタケミカヅチの依より坐ましになった、というわけだ」

　──襲しゆう撃げきから二時間後、本ほん殿でんより東に約十キロ離れた国道沿いにて、警備部の要よう請せいを受けた依坐が目標を発見、攻撃。目標は『雷いかづち』の天魂碑を放ほう棄きするも、致ち命めい傷しようを与えることはできず、そのまま行方ゆくえをくらませる──

「本当なら、それで終わるはずだった。その『まつろわぬもの』の目的はそのときはまだわからなかったし、まあ天まが魂たまの力を狙ねらって御み座くら台だいにやってくる『まつろわぬもの』もいないわけじゃないから、そいつもその一匹だと考えていたんだが──どうやら、違ったらしい」

　──警備員の目撃証言により、目標は種族名『両りよう面めん宿すく儺な』であると判明。本殿の伝でん承しよう文ぶん献けんと照しよう合ごうしたところ、過去、御座台に両面宿儺が出現していたという記録が発見される。その記録によれば、過去に出現した両面宿儺は当時の『雷』の依坐によって撃げき退たいされている。今回出現した両面宿儺が同じく『雷』の天魂碑を奪だつ取しゆしようとしていたことから、彼の目標は『雷』の依坐への復ふく讐しゆうである可能性が高く、今後さらに厳重な警けい戒かいが必要とされる──

「……あの」

　頭の中で組んだ数式から、あるひとつの答えを弾はじき出したメイは、恐る恐る、それを口に出してみた。

「なんかこれ──その、両面宿儺、とかいうのが、あたしのことを狙ってるっていうふうに読めるんですけど」

「そう書いてあるんだよ。間違いなく」

　レイコは涼すずやかな表情。一いつ拍ぱくの思考の後、メイは再び口を開く。

「でも、それってなんかおかしくないですか？」

　レイコは意外そうに、

「おかしいって、なにが？」

「だから、つまり──そう、なんであたしなんですか？　昔、この両面宿儺っていうのをやっつけた依坐は、他ほかの人なんでしょう？　だったら──」

「理屈の上ではそうなるね。『まつろわぬもの』が、理屈の通じる相手だったらよかったんだけど」

「……通じないんですか？」

「通じると思う？　何十年も前の遺い恨こんをいまだに引きずっていて、依坐がいないからって天魂の入った岩を持っていくような奴やつに」

　確かに、そんな奴にはなに言っても通じそうにない。そもそも相手は──こんなことを考えるのも馬ば鹿からしいのだが、しかし天魂という超自然的存在がいる以上、いないとも言い切れない、『妖よう怪かい』であるらしいのだ。人間の言葉が通じるのかどうかさえ、疑わしかった。

　自分が、命を狙ねらわれている。そう口の中で呟つぶやいてみても、あまり危機感は生まれなかった。危機感どころか現実感すらも乏とぼしい。ただメイは三個目の最も中なかを手に取りながら、他人ひと事ごとのように言った。

「……大変ですねえ」

　レイコの表情に、初めて困こん惑わくの色が浮かんだ。

「──あなたのことだよ？」

「ええ、それはわかってますけど」

「ずいぶん冷静ね。死ぬかもしれないってときに」

「レイコ！」

　庵あん堂どう先生が制するように言い、レイコもはっと口を噤つぐんだが、それで漏もらした言葉が消えるわけではない。メイは最中の包装紙を剝むく手を止めて、ぽつりと呟いた。

「あたし、死ぬんですか？」

　命を狙われている、ということは、つまるところ、死の危険がある、ということだろう。そうとはわかっているものの、やはり危機感は湧わいてこなかった。それでも説明を求めるように、レイコと庵堂先生を交互に見み遣やると、庵堂先生が咳せき払ばらいをしてそれに答えた。

「──実際のところ、今回現れた両りよう面めん宿すく儺なの目的は、まだはっきりしていない。そもそも過去に現れた両面宿儺と同一のものであるかどうかも定かではないんだ。『雷いかづち』の天てん魂こん碑ひを狙ったのだって、もしかしたらただの偶然だったのかもしれない。だから、必ずしも両面宿儺が君を狙っているというわけではない」

　そこでレイコが口を挟はさんだ。

「逆に言えば、今回と前回の両面宿儺が同一のものであるという証明ができれば、彼の目的ははっきりするね。警備部の予想どおり、『雷』の依より坐ましへの復ふく讐しゆう──つまり、神じん野のさんが狙われているということになる」

「まあ、そうなるが──しかしそんなこと、証明しようがないだろう。本人に確認でもするのか？」

「本人である必要はない。当とう事じ者しやがいるじゃないか、神野さんの中に」

　メイは思わずレイコのことを見る。レイコは大きな瞳ひとみで、観察するようにメイのことを覗のぞき込んでいた。横から庵堂先生の声、

「──タケミカヅチ、か」

「そう。『雷』の依坐が両面宿儺と戦ったときのことは、『雷』の天まが魂たまであるタケミカヅチならわかるはず。彼の記憶と報告書にある両面宿儺の外見的特徴をすり合わせてみれば、同一個体であるかどうか判断できるだろう」

　その提案に、メイは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「……タケミカヅチと、話すんですか？」

　依より坐ましではなくただの高校生として生きていく、そう決めたメイにとって、タケミカヅチとの接せつ触しよくはなるべく避さけたいことでもあった。──それに、そもそも自分のエゴで一方的に絶ぜつ縁えんを言い放はなったのに、再び自分のエゴで彼と話をしようとするのは、なにか汚いことであるように思えた。

　が、そんなメイの思おも惑わくなどかけらも気にせずに、すでに庵あん堂どう先生は懐ふところからＣＤラジカセを取り出してしまっていた。コンセントを差し出されて、メイは仕方なくそれを受け取る。右手の人差し指がうずき出す。もうタケミカヅチは、話の概がい要ようがわかっているのだろうか──そんなことを考えながら、メイは力を込めてコンセントを握り締めた。

　途と端たん、スピーカーから、不機嫌な声が響いてきた。

『なんの用だ？』

　レイコは、ほう、と息をつき、

「これは便利だな。宿やど主ぬし以外とでも直接話ができるのか」

『──？　誰だれだ、お前？』

「はじめまして、タケミカヅチ。アマツカサの祭さい主しゆをしている、天てん条じようレイコという」

　少しの沈黙の後、タケミカヅチは言う。

『……驚いたな。女の祭主か。初めてお目にかかる』

「昔と今では違うからね。男女平等、アマツカサにも色々あったんだよ」

『それで？　祭主様が俺おれにどういう用件だ？』

「聞きたいことがあるんだ。両りよう面めん宿すく儺なという『まつろわぬもの』のことを覚えているか？」

　考えるような間ま、やがてタケミカヅチは、ぽつりと、

『ああ、覚えている。しつこい奴やつだったな。何度も何度も俺たちに突っかかってきやがった。ハ、なんだ、まさかまた現れたのか？』

　レイコは資料をたぐり寄せる。コンセントを握ったまま、メイはそれをぼんやりと眺ながめていた。

「それがね、ちょっと複雑なんだ。両面宿儺が現れたのは確かなんだが、あなたと戦ったのと同じものであるという証拠がない。そこで今から特徴を言うから、君に照しよう合ごうをお願いしたいのだが──」

『ふん？　……なるほどな、読めたぞ』

　その言葉に、レイコは目を細めた。

「なにが、かな？」

『メイが狙ねらわれてるんだろ。スクナの野や郎ろうに』

　ぎくり、とメイの心臓が鳴る。羞しゆう恥ちに顔が赤くなっていき、メイは視線を膝ひざ元もとに落とした。頭上から、せせら笑うタケミカヅチの声が降ってくる。

『あいつはそれはそれはしつこかったからなァ、まあ確かに何十年経たってからでも依坐を付け狙ねらうくらいのことはするだろうな。ったく、だから俺おれが殺しとけっつったのに、サカキのアホが妙みような仏ほとけ心ごころ出しやがるからこんなことになるんだ。──ああ、それでなんだっけ？　照しよう合ごうだったか？　ハ、そんなことする必要ねえよ。あいつ以外にこんなトコにくる両りよう面めん宿すく儺ななんているわけねえだろ』

　レイコは軽く頷うなずき、

「そこまでわかっているのなら話は早い。君の依より坐まし、神じん野のメイのために、力を貸してほしい」

『ヤだね。断る』

　あっさりと断ったタケミカヅチの言葉は、メイの耳にはそれほど奇き異いに響かなかった。しかしレイコは違ったようで、彼女は驚いたような表情を浮かべ、

「どうして？　自分の依坐に危険が迫っているというのに」

『どうしてもクソもあるか、俺のこといらねえっつったのはメイのほうだろうが。それを今になって、『まつろわぬもの』に狙われてるから力を貸せだ？　ずいぶんとムシのいい話だなオイ』

「そんなことを言ってる場合じゃないだろう。命の危機なんだぞ」

『まあな。俺だって依坐を見殺しにするほど荒ぶれちゃいねえよ。ただな──俺に「力を貸してくれ」というのであれば、なんだってメイ本人が言ってこないんだよ。筋すじが違うだろ』

　そこでレイコの視線がメイに向けられた。それを感じていながら、メイは顔を上げようとはしなかった。タケミカヅチの声が続く。

『で、だ。俺としては、お前らの頼みなんざ知ったことじゃない。──しかし、まあ、なんだ。メイがこの俺に自分のことを守ってくれって頼んでくるのであれば、聞いてやらんでもないぞ。それなりの態度を取るのであれば、な』

　ふふん、と鼻で笑うような音。目も耳も鼻も口もないくせに、こういうところだけやたらと人間くさい。このときは、それが、なんだかやけに気に入らなかった。

　ふう、とレイコは息をつく。頰ほおに手を当てて、横目でちらとメイのことを見た。不ふ承しよう不ぶ承しよう、という感じに、彼女は言う。

「そうか──それなら仕方がないな。神野さん、彼に──」

「ヤです。断ります」

　レイコの顔がぴくりと引きつった。代わりに隣の庵あん堂どう先生が、静かに尋ねる。

「なぜ？」

「あたしが聞きたいです。あたしは普通の高校生として生きていくって言ったのに、なんでタケミカヅチの力を借りることを前提に話が進んでるんですか？　しかもあたしにはなんの断りもなしに」

　そう言いながら、レイコのことをにらみ上げる。彼女は引きつった表情のまま、ふいと目をそらしてしまった。次にメイはＣＤラジカセを見下ろし、

「あたしは、タケミカヅチには頼りません。もともとあたしが言い出したことなんですから、それを取り下げる気はありません。──まあ、タケミカヅチが、どうしてもあたしのこと守りたいって言うんなら、聞いてやらないでもないですけどね」

　タケミカヅチの不ふ敵てきな笑い声、

『──なかなか面おも白しろいこと言うじゃねえか。見直したぞ』

「あんたに見直されても、嬉うれしくもなんともないね」

『今のうちにせいぜいデカい口叩たたいとくんだな。どうせスクナを目の前にしたら、泣いて俺おれに助けを求めることになるんだから』

「ご心配なく。あたしはちゃんと、アマツカサの人たちに『護ご衛えい』してもらいますから！」

　そう叫ぶと同時に、メイはコンセントをテーブルの上に叩きつけるようにして対話を打ち切った。大きく息をつくと、呆ぼう然ぜんと自分を見つめているレイコと庵あん堂どう先生に顔を向け、とびきりの笑顔で言ってのけた。

「──というわけで、よろしくお願いしますね。あたしの護衛」




　　　　◆




　熱く香る湯飲みを唇くちびるに当て、緑茶の匂においをしばらく楽しんでから、庵堂はゆっくりと口内にそれを流し込んでいった。熱が口から喉のどに流れ込み、胃の腑ふを温かくさせる感触を楽しみながら、庵堂は目の前でじっと頭を抱かかえているレイコに声を掛けた。

「思いどおりにはいかなかったようだな？」

　レイコが返してきたのは不機嫌な視線だけ、なにも言わないまま、彼女はまた物思いに耽ふけっていく。それを観察してから、庵堂はもう一度緑茶をすすり込んだ。

　現在神じん野のメイは、アマツカサの屋敷に数多あまたある客室で休きゆう憩けいしているところだ。彼女を護衛するにしろ、実際どうするかをアマツカサ──この場合はレイコ──が決めるまで、少し待っていてほしいと頼んだからだった。

　しかしまあ、どうするかといっても、

「護衛、するしかないだろ。もともとこちらが言い出したことだ」

　他人ひと事ごと丸出しの口く調ちようでそう言う庵堂に、レイコはぎらりとした目を向けて、

「──じゃあ、お前がやれ、クロノ。自分の生徒だろう」

「元からそのつもりだ。俺の能力なら両りよう面めん宿すく儺なの襲しゆう撃げきがあっても即そく座ざに対応できるからな。神野を囮おとりにするわけじゃないが、向こうが早めに襲おそってきてくれれば、それだけ早くカタは付く」

　誇ほこるでもなく、庵堂はそう言った。こと戦闘に限って言えば、アマツカサの依より坐ましの中でも庵堂の右に出るものはいない。そのことを誰だれよりも理解しているのが天てん条じようレイコのはずなのだが、なぜだかこのときの彼女の顔には、皮ひ肉にくな笑えみが浮かんでいた。ふん、と鼻を鳴らして、レイコは言う。

「両りよう面めん宿すく儺なが確実に神じん野のメイを狙ねらってくるのであれば、な」

　庵あん堂どうは意外そうに、

「そうならない可能性があると？」

「どんな可能性だって無視するわけにはいかない。私の役職を忘れたのか？　アマツカサの祭さい主しゆ──御み座くら台だいを『まつろわぬもの』どもから守しゆ護ごする役割を担になうものだ。確かに両面宿儺が神野メイを狙ってくる可能性は高い。しかし、奴やつが御座台の他ほかの住人を傷つける可能性だってゼロではないんだ。一刻も早く見つけ出し、排除しなくてはならない。依より坐ましの能力は、そのためにこそ使うべきだ」

　ふう、と息をつき、

「だから、神野メイが自分の身を自分で守れるのであれば、そうなるのが一番よかったのだが──」

「それでか。あんな話の持って行き方をしたのは」

　レイコの顔が微妙に歪ゆがんだ。恐る恐る、という感じに、

「……わかってたのか？」

「長い付き合いだからな。神野は騙だませても俺おれは騙せん。ま、結局神野は騙されても思いどおりにはならなかったわけだが」

「──あの子、いい根性しているよな。普通あそこで『嫌いやです』って言うか？　自分の命がかかってるんだぞ？　意地を張っている場合じゃないはずなのに──」

「神野に逃げ道与えたのはお前だろうが。アマツカサが『護ご衛えい』をしてくれるのであれば、意地を張りとおす余よ地ちはある。言げん質ちを取らせたお前が悪い」

　レイコはぐっと押し黙る。庵堂はそれを見ながら、止とどめを刺さすように続けた。

「いずれにせよ、本人たちがああなってしまっている以上、神野メイに依坐としての働きを期待するのは無理だろうな。あれじゃまともに力も使えないだろう」

　依坐の能力は、天まが魂たまと依坐との関係に大きな影響を受ける。両者が良好な関係を築いていて、的確な意思の疎そ通つうが図れているのであれば、両面宿儺ごとき撃げき退たいするのは容易たやすいことだろう。事実、過去に御座台に現れた両面宿儺は、タケミカヅチとその依坐によって簡単に撃退されている。

　しかし、現在の神野メイとタケミカヅチの関係は、お世せ辞じにも良好とは言いがたい。まさしく犬けん猿えんの仲なかだ。仮に両面宿儺に襲おそわれ、その場でどちらかが折れて依坐として戦うことになっても、急ごしらえの関係で、果たしてまともに戦うだけの力が得られるかどうか。それならば、まだしも他ほかの依坐を護衛につけたほうがいい。

「ま、神野の護衛は俺がやるとして、だ。お前の言うとおり、御座台の警備のための人員も用意しておく必要があるだろうな」

「それと、両りよう面めん宿すく儺なの捜そう索さくも。警備と捜索、できればそのどちらにも依より坐ましの手を借りたいが、さすがにそれは欲よく張ばりすぎか」

「そうか？　鼎かなえと桐きり山やまは手が空あいてるんじゃないか？　ちょうど二人いることだし、あいつらに任せればいいだろう」

　レイコは、ふん、と鼻を鳴らし、

「桐山は行方ゆくえ不ふ明めいだ。またどこぞで自然と一体になっているんだろうよ」

「……なら、鼎だけか」

「そういうことになる。警備のほうに回ってもらうことにしよう。早期解決よりは安全のほうが大事だ」

　と、そこでレイコは、「いいことを思いついた」とでも言うように目を細めた。

「──そういえば、もうひとり、手が空いている依坐がいたな」

「誰だれだ？」

「瀬せ川がわナナミ」

　庵あん堂どうは湯飲みを座ざ敷しき机づくえに置いた。

「……なんでまた、あいつを」

「確か彼女にはまだ戦闘経験がなかったはずだ。ただでさえ少ない実戦の機会なんだから、この辺りで済ませておいてもいいだろう」

　瀬川を軍人にでもするつもりか。庵堂はかぶりを振り、

「無理だな。あいつはまだ未み熟じゆくだ」

「そうか？　純粋に能力だけを取ってみれば、鼎にも引けを取らないと思うが。彼女の最さい大だい可か動どう域いきは、今どれくらいになっている？」

「……約十万リットル」

　依坐の能力は極めて単純で、自分に憑ついた天まが魂たま、その属ぞく性せいに当たる物質や概がい念ねんを操作することができる、というだけのものだ。属性は天魂によってまちまちで、神じん野のメイなら『雷いかづち（電気）』、庵堂クロノなら『闇やみ』、そして瀬川ナナミなら『水』となる。最大可動域とは、その名のとおり操作できる属性の限界量を示している。つまり、瀬川ナナミは十万リットルまでの水量ならば、自在に操ることができる、ということだった。

　レイコは感心したように、

「大したものだ。能力的には鼎を抜いたな」

「能力の問題じゃない」

「なら、なにが問題なんだ？」

「精神力だ。依坐としての瀬川の能力は確かに一いち人にん前まえだし、立場的にも適任なのだろう。だが、あいつはまだ高校一年、十五歳の子供に過ぎないんだぞ。生きるか死ぬかの戦いに耐えられるだけの精神力があるとは思えない。最悪、暴走する可能性もある」

「『顕アラ神ガミ』に？　それは考えすぎだろう──」

　言いかけて、レイコはふと口を噤つぐんだ。庵あん堂どうは皮ひ肉にくに口元を歪ゆがませ、恐らくは彼女の頭に浮かんだであろう言葉を、あえて口にした。

「考えすぎではない。俺おれはそうなった」

　レイコは沈黙する。淡あわい後こう悔かいの色がその顔に浮かび、そこに付け込むように庵堂は言葉を重ねた。

「能力や精神面の問題を別にしたとしても、俺は瀬せ川がわを護ご衛えいに使うのは反対だ。依より坐ましである以上、アマツカサと御み座くら台だいのために力を使うのは当然かもしれないが、子供を生き死にの戦いに巻き込むわけにはいかない。まして瀬川は俺の教え子だ。神じん野のと同じように、俺にはあいつを守る義務がある」

「……そうか。そうだな」

　小さく呟つぶやいて、レイコはかすかな笑えみを口元に浮かべた。アマツカサの祭さい主しゆのものとしてではない──もう見ることも稀まれになってしまった、かつての、天てん条じようレイコ本人としての笑顔。庵堂は思わず言葉を失い、レイコは微び笑しようを湛たたえたまま、そっと目を伏ふせた。

「クロノは教師だもんな。生徒の心配をするのは当然だ」

「…………」

「わかった。今回は、瀬川ナナミを使うのはやめにしよう」

　レイコは立ち上がる。部屋から出ようとしたその背中に、庵堂は自分でもろくに意識しないまま、言葉を発していた。

「──すまない、レイコ」

　つと立ち止まって、肩越しにこちらを振り返る。その顔からは、もうかつての笑みは消え去っていた。仕方なさそうに肩をすくめ、

「クロノが謝ることじゃない。子供の心配をするのがクロノの仕事なら、依坐を取りまとめるのは私の仕事だ。自分の仕事を遂すい行こうする──お互い、ただそれだけのことだろう」

　それきりレイコは庵堂との会話に興味を失なくしたように、足あし早ばやに部屋を出て行った。言葉を返すこともできずに、庵堂はぼんやりとその背中を見送り、それから湯飲みを再び手に取って、すっかりぬるくなった緑茶を喉のどに流し込んだ。




　　　　◆




『五分経過。なかなか慣れてきたの』

　気が散るから話し掛けないでくれといつも言っているのに、それでもなお声を掛けてくるのは、自分のさらなる成長を願ってのことか、それとも単なる天あまの邪じや鬼くだからか──恐らくはその両方だろう、と瀬川ナナミは考えた。

　天あま総つかさの社やしろ第一分殿には、総面積九百平方メートルほどの広大な池がある。ボートを浮かべて店を構かまえれば、今すぐにでも水上公園として利用できそうなほどの広さだが、実際のところこの池は、代々の『水』の依より坐ましの専用訓練場としてのみ使用されていた。こと御み座くら台だいに限って、天てん条じよう家け──ひいてはアマツカサにとって不可能なことは、ほとんど存在しない。現在の『水』の依坐を担になうナナミも、その恩おん恵けいを十じゆう二に分ぶんに浴よくしているのだが──

『しかし、まだまだ未み熟じゆく。この程度の芸げい当とう、ハヤネなら昼寝していてもやってのけたわ』

　ハヤネ、とは先代の『水』の依坐である。かなり優秀な依坐だったらしく、文ぶん献けんによればこの池の水をすべて操作することも可能だったらしい。それはそれですごいことだとも思うのだが、ことあるごとに引き比べられると、さすがのナナミも苛いら立だたしさを感じずにはいられなかった。

　と、ナナミの足元がぐらりと揺ゆれた。平静を保っていた心が、その揺れに共きよう振しんする。放ほうっておけばそのうち静まってしまうほどの、小さな小さな動どう揺ようだったが──ミツハノメは、それを見み逃のがさなかった。

『そうら、心が揺れておるぞ。どうしたナナミ、所しよ詮せんおぬしはその程度か？』

　ナナミの表情がかすかに歪ゆがむ。閉じたまぶたに力が籠こもり、足元はさらに不安定になっていく。ミツハノメはそれはそれは楽しそうに、歌うように揺れを大きくする。

『まだまだよのう、未熟よのう、その程度でアマツカサに認められようてか、甘あまいにも程があるわ』

「…………」

『ほうら、もう足首まで沈んでおるぞ、どうした、もう限界か、もう諦あきらめるのか？』

「……………………」

『ほほほほ、そらそら、心が軋きしみだしたぞ、ほほほほほほ、愉ゆ快かい愉ゆ快かい』

「────っ！」

　虫の羽は音おとのようなミツハノメの囁ささやき声に耐え切れなくなって、ナナミはかっと目を開き──その瞬間、彼女の身体からだは水中に落下した。

　派手な水みず飛沫しぶきが上がり、ナナミの身体は重力に従って、ゆっくりと水みな底そこに沈んでいく。視覚ではなく触覚としてそれを感じながら、ナナミは小さく吐と息いきを漏もらした。それは泡あわとなって、滑すべるような速度で水面へ向かっていく。そのことも、手に取るようにわかった。

『六分弱、というところかのう。成長はしたようだが、とてもとても、それでは妾わらわの依坐とは言えぬわ』

（自分で邪じや魔ましたくせに、偉えらそうなこと言わないで）

　頭の中で腹立たしげに反論し、ナナミは水中でくるりと回転した。周囲の水を操作して水流を生み出し、自らの身体を水面上に運ばせる。顔を水から出して、ナナミは改めて、大きく深呼吸をした。

『邪じや魔まとは心しん外がいな。妾わらわはな、おぬしを鍛きたえておるのだ。このような囁ささやきにいついかなるときも惑まどわされないようにな』

（……噓うそつき。自分が楽しいからでしょう）

『ほほほほほ、それがないとは言わぬ。しかし、自分の仕事に楽しみを見み出いだしてなにが悪いのだ？』

　なにも悪くない。吐き捨てるようにそう思い、ナナミはゆっくりと身体からだを動かした。背泳ぎの要よう領りようで身体の前面を水上に出し、そのままの体勢で、しばしのあいだ休息する。

　ミツハノメの言っていることは、悔くやしいが正しかった。あの程度で心を搔かき乱みだされるようでは、依より坐ましとしてはまだまだ未熟と言わざるを得えない。最さい大だい可か動どう域いきこそ十万リットルという数値を出すことができたが、所しよ詮せんは訓練の上での数値だ。訓練と実じつ践せんは違う。

「なにか、ないの？」

　独ひとり言ごとのように、ナナミはそう呟つぶやいた。虚むなしいほどに静かな水の上で、ミツハノメだけがその言葉に答えてくれた。

『なにか、とは？』

「集中できるコツ」

　ミツハノメは心しん底そこ呆あきれたように、

『愚おろか者もの。そのようなものがあれば誰だれも苦労せぬわ』

「──でしょうね。わかってたけど」

　ため息と共にそう呟いて、ナナミはその場に起き上がった。周囲の水を統とう制せいし、流動を停止させ、水の上に手をついて、そのままそこに立ち上がる。分子レベルまでの動きを制せい御ぎよすることは、いかに『水』の依坐といえども至し難なんの業わざだ。範囲は足の裏に触れている箇か所しよの、水面から水みな底そこにわたるおよそ九十リットルほど。それだけでも、ふと気を抜けばあっという間まに制御を失ってしまうだろう。

　依坐であっても、真しんに『自在』に操ることができる範囲は、案あん外がい狭せまいものだ。そのような範囲を、アマツカサでは精せい密みつ可動域と呼んでいる。当代の『水』の依坐である瀬せ川がわナナミの能力スペツクを表すならば、最大可動域十万リットル、精密可動域五百ミリリットル、というところか。ナナミは五百ミリリットルまでの水ならば、それこそどのようにも動かすことができる。しかし、五百ミリリットルという微量では、実際に役に立つとは思えなかった。

　二回目の水上直立訓練は、一回目よりもはるかに短く終わった。今度はミツハノメの囁きを受けるまでもなく、右のような余よ計けいな思し念ねんに囚とらわれたナナミが集中力を失ってしまったからだ。再び水中に沈んだナナミの頭に、ミツハノメの声がこだました。

『話にならぬ。出直してまいれ』

　途と端たん、周囲の水がナナミの制御から離れた。浮ふ力りよくが回復し、ゆっくりと自分の身体が浮き上がっていく。依坐は天まが魂たまとの意思の疎そ通つうがなければ能力を使うことはできない。自分のあまりの不ふ甲が斐いなさにミツハノメが呆あきれ果はて、疎そ通つうを切ってしまった以上、今日の訓練はこれまで、ということだった。

「──っぷは」

　水面に顔を出し、息をつく。しばらく呼吸を整えてから、ナナミは泳ぎ出した。池の中央から岸までは十五メートルほど、それをあっという間まに泳ぎきって、ナナミは岸に上がった。素す足あしで芝しば生ふを踏ふみしめながら、テーブルセットに掛けられていたタオルをその手に取り、身体からだを拭ふきはじめる。拭きながらテーブルセットを見下ろすと、湯ゆ気げの立った紅茶とクッキーが揃そろえて置かれていた。

　タオルを首に掛け、ナナミは立ったままクッキーをつまんだ。口の中に放ほうり込み、嚙かみ砕くだいてから、紅茶でそれを胃の奥に流し込む。テーブルの上の時計は午後四時を指し示している。いまだに暑しよ気きの残る時じ候こうとはいえ、さすがにそろそろ夕ゆう闇やみが忍び寄ってきていた。いつまでも水着姿でいるのは健康に悪い。髪の毛だけを乱暴に拭き終えて、服の置いてある社しや務む所しよに戻ろうと、踵きびすを返して歩き出した。

　目が合った。

　金髪の少女が、離れたところで驚いたようにしばらく立ち尽くしていた。

「あ──、ど、どうも」

「……どうも」

　目を細めて、ナナミはそう答える。知った顔だった。

　神じん野のメイ。『雷いかづち』の依より坐ましに成なり立たての──よそものだ。

　基本的にナナミはよそものを信用しない。御み座くら台だいの持つ特とく異い性せい──天まが魂たまと依坐という二つの超自然的な存在が、『よそ』に受け入れられることは決してないからだ。そのことを理解しているからこそ、アマツカサは太たい古この昔から全ぜん霊れいを尽くして天魂と依坐の存在を隠いん蔽ぺいしてきた。ナナミにとってよそものとは、無用なトラブルの原因でしかなかった。

　が、目の前のこの金髪は、よそものでありながら依坐になってしまったのだという。普通ならあり得えないことだ。依坐になるには天あま総つかさの社やしろ本殿に厳重に保管されている天てん魂こん碑ひに触れなければならず、よそもの──天魂の存在を知らないものが天魂碑に触れることはできないようになっている。なんらかの事故が起きたらしいのだが、庵あん堂どう先生に聞いてみても「お前は知らなくていい」の一いつ点てん張ばりで、詳細はナナミにもよくわかっていなかった。

　と、そこでふと気づいた。神野メイは、まさにその事件の当とう事じ者しやなのだ。その彼女がアマツカサにいる、ということは、事件の経けい緯いの説明を受けている可能性が高い。

　ナナミは薄く笑った。それを目め敏ざとく見つけたのか、メイが怯おびえたような表情を浮かべる。迂う闊かつだった、とすぐに表情を消して、彼女はメイに近づいていった。メイは押されるように一歩後退したが、ナナミはまったく頓とん着ちやくせずに言った。

「神野さん。少しお話がしたいんだけど」

　メイは戸と惑まどったような表情を浮かべ、

「──はい？」

「話をしましょう、と言っているの。ここではなんだから、社しや務む所しよまで行きましょう」

　勝手に話を推おし進すすめて、ナナミは歩き出した。すれ違いざまにちらりと見た限り、メイの顔に浮かぶのは、困こん惑わくと、若じやつ干かんの怯おびえ。無理もない。今朝けさの件があるのだから、彼女の自分に対する第一印象は最悪に違いなかった。その程度の自覚はナナミにもある。その自分が突然話をしようと言ってきたのだから、戸惑って当然だった。別にそれでも構かまわなかった。ナナミが欲しいのはメイの持つ情報だ。友情ではない。

　しばらく迷ったような素そ振ぶりを見せてから、メイはナナミについて歩き出した。情報に飢うえているのは彼女も同じ。そう頭の中で呟つぶやいて、ナナミは社務所に戻る足を速めた。




　　　　◆




　自分から話をしようと誘っておいて、長く待たせるのも失礼な話だ。シャワーは割かつ愛あいして身体からだを念ねん入いりに拭ふくだけに留とどめ、上下ともにジャージに着替えてから、ナナミはメイを待たせている部屋に戻ってきた。

　ナナミが障しよう子じを開けた途と端たん、メイの表情にそれとわかるほどの緊張が走った。自分はよほど嫌われているらしい、そのことを再確認しても、ナナミの胸にはどうという感かん慨がいも起こらない。他人に嫌われるのは、慣れている。

　真ま向むかいに座ると、メイは上うわ目め遣づかいにナナミのことを見つめてきた。慎重に、口を開く。

「話って、なに？」

　余よ計けいなことは口にせず、ただ本題だけを話し合う。それこそナナミの望むところだ。ナナミは軽く頷うなずき、

「あなた、どうしてアマツカサにいるの？　誰だれかに呼ばれたの？」

「──うん、まあ」

「誰に？　庵あん堂どう先生？　それともレイコさん？」

　メイの表情に、不快そうな色が浮かんだ。

「なんでそんなこと、あなたに教えなきゃいけないの？」

「私が知りたいから」

「…………」

　呆あきれ顔がおで沈黙したメイに、ナナミは少し考えを改める。嫌われているのは仕方ないとして、それによって情報が得られなくなるのは本ほん意いではない。

「そうね──じゃあ、こういうのはどう？　あなたが私の疑問に答えてくれたら、私があなたの疑問に答えてあげる。あなたにもわからないことがいろいろあるんじゃないの？」

　メイは不ふ審しんそうに顔を曇らせる。信用できない、ということだろうか。そこまで嫌われているのであれば、事件に関する情報を引き出すのも不可能だろうし、そのときはそのとき、潔いさぎよく引き下がるしかない。じっと黙もくしてメイの言葉を待っていると、やがて彼女は小さく息をついた。

「わかった。教えてあげるよ」

　ナナミは内心でほくそ笑えむ。が、それを表には出さず、無表情のまま尋ねた。

「それじゃ早さつ速そくだけど、よそもののあなたが、どうやって依より坐ましになったのか、その経けい緯いを詳しく教えてくれる？」

　メイは不快そうに顔をしかめ、

「あのさ、人のことよそものとか言うのやめて。そりゃ確かにあたしはここで生まれ育ったわけじゃないけど、なんか仲間外れにされてるみたいでムカつく」

　よそものはよそものだ、そう思ったが、それを口に出して彼女を怒らせる必要はなかった。「わかった」と適当に頷うなずいたナナミに、メイは疑わしそうな目を向けてきたが、やがて気を取り直したように、

「車の上に落ちてきたのよ。天てん魂こん碑ひが」

「……もう少し、丁てい寧ねいに説明して」

「あたしは昨日きのう御み座くら台だいに引っ越してきたんだけど、その途中、落石事故に遭あったの。今朝けさ庵あん堂どう先生が話してたのはそのこと。車の上に岩が落ちてきて、それが天魂碑だった。あたしはそれをどけようとして、岩に触っちゃって──」

「そのまま天まが魂たまに取とり憑つかれた、と」

「そういうこと」

「でも、どうして？　天魂碑は天あま総つかさの社やしろの本殿に保管されているはずだけど？」

　メイは薄く笑い、

「ギブアンドテイクでしょ？　次はあたしの質問に答えてよ」

「──いいわ。なにが知りたいの？」

　メイの視線が右に泳いだ。考えているような間ま、しばらくの沈黙の後に、メイは目をそらしたままナナミに問うた。

「『まつろわぬもの』について、教えてほしいんだけど」

　ナナミの眉まゆがぴくりと動く。この流れで『まつろわぬもの』の名が出てきたということは、神じん野のメイが依坐になってしまった経けい緯いに、『まつろわぬもの』が絡からんでいる、ということか。観察者の瞳ひとみで顔を背そむけたメイのことを見つめながら、ナナミは言った。

「『まつろわぬもの』。本来は『従わないもの』という意味で、生物の法則から外れた存在を示す言葉だったけど、今のアマツカサでは『危険な妖よう怪かい』をすべてひっくるめてそう呼んでいるわ。彼らを撃げき退たいすることは、私たち依坐の仕事のひとつでもある」

　メイは背そむけていた顔を一瞬だけナナミのほうに向けた。すぐにまた視線をそらしてしまったが、一瞬だけ垣かい間ま見みえたメイの表情は──ナナミの目には、怯おびえであるように見えた。

「今度は私の番。どうしてあなたの家の車の上に、天てん魂こん碑ひが落ちてきたの？」

「『まつろわぬもの』が、落としていったから」

　やはりか。ナナミは身を乗り出し、

「詳しく聞かせてくれる？」

「『まつろわぬもの』が天魂碑を盗ぬすみ出したんだってさ。しばらく逃げたところで依より坐ましの人がそいつのことを攻撃したんだけど、そいつ、その拍ひよう子しに崖がけから天魂碑を落としたらしいの。それが偶然、崖の下を走ってたあたしたちの車の上に落ちてきたってわけ」

「……それはまた、ずいぶんと間まの悪い話ね」

　メイは深々と息をつき、

「ほんとにね。なにもわざわざあたしたちの車の上に落とさなくたっていいのにさ──あ、今度はあたしの質問。いい？」

「どうぞ」

「また、『まつろわぬもの』についてなんだけど」

　そこでメイは再び言いよどんだ。表情に混じった怯えの色が次第に明確になっていく。それを吐き出すようにして、メイは言った。

「『まつろわぬもの』って、危険、なの？」

　ナナミは少し呆あきれたような顔をして、

「あのね、繰り返すようだけど、『まつろわぬもの』というのは『危険な妖よう怪かい』を指す言葉よ。その言葉自体にすでに『危険』という意味が含ふくまれている。危険じゃない『まつろわぬもの』なんてこの世に存在しないわ」

「いや、あの、そうじゃなくて。だからほら、どれくらい危険なのかなって思ってさ。同じ危険でも色々あるじゃない。動物で例たとえるなら、犬くらいとか、猪いのししくらいとか、熊くまくらいとか」

　そういう意味か、とナナミは合が点てんする。少し考えてから、彼女は答えを口にした。

「そうね。その線でいくなら、海中で遭そう遇ぐうしたホオジロザメくらいに危険かしらね」

　一瞬にしてメイの顔から血の気けが引いた。確認するように、

「……えっと、それは、つまり……『会ったら助からないぞ』って意味？」

　ナナミはこくりと頷うなずく。実際のところ、御み座くら台だい以外の場所で『まつろわぬもの』に出くわす確率は、海水浴でホオジロザメに襲おそわれる確率よりもずっと低い。そんなものを気にするくらいなら自動車事故やガンの可能性を気にしたほうがまだしも有ゆう意い義ぎではある。が、単純に危険性だけを云うん々ぬんするのであれば、『まつろわぬもの』はホオジロザメなどとは比べ物にならないほど危険な存在だった。五十人からなる村落が、一匹の『まつろわぬもの』によって皆みな殺ごろしにされた、という酸さん鼻びを極める事件も，過去にはあったらしい。

　ナナミの答えは、どうやらメイにかなりの衝しよう撃げきを与えたようだった。青くなった顔をうつむけて、何事かを必死に考えている。ナナミは黙もくしてそれを見守っていたが、そうしているうちに、やがてひとつの仮定が頭に閃ひらめいた。それを三つ目の質問に変えて、メイにぶつける。

「あなた──ひょっとして、『まつろわぬもの』に狙ねらわれているの？」

　効果は劇的だった。びくんと背筋を伸ばして顔を上げると、メイは恐怖と驚きよう愕がくを同時に宿やどした目でナナミのことをまじまじと見つめた。その視線を真まっ向こうから見返しながら、ナナミはあくまでも冷静に促うながした。

「質問。私の番のはずだけど？」

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、メイは観かん念ねんしたように答えた。

「──そうだよ。あたしは狙われてる。両りよう面めん宿すく儺なとかいう『まつろわぬもの』に」

「なんでまた、あなたが」

「昔の『雷いかづち』の依より坐ましが、そいつと戦ったことがあるんだってさ。その復ふく讐しゆうのために、あたしを狙ってるって──冗じよう談だんじゃないよ、あたしはなんの関係もないのに」

　ナナミは首をかしげ、

「関係なくはないでしょう。あなたは『雷』の依坐なのだから。前任者のやり残した仕事は、あなたが果たすべきよ」

　メイは思いっきり顔をしかめた。険けわしい目つきでナナミのことをにらみつけ、彼女は言う。

「あたしは依坐なんかじゃない。依坐になるつもりも、さらさらない」

　そこでふと、メイの表情に影が差した。ついと視線をそらし、言葉を続ける。

「……タケミカヅチには悪いけど、あたし、依坐の能力は使わないことにしたの。だからあなたも、学校であたしが依坐だなんて誰だれにも言わないでよ」

　ナナミは呆あきれたように目を見開き、メイの話の矛む盾じゆん点てんを突いた。

「依坐の能力を使わないと言っても、あなた、『まつろわぬもの』に狙われているんでしょう？　能力なしに彼らを撃げき退たいできるとは、とても思えないけど」

　視線をそらしたまま、メイは答える。

「大丈夫よ。アマツカサの人が、護ご衛えいしてくれるって言うから」

　ナナミは目を細める。煮立った鍋なべがふつふつと泡あわ立だつようにして、胸の中に怒りが生まれはじめた。それを押し隠したまま、ナナミは静かな口く調ちようで尋ねる。

「依坐の能力を持っているのに、他ほかの依坐に護衛させるつもり？」

「──だって、しょうがないじゃん。あたしは依坐には──」

「それはあなたの勝手な都つ合ごうでしょう？　そんなものにアマツカサを巻き込まないで」

　メイはぐっと押し黙る。その点に関しては、自分も引け目を感じているのだろう。が、そんな姿を見ても、ナナミの怒りは微み塵じんも収まらなかった。むしろどんどん加速していく。依坐でありながらその能力を使わないというだけでも腹が立つのに、あろうことか自分の責務を他人に押しつけようとするとは、言ごん語ご道どう断だんだ。細めた目でメイのことを見み据すえながら、ナナミは口を開いた。

「依より坐ましの能力はアマツカサでも貴重なものなのよ。それを、あなたの個人的な事情を守るためだけに使うなんて、浪費以外の何物でもない。レイコさんはなんて言ってるの？」

　面めん食くらったような顔をしつつも、メイはその問いに答えた。

「……あたしのこと、ちゃんと守ってくれるって言ったよ」

「なら今からでも遅くないから、その護ご衛えいの件、辞じ退たいしなさい。自分の身は自分で守りなさい。あなたは『雷いかづち』の依坐なのだから」

　メイの顔に怒りが走る。どん、と平ひら手てを座ざ敷しき机づくえに叩たたきつけ、彼女は怒鳴った。

「はあ!?　なにそれ？　っつか、なんであんたにそんなこと言われなくちゃいけないのよ!!」

「無む駄だだからよ。依坐を守るために依坐を使うなんて、まったく馬ば鹿かげているから。だって、あなたには自分の身を守る力があるんですから。いえ──自分だけじゃない、他人のことだって助けることができる、特別な力が」

　ナナミの口く調ちようは淡たん々たんとしていたが、それだけに迫はく力りよくを帯おびていた。それに圧おされるように、メイは口を噤つぐみ──しかし、すぐに嚙かみつくようにして反論してきた。

「特別な力？　ばっかばかしい。依坐はヒーローだとでも言いたいの？　アニメとかの見すぎじゃない？」

　ふう、とナナミは息をつく。怒りは相変わらず収まっていなかったが、しかし怒りの中に憐あわれみも混じりはじめていた。なぜなら、目の前にいるこの金髪の少女は、あまりにも無知だからだ。依坐についての根本的な情報が欠落している。ナナミは同情しているような声で、メイに語りかける。

「──ねえ、あなた、なにか勘かん違ちがいしてない？　天まが魂たまと依坐がどういう存在なのか、ちゃんと理解してるの？」

　メイは、きり、と歯を軋きしませ、

「なに、その言い方。なんかムカつくんだけど」

　構かまわずに、ナナミは続ける。

「天魂が意思を持つ自然であるということは、今朝けさも説明したでしょう？　意思を持つ自然であるがゆえに、意思を持たない自然、この世における大部分の自然物を支配することができる。その天魂が、古代から近代にかけてなんて呼ばれてきたか、知ってる？」

「知るわけないでしょ、そんなこと」

「神よ。天魂は神で、依坐は神の力を司つかさどる存在。だからこそ、天魂には八や百お万よろずの神々の名がつけられている」

　それを聞いて、メイは「はっ」と笑った。

「あんた大丈夫？　その歳としで宗教にハマってんの？」

　悪意に満ちた物言いだったが、ナナミの心はまったく揺ゆるがなかった。確かに。自分の自じ我がの大部分を塗り固めているものが、ある種の『信念』であることは認めよう。だが、それは間違っても『信仰』ではない。『信仰』とはこの世に存在しない力に対して向けられるものだが、ナナミの持つ『信念』は、眼がん前ぜんに明らかに存在する力に向けられているものなのだ。すなわち──依より坐ましの能力と、それを人のために役立てようという自らの意思に対して。

　ナナミはかぶりを振る。すでに憐れん憫びんの情は、怒りと等量を示すほどに大きくなっていた。

「確かに私の言うことは宗教めいて聞こえるかもしれないけど、それがまやかしでないことはあなたが一番よくわかっているはずよ。誰だれがなんと言おうと、あなたが依坐であることに変わりはないのだから」

　メイの瞳ひとみに、明確な敵意が宿やどった。

「あたしは、依坐じゃない」

「──どうしてそんなに依坐のことを嫌うの？　人にはない力、人にはない才能だというのに」

「……必要ないのよ。あたしには、そんなもの」

　そう呟つぶやいた声こわ音ねには、この上もないほどの真しん情じようが込められていた。小さく、低く、しかしよく響く声で、メイはぽつぽつと語りはじめる。

「神様とか、神様の力を司つかさどる存在とかさ。よく言えば確かにそうなのかもしれないけど、でも悪く言えばただの化ばけ物ものじゃない。──ううん、どっちでも変わんない。神様でも化け物でも、普通じゃないってことでは一緒だから」

　メイは顔を上げ、ナナミのことを真正面から見み据すえた。その目に映っているのは、敵意と、怒りと──内心から滲にじみ出てくるような、苦く悩のうの色だ。

「あたしは、普通でいたいの。普通に友達とおしゃべりしたり遊んだりすることができる高校生でいたいの。神様にも化け物にもなりたくない。特別な力なんてこっちから願い下げだよ。そんなのがあったって、他ほかのみんなに嫌われるだけじゃない」

　無意識のうちに、ナナミはぎゅっと拳こぶしを握り締めた。それがどうした、すんでのところでそう叫びそうになったが、理性がそれを押しとどめた。自分が冷静になるまでの充分な秒数を頭の中で数えてから、ナナミは言った。

「──そんな、くだらないことのために依坐の力を捨てようと言うの？　過去に依坐がどれだけのことを為なしてきたのか、あなたは知らないのでしょう。台風、洪水、地震、火災、疫えき病びよう、そして犯罪や戦乱。依坐はそれらのすべてに立ち向かい、何千何万という人々を救ってきたのよ。それを──」

「だから！　そんなこと、あたしには関係ないんだってば!!」

　絞しぼり出すようなメイの大声に遮さえぎられ、ナナミはぴたりと言葉を止めた。冷めた視線でメイのことを見つめるが、そんな視線に晒さらされるまでもなく、メイは辛つらそうだった。

「……そりゃ、あなたの言ってることは正しいかもしれない。依より坐ましは、そういうことをしてきた、立派な存在なのかもしれないよ。でも、あたしは立派じゃなくていい。災害が起きたら消防に任せればいいし、犯罪が起きたら警察に任せればいいじゃない。なんであたしが、そんなことしなくちゃいけないのよ──」

　うつむき、首を振る。その姿を見つめるナナミには、もう怒りも憐れん憫びんも湧わき起こってはこなかった。ただ漠ばく然ぜんとした失望と共に、ある種の理解が得られた気がした。

　神じん野のメイに決定的に足りないもの──それは、覚悟だ。依坐となり、依坐の能力を人々のために役立てていこうという覚悟が、彼女にはまったくといっていいほどない。

　当然といえば当然なのかもしれない。メイは依坐になろうと思ってなったわけではないのだから。ナナミを初めとして、御み座くら台だいにいる依坐は、そのすべてが依坐になろうと思って天てん魂こん碑ひに触れ、天まが魂たまに認められて依坐となることができた者たちだ。神野メイにはそんなプロセスは存在しなかった。積み重なった偶然の途上で、たまたま天魂碑に触れてしまっただけだ。その点に限っては神野メイの落ち度はまったくないし、むしろ犠ぎ牲せい者しやと言っていい。

　が、いまさらそんなことを口にしても仕方がない。実際問題として、メイは依坐になったのだから。依坐には『力』があり、同時にその『力』を正しく使わなければならないという『義務』がある。覚悟があろうとなかろうと、依坐が己おのれの『力』と『義務』を放ほう棄きすることは、瀬せ川がわナナミ個人として、断じて許すことができなかった。

　ナナミの見ている前で、メイはのろのろと立ち上がった。表情に浮かぶのは後悔、ナナミに向けた目には怒り。それらを吐き出そうとするかのように息をついて、彼女は踵きびすを返しかけた。それを制せいするように、ナナミは言った。

「待ちなさい。まだ話は終わってない」

「終わったよ。あなたの言うことなんか聞くんじゃなかった。大人おとなしく庵あん堂どう先生のことを待ってればよかった。──もう、あたしには、話しかけないで」

　それだけ言うと、メイは足あし早ばやにその場を立ち去ろうとした。無む論ろんナナミがそんなことを許すはずもなく、彼女は殺人者のナイフよりも鋭い言葉を、メイの背中に浴あびせかけた。

「あなたが依坐であることを、クラスのみんなに教えるわ」

　メイの動きが凍こおりついた。

「手始めに、あなたと仲のいい楠木くすのきさんなんかはどうかしら。彼女は依坐や天まが魂たまが好きだから、きっと喜んでもらえると思うけど」

　まるっきり悪役の台詞せりふだし、悪役だとしても三流に違いない。そして、悪役が脅きよう迫はくの後に続ける言葉といえば──「さもなくば」に決まっていた。

「もしそれが嫌いやなら、依坐になりなさい。依坐になり、その能力を人々のために役立てなさい。その上で自分が依坐であるということを隠そうとするのなら、私もなにも言わないわ。協力したっていい。きっとアマツカサもそれを望んでいるはずよ」

　喋しやべっている途中で、半なかば意地になっている自分に気づいた。が、いまさらどうしようもない。それに、自分が間違ったことをしているとも思わなかった。人じん智ちを超越した依より坐ましの力。それは当然、人のために役立てるべきだ──いや、役立てなくてはいけない。そのためにこそ、依坐は、自分は、存在しているのだから。

　メイは立ち尽くしたまま、答えようともしなければ、振り向きもしない。沈黙が次第に質量を帯おびはじめ、先にその圧力に耐えられなくなったのはナナミのほうだった。唾つばを飲み込んで声がかすれないようにしてから、念ねん押おしをする。

「好きなほうを選びなさい。依坐になるか、依坐であることを言いふらされるか」

　メイは、ゆっくりと振り返った。

　その目を見て──ナナミの背中が、ざわりと粟あわ立だった。

「もし、」

　探る。竹たけ筒づつ。護ご身しん用ようの。常に五百ミリリットルの精製水が入っている。ジャージの右ポケットにそれがあるのを確かめて、ようやくナナミは自分がなにをしているのかに気づいた。──警けい戒かいしているのだ。神じん野のメイのことを。

「あんたが、マナちゃんや、他ほかの誰だれかに、そんなことを、言ったら、」

　ち、という舌打ちのような音が聞こえた。その音が響くたび、座ざ敷しき机づくえの向こうで無表情に立ち尽くす神野メイの周辺の空気が、引っかくような光を放つ。帯たい電でん、しているのだ。しかし──彼女は天まが魂たまとの意思の疎そ通つうを切ってしまったのではなかったか。それともこれは、ナナミが示した二に択たくに対する答えなのだろうか。依坐になるということを、言葉ではなく行動で示しているのか──感情の消えたメイの瞳ひとみを見る限り、とてもそうは思えなかった。

「どうなるか、わかってんの？」

　ひとつ、メイは足を踏ふみ出した。ナナミの警戒心を刺激するには、それだけで充分だった。水の入った竹筒をぎゅっと握り締めて、ナナミはメイのことを見上げながら、押し殺した声で聞き返した。

「どうなるの？　教えてくれる？」

「────殺してやる」

　呟つぶやくようにそう言った瞬間、それまで溜たまりに溜まっていたものが吹き出すようにして、メイの周囲に放電の火花が爆はぜた。

　ナナミは反射的に両足のバネを駆く使しして後ろに跳とび退すさっていた。匕あい首くちを抜くような動作でジャージの右ポケットから竹筒を抜き放ち、メイのほうに向ける。心を揺ゆらす細さざ波なみを鎮しずめるために、ナナミは笑った。

「冗じよう談だんでも、そんなことは言わないほうがいいわ」

　メイは答えず、また一歩、前進した。なによりもその表情が、冗談ではないと物語っている。まるで暗殺者のような無表情。その目はナナミのほうに向けられているが、しかしナナミの姿を見ているようには思えなかった。なにか──もっと──遠いところを見ているような、そんな目だ。

　竹筒を傾かせ、水を指に触れさせる。瞬間、内部の水の支配権を得たナナミは、それをすべて引きずり出して右の手のひらの上に載のせた。五百ミリリットルの水の塊かたまり。その気になればこれを超高速でメイの喉のど元もとに叩たたきつけ、その命を絶つこともできる──が、そんなことをする理由は、ナナミにはない。ない、はずだった。

　メイの手前には座ざ敷しき机づくえがある。それ以上は近寄らずに、彼女は感情の映らない瞳ひとみでじっとナナミのことを観察している。ごくり、とナナミは喉のどを鳴らして唾つばを飲み込み、その音を聞いて初めて、自分が緊張しているのだということに気づいた。もう一度、深呼吸。それから心の中で、誰何すいかの言葉を呟つぶやいた。

（ミツハノメ。返事をして）

　宿やど主ぬしの呼びかけに、ミツハノメはすぐに応じた。頭の内側に、自分とは異なる精神の存在が浮かび上がってくる。気けだるそうな声、

『なんだというのだ、騒そう々ぞうしい──』

　そこまで言ってふと途切れ、状況を把握するような間まを空あけてから、ミツハノメはぽつりと、

『なにをした、ナナミ。なぜ『顕あら神がみ』が目の前にいる』

（……『顕あら神がみ』？）
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　聞いたことがあるような気がする。記憶を探さぐろうとしたが、その瞬間、メイの身体からだが動き、ナナミの精神的な挙きよ動どうを封ふうじた。立てた右手の人差し指を、ゆっくりとナナミのほうに向ける。子供がよくやる『ピストル』のような仕し草ぐさ。この状況でなければ笑ってしまっていただろうが、身のうちに響いたミツハノメの声は、冗じよう談だんとは程遠い響きに満ちていた。

『ナナミ、逃げろ。まだ完全になりきってはいない。今逃げれば命は助かるかもしれんぞ』

　なぜ自分が逃げなければいけないのか、そんな不満がちらりと脳のう裏りをかすめたが、ナナミの身体は意思に反してミツハノメの助言に従っていた。猛もう犬けんを前にしたときのように、ゆっくりと後あと退ずさり、後うしろ手でに背後の襖ふすまを開ける。メイは虚うつろにこちらを見つめたまま、じっと『ピストル』をこちらに向けていた。ただの人差し指のはずなのに──なぜかその指先からは、本物の銃じゆう口こうに等しいほどのプレッシャーを感じた。

　襖を開き、一歩、ナナミは部屋から出た。メイは『ピストル』をこちらに向けたまま、凍こおりついたように動かない。その姿はまるでなにかに取とり憑つかれているようでもある。先ほどまでナナミと話をしていた無知な少女の面影は、どこにも残っていなかった。かすれた声で、ナナミは言う。

「……神じん野の、さん？」

　意外なことに、メイはその言葉に反応を示した。大きく目を見開いたかと思うと、すぐにぎゅっと目をつぶってしまう。それからゆっくりと、その目を開いていき──

　閃せん光こうと破は裂れつ音おんが、同時に室内に瞬またたいた。

　それがメイの指先から放たれたのを、ナナミは確かに見た。身体は硬こう直ちよくしたように動かなかったが、どこにも痛みも熱も感じなかった。微び動どうだにせず立ち尽くしたまま、ちらりと首だけで振り返ると、自分の右後ろの襖が焼やけ焦こげていた。『雷いかづち』の能力による、放ほう電でん──では、ない。

　落雷だ。

　メイは、自分のことを、攻撃したのだ。

　そのことを理解した瞬間、ナナミの中に燻くすぶっていた防衛本能が、音を立てて燃え上がりはじめた。

「──このっ！」

　右手に載のせていた水の塊かたまりを左手に流し込み、両手のあいだに小さな循環を作り出す。ひと回りするごとにその循環は大きくなっていき、数秒後には優ゆうに人の身体を丸々吞のみ込むことができるほどにまで膨ふくれ上がっていた。『ピストル』をこちらに向けたまま、相変わらずの無表情でいるメイめがけて、ナナミは膨れ上がった水の塊を、なんの容よう赦しやもせずに叩たたきつけた。

　五十リットルほどの水流の直撃を受けて、メイの身体は濁だく流りゆうに揉もまれる木の葉のように吹っ飛んだ。座敷の奥の襖に激突し、それを突き破って部屋の向こう側にまで行ってしまう。襖に開いた大穴を険けわしい目つきでにらみつけながら、ナナミは油ゆ断だんなく自分の周囲に水を循じゆん環かんさせていた。

　息つく間まもなく閃せん光こうが襖ふすまを貫き、轟ごう音おんが周辺の空気を震ふるわせる。が、その雷らい撃げきはナナミの身体からだにはかすりもせず、部屋の隅に置いてあった簞笥たんすに直撃した。火を吹く簞笥を横目に見るナナミの内心が、穏やかであろうはずもない。あんなものを喰くらったら死にかねない。まさか本気で自分を殺そうとしているのだろうか。さすがにそこまでの異常者ではないと思うが、しかし──

『ああ、もう！　だから逃げろと言うたのに、この頑がん固こ者ものめが！』

　苛いら立だたしげなミツハノメの声に、ナナミは答えが自分の中にあったことに気づいた。雷撃に警けい戒かいして後退しながら、ナナミはミツハノメに問う。

（ミツハノメ。『顕あら神がみ』とはなに？　今の神じん野のメイの状況と、どういう関係があるの？）

『なんだ、おぬし『顕神』も知らぬのか。『顕神』とはな、箍たがが外れた依より坐ましの成なれの果はてよ。堰せきの破れた水門と同じ、無む尽じん蔵ぞうに力は使えるが、力の向かう方向を制せい御ぎよすることはできぬ。暴あばれに暴れて死と破壊を振ふり撒まくのが関せきの山やま──』

　ナナミの血ちの気けが引くのと三度目の雷光が瞬またたくのはほぼ同時だった。今度は天てん井じように突き刺さったが、幸い発火はしなかった。と、ふと思い出して簞笥のほうを見ると、赤々と燃え上がった炎が天井を焦こがしはじめているところだった。慌あわてて水を差し向けて消火する。ミツハノメの講こう釈しやくめいた声は、まだ続いていた。

『依坐が激げき情じように囚とらわれると『顕神』になる──否いな、なりやすい、と言われておる。知ってのとおり、我ら天まが魂たまは人の意思に棲すみ、人の精神力を糧かてとして力を発揮するからの。人の理性によって制御される力であるから、激情によって人の理性が消えたとき、その制御も消えてしまう。さらに言うなら、激情はある種しゆの強力な精神力でもある。制御を失った力が豊富な糧により増幅され──結果、『顕神』が発生する、というわけだ』

　三回連続して爆音が轟とどろき、ミツハノメの声を搔かき消した。雷撃は、障しよう子じ、机、畳にそれぞれ吸い込まれていき、そのすべてに火を点つけた。遠くから聞こえてくるざわめきは、騒ぎを聞きつけたアマツカサ職員の声だろう。庵あん堂どう先生さえ来てくれれば──そう思いつつ、ナナミは水量をさらに増幅させ、燃え広がりはじめた火の手をすべて消し去った。

　メイは座敷の奥、襖ふすまの大穴の向こうにまだ倒れているらしい。なにを思っているのか、襖を通じて雷かみなりを放ってくるばかりで、実際にナナミを攻撃しようという気はあまりないらしかった。冷静に観察しながら、ナナミは頭の中で呟つぶやく。

（『顕神』になると、依坐の人格はどうなるの？）

『人格などありはせぬ。『顕神』は依坐でも天魂でもない──それらがひとつになった存在だからの。本能の赴おもむくまま、自分の力を放つことしか頭にないわ。その意味では、『まつろわぬもの』に近いな』

　ナナミは唇くちびるを嚙かんだ。依坐が、『まつろわぬもの』だと？　最悪だ。

　循じゆん環かんさせていた水の大部分を操作して、部屋の外に排出した。『水』は『雷いかづち』に対しての防御策にはなり得えず、むしろより広めるための通路に過ぎないのだ。自分の周りに巡めぐらせていても敵に利りするだけ、そう判断したナナミは、再びその手の上に五百ミリリットルの水を転がしていた。

　ミツハノメが言ったことが本当ならば、冗じよう談だんごとでは済まされなくなる。神じん野のメイは『顕あら神がみ』になってしまい、『顕神』は『まつろわぬもの』と同じだという。となれば依より坐ましであるナナミの仕事は──今、この場で、神野メイが他人に危害を加えないうちに、『処理』することだった。

　ナナミは唾つばを飲み込む。

　神野メイを、殺さなくてはいけない。今。ここで。

　──私に、それができるのか？

　様子を見るべきだ、という気もする。ミツハノメによれば、まだ彼女は『顕神』になりきってしまったわけではないのだ。戻ることもできるのかもしれない。なのにナナミが先走って殺してしまっては、それこそ取り返しのつかないことになる。

　しかし一方で、今すぐにケリをつけるべきだ、との声もあがっていた。暴走した依坐など、考え得うる限りで最悪の存在だ。しかも属性は『雷』ときている。もし取り逃がしてしまい、『顕神』となった彼女が町にでも逃げ込むようなことがあれば、大だい惨さん事じが起きてしまう。

　手のひらの上に水の塊かたまりを遊ばせながら、ナナミはじっと襖ふすまの穴を見つめる。いずれにせよ、この位置ではメイのことを仕し留とめることはできない。一撃で仕留めるには、襖から這はい出てきたところを狙ねらうのが一番いい。五百ミリリットルという微量ではあるが、音速を超えるスピードで打ち出せば、水とて鉄をも切きり裂さく刃やいばとなる。やれる自信はある。問題なのは、覚悟のほうだ。

　室内に満ちるのは沈黙、遠くから響くアマツカサ職員の怒鳴り声が、静せい寂じやくが降りるのを阻そ止ししていた。庵あん堂どう先生が早く来てくれないだろうか、ナナミは心の底からそう願い、一瞬の後、その願いに自分で歯は軋ぎしりをした。

　──私は、怯おびえているのだ。決断し行動することを、その末の責任を負うことを。庵堂先生がやってきて、それをすべてやってくれることを望んでいる。なんという弱い意志、情けない精神だ──

　手の上の水がぐらりと揺ゆれ、ナナミは慌あわててそちらに注意を向けた。たかが五百ミリリットルの水の支配権すら失うほどに、自分は怯え、惑まどい、動どう揺ようしているということか。こんな状態で、『顕神』となった神野メイに太た刀ち打うちすることなどできるのか。迷いを振り切れぬまま、ただ時間だけが経過していく。

　やがて──襖の奥の影が、動いた。

　心臓が跳ね、水が揺れる。這い動く幽ゆう霊れいのように、襖の穴から腕が伸びてきた。その腕から微び細さいな雷らい光こうが放たれているのを、ナナミは確かに見た。撃げき鉄てつを上げる。あとは、引き金を引くだけ。そうとわかっていながら、やはり一いち抹まつの迷いがナナミにはあった。

　神じん野のメイ。『顕あら神がみ』になってしまったとはいえ、先ほどまで会話を交かわしていた相手。その命を、自分が絶たつ。そう考えるたびに気力が萎なえ、怯おびえが胸を侵しん食しよくする。そんなナナミの動どう揺ようを感じ取ったのか、頭の中のミツハノメが、ぽつりと言葉を漏もらした。

『だから、逃げろ、と言うたのだ』

　先ほどの繰り返しのその言葉に、ナナミは「うるさい」と弱々しく反はん駁ばくする。襖ふすまの奥から、神野メイがゆっくりと這はい出てくる。悲痛に顔を歪ゆがめながら、ナナミは最後の覚悟を決め、全神経を水の塊かたまりに集中させはじめ──

　その瞬間、ナナミの視界は闇やみに包まれた。
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　庵あん堂どうクロノは舌を打ち、目の前の惨さん状じようを忌いま々いましげに眺ながめた。

　ナナミは『闇』の中に退たい避ひさせた。一体どういう経けい緯いでこんなことになってしまったのか、あとで彼女からたっぷり事情を聞くとして、今はこれの収しゆう拾しゆうをつけなくてはならない。そう思い、庵堂は一歩部屋に足を踏み入れた。

　焼やけ焦こげた木の匂においと、水に濡ぬれた畳の感触。すぐ目の前に座ざ敷しき机づくえがあるが、庵堂はそれを邪じや魔まと判断し、闇の中へと吸い込ませた。途と端たんに広くなった室内の向こうで、神野メイがゆっくりと起き上がろうとしていた。その顔を見て、庵堂は表情を曇らせる。

　虚うつろな表情。先ほどまでのメイの面おも影かげはどこにもない。救いはまだ『顕神』にはなりきっていないということだが、それとていつまで持つかわからない。『顕神』になった依より坐ましは、その肉体を失い、天まが魂たまの持つ属性そのものになってしまう。『雷いかづち』の依坐・神野メイであれば、『雷』そのものに。そうなれば実体は失われ、庵堂にできることはなにもなくなる。そうなる前に、ケリをつけなくてはいけない。

　しかし。

　今この状態のメイを闇に引きずり込めば、果たしてどうなるか。『顕神』となった彼女による被害を食い止めることはできるだろう。しかし、彼女が『顕神』となることを食い止めることはできない──むしろ、それに拍はく車しやをかけることになってしまう。突然闇に包まれて、パニックを起こさない人間はいない。普段ならばその程度は仕方のないものと片付けることができるが──今、メイの心にそんな恐きよう慌こうが引き起こされれば、彼女は完全に『顕神』に成なり果はててしまうだろう。

　それだけは、絶対に避さけたかった。『顕神』が人間に戻ることもあるにはあるが、可能性は低い。無む闇やみに行動を起こすよりも、ここはメイの気持ちを落ち着かせ、『顕神』にならないようにさせることのほうが重要だ。そう判断して、庵あん堂どうはメイに声を掛ける。

「……神じん野の。俺おれだ。庵堂だ。わかるか？」

　びく、とメイの肩が震ふるえた。一応声は聞こえているらしい。庵堂は頭の中で掛けるべき言葉を練ねりながら、ゆっくりとメイに近づこうとした。

　瞬間、メイの右腕が跳ね上がり、轟ごう音おんが庵堂の鼓こ膜まくを震わせた。一瞬の雷らい光こうが瞬またたくと同時に、頭上の欄らん間まが紙細工のように吹き飛んでいた。冷静にそれを確認しながら、それでも庵堂は、メイに近づくのをやめようとはしなかった。

　庵堂の前進に、メイは怯ひるんだような表情を浮かべる。その隙すきを逃のがさずに、庵堂は言う。

「そろそろ家に帰る時間だろう。御両親も心配しているはずだ。俺が送るから──な？　帰ろう」

『いやだっ!!』

　メイの顔が激げき情じように彩いろどられ、同時に爆音が幾いく重えにも鳴り響いた。襖ふすま・障しよう子じ・畳・天てん井じよう，放たれた雷かみなりは室内にあるものを無む作さく為いに破壊する。庵堂が無事だったのは、まったくの幸運でしかなかった。感じた恐怖はおくびにも出さずに、庵堂は根気強く続ける。

「……なにが嫌いやなんだ？」

『あんたらの言うことなんか、もう聞くもんか！　どうせあたしを利用することしか考えてないんだろう!?』

　声が、おかしい。そこまで『顕あら神がみ』になりかかっている、ということか。庵堂の視界の中でも、メイの肉体はぼやけ、霞かすみつつあった。急がなくてはならない──が、急いで下へ手たに刺激すれば、その時点ですべて終わってしまう。爆弾処理班の気分だ。かすかに苦笑して、庵堂はまた一歩足を踏み出した。

「利用、とは？」

『あたしは依より坐ましになんかならない。そんなもの──絶対に、ならないんだ！』

「それはわかっている。君が依坐である事実はアマツカサが隠いん蔽ぺいする。だから、なにも心配することは──」

『あたしは、依坐じゃないって、言ってるだろう!!』

　今度は轟音は響かず、代わりに羽は虫むしが誘ゆう蛾が灯とうに特とつ攻こうをしかけているような、火花が鈍く爆はぜる音が聞こえてきた。不機嫌を意味しているのだろうか。依坐は禁きん句く、と己おのれに言い聞かせて、庵堂は大きく両手を広げる。

「ああ、そうだったな。君は普通の高校生だ。依坐ではない」

『…………』

「瀬せ川がわがなにを言ったのかは知らないが、アマツカサも俺も、その気がないものに依坐を強制するほど悪あく辣らつではない。約束は守る。信じてくれ」

　じじ、と燻くすぶるような放ほう電でんの音。迷いの表情を浮かべて、メイは小さな声で言った。

『庵あん堂どう先生は、いい人だ。信じられると、思う』

　その言葉には、偽りのない真しん情じようが込められていた。それでもその目に宿やどる強い光は消えることなく、庵堂のことを真正面から見み据すえたまま、彼女は吐き出すように言う。

『でも、瀬せ川がわは違う！　約束もなにも関係ない。あいつにみんな言いふらされちゃう。そしたらもうおしまいだ。せっかく作った友達が、みんな消えてなくなっちゃう──！』

　庵堂はかぶりを振って、即そく座ざにそれを否定した。

「瀬川には俺おれからきつく言っておく。あいつは意い固こ地じな奴やつだが、アマツカサの正式な意向に逆らうほど馬ば鹿かじゃない。だから、なにも問題はないんだ、神じん野の。君は明日あしたから、普段どおりの生活を送ってくれればそれでいい。『まつろわぬもの』への対策も俺たちがする。君が心配することはなにもない」

　メイの動きが止まった。恐る恐る、顔を上げる。迷まい子ごのような不安を映し出しながら、彼女はか細い声で、庵堂に聞き返した。

『……本当？』

「誓ってもいい。本当だ」

　メイは何事かを言いかけて、すぐにその口を閉じてしまった。まるでなにかを恐れるかのように。庵堂はそんな彼女を安心させようと、また一歩メイに近づいた。すでに二人の距離は、二メートルほどにまで縮まっていた。

　そのとき、メイの身体からだからひっきりなしに放出されていた雷らい光こうの一いち条じようが、庵堂の肩を貫いた。

「──────ッ！」

　名めい状じようしがたい衝しよう撃げきと激痛が右肩から脊せき髄ずいにかけて走り抜け、庵堂の右腕が純粋な反射として跳ね上がった。全ぜん霊れいを尽くして声が漏もれるのを抑えはしたが、その動きは気配となってメイに伝わってしまった。メイは思わず顔を上げ、妙みような形に手を振り上げたまま硬こう直ちよくしている庵堂のことを見、不ふ審しんの表情を浮かべた。庵堂は腕を元の位置に戻し、何事もなかったふうを装よそおったが──しかし、メイは庵堂が期待したほど、鈍くはないようだった。

　不審の色はすぐに理解へと──そして、恐怖へと転じた。庵堂に対してのものではない。自分に対しての、自分がなにをしたかに対しての恐怖。周囲に舞い散る火花を、今初めて気づいたかのように見回している。震ふるえるその唇くちびるが、ゆっくりと開かれた。

『──あ、あたし、あたし────』

　怯おびえた瞳ひとみで自分を見つめるメイに、庵堂は静かに首を振り、

「……大丈夫だ」

　これ以上メイが混乱しないように、ただそれだけを口にする。だが、短いその言葉ですらも、今のメイには届かなかった。自分の身体を抱き締めるように両腕を回し、後あと退ずさりしながら、怯えきった声で彼女は言う。

『庵堂、先生、あたし、今、どうなってるの？』

　それに答える言葉を、庵あん堂どうは持たなかった。正直に現状を告げることもできるが、それは良策とは言いがたい。メイが取とり乱みだす可能性がかなり高いからだ。さりとてごまかすわけにもいかないだろう。「大丈夫」と言いつづけるだけでは済まないところにまで来てしまっている。沈黙は最悪の選択だ。メイが自じ壊かいしていくのを黙って待つくらいなら、さらにもう一歩踏ふみ込んだほうがずっといい。庵堂は、そうした。

　メイは目を見張った。近づいてくる庵堂のことを、化ばけ物ものを前にしているような恐怖の表情で見つめている。あるいはそれは、自分自身に対する恐怖なのかもしれない。いやいやをするように首を振って、メイは震ふるえる声を絞しぼり出す。

『来ないで──』

　そう言った途と端たん、鞭むち打つような雷鳴が響き渡り、蛇へびに似た光の筋すじが庵堂の足元近くに吸い込まれた。メイはそれを見て鋭く息を吞のみ、庵堂のことを縋すがるような目で見た。

『──来ないで、ください、庵堂先生、あたし、あたしの傍そばにいたら、先生が──』

　その言葉を、庵堂はメイの正気が戻りつつある兆ちよう候こうと判断した。決意の印に小さく息を吐いて、庵堂はすでに一メートルにまで狭せばまっていた距離を、一気に詰つめた。驚いたようなメイの顔、それを黙もくして見つめながら、庵堂は優ゆう雅がとさえ感じられる仕し草ぐさで、彼女の頰ほおにそっと触れた。

　電流と激痛と衝しよう撃げきが、手のひらを入り口として庵堂の脳のう髄ずいにまで駆かけ上がってくる。庵堂は、それを無視した。少なくとも表面には出さなかった。メイを落ち着けるため、軽く頰を撫なでようとしたが、筋肉が硬こう直ちよくして右腕がまったく動かなかった。高圧電流の源にじっと触れつづけたまま、庵堂は普段と変わらない口く調ちようでメイに語りかける。

「君の傍にいたところで、俺おれはどうにもならない。なぜなら、君は、ただの高校生なのだからな」

『…………』

「自分がどうなっているのか、と聞いたな？　簡単だ。君は、取り乱しているんだ。無理もない、今日一日であまりにも多くのことが起こりすぎたからな。混乱して当然だ」

　メイは幼児のような驚きをその顔に浮かべて、庵堂のことを見上げている。『顕あら神がみ』が収まりつつあるのかどうか、それを見定める判断力すらも、右腕から流れ込んでくる痛みに搔かき消されそうだった。ただ淡たん々たんとした口調を保つことだけに精神力を傾けながら、庵堂は言う。

「君の家には俺から連絡を入れておく。だから──少し休んでいろ。神じん野の」

　その言葉に、メイは安あん堵どしたように小さく頷うなずいて──

　周囲から『顕神』の気け配はいが消えた。

　火花は消え、音も聞こえなくなる。メイの身体からだが実体に戻り、それと同時にその目からも光が失われた。崩れ落ちようとするメイのことを、庵堂は左腕のみで支える。右腕は──動かなかった。痛みはないが感覚もなく、メイの頰に直接触れた右の手のひらには、火傷やけどと電でん紋もんが広がっている。とはいえ『雷いかづち』の化け身しんに触れて命があっただけでも、幸運と言うべきかもしれなかった。

「……庵あん堂どう、さん？」

　火花の音が消え去ったのを聞きつけたのか、外に配置していたアマツカサの職員がためらいがちな声を掛けた。庵堂は振り返りもせず、言った。

「寝ね床どこの用意を頼む。社しや務む所しよの客用寝しん所じよでいいだろう」

　その声に安全を確認したのか、数人の職員が土足のまま上がってきた。物もの珍めずらしげに室内を眺ながめている。まあ確かに、依より坐まし同士の戦闘の痕こん跡せきなど、なかなか見られるものではないのだが──

「悪いが急いでくれないか。神じん野のが目覚める前にそこに落ち着けておきたい。レイコにも知らせておいてくれ。俺おれから話があると」

「は、はい！」

　上官に叱しつ責せきされた兵士のように、彼らはぴしりと背筋を正した。小走りに部屋から駆かけ去ろうとしたその背中に、庵堂はふと思い出したように言葉を継つぎ足たす。

「──それと、ついでに医者も頼む」

　彼らが去るのを見送ってから、庵堂は腕の中の神野のことを見下ろした。無む垢くな子供のような寝顔だが──彼女が為なしたことは、子供の癇かん癪しやくで済ませるにはあまりに重大だ。

　ことの経けい緯いはナナミから引き出せるだろうが、その内容如何いかんによっては、レイコの力を借りなくてはならないかもしれない。そう思うと、庵堂の口から自然とため息が漏もれた。
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「封ふう印いんだな」

　ナナミから事情を聞き終えたレイコの、第一声がそれだった。クロノはそれを聞いて咎とがめるような視線を寄よ越こしてきたが、レイコはそれをあからさまに無視した。ただ目の前で昏こん々こんと眠っている神野メイの寝顔を、厳しい表情で見下ろしている。

「……まだ、判断を下すには早すぎるんじゃないか？」

　大きな瞳ひとみに敵意すら滲にじませて、レイコはクロノのことを見返した。

「むしろ遅すぎたくらいだ。よそものが依より坐ましになったという情報が入った時点で、その選せん択たく肢しは考えていた。どうせお前が賛成しないだろうと思ったから言わずにおいていたが──こうなってしまっては話は別だ。神野メイの記憶を封印する。いいな、クロノ」

　それから彼女は、メイの枕元でうなだれて座っているナナミにも、冷れい徹てつな視線を向けた。

「本来ならば、瀬せ川がわさん、あなたにもそれなりのペナルティを科すところだ。あなたの依坐への誇ほこりが人一倍強いことは知っているが、それが原因で冷静な判断力を欠くくらいならば、そんな誇ほこりはないほうがましだ。──クロノの言ったとおりだな。まだまだ未み熟じゆく」

　ナナミはなにも答えず、ただ膝ひざの上に置いた手を、ぎゅっと握り締めた。

　レイコはメイの寝姿に視線を戻し、右手に嵌はめた白手袋を、ゆっくりと抜き取った。素肌を晒さらした己おのれの右手を、レイコはメイの寝顔へと近づけていき──

　思ったとおり、クロノがその手を摑つかんで止めた。

　レイコはクロノのことを見る。唇くちびるを嘲ちよう笑しようするように歪ゆがめ、

「それもお前の仕事のうちか？」

　クロノは少し沈黙してから、首を振った。

「違う。まだ早いからだ」

　その言葉に、レイコは眉まゆをひそめた。真意を問いただそうとして、ふと自分の右手に触れたままのクロノの手を意識した。一瞬それを見つめてから、レイコはやや強引な仕し草ぐさで、クロノの手を振り払った。

「神じん野のメイが『顕あら神がみ』になってからも、お前は『まだ早い』と言いつづける気か？」

「言い直そう。時期が悪い。今、御み座くら台だいには両りよう面めん宿すく儺なが潜せん伏ぷくしているのだろう。そして奴やつは、神野のことを狙ねらっている」

　話の流れの向かう先を読んで、レイコは皮肉な笑えみを深めた。

「だから神野メイには、いざというときに自分の身を守る力がなくてはならない。ふん、詭き弁べんだな。今の神野メイでは両面宿儺に太た刀ち打うちできないと言ったのはどこの誰だれだ？」

「『脅きよう威いから身を守る力』と『脅威を撃げき退たいする力』は違う。両面宿儺に狙われている以上、最低限の力が神野には必要だ」

「彼女の護ご衛えいはお前がするんだろう。なら身を守る力など必要ない」

　クロノは無言のまま、その右手をレイコの眼がん前ぜんにかざした。ぐるぐるに巻いた白い包帯の向こうから、クロノの声が通過してくる。

「俺おれは負傷した。護衛を放ほう棄きする気はないが、念には念を入れておくべきだ」

　レイコは息を詰つめてじっとクロノのサングラスをにらみつけていたが、やがて根こん負まけしたように、ふう、と息をついた。胡う乱ろんな視線をメイに向け、レイコは言う。

「そんなにこの子の記憶を守りたいのか？」

「それはお前が一番わかっていることだろう。『オモイカネ』の記憶操作は、人じん為い的てきなものであるゆえに記憶のどこかに歪みを生みかねない。神野のように、まだ自じ我がが固まっていないような年齢では、なおさらその可能性が高い」

「──やっぱりそっちが本音なんじゃないか」

　レイコは糾きゆう弾だんするようにそう言ったが、クロノは悪びれもせずに頷うなずいた。

「そうだ。悪いか」

「開き直るな」

　呆あきれたようにそう言って、レイコは再びため息をひとつ。外した手袋をのろのろと取って、それを再び右手に嵌はめた。

「まあ、いい。建前のほうにも理がないわけじゃない。現状で両りよう面めん宿すく儺なに狙ねらわれる危険がもっとも高いのは、確かに彼女なのだからな。両面宿儺が撃げき退たいされるまでは、判断は保留にしておこう」

　クロノの肩から、ふっと力が抜けた。その隙すきに付け入るようにして、レイコは釘くぎを刺す。

「ただし──あくまでも『保留』だぞ。両面宿儺の脅きよう威いが排除された時点で、改めて判断を下す。それでいいな、クロノ」

「充分だ」

　そう言ったクロノの表情には、心しん底そこからの安あん堵どが滲にじみ出ていた。そんな彼の顔をじっと観察しながら、レイコは呟つぶやくように言う。

「……しかし、自分を殺そうとした相手のことを、よくそこまでかばえるな」

　クロノはこともなげに、

「神じん野のが俺おれを殺そうとしたわけじゃない。神野を助けようとして、俺が勝手に死にかけただけだ。こいつには俺を攻撃する意思はなかった。そのことはわかっている」

「それはそれは。ずいぶんと寛かん容ようなことだ」

　口く調ちように棘とげが混じるのを、レイコは隠そうともしなかった。クロノは問うような表情をこちらに向けてきたが、それに応こたえることはしなかった。教師が生徒を気遣うのは当たり前のことだとしても──なんだか、クロノのその態度が、レイコには非常に面おも白しろくなかった。

　不ふ穏おんな気配を感じ取ったのか、クロノはそそくさと立ち上がった。翻ひるがえったその背中に、レイコは「どこへ行く？」と声を掛ける。クロノは振り返りもせずに、

「医者のところだ。お前との話し合いが済んだら、すぐに戻ってくるように言われてるんでな。神野が起きたら家に送ってやってくれ。この手ではハンドルも握れない」

　不ふ愉ゆ快かいな感覚が胸の奥に広がっていく。なぜ私が神野メイの面めん倒どうを見なくてはいけないのだ──そう思ったが、しかしアマツカサの長おさとしての自じ制せい心しんが、それを口に出すのを防いだ。クロノと二人きりならともかく、ナナミも同席しているこの場で、間違ってもそんな台詞せりふを吐くわけにはいかない。憤ふん懣まんを喉のどの奥に押し込んで、レイコは頷うなずいた。

「わかった。沢さわ村むらに送らせよう」

「感謝する。それと──瀬せ川がわ」

　名を呼ばれ、ナナミはぴくりと肩を震ふるわせる。上げたその顔に浮かぶのは、怯おびえというよりは惑まどいの表情。自分を見つめるナナミの視線に、クロノは眉まゆひとつ動かさずに言う。

「ちょっと来い。話がある」

　教師の声だ、とレイコは思う。その声にナナミは背筋を伸ばして反応し、それからゆっくりとした動作でその場に立ち上がった。肩越しに振り返ってそれを確認すると、クロノはそれ以上はなにも言わずに、そのまま部屋から出て行ってしまった。ナナミもそれに続き、部屋にはレイコと、いまだ眠りつづけるメイだけが残された。

　改めて、レイコはメイの顔を覗のぞき込んだ。先ほどまで『顕あら神がみ』になりかけていたとは到とう底てい思えない、無む邪じや気きな寝顔だ。あるいは無邪気であるからこそ、ナナミの脅きよう迫はくに過か敏びんに反応し、理性の箍たがが外れるほどの激情を生み出してしまったのかもしれない。

　──今ならば──

　そんな声がふと頭の奥から響いてきて、レイコは唇くちびるを嚙かんだ。奴の声が聞こえるということは、自分が迷っている証あかしだった。

　神じん野のメイをこのまま放置しておくことは危険だ。ナナミに脅迫をされたという、その程度の刺激で『顕神』になりかけるような人間を放置しておくことは、アマツカサにとってみれば爆弾を抱かかえているに等しい。それならば、いっそ今この場で彼女の記憶を封ふうじ、ついでに両りよう面めん宿すく儺なが退治されるまでその身み柄がらを拘束でもしてしまえば、神野メイの安全も御み座くら台だいの安全も同時に確保することができる。彼女の精神には多少の歪ゆがみができてしまうかもしれないが──人命には代かえられまい。

　声に触しよく発はつされるかのように、右手がぴくりと動いた。肌はだに触れる手袋の感触が、殊こと更さらに意識される。抜き放ち、触れ、神野メイの『意思』を支配しろ。いまやそれは、はっきりとした声となってレイコの耳元に囁ささやきかけてきていた。手袋に覆おおわれた右手を、自らの目の前に掲かかげる。き、と歯を食いしばり、レイコは右手を固く握り締め──

　そのまま目の前の畳に、拳こぶしを叩たたきつけた。

　女の細腕とはいえ、全力で叩きつければ拳も痛む。その痛みを拠より所どころとして、レイコは自分の意識の内で小さく息を吐いた。唇くちびるを吊つり上げ，大きな目を細めて、穏やかな口く調ちようで呟つぶやいた。

「──黙っていろ、オモイカネ。私があなたの思いどおりに動くことはない」

　くぐもった笑い声。意識の耳でそれを聞きながら、レイコはオモイカネが言葉を発するよりも先に、彼との疎そ通つうを打ち切った。依より坐ましとして能力を使うときには、天まが魂たまと意思の疎通を図らなければならない。しかし、それ以外のときにまで奴やつの声を耳にするのは、まっぴらごめんだった。

　まだ右拳はじんじんと痛んでいる。私は柔やわだな──と自じ嘲ちよう気ぎ味みに思いながら、レイコは左手を動かして、携帯電話を取り出した。メモリーされている沢さわ村むらの電話番号を呼び出しながら、レイコはじっとメイの寝顔を見下ろしていた。

　確かに、この少女は危険だ。『顕神』になる可能性を孕はらんでいるのならば、レイコの持つ能力によって封ふう印いん処置を施ほどこすのが最善であるように思える。しかし、クロノはそれに反対した。いかに自分の生徒とはいえ、ひとりの人間への同情に流されて、他ほかの多くの人間を危険に晒さらすような真ま似ねをするほど、クロノは馬ば鹿かではないだろう。あるいは『顕神』になりかけた神野メイと接触したときに、なんらかの確信を得たのかもしれない。いずれにせよ、クロノがレイコの意見に反対したということは、なにかそれなりの──生徒を守るのは教師の役目であるからという以上の理由があるはずだった。レイコは、それを信頼することにした。

　信頼。その言葉を頭の中で反はん芻すうして、レイコは薄い笑えみを唇くちびるに貼はりつける。これほど自分からほど遠い言葉は他ほかにない。自分は生涯──そう、オモイカネがこの胸の内にいる限り、誰だれかを信頼することなどできはしないのだろう。ただひとり──庵あん堂どうクロノを除いては。

　と、耳に当てていた携帯電話のコール音が鳴り止やみ、代わって聞き慣れた沢さわ村むらの声が受話器の向こうから響いてきた。不意の変化に戸と惑まどったのはほんの一瞬だけで、レイコはすぐにそれまでの思考を頭の片かた隅すみに追いやると、沢村に対して、極めて事務的に用件を告げはじめた。
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　やけに早く目が覚めた。

　視界に映ったのは見知らぬ天てん井じよう、最初に結んだ思考は「どこだここは」という戸と惑まどいで、その戸惑いを取っ掛かりにして、メイはバネ仕じ掛かけのようにベッドの上で跳ね起きた。息を詰つめて周囲を見回し、すぐに昨日きのうの記憶がよ蘇みがえってきて、メイはひどく間ま抜ぬけな表情を浮かべた。

　──そっか、引っ越したんだっけ。

　そう思った途と端たん、身体からだから力が抜けた。その場にどさりと倒れ込み、深々と息を吐く。仰あお向むけのままちらりと頭上に目を向けると、逆さまになった目覚まし時計は午前七時を指していた。見慣れぬ天井に視線を戻し、メイは昨日の記憶を整理しようとした。

「──無理」

　小さくそう呟つぶやいて、寝返りをひとつ。途端、壁とにらめっこをしているテレビが目に映り、メイは暗あん鬱うつな気分に囚とらわれる。ごちゃごちゃとした記憶の中でかろうじて覚えているのは、アマツカサの屋敷で夕方頃ごろまで気を失っていたことと、目を覚ましてからぼんやりとした意識のまま車に乗せられたこと──それと、家まで送ってくれたその車の運転手が、庵あん堂どう先生ではなかったことだった。

　庵堂先生はどうしたのか。そんな質問を投げかけたような気もする。運転手がそれにどう答えたのかは、覚えていない。朦もう朧ろうとした意識のままこの家に戻り、そのまま部屋に直行して、ベッドに倒れ伏した。それを境さかいに、昨日の記憶は濃い闇やみに包まれてしまっている。自分の中身の大部分が外に流れ出てしまったかのような疲労が、眠りから覚めた今でもなお、身体からだの芯しんにべっとりと絡からみついていた。

「……お風ふ呂ろ入ろ」

　あくび交じりに言ってから、メイはのろのろとした動作で立ち上がった。部屋から出て居間に入り、聞こえてくる包ほう丁ちようの音を頼りに台所を探し当てる。母の背中を目にして初めて、メイは自分がいまだにこの家の間ま取どりを把は握あくしていないことに気がついた。お風呂に入ろうとしているのだが、肝かん心じんの風呂場がどこにあるのかもよくわかっていないのだ。自分で自分に呆あきれつつ、それでもメイは母に向かって声を掛けた。

「母さん、シャワー使える？」

　包丁の音が止やみ、母は肩越しに振り向いた。驚いたような表情を浮かべているのは、メイがこんな朝早くに、それも自発的に起き出してきたからだろう。その驚きも束つかの間まのことで、母はすぐに呆れ顔をすると、包丁を持ったままの手を腰に当てて、咎とがめるような声を出した。

「ちょっと、昨日きのうどこに行ってたのよ。お隣の楠木くすのきさん、ずいぶん遅くまで待ってたのよ？」

「──マナちゃんが？」

　意外に思う一方で、あの子ならそういうことをしそうだな、とぼんやり考えた。昨日は不自然な別れ方をしてしまったし──それに、どことなく、マナには自分の動どう揺ようを見抜いているような節ふしがあったから。家に帰ってから、その原因を突き止めようとしていたのかもしれない。なにしろお隣同士なのだ、話す機会などいくらでもある。それが、逆に恐ろしかった。

　他ほかの相手ならいざ知らず、マナにだけは、ぽろりとこぼしてしまいそうな気がするのだ。元々メイは考え深い性格ではないし──それに、この苦く悩のうを誰だれかに話してしまって楽になりたい、そう思う気持ちも、メイの中には少なからずあった。話したところでマナが人に言いふらすとは到とう底てい思えないし、むしろ理解を示してくれて、相談にも乗ってもらえるかもしれない。そうとも、なにしろ彼女はあの性格最悪女・瀬せ川がわナナミの肩すら持ったのだ。自分の不ふ利りになるようなことをするはずがない。

　──そんな理屈で人に話せるくらいなら、こんなに悩む必要もないんだけどね。

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう思い、小さく笑う。そんなメイを見る母の目に、心配の色が混じった。

「大丈夫？　今までに見たことない顔色してるけど」

　メイはそんな母を安心させるように笑い、

「ああ、うん。昨日お風呂入ってないから気持ち悪くてさ。シャワーだけでも浴あびようと思って。──ところで、お風呂場ってどこだっけ？」

　母は呆れたようなため息をひとつ、それから風呂場の位置をわかりやすく説明してくれた。メイは「ありがと」とだけ言い置いて、一度自分の部屋に戻り、替えの下着を取り出してから、風呂場に向かった。

　そこそこ広い脱衣場は予想に反して純洋風で、洗面鏡の他にもうひとつ、全身を映す細長い鏡が置いてあった。そこに映し出された姿を見て、メイは自分が昨日きのうの制服を着たままであることに気がついた。煤すすけた笑えみを浮かべて手早くそれを脱ぎ、なにもかもを脱だつ衣い籠かごに放ほうり込んでから、風ふ呂ろ場ばに足を踏み入れる。

　こちらも洋式の風呂場は、メイの部屋ぐらい広かった。生なま意い気きにもシャワーは二に基きついていて、長身のメイが楽々足を伸ばせるほど広い浴よく槽そうの奥では、銀色に光る噴出口が揺ゆらめいていた。ジェットバスという奴やつなのだろうか。試してみたいとちらりと思ったが、ぬるま湯に浸つかる気分でもなかった。シャワーの蛇じや口ぐちをひねり、適度な温度にまで調節する。見る間まに室内に湯ゆ気げが満ちていき、メイの全身を包みはじめた。

　取っ手にホースを固定して、スコールのように降り注そそぐシャワーの下に自分の身を晒さらし置く。鏡に手をついたままじっとして、お湯が自分の身体からだの表面を流れ落ちていく感覚に没ぼつ頭とうする。その温度が、身体の底にへばりついている疲れを溶かしてくれるような気がした。しばらくしてからメイは顔を上げ、鏡に映るもうひとりの自分と見つめ合いながら、改めて昨日の記憶を辿たどりはじめた。

　アマツカサに着いたところまでは覚えている。天てん条じようレイコという偉えらい人と会って、話をしたことも覚えている。自分が両りよう面めん宿すく儺なとかいう化ばけ物ものに狙ねらわれていて、その自分をアマツカサが護ご衛えいしてくれる、という流れになったことも、そのあと例の瀬せ川がわナナミに遭そう遇ぐうし、自らに迫った危険を喋しやべってしまったことも、きちんと記憶していた。
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　それなのに、それ以降の記憶だけが、メイの頭の中からすっぽりと抜け落ちていた。

　瀬せ川がわナナミがふざけたことを言ったのは覚えている。依より坐ましとしての力を人々のために役立てなさいとかなんとか。ご大たい層そうなお言葉だが、メイにはそんなことをする意思はさらさらなかった。ナナミの言葉を無視して彼女に背を向け、部屋から出て、それから──

　それから、どうしたんだっけ？

　記憶の境きよう界かいがはっきりした。ナナミとの話し合いの直後だ。話を打ち切って、庵あん堂どう先生のところに戻ろうとしたときに──そうだ、瀬川がなにかを言ったんだ。しかし、「なにかを言われた」ということはおぼろげながらも覚えているのに、実際に「なにを言われたのか」ということは、これっぽっちも覚えていなかった。

「……うーん……」

　眉み間けんに皺しわを寄せながら、メイは手にシャンプーを取って、おもむろに髪を洗いはじめた。わしゃわしゃと音を立てて泡立ってゆく感触が、手に髪に心ここ地ちよい。その刺激に喚かん起きされ、記憶が次第に蘇よみがえりはじめた──などという都つ合ごうのいいことが起こるはずもなく、メイはシャンプーをすっかり洗い流すと、再び鏡に目を向けた。

　と、不意に、右手の人差し指がうずきはじめた。

　なんとなく、こうするしかないということが、わかっていたような気がする。

　親指と人差し指をこすり合わせると、メイは重たげに口を開いた。

「──タケミカヅチ。あんたは、憶おぼえてるんでしょ？」

　呟つぶやくようにそう言うと、答えはすぐに返ってきた。

『ああ？　俺おれとお前は冷戦状態なんじゃなかったか？』

　冷戦。その言葉にふとした違い和わ感かんを覚えたが、それを追求することはしなかった。メイは固く目をつぶると、歯の隙すき間まから絞しぼり出すような声で、言った。

「いいから、答えて。昨日きのう、なにがあったの？」

　考えるような間ま、その次に続いたタケミカヅチの言葉には、揶や揄ゆするような響きが混じっていた。

『なァんにもなかったさ、単にお前が気を失っただけだ。そりゃあそうだろうなあ、あんなに色々なことが続いたんだからな。ただの女子高生のお前が、疲れて気を失ったとしても当然だ』

「……馬ば鹿かにしてんの？」

　身体からだの底から怒りが湧わき上がってくるのを感じたが、その怒りの裏側に潜ひそんでいるものが恐怖であることにも、メイは気づいていた。タケミカヅチの言い方は、メイの記憶が失われているあいだに、明らかに「なにかがあった」ということを示し唆さしていた。恐怖と怒りを吞のみ下して、メイは吐き出すように言う。

「真ま面じ目めに答えて。昨日、あたしに、なにが起きたの？」

　フン──と、小馬鹿にするような笑い声。それからタケミカヅチは、さも愉ゆ快かいそうな声こわ音ねで答えた。

『まあいいぜ、そんなに知りたいなら教えてやる。お前は昨日きのう、顕あら神がみになったんだよ』

「顕神？」

　また妙みような単語が出てきた。天まが魂たま、依より坐ましときて、今度は顕神か。しかし──自分がその顕神とやらになったのだと言うタケミカヅチの言いい草ぐさには、なんだか物もの凄すごく引っ掛かるものがあった。シャワーの元もと栓せんを全開にしたまま、メイは風ふ呂ろ椅い子すに腰を下ろし、タケミカヅチに尋ねた。

「どういうこと？　顕神ってなに？　あたしが、それになったって？」

『顕神ってのは──ああ、なんだ、説明すんのがめんどくせえが、早い話が暴走した依坐のことだな。依坐が我を忘れるとそうなんだよ。ま、俺おれは気持ちよかったぜ。久ひさ々びさに娑しや婆ばに出て暴あばれられたからな』

「……なん、ですって？」

　胸に冷たい塊かたまりが生まれ、それがじわりと全身に染み込んでいく。暴走。誰だれが。──あたしが？

　床を打つシャワーの音が、やけに遠くに聞こえる。鏡の向こうのメイの顔は目に見えて青ざめており、メイはそこから視線を外すと、手の甲こうで口元を乱暴に拭ぬぐった。暴れる心臓を落ち着かせるように息を抜くと、メイは再び口を開いた。

「暴走って──」

『天魂の力は、普段は依坐の理性によって抑よく制せいされている。例たとえるなら貯水とダムといったところだな。蓄えられている貯水は膨ぼう大だいだが、水門の開く範囲内でしか利用することはできない。ダムの水門が壊れればどうなるかくらい、お前の貧相な想像力でもわかるだろ？』

　嘲あざけるようなタケミカヅチの言葉に、しかしメイは怒りを感じることもできない。混乱の渦うずの中で次第に明確になりつつあるものは、「とりかえしのつかないことをしてしまった」という後悔だった。唇くちびるを嚙かんでうつむいたメイに、タケミカヅチが「ハ」という笑いを浴あびせる。

『だがまあ、安心しな、別に水門が壊れたわけじゃねえんだからな。単にバカになって一時的に抑制が利きかなくなっただけで、かろうじて元に戻ることができたんだ。中途半端だったおかげで、死人も怪け我が人にんもなし。今後はせいぜい理性を保つようにするこった』

　メイは顔を上げず、渦を巻いて排はい水すい溝こうに流れていく水流を見下ろしながら、ぽつりと、

「なんてこと、してくれたのよ」

　うめくようにそう言ったが、タケミカヅチはむしろ憮ぶ然ぜんとした口く調ちようで返した。

『なにか勘かん違ちがいしているようだな。別に俺が進んでやったわけじゃない。お前が勝手に我を失って勝手に暴走しただけだろうが。俺個人としては、思う存分力が振るえて気分がよかったのは確かだが──顕神になったことの責任は、すべてお前にある。自分の過失を人に押しつけてんじゃねえよ』

「────」

　きゅ、と唇くちびるを嚙かむ。肩を叩たたくシャワーの感触が鬱うつ陶とうしくなり、メイは手を伸ばして元もと栓せんを締めた。湯気で曇った鏡を手のひらで拭ぬぐう。水蒸気の向こうに見える自分の顔は、なんだか死人のような顔色をしていた。

　風ふ呂ろ場ばから出、脱衣所で乱暴に身体からだを拭う。まだ湿った肌はだに下着を着け終えてから、メイはようやくまともな反論を思いつくことができた。

「でも、あんたがあたしに取とり憑つかなければ、こんなことにはならなかった」

　クク、という笑い声、そのあとに続いたタケミカヅチの声には、やはりふざけたような色が混じっていた。

『まだそんなこと言ってんのか？　見かけによらずしつこいんだな』

「茶ちや化かさないで。真面目まじめに答えて。──なんで、あたしなの？」

　低く静かに、そう問いかける。その声に潜ひそんでいる真しん剣けんな色合いを見て取ったのか、不意にタケミカヅチの笑い声が止やんだ。メイはそれ以上追及せず、濡ぬれた髪を拭ふくことのほうを優先する。どうせこいつには、人間の悩みや苦しみなどわかりっこないのだ。天まが魂たまとは自然の意思である、とナナミは言った。自然の意思。意味がわからない。わかろうとも思えない。そんな相手に自分の言葉が通じるはずがないし──そんな相手が、自分の言葉を理解しようと思うはずもない。ささくれ立った気持ちで、メイはそう考えた。

　メイが髪を拭き終える頃ころ、タケミカヅチはようやく質問に答えた。

『言わなかったか？　お前の精神に触れたとき、ピンと来たからだよ。こいつだ、とな』

　意外なことに、その言葉にはそれまでの彼にはなかった真しん摯しな響きが宿やどっていた。メイは思わず息を吞のみ、タケミカヅチはさらに言葉を重ねる。

『たまに現れるんだよ、そういうのがな。なんというか──そう、波長が合うって奴やつだな。俺おれたちはそういう相手しか依より坐ましには選ばない。でなけりゃ力を使えないことがわかっているからな。──ま、波長が合う相手でも、力を使わせてもらえないってこともあるわけだが』

　最後の一言には、タケミカヅチらしい小こ憎にくらしさが滲にじみ出ていた。メイはむっと怒りを感じ──しかし、それはすぐに萎しぼんで消えてしまった。昨日きのう感じた負おい目めが、今になってまた鎌かま首くびをもたげはじめたからだった。

「やっぱり、恨うらみに思ってるんだ。あたしが、依坐にならないこと」

　タケミカヅチが自分に憑いたのも勝手なら、自分がタケミカヅチを封ふう印いんすることも勝手。そう理屈づけて心に蓋ふたをしていたのだが、それで蓋の中身が消え去るわけではない。特に『罪ざい悪あく感かん』などという厄やつ介かいなものは、閉へい塞そくした蓋の中ではぐんぐん大きくなるものだ。胸に湧わいた自じ己こ嫌けん悪おに、メイはため息を吐つこうとして──当のタケミカヅチが、あっけらかんとした口く調ちようで遮さえぎった。

『ハァ？　お前、そんな些さ細さいなこと気にしてたのか？』

　ぐると音を立てて、自己嫌悪が戸と惑まどいに変わる。メイはなぜか弁べん解かいをするように、

「さ、些さ細さいなことって──だって、一生に関かかわる問題じゃない。あたしは一生、あなたの力を使う気はないって言ってるんだよ？　重大なことでしょ」

『どこが？』

「…………どこがって」

　絶ぜつ句く、とは今の自分のような状態をいうのだろう。メイはぼんやりそんなことを考え、タケミカヅチはそんなメイを諭さとすような声で言う。

『あのな。確かにお前が俺おれを封ふう印いんするのだとしたら、俺はお前が死ぬまで力を使えないってことになる。が、それにしたってたかだか五、六十年ってとこだろうが。俺にとっちゃ大おお騒さわぎするほどの年数でもない。多少は残念だがな』

　今度こそ、メイはなにも言えずに立ち尽くした。五十年や六十年という歳月を、『たかが』と言い表してしまうメンタリティは、メイなどには到とう底てい理解できるものではない。なんとなく釈しやく然ぜんとしない面おも持もちのまま、メイは言う。

「じゃあ、なに？　あたしはそれに関して、負おい目めを感じなくていいってこと？」

　するとタケミカヅチは再び笑った。例の如ごとく、嫌いや味みに満ちた憎にくたらしい笑い声。それでもそのときその声は、メイの耳にはあまり腹立たしく響かなかった。

『あァ、いいぜ？　もっとも、近い将来必ず、お前は俺の力を必要とするだろうけどな』

　頭の中からすっぽり抜け落ちていた両りよう面めん宿すく儺なの問題が、その一言で急速に蘇よみがえってきた。新たな頭痛の種に苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべながら、自分の身体からだにタオルを巻きつけた。脱衣場のドアノブに手をかけながら、ふん、と吹き飛ばすような鼻息を吹いた。

「冗じよう談だん。どんなことになっても、絶っ対あんたなんかに助けを求めるもんですか」

　そう言いながら、メイはドアを押し開き、

「…………………………なにしてんの？」

　氷のように冷たいその声に、聞き耳を立てる格かつ好こうでドアにへばりついていた父が、ぱっと身を離した。下着にタオル一枚で立っているメイの姿を見、喉のどを絞しめられた鶏にわとりのような声を発すると、父はそのまま百八十度回れ右をする。兵士の如ごとき直ちよく立りつ不ふ動どうの体勢になったまま、父は上うわ擦ずった声で弁べん解かいの言葉を並べ立てた。

「いや！　違う！　違うんだメイ、お父さんはお前が今考えているような人間じゃないぞ！　ただその、ほら、お、お母さんが！　お母さんがメイがお風ふ呂ろ場ばで独ひとり言ごとをぶつぶつ言ってて気き味みが悪いなんて言うもんだから父親としてそう父親として心配になって見にきたというただそれだけのことであって」

「最低」

　父の背中にその言葉を突き刺して、メイは身を翻ひるがえす。頭の中に響くタケミカヅチの爆笑の声に、「うるさい」と気まずそうに呟つぶやいて、すぐに口元に手をやった。いい加か減げん、タケミカヅチと話すときには声に出さないようにする、ということを学習しなくてはいけない。メイは人差し指をタオルにこすりつけて、乱雑に彼との接続を切ると、そのまま部屋に飛び込んで、渾こん身しんの力でドアを閉めた。




　　　　◆




　新しいほうの制服に着替えてから部屋を出ると、父がまだ風ふ呂ろ場ばの前で凍こおりついていた。

「…………」

　自分がこれにどう応対すべきか、少し考える。木造家屋の古めかしい廊ろう下かで、背広を着込んだ男が壁に向かって立ち尽くしているというその光景には、なんだか新あら手ての怪かい談だんのような怖さが漂ただよっていた。さすがに「最低」は言いすぎた、せめて「信じらんない」くらいに留とどめておけばよかった──という後悔がちらりと頭によぎったものの、やはり先ほどの行為を許す気には到とう底ていなれなかった。むっつりとした表情を浮かべながら、メイは父の背後を通り過ぎ──その背中に、小さく声を掛けた。

「遅刻するよ」

　父の肩がぴくりと動いた、ような気がした。確認までする気にはなれない。そのまま居間に入ると、昨日きのうと同じ、囲い炉ろ裏りの前にお膳ぜんが置かれ、さらにその上に純洋風の朝食が載のっている、という光景が広がっていたが、ただ一点違うところがあった。メイはそこに目を留とめて驚いたような表情を浮かべ、それからすぐに安あん堵どしたように笑った。

「おはよ、マナちゃん」

　マナも笑って応こたえ、

「おはようございます。どうぞ」

　そう言って、お膳の前に座ざ布ぶ団とんを差し出してくれた。これではどっちがこの家の人間なのかわからない。小さく笑って腰を下ろし、メイはマナの顔をまじまじと見つめた。マナは少し狼ろう狽ばいしたような素そ振ぶりを見せたが、それには頓とん着ちやくせず、メイはぺこりと頭を下げた。

「昨日はごめんね。待っててくれてたんだって？」

「あ──いえ、大丈夫ですよ。私が勝手にやったことですし、ずいぶん遅くまで待たせてもらいましたから、かえって私のほうが謝らなくちゃいけないくらいです。カエデさんにはずいぶんおもてなしをしていただきましたし──」

「……カエデさん？」

　マナの口から突然出てきた母の名前に不ふ審しんを感じ、思わず聞き返す。マナは膝ひざの上に視線を落として、言いにくそうに言った。

「あのっ、わっ、私も最初はちゃんと『おばさん』って呼んでたんですけど、でもそれだと──」

「それだと返事しないって言ったのよ。私がね」

　声の元に目を向けると、台所から母が出てくるところだった。手になにかの箱を持っている。母はそれをマナの前にあるお膳ぜんの上に置き、なんでもないことのように言う。

「おばさんなんて人から呼ばれたくないわ。本当のおばさんになっちゃう」

「……充分おばさんじゃない……」

　ぽつりと呟つぶやいたメイの失しつ言げんを聞き逃のがすほど母の耳は衰おとろえておらず、彼女は物もの凄すごい目つきでメイをにらんで黙らせた。ひやりとしたものを覚えてメイは視線を外し、それからふと思い出す。──そういえば、東京にいた頃ころも、あの三人が家に来るたびに自分のことを名前で呼ばせていたなあ。

　少し前とは違い、三人のことを脳のう裏りに思い浮かべても、懐なつかしさに胸が締めつけられる、などということは起こらなくなっていた。多分それは、マナのおかげだろう。一昨日おとといの晩、彼女が自分に声を掛けてくれたおかげで、ずいぶん楽になったと思う。もしマナがいなかったら、今いま頃ごろはメイなど天まが魂たまや依より坐ましや両りよう面めん宿すく儺なへの不安に押しつぶされてしまっていたかもしれない。

　と、マナがおずおずとした口く調ちようで、

「──あの、カエデさんは、お若く見えますけど」

　母は輝くような笑顔をマナに向けた。

「マナちゃんは本当にいい子ね。私もこんな娘が欲しかったわ」

　メイはさも心しん外がいというふうに唇くちびるをとがらせ、

「実じつの娘の前でそういうこと言うかなぁ、普通」

「だってあなた，娘って感じじゃないんだもの。それに比べて、見なさい、このマナちゃんの大人おとなしさ、おしとやかさ、たおやかさ──まさに理想ね。理想の娘ね。あなたもちょっとは見習いなさいな、メイ」

　それ以上話をする気にもなれず、メイはもくもくと食事を始めた。自分の冗じよう談だんに娘が付き合ってくれないとわかると、母はわずかに不満げな顔をした。困り顔のマナに視線を移し、お膳の上の箱に入ったものを勧める。

「メイが食べ終わるまで、もうちょっと待っててね、マナちゃん。そのあいだ、これ食べてて。おいしいわよ、この最も中なか」

　それだけ言うと、母はなにかを思い出したように立ち上がり、そのまま小走りにキッチンへと戻っていった。

　それとなく視線を向けてみる。マナの目の前に置かれた箱、その中の最中の包装紙には見覚えがあった。昨日きのう、アマツカサで振ふる舞まわれたお茶菓子だ。確かにあれは物凄くおいしかったが──なぜ、それがここにあるのだろう。暴走し、心しん神しん喪そう失しつ状じよう態たいにあった自分に、庵あん堂どう先生がお土産みやげとして持たせてくれたのだろうか。あとで母さんに聞いてみよう、そう思ったところで、マナがメイのほうを向いた。

　真しん剣けんな表情。

「あの──この最も中なか、どうしたんですか？」

「え」

　メイは食事の手を止めて、目を見開いてマナのことを見つめた。アマツカサで、という正直な答えが頭の中に生まれたが、もちろんそれを口にするわけにはいかなかった。天まが魂たま管理機関であるアマツカサに、ただの高校生であるメイが足を運ぶ理由はどこにも存在しないからだ。

　答えの代わりにあははと笑い、メイはお膳ぜんの上に視線を戻しながら、逆に聞き返した。

「やだな、なんでそんなこと聞くの？　大丈夫だって、別に盗ぬすんできたものじゃないからさ」

　それでもマナの顔には、笑えみのかけらも浮かぶことはなかった。

「これ、『葉は隠がくれ』です。旧市街の坂上にある歌か藍らん堂どうって和菓子屋さんの、一日五箱限定の特製最中」

「く、詳しいね、マナちゃん」

「私のお母さんが甘いもの好きで、あのお店の常連なんです。だから、私も『葉隠』を食べたことがあったんです。『葉隠』はその名のとおり歌藍堂の隠れた名物で──お得とく意い先さきにしか売らないことになってるから」

　どうやら自分は地じ雷らいを踏ふんでしまったらしい、とメイはようやくにして気がついた。一昨日おとといこの町に引っ越してきたばかりの、しかも『よそもの』の神じん野の家けが、この特製最中を手に入れられるはずがない。いくつかの言いい訳わけが頭に浮かんだが、確実にこの場を凌しのげる言葉は見当たらなかった。仕方なく、メイは無ぶ難なんな選択をする。

「──知らない。あたしがもらってきたわけじゃないし」

　必要以上に冷たい声が出てしまった。マナの視線が、頰ほおに突き刺さるのを感じる。それでもメイは顔を上げず、切り分けたハムエッグをトーストの上に乗せ、そのままそれにかぶりついた。もぐもぐと咀そ嚼しやくするメイに、マナは小さな声で尋ねる。

「じゃあ──昨日きのうは、どこに行ってたんですか？」

　今度こそ、表情が凍こおりつくのを感じた。マナはどこまでも真しん剣けんな──見ようによっては思いつめているような瞳ひとみで、じっとメイの答えを待っている。メイは口の中の物を飲み込み、それから一息つくと、改めて、マナのことを見た。事務的な口く調ちよう、

「なんでそんなこと、マナちゃんに答えないといけないの？　関係ないでしょ」

　マナは虚きよを突かれたように息を吞のみ、それからすぐに気弱げに視線を落としてしまった。それを見て、メイの口の中に残るハムエッグの後あと味あじが、砂を嚙かむような感覚に変わっていく。最低、と先ほど父に投げかけた言葉が、今度はメイのすぐ耳元で響いた。

　マナは自分のことを心配してくれているのだ。恐らくは昨日の昼休みのときから、彼女の目はメイがなんらかの悩みを抱えていることを見とおしていたのだろう。だからこそ、昨日メイが帰ってくるのをずっと待ちつづけていたのだろうし、今もこうして会いにきてくれているのだ。会ってからの時間がどれだけ短くても──メイは、マナの、友達だから。友達が抱かかえている悩みを、少しでも軽くしたい、そんなふうにマナは考えたのかもしれなかった。

　そして、自分はその思おもい遣やりを、「関係ない」の一言で弾はじき飛ばしたのだ。

　すっかり食欲のなくなった表情で、メイはお膳ぜんの上の朝食をじっと見つめつづける。いっそすべて打ち明けてしまおうか──昨日きのうから何度も頭に浮かんだその考えを、メイは即そく座ざに打ち消した。恐らくメイが依より坐ましだと知っても、マナはメイのことを嫌ったりはしないだろう。だが、頭でそうとわかっていても、実際にそのことを口にしようとすると、恐怖がメイの舌を凍こおりつかせてしまうのだ。昨日の昼休み、平ひら野のカオリが依坐のことを語ったときのあの表情を、メイはどうしても忘れることができなかった。

「……ごちそうさま」

　マナが上うわ目め遣づかいにメイのことを見上げている。冷たく突き放してしまった埋め合わせに、メイはとびきりの明るい笑顔を作り、「学校行こっか」と誘いかけ、

　──両りよう面めん宿すく儺なが、あたしのことを狙ねらっている。

　笑顔が強こわ張ばり、メイはマナから目を背そむける。わかりきったことに今いま頃ごろ気づいた自分の間ま抜ぬけ振りが腹立たしく、メイは瞬しゆん時じ、どう伝えればわかってもらえるのかを考え、そんなことは不可能であることをすぐに理解した。覚悟を決めるために目を閉じて、さらにマナに背まで向けながら、メイは絞しぼり出すように言う。

「ごめん、マナちゃん。あたし──先、行くね」

　マナの顔が、歪ゆがんだ。

　見えなくとも気配でそれがわかった。振り返ることも、言いい訳わけすることもできないまま、メイは居間を飛び出して、自分の部屋に向かう。置き忘れていたカバンを手に取ると、そのまま引き返し、走り抜けるようにして玄関をくぐった。

「あ、ちょっと、メイ──」

　母の声が背中にかぶさってくるが、メイは答えもせずに走りつづける。朝の静せい謐ひつな空気を吸い込みながら、あたしは大おお馬ば鹿かだ、と自分のことを罵ののしった。なにもかも話してしまえばいいのに。そうすれば、仮にマナに嫌われることになったとしても、彼女を傷つけることはなかったのに。なんなら今からでも遅くない、家に取って返して平ひら謝あやまりし、すべてを打ち明けてしまえばいいのに──

　恐怖が胸を締めつけて、それ以上の思考を阻そ害がいした。マナに嫌われるということを、それまで考えてもいなかったほどに恐ろしく感じている自分に、メイはようやくにして気がついた。

　なら、どうすればいい。彼女を傷つけたメイを、マナが嫌わないという保証でもあるのか。今から引き返して打ち明ければ、きっとマナも事情を理解して、メイのことを許してくれるだろう──しかし、その結果、彼女は依坐であるメイを嫌うかもしれない。

　どうすれば、いいんだろう。ぐるぐる巡めぐる思考に倦うみ、それ以上考えるのをやめて、その代わりに足を動かしつづけた。田園風景がかなりの速度で遠ざかっていき、メイは自分がこんなにも速く走れたのだということを知った。しかし、心の中にあるのは焦しよう燥そうばかりで──なんだか自分が、なにかから逃にげ惑まどっているような気がしてならなかった。




　　　　◆




　黒く、滑るような光沢を持つトンネル──『磐いわ門と』に差し掛かったあたりで、ついに息が切れた。

　入り口で立ち止まり、荒く息をつく。じわりと滲にじみ出た汗が制服に染み込んでいき、メイはそれを気持ち悪いと感じるが、汗を止める手立てがあるわけでもない。両りよう膝ひざに手を当てて、メイは呼吸を整える。目の前の地面が、流れ落ちた汗をぽたりと吸い込んだ。

　と、視界の上方から、突然白いものが割り込んできた。

　驚いて顔を上げ、身体からだをやや引く。それからメイは、大きく息を吐いた。

「……驚かさないでくださいよ、庵あん堂どう先生」

　安あん堵どと共にそう言って、メイは庵堂先生が差し出した白いハンカチを受け取った。顔の汗を拭ぬぐい、そのまま突っ返す。メイの表情を見て、庵堂先生は束つかの間ま驚いたように呆あつ気けに取られた顔をしていたが、すぐに気を取り直したようにハンカチを受け取ると、それを懐ふところにしまい込んだ。それを見ながら、メイは冷たく言う。

「今から、護ご衛えい開始、ですか？」

「ん──ああ。この『磐門』を出たときからだな。正確には」

　そう言って庵堂先生は身を翻ひるがえし、『磐門』の闇やみに入っていった。メイもその後を追いながら、釈しやく然ぜんとしない気持ちをその背中にぶつけた。

「『磐門』を出てからって？」

「『磐門』の内側にいるときに両りよう面めん宿すく儺なに襲おそわれることはまずない。天てん魂こん碑ひを奪うばわれたのは例外中の例外だ。『磐門』は大昔の依より坐ましが作り上げた、強力な砦とりでのようなものだからな。結けつ界かい、というんだが──まあ要するに、『磐門』があるおかげで、普段は妖よう怪かいは旧市街には入ってこられないようになっているのさ。そうでなければ、君をひとりで放ほうっておくような真ま似ねをするはずがないだろう」

　それはそうだ、と納得し、メイは周囲を見渡した。そう言えば、マナはこれが大昔に作られたものだ、と言っていた。そのときは、当時の技術でこんなものができるはずがないと鼻で笑い飛ばしてしまったが──確かに、依坐の力を使えば、これくらい作り上げるのは造ぞう作さもないことだろう。

　そのときのマナの膨ふくれ面つらを思い出して、メイの胸がちくりと痛んだ。振り払うように足を前後させ、庵堂先生の横顔を見上げながら、メイは痛みを忘れるために質問を重ねた。

「それじゃ、『磐門』から出たら、すぐにでも両面宿儺が襲ってくるんですか？」

「そうとは限らない。この『磐いわ門と』による結けつ界かいは、周囲の『まつろわぬもの』から旧市街を隔かく離りするように作用している。つまり、向こうにしてみれば、ここら一帯は『見えない』ってことだ。ここから出ても向こうがすぐにお前を見つけられるわけじゃないだろうし、見つけたところで人が大勢いる場所では襲おそってこないだろう。『まつろわぬもの』ってのは、たいてい人目を恐れるものだ」

「理屈もなにも通じない、化ばけ物ものなのに？」

「化け物だからこそさ。あいつらは本能的に人間を恐れる。勝てないことを知っているからだろう。ひとりの人間ならいざ知らず、大勢の人間の目の前に現れるには、両りよう面めん宿すく儺なではいささか力が劣る」

　よくわからない理屈だが、庵あん堂どう先生がそう言うのならそうなのだろう。隣に立って歩きながら、メイはぼんやりと、はるか先にある光を見つめていた。ふと心に浮かんだ言葉を、そのまま口にする。

「……庵堂先生は、いつ依より坐ましになったんですか？」

　庵堂先生の歩みが、止まった。

　驚いてメイも歩くのをやめ、庵堂先生のことを見上げる。顔には無表情が浮かんでいるが、その深しん奥おうには、なんらかの揺ゆらめきがあるように、メイの目には見えた。

　と、庵堂先生は、メイの視線を恐れるように顔を背そむけた。前を向いて再び歩き出しながら、ぽつりと言う。

「十のとき、アマツカサの命令で天てん魂こん碑ひに触れた。それ以来だ」

　十歳。小学校高学年の頃ころだろうか。庵堂先生の反応に、気になるものがありはしたものの、胸の奥から湧わいてくる衝しよう動どうに逆らうことはできず、メイはさらに言葉を重ねた。

「依坐になったときに──その、学校の友達とかは、なんて言いました？」

「俺おれに友達はいない。そのときは、学校にも通っていなかった」

　その言葉に、思わず足を止める。自分も立ち止まりながら、庵堂先生はゆっくりとサングラスを外し、メイのほうに顔を向けた。初めて目にする庵堂先生の素顔に──メイの表情が、凍こおりついた。

「この目のおかげでな。庵堂の家は天てん条じように次ぐ御み座くら台だいの旧きゆう家かだ。子供を盲もう学がつ校こうに通わせるのは、いささか抵抗が強すぎたらしい」

　白く濁にごったその瞳ひとみに、メイは言葉を返すこともできなかった。何事もなかったかのようにサングラスを再び掛け、庵堂先生は言葉を続けた。

「俺に憑つく天まが魂たま、『ツクヨミ』の能力は、闇やみとその内側を支配すること。この目のおかげで、俺は生まれつき暗闇に縁があった。だから俺がツクヨミの依坐に選ばれたのだろう。天魂は自分と波長の合うものを依坐にするから」

「……全然、見えないんですか？」

「昔は見えなかった。今は視みえる。光を見るのではなく、闇やみを視るんだ。闇を感じると言い換えてもいい。ツクヨミは『闇』の天まが魂たまだから、『闇』を支配することができるし、また『闇』を知覚することもできる。俺おれはその知覚を得て物を視ている」

「闇──？」

　訝いぶかしげなメイの声に、庵あん堂どう先生は少し笑った。

「光のないところはすべて闇だ。例えば物体の内側や──物体の接着面もそうだな。手をつけば手形の闇が、足をつけば足形のそこに闇が現れる。俺はそれを利用して、闇に物を取り込んだり、あるいは闇から物を取り出したりすることができる。──こんなふうに」

　庵堂先生はふ懐ところに手を入れて、そこからＣＤラジカセを取り出して見せた。目を丸くするメイの前で、彼はラジカセをまたしまい、ふと思いついたように言う。

「どうだ？　俺のことが気き味み悪わるくなったか？」

　メイは首を振った。噓うそではなかった。驚きこそすれ、今までずっと自分の相談に乗ってくれていた庵堂先生のことを、気味悪くなんて思うはずがない。庵堂先生は軽く頷うなずき、

「それはありがたい。このことは内ない緒しよにしておいてくれよ。同じ依より坐ましならいざ知らず、他ほかの生徒にこんなことが知れ渡った日には、なんと言われるかわかったもんじゃない。気味悪がられるくらいなら、授業中でもサングラスを掛けている不ふ真ま面じ目め教師と思われたほうがましだ」

　何なに気げないその一言に、メイの胃袋が凍こおりついた。うつむき、言う。

「……気味、悪がられますか。やっぱり」

　んー、と庵堂先生は考えるような声を出し、

「半々ってとこだろうな。俺の目のことを知ってからも、普段どおり接してくれる奴やつもいるにはいるだろう。だが、そうでない奴だってきっと出てくるさ。他人であれば顔を突き合わせなければいいだけの話だが、生徒と教師じゃそういうわけにもいかない」

「──クラスメイトでも、そうですよね」

　足元を見つめながらぽつりとそう言うと、庵堂先生の声が止やんだ。ちらりと横目に見上げると、庵堂先生が覗のぞき込むようにこちらを見下ろしていた。

「神じん野の、瀬せ川がわが昨日きのう言ったことだが──」

「わかってます。彼女は言いふらしたりしない。脅おどしで言っただけですよね、あんなの」

「……瀬川は、悪い奴じゃないんだ。ただ、人の心に疎うといというか──思い込んだら他のことが見えなくなる傾向がある。天まが魂たまに憑つかれていながら、依より坐ましとして生きようとしないお前のことが、焦じれったく思えたんだろう」

　メイは黙もくしたまま、また歩きはじめた。足元に視線を落としたまま、ぽつりと、

「……もし、ですよ。もし、クラスのみんなに、あたしが──天魂に憑かれてるってことがバレたら、なんて言われると思いますか？」

　庵堂先生は即そく座ざに答えを返してきた。

「口に出してなにかを言ってくる奴やつはいないだろう。しかし、考えていることは態度に表れるものだ」

「それとなく、敬遠したり？」

「あるいは、恐れたり、嫌ったり」

　言葉がぐさりと胸に刺さった。悪わる気ぎはないとはわかっていたが、メイは鋭い目で庵あん堂どう先生の横顔をにらみつけ、

「先生の、体験談ですか？　それ」

　思わずそう言ってしまってから、失しつ言げんだったことに気づく。口を噤つぐんで横目で見たが、庵堂先生はさして気にしたふうでもなかった。

「そうだな。敬遠されたし、恐れられたし、嫌われもした。おかげで友達もできなかったしな」

「……辛つらく、なかったですか？」

「全然」

「どうして」

「それよりも、もっと辛いことがあったから」

　淡たん々たんと、庵堂先生はそう言った。メイは言葉を失なくして、再び前を向く。周囲の人間から、敬遠され、恐れられ、嫌われることよりも、もっと辛いことはなんなのか、メイはしばらく考えてみたが、メイの乏とぼしい人生経験からは、そんな出来事を見つけることはできなかった。さすがにその内容を問うことはできず、黙もく然ねんと歩きつづけるうちに、庵堂先生がやけに明るい声を出した。

「そんなに心配しなくても大丈夫だ。そりゃこうして俺おれと登下校していれば、少しは不自然に思われるかもしれないが、それでも『よそもの』が依より坐ましになったなんてことを思いつく奴はまずいない」

　メイは弱々しく笑い、

「違いますよ、先生。そういうことを心配してるんじゃないんです。ただ──」

「ただ？」

　──マナちゃんに打ち明けたら、どういう反応をするかなって思って。心の中でそう続けて、メイは近づきつつある『磐いわ門と』の出口を、目を細めて見つめた。

　マナになにもかもを打ち明けて、悩みを聞いてほしい。そう思う気持ちが、メイの中には確かにあった。そこには罪ざい悪あく感かんも多分に混じっていた。マナに対して隠かくし事ごとを抱かかえているという罪悪感と、その隠し事が彼女を傷つけてしまったのだという罪悪感。こんなに苦しい思いをするのならば、いっそ腹を決めてあらいざらいぶちまけてしまえばいいと思うのだが──しかし、やはり、真実を口にするのは、怖かった。

　マナちゃんに疎うとまれるかもしれない。マナちゃんに怖がられるかもしれない。──マナちゃんに、嫌われるかもしれない。そう考えただけで、胃の腑ふがじくりと重くなる。人にはない力──人を傷つける可能性のある力。おぼろげにしか残っていない昨日きのうの記憶をたぐり寄せて、メイは深々と息をついた。

　考えても答えは出ない。それならばいっそ、考えないほうがいいのかもしれない。いずれにせよ、学校に行けば嫌いやでもマナと顔を合わせなければならないのだ。そのときのマナの反応で、どうするか決めればいい。

　ひとまず決めたその案は、思考停止に近いものだったが、それでもメイの頭を幾いく分ぶんかは軽くしてくれた。思えば今朝けさからずっと、なにかに悩まされつづけてきたような気がする。足を動かしているあいだくらいは、頭を動かすのはやめにしよう、そうとだけ考えて、それきりメイはなにも考えず、庵あん堂どう先生と連れ立って歩きつづけた。




　　　　◆




　瀬せ川がわナナミは遅くとも七時三十分、授業開始の一時間前には学校に到着する。当然クラスには誰だれもいないのだが、その静せい謐ひつがナナミには心ここ地ちよいのだ。教きよう壇だんを軽く掃そう除じし、日につ直ちよく欄らんを更新して、教員室から日誌を持ってくる。毎朝の日課を済ませると、ナナミは自分の席に腰を下ろした。目を閉じた脳のう裏りに響くのは──昨日、庵堂先生に言われたことだった。

（──瀬川、お前は人の心に疎うとすぎる。自分の言葉が引き起こす結果もわからない人間に、アマツカサが事を任せると思うのか？）

　机の上に載のせた拳こぶしに、ぎ、と力が宿やどった。事を任せる。アマツカサにとって、必要な任務をこなすこと。今までのような雑用ではない──真しんにアマツカサのため、御み座くら台だいに住む人々のためになる仕事。中学に入ったころから、ナナミはそれを任せられることを望んでいた。それこそが、自分のただひとつの存在意義であると考えていたからだ。

　しかし──昨日の一件で、それはまた遠ざかってしまった。

　不意に、頭の奥に違い和わ感かんを覚えた。いつもどおりの、ミツハノメが浮き上がってくる感覚。接続を繫つなげると、真っ先に聞こえてきたのは、例によって羽は虫むしのような笑い声だった。

『まぁた思い悩んでおるのか。飽あきもせず、ご苦労なことよの』

「…………うるさい」

　ぽつりと口に出して言うと、普段のように頭の中だけで反はん駁ばくするのとは、また違った印象があった。深々と息を抜き、ナナミは椅い子すの背もたれにもたれかかった。

「ミツハノメ。昨日、私がしたことは──間違いだったのかしら」

　依より坐ましになることを拒絶したメイを、どうしても許すことができなかった。だからこそ、彼女の弱よわ味みに付け込んで、依坐としての力を人々のために振るうように脅きよう迫はくした。しかしその行為が招いたのは、神じん野のメイの顕あら神がみ化かと、それによる天あま総つかさの社やしろ第一分殿の小火ぼやという惨さん憺たんたる結果だけ。聞いた話によれば、あのあと顕神になりかけたメイを鎮しずめるために、あの庵堂先生すら負傷したのだという。昨日きのう、レイコに言われた言葉が、まざまざと脳のう裏りに蘇よみがえってきた。──まだまだ、未み熟じゆく。

　そのとき、泥沼に陥おちいりかけた思考に、ミツハノメの竹を割ったような声が割り込んできた。

『お主ぬしが正しかったか、誤っていたか、そのようなことは妾わらわの知ったことではない。しかしな──ナナミよ、なぜ妾がお主を依より坐ましに選んだか、その理由は知っているであろう？』

　ナナミは、ふ、と笑い、

「私の頑がん固こさを見込んだのでしょう？」

　ミツハノメはからからと笑った。

『左さ様よう、左様。お主の頑固さは他たに類るいを見ぬ。昨日とて、逃げようと思えば簡単に逃げられたはずなのに、お主はそうしようとはせなんだな？　逃げて、あとは庵あん堂どうやら天てん条じようやらに任せればよかったものを──お主は少なくとも、自分で始めたことを自分から投げ出そうとはしなかった。そうだな？』

「……なにが言いたいの？」

『お主が正しいとか、誤っているとか、そのようなことは問題ではないのだ。実際お主が確実に正しかったと、あるいは確実に誤っていたと、そのようなことを断言できるものがどこにおる？　そんなものはどこにもいはしない。大事なのは──』

「私が、私のやったことを、どう思っているか」

　ミツハノメは呆あきれたように、

『なんだ。わかっておるではないか』

「途中でわかったのよ。──そうね、ミツハノメ。あなたの言うとおりだわ」

　拳こぶしを固め、立ち上がる。どうかしていた。たとえそれが血けつ肉にくを分けた天まが魂たまであれ、自分以外の存在に自分の正誤を確かめようとするとは。天条レイコがどう言おうとも、庵堂先生になんと言われようとも、ナナミの心は変わらない。──私は、正しいことをした。「自然を支配する」という、この世のいかなる才能よりも貴重な天魂の力を、よそものひとりの都つ合ごう──それも、「友達に知られたら恥ずかしいから」などという幼稚な都合で無む為いにするなど、まったく馬ば鹿かげきった話だ。

「そうとも、私はなにも間違ったことは言っていない。依坐なら、その力を他人のために振るうべきだ。まして自分の身を守るのに、他ほかの依坐の力を借りるなど、言ごん語ご道どう断だん──」

　そこでふと思いつき、ナナミは独ひとり言ごとを発していた口を閉じた。短い思案の後、その唇くちびるが薄く歪ゆがめられる。

「……いいことを、考えたわ、ミツハノメ。とてもいい解決法を」

『ほう。ぜひお聞かせ願いたいな』

　ミツハノメのその声は、やはり観劇を楽しむ第三者のそれだった。が、別にいまさら気にすることでもない。ミツハノメの享きよう楽らく的てきな性格は、ナナミが一番よく知っている。

「私は間違ってはいなかった。しかし、神じん野のメイの言いい分ぶんにも一いち理りはある。彼女はよそものの上に成なり立たてだ。自分の身を守るためとはいえ、『まつろわぬもの』の相手をするには、彼女では少々荷が重い」

　ふふ、と笑い、ナナミは再び椅い子すに腰を落ち着けた。

「依より坐ましを護ご衛えいにつけるのは許しがたいわ。しかし、依坐が手助けをするくらいは構かまわないでしょう。──それくらいなら、私がやってあげてもいい」

『なるほどな。その神野とやらに依坐をつけることは、アマツカサの意思でもある。つまり、お主ぬしのかねてからの望みどおり、アマツカサの仕事をこなすことにもなる、というわけだ。一石二鳥ではないか』

　感心したようにそう言ってから、『しかしな』とミツハノメは続けた。

『神野とやらには、すでにしてアマツカサの他たの依坐が護衛についているのであろ？　そちらのほうはどうするつもりだ？』

「あのね、ミツハノメ。昨日きのうの今日きようで私が神野メイの護衛を買って出たところで、庵あん堂どう先生が許してくれると思うの？」

『思わぬから聞いておるのだろうが。──まさか、お主』

　そのまさかだ。不ふ敵てきな笑えみを浮かべつつ、とん、と机の上を指先で叩たたく。

「十中八九、神野メイの護衛は庵堂先生本人よ。先生の能力なら、神野メイを危険に晒さらすことなく護まもることができるから。そこまでわかっているのなら、あとは簡単。どうとでも言いつくろって、横から護衛役をかっさらえばいい」

『独どく断だん専せん行こう、事じ後ご承しよう諾だくというわけだ。どちらもお主にはぴったりの言葉よの』

　なんとでも言えばいい。頭の中でそう返し、ナナミは実行の段だん取どりを組み立てはじめた。

　護衛役を引き受ける、と庵堂先生やメイに言ったところで、返ってくるのは拒絶だけだろうから、あからさまにそうとは口にしないほうがいい。特に庵堂先生には、自分がそれを狙ねらっていると気づかれることすらあってはならない。彼はアマツカサにおけるナナミの上司なのだから、企たくらみを嗅かぎつかれてなにか他ほかの雑用を押しつけられるかもしれない。そんなことになれば、その場でこの案は潰ついえてしまう。

　やはり説得するならメイのほうがいい。依坐や天まが魂たまに関する知識の乏とぼしい彼女なら、どうとでも言いくるめられるだろうし──なによりも、弱よわ味みを握っている。昨日のようなヘマはしないまでも、巧たくみに弱味を突いて要求を吞のませることはできるだろう。と、そんな思考の表面を読み取ったのか、ミツハノメがそれはそれは嬉うれしそうに言った。

『ナナミよ、すっかり悪役が板についたの』

「…………黙りなさい。大体ね──」

　反はん駁ばくしようと開いた口を、ナナミはすぐに閉じてしまった。静まり返った教室の中に、どこか遠くの音が響いていた。廊ろう下かを──誰だれかが歩いてくる。時計を見れば八時ちょうどで、ちらほらと生徒が登校しはじめる頃ころ合あいだ。ミツハノメとのお喋しやべりを打ち切って、ナナミは机の上に教科書を出し、予習に余よ念ねんがない振りをした。そうしているあいだにも、足音は段々と近づいてきて──やがて、ナナミのいる教室の前で止まった。扉が開く。

　金髪。

　わずかに目を見開いて、ナナミはメイのことを注視した。それは向こうも同様だったが、彼女はすぐに目を伏せると、自分の机の上にカバンを置き捨てて、そのまま駆かけ抜ぬけるようにして教室から出て行ってしまった。

　ずいぶんとまあ、嫌われたものだ。これは説得するにも、かなり骨を折りそうだな──そんなことを考えながら身体からだを椅い子すに預け、ナナミは小さく息を抜いた。




　　　　◆




　ホームルームの予よ鈴れいと同時に、マナが教室に入ってきた。

　初めに気づいたのはメイと取りとめもない話をしていたカオリのほうで、彼女は軽く片手を上げて「おはよー」と挨あい拶さつをすると、なんでもないような口く調ちようで言った。

「どしたん？　今日きようはずいぶん遅かったねー。なんかあったの？」

　ぐ、とメイの喉のどが詰つまった。マナの顔を正視することができない。反応を見てから打ち明けるかどうか決めると考えておきながら、いざ目の前にしてみれば反応を見ることさえできないではないか。唇くちびるを結んで下を向いたメイの耳に、普段よりいささか小さいマナの声が聞こえてきた。

「うん、ちょっと──寝ね坊ぼう、しちゃって」

　カオリは心しん底そこ驚いたように、

「へええ、珍しい。ってか初めて聞いたよ、マナが寝坊するなんてさ。なんかあれだね、安心するね。マナも同じ人間なんだなーって」

　マナは小さな笑い声を返したが、それがお義ぎ理りであることは、彼女の顔を見ていなくてもわかった。と、マナの顔がこちらを向く気配、それから恐る恐るといった感じに、マナは言った。

「──おはようございます、メイさん」

「……ん。おはよう」

　朝の挨拶を交わすのは、これで二度目だということに気がついて、メイはさらに気が重くなるのを感じた。意を決してちらりと見ると、マナは柔やわらかく微笑ほほえみながらメイのことをじっと見つめていた。

　その微び笑しように、悲しそうな影が混じっているのは、気のせいではないと思う。

　朝のざわめきの中で、二人のあいだに沈黙が降りた。どちらもなにも言わず、ただ時間だけが経過していく。にわかに流れた微妙な空気を読み取ったのか、カオリはメイとマナを交互に見み遣やると、慎重な口く調ちようで言った。

「……え、と。なに？　喧けん嘩か、してるの？」

　マナは即そく座ざに首を振り、その言葉を否定する。

「喧嘩なんて。そんなこと、してないよ。──ね、メイさん」

「えっ？　あ、うん。喧嘩はしてないよね」

「喧嘩は？」

　訝いぶかしげな声に、メイはカオリを見ることさえできなくなってしまう。顔を伏せたメイを見て、やましいことがあるのは彼女のほうだと判断したのか、カオリはメイの顔を下から覗のぞき込むようにして見た。

「なに。なにがあったの？　なんか嫌いやな雰ふん囲い気き」

「いや。それは、その──」

　メイは言葉に詰つまり、そんなメイに助たすけ舟ぶねを出すように、横からマナが口を挟はさんできた。いつにないきっぱりとした口調で、

「なんでもないよ。朝に気まずいことがあっただけ。ほら、私とメイさんの家、隣同士でしょ？　それで、ちょっと」

「気まずいこと、ねえ」

　カオリはいまいち納なつ得とくがいってないような素そ振ぶりを見せたが、彼女は友達同士のちょっとした諍いさかいに首を突っ込むほど気の利きかない人間ではなかった。「ま、仲直りしなさいよ」とだけ言い置いてするりと身を翻ひるがえし、自分の席に戻っていく。気まずい雰囲気の中に取り残されたメイは、やはりマナの顔を直視することもできなかったが──マナのほうは、メイが思っていたほど、気き弱よわな性格をしているわけではなさそうだった。

「メイさん。今朝けさは、どうもすみませんでした」

　そう謝られて、メイは思わず顔を上げた。ほとんど反射的に立ち上がり、

「そんな──マナちゃんが悪いんじゃないよ！　あたしが、悪かったんだ。マナちゃんはあたしのこと心配してくれてたのに、あんな言い方──」

「いいえ。悪いのは私のほうです。誰だれだって聞かれたくないことくらいあるのに、そんなことにも気づかなかった私が馬ば鹿かだったんです。ごめんなさい、メイさん。許して、ください」

　マナの顔が崩れる。口から出るのは強い声、しかしその表情は、今にも泣き出してしまいそうに歪ゆがんでいた。メイは息を止めて、思わずマナの手を摑つかんでいた。

「──マナちゃん、あたし、あたし、は──」

　言おう。そう思った。疎うとまれてもいい、嫌われてもいい。なにもかもを打ち明けて、説明して、マナには悪いところなどひとつもなかったのだということを証明したかった。マナにだけは──本当のことを、知っておいてほしかった。メイは意を決して、口を開きかけ──

　いつの間まにか、教室のざわめきが消えていることに気がついた。

　周囲を見渡す。クラスメイトの半分は、メイとマナのことを見ている。そしてもう半分は──教室の前方、黒板の前に所しよ在ざいなげに立っている、黒ずくめの担任教師に向けられていた。彼は右手でサングラスを掛け直すと、「まあ、なんだ」と言いにくそうに言った。

「麗うるわしき友情は結けつ構こうだが──ホームルーム、始めていいか？」

「はいっ！　どうぞ！」

　マナは顔を赤らめてそう言い、メイの手を一ひと際きわ強く握ってから、すぐに離してしまった。教室のあちらこちらでくすくすと忍しのび笑いが漏もれはじめ、メイも羞しゆう恥ちに頰ほおが染まるのを感じる。そそくさと席に座り込みながら、なんて間まが悪い人だろう、と庵あん堂どう先生のことを心の中で罵ののしった。

　しかし──一度打ち明けると決めた心は、変わらなかった。学校の中で話すわけにはいかないし、登下校もしばらくは一緒にできないだろう。今日きよう、学校から帰ったら、部屋に呼んですべて説明しよう。そう決心した瞬間、メイは今朝けさ方がたからずっと頭の中にかかっていたもやもやが、すっきりと晴れ渡っていくのを感じた。




　　　　◆




　一時間目の数学が終わり、メイは深々と息を吐きながら机の上に突っ伏した。数学はメイのもっとも苦手とする科目である上に、昨日きのうから今日にかけてのごたごたのおかげで、ちっとも勉強する気になれなかった。──まあ、これはいつものことかもしれないが。

　それよりも、と気分を変えて、メイは起き上がって隣のマナのことを見つめた。マナのほうはさすがに優等生だけあって、次の授業の準備に余よ念ねんがない。と、メイの視線に気づいたのか、マナはふとノートから顔を上げた。メイのことを見て、にこりと微笑ほほえむ。

「どうかしました？　メイさん」

「話したいことがあるんだけど。その、今朝のことでさ」

　マナの表情にわずかな変化が起こったが、それを細かく分析する気にはなれなかった。準備を中断して、鉛筆を筆箱に入れ、メイのほうに向き直る。真ま面じ目めな表情で、頭を下げかけ、

「今朝は、本当に──」

　メイは苦笑して、両手を伸ばしてマナの肩を摑つかみ、自分のほうに向けさせた。

「だから、それはもういいんだってば。──ううん、本当は謝らなくちゃいけないのは私のほうなんだけど──あのさ、もしマナちゃんがよければ、聞いてほしいんだ。昨日──あたしに起きたことを」

　マナは驚きに目を見開いて、まじまじとメイのことを見つめた。その視線を受け止めながら、メイは続ける。

「学校じゃちょっと話しにくいから、家に帰ってから。あたしの部屋に来て──それで、聞いてほしい。いい？」

　マナは少し考えるような素そ振ぶりを見せ、

「話して、くれるんですか？　昨日きのうのことを？」

「……うん」

「メイさん、私、無理に聞こうとは──」

　メイは首を振った。

「違うの。そういうんじゃなくて──あたしが、聞いてほしいの。マナちゃんに。昨日、あたしになにが起こったのかを」

　瞳ひとみが揺ゆれ、顔を伏せる。マナは一いち抹まつの驚きが残る表情でメイのことを見つめていたが、やがてこくりと頷うなずいた。それだけで、メイは自分の心が深々とした安あん堵どに包まれるのを感じた。

「──よかった。ごめんね、ありがとう」

　マナは小さく笑う。

「変なメイさん。どうして謝るんですか？」

　メイも笑いながら、今朝けさ方がたから抱かかえていた不安を、あらいざらい口にした。

「だってさ、『関係ない』なんて言っちゃった上に一緒に学校行くこともできなかったから、きっとマナちゃん怒ってるんだろうなって思ってたから。だから、その──気まずい思いをさせて、ごめんねってこと」

「そんなこと。些さ細さいなことじゃないですか」

　些細なことか。よくよく考えてみれば確かにそのとおりで、今振り返ってみれば、どうしてあんなに焦あせっていたのか自分でもよくわからなかった。──多分それは、マナがメイにとって特別な存在になっていたからだろう。御み座くら台だいに来て、初めてできた友達。慣れない場所での新生活に怯おびえきっていたメイの不安を、その優しい性格で溶かしてくれた、大事な友達だからだ。

　依より坐ましになったと打ち明けることは、マナとの友情を失う危険性を伴ともなうことだった。そのことを考えると、メイは自分の口の中が渇かわくのを感じたが、もうすでに覚悟は決まっていた。言わないでしこりを感じつづけるよりも、言ってすっきりしてしまったほうがいい。そう思えるようになっていた。

　軽々とした気分のまま、メイは立ち上がった。問うようなマナの視線に、「水飲んでくるね」とだけ答えて、メイは教室から出て行った。

　教室のすぐ近くにある冷水機には、先客がいた。それとなく後ろに立って、終わるのを待つ。体育の時間のあとでもない限り、水飲みの順番などというものはそう長く待つものでもない。案あんの定じよう、先客はすぐに顔を上げて、くるりと振り返った。メイは入れ違いに冷水機の前に立とうとして──思わず、先客の顔を凝ぎよう視しした。

　瀬せ川がわナナミだった。

「あら」

　鋭い目をさらに細めて、ナナミはさも意外そうな声を出す。指先で口元を軽く拭ぬぐうその姿に、メイは鈍い怒りがこみ上げてくるのを感じた。昨日きのうの『暴走』の前後の記憶は、いまだにあやふやなままだが──それでも、目の前の少女に言われたことは、鮮明に覚えていた。

「──どいて」

　邪じや険けんにそう言って、メイは強引に冷水機の前に立った。ナナミは半歩身を引いて、それきりその場を動こうとはしなかった。冷たい水が喉のどの奥に滑すべり落ちていくのを感じながら、しかしメイは少しも爽そう快かい感かんを味わうことができない。早くどっか行ってよ──とは思うものの、彼女がメイになんらかの用事を持っていることは明らかだ。諦あきらめてメイは水を飲むのをやめ、これ以上ないほど嫌いやそうな顔をして、ナナミに相あい対たいした。

「…………なに？　なんか用？」

「昨日は大変だったわね」

　さらりと言う。胸中の怒りがさらに燃え上がるのを感じて、メイは踵きびすを返した。と、ナナミがそれよりさらに早く、まさに水のような身のこなしで、メイの進路を塞ふさいだ。メイは大きく息を吐き、

「用が、あるなら、さっさと、言って。本当はあんたなんかと、一ひとっ言ことも話はしたくないんだけどね」

「あら、ここで言っていいの？　それじゃ早さつ速そく──昨日のことなんだけど、」

　メイは無言でナナミの腕を摑つかみ、そのまま歩き出した。どこか人ひと気けのないところを探しながら闇やみ雲くもに足を動かしたが、転校してまだ二日のメイが、そんな場所を知っているはずもない。と、ナナミが逆にメイの腕を摑み、メイが進むのとは別の方向に歩きはじめた。仕方なく、メイはナナミの背中を追った。

　着いた場所は一階の廊ろう下かの突き当たりで、左右の教室のプレートには『生物室』と『生物準備室』と刻み込まれていた。前後の時間で使うクラスがなかったのか、ひっそりと静まり返っている。メイはようやくナナミの腕を振ふり解ほどき、腰に手を当てて言った。

「それで。なに？」

　ナナミはメイのことをきろりと横目で見て、生物室の扉にもたれかかった。まるでこちらを観察しているような視線。気に入らない。

「あなた、やっぱりまだ成る気はないの？」

　成なる──という単語に、一瞬考えてから、メイは顔をしかめた。

「さらさらないね」

「ふうん。そう」

　やけに気のないその返事に、違い和わ感かんを覚える。昨日、脅きよう迫はくまでしてメイに依より坐ましになるよう迫ってきた彼女とは、まるで別人のようだった。メイはその変化を、反省ではなくなんらかの企たくらみの予よ兆ちようであると判断し、自らの身体からだを守るように抱いた。

「──さっきからあたし、用件はなにって聞いてるんだけど」

　ナナミは、得えたり、と頷うなずき、

「なら単たん刀とう直ちよく入にゆうに。──私を、あなたの護ご衛えいにしなさい」

「……はあ？」

　なんだか昨日きのうにもこんなことがあったような気がする。そもそもこの女は、どうしてただのクラスメイトに過ぎない相手に、命令形で話をすることができるのか。疑問が頭を埋め尽くしたのは一瞬のことで、すぐにナナミの言葉に対する返答が浮かび上がってきた。それをそのまま口にする。

「やだ」

「どうして？」

「あんたが嫌いだから」

　言ってしまった。が、失しつ言げんを発したという気にはならない。本当に、心の底から、自分はこの瀬せ川がわナナミという少女が大嫌いなのだ。昨日のカオリの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる──冷たくて傲ごう慢まんで自分勝手。まさしくこの少女にぴたりと当てはまる言葉だった。

　嫌い、と言われても、ナナミは眉まゆひとつ動かさなかった。鷹おう揚ように頷うなずき、

「そうね。私もあなたのことが好きじゃないけれど、でも、それと『仕事』とは別よ。そうでしょう？」

「……別の言い方しようか？　護衛は、間まに合ってます。あたしのことはもっと他ほかに、ちゃんとした人が護まもってくれるんだから」

「庵あん堂どう先生のことを言ってるの？　──あなた、まだ庵堂先生に負担をかける気？」

　ぐ、と言葉に詰つまる。メイに護衛がついているのは、メイに自分の身を護る力がないからだ。が、あくまでもそれは建たて前まえに過ぎない。本当に自分の身を護ろうと思うのなら、多分、やってやれないことはない。なぜならメイには、『雷いかづち』の天まが魂たまであるタケミカヅチが憑ついているのだから。

　しかし、メイはそれを使う気はない。使えるが、使いたくないからだ。自分勝手、という言葉が再び頭に響き、メイは不快そうに眉を寄せた。観察者の瞳ひとみでそれを見つめながら、ナナミはさらに言葉を重ねる。

「昨日のことは覚えているの？」

　話が変わった。メイは用心深く答える。

「あんたに脅おどされた辺りからは覚えてないけど──なにが起きたのかは、知ってる」

「彼に教えてもらったの？」

　彼──とは、タケミカヅチのことを言っているのだろう。先ほどからナナミは天魂関連の言葉を口にするのを避さけているようだった。一応、メイの意思を尊そん重ちようしてくれているのだろうか。

「そうよ。あたしが、暴走したって」

　ナナミは瞬まばたきを二回ほどしてから、軽く頭を下げた。

「ごめんなさい。あなたがああなったのは──半分は、私の責任。それは認めるわ」

　メイは息を吞のんで驚いた。──瀬せ川がわナナミが、謝った。およそ人に対して腰を折るなどということをしそうにないだけに、その驚きは衝しよう撃げきに近いものだった。

「……どういうこと？」

　ナナミは視線を上げた。訝いぶかるような声、

「なぜあなたがああなったのか、その理由は聞かされていないの？」

「タケ──あいつは、あたしが理性を失ったからだって」

「つまり、そういうことよ。私の脅きよう迫はくで、あなたは理性を失った。怒りか恐怖かはわからないけど、それがあれの原因になったのは事実。だからあれの責任の半分は私にある」

　それを聞いても「そうなのか」という思いがあるだけで、別べつ段だん瀬川ナナミに対しての怒りは込み上げてこなかった。メイは息をつき、

「あんたに半分、あたしに半分──ってことね」

「そう。その意味では私とあなたは仲間だと言えるわ」

　仲間、か。ふっと鼻で笑い、メイは話の先取りをした。

「共犯同士、これ以上庵あん堂どう先生のお手を煩わずらわせるのはやめましょう、ってわけ？」

「そういうこと」

　こちらを観察するようなナナミの目は、どう見ても仲間に向けるものではなかった。やはりこいつのことは気に入らない、が、しかし──気に入るかどうかと、正しいかどうかは、まったくの別問題なのだ。

　昨日きのうの『暴走』によって、アマツカサにかなりの迷惑をかけてしまったのは事実だ。その上護ご衛えいまでしてもらうなんて、少々図ずう々ずうしすぎるのではないだろうか。その点ナナミならば、なんの気き兼がねもなくその仕事を押しつけることができる。メイはナナミのことが嫌いだし、彼女には『暴走』の責任の一いつ端たんがある、らしい。しかも彼女自身がそれを望んでいるというのだから、気にする必要はどこにもない。

　しかし。

　どうにも気に入らなかった。なんだかナナミの思おも惑わくどおりに踊らされているような気がするのだ。メイは目を細めて、ナナミに問うた。

「なんでそんなに護衛をしたがるの？　危ない役目なのに」

　ナナミは驚いたふうに目を見開き、

「危ない役目だからこそよ。アマツカサのために、そういう仕事をこなしてこそ、一人前と認められるから。そのためにはあなたの言う危険なんて、なんでもないわ」

「……アマツカサのため、ねえ……」

　いまいち理解できない。どうしてそこまでアマツカサに入れ込むのか、きっとナナミにはナナミなりの事情があるのだろうが、それを聞く気にはなれなかった。

　考え込むメイを見て、ナナミは、ふう、と息をついた。扉にもたれかかるのをやめて、ゆっくりと歩き出す。メイの隣を横切ってから、彼女は立ち止まり、首だけをこちらに振り向かせた。

「それに、庵あん堂どう先生は護ご衛えいには不適任だから」

「……不適任？」

「普段ならそんなことはないんだけど。庵堂先生は多分、アマツカサでも最強の依より坐ましだし──でも、今は怪け我がをしているからね。怪我人を戦わせるわけにはいかないでしょう？」

　メイはぱちぱちと目を瞬しばたたかせ、

「怪我、って。そんなふうには見えなかったけど」

　ナナミは少し驚いたような顔をした。それから不意にその顔が歪ゆがみ、笑っているような、怒っているような、今までに見たことがない種類の表情を浮かべる。

「なに言ってるの？　あなたが庵堂先生に怪我を負わせたんでしょう」

「──え」

　地面が、ぐらついたような気がした。

　暴走した。そうタケミカヅチは言った。しかしその結果について、自分はタケミカヅチからなにか聞いただろうか？　──聞いたような気がする。死人も怪我人もでなかったと、彼は確かにそう言った。だからこそ、メイは昨日きのうの暴走に対して、それほどの罪ざい悪あく感かんを覚えずに済んでいたのだ。だが──

「なに、『え』って。彼に教えてもらったんじゃないの？」

「──いや、だって、そんなこと────」

　人差し指と親指をくっつけて、タケミカヅチ！　と頭の中で怒鳴りつける。が、彼の存在が脳のう裏りに浮かび上がってくることも、その声が耳元に響いてくることも、ついになかった。一瞬にして青ざめたメイのことを酷こく薄はくに見み据すえながら、ナナミはさらに言葉を続けた。

「『雷いかづち』が暴走して、なにも傷つけずに済むとでも思ったの？　庵堂先生は右肩と右腕に全治一週間の火傷やけど、あのときの部屋は半はん焼しようして使い物にならなくなった。その責任はどこにある？」

　ナナミは自分で答えを出す。親指を自分のほうに突きつけてから、くるりと反転させてメイのことを指差した。それからその手をぱっと開き、彼女は片かた腕うでだけで肩をすくめてみせた。

「わかるでしょ？　これ以上手を煩わずらわせるなっていうのは、そういう意味でもあるの。怪我を負わされた人間が怪我を負わせた人間を護まもるなんて、滑こつ稽けいだわ」

　それだけ言ってナナミは背を向ける。ぴんと張った背筋を青ざめたメイに見せつけながら、彼女は付け加えるように言った。

「放課後に返事を聞くから、それまでに考えておいて。それじゃ」

　その背中が遠ざかり、廊ろう下かの角に消えてからも、メイはずっとその場に立ち尽くしていた。




　　　　◆




　庵あん堂どうがホームルームの終了を告げると、教室中が一いつ斉せいにざわめきに包まれた。一日の務めが無事に終わり、大きく伸びをしている生徒もいれば、疲れたように机に突っ伏している生徒もいる。庵堂は闇やみの中でそれを感知しながら、メイのいる辺りに意識を集中した。

　こころなしか、前かがみになっている。隣の生徒──楠木くすのきマナ──と何事か話をしているようだが、唇くちびるの闇はあまり多く動いてはいないようだった。話が途と切ぎれた瞬間に、庵堂は彼女の名前を呼んだ。

「神じん野の、ちょっと来てくれ。話がある」

　メイは顔を上げ、ゆっくりと立ち上がる。マナに向かって小さく手を振ってから、小走りにこちらに駆かけ寄よってきた。その表情は──なぜだろう、だいぶ優すぐれないように思えた。

「どうした？　腹でも痛いのか」

　メイは曖あい昧まいに微笑ほほえみ、

「ええ、ちょっと、さっきから具ぐ合あいが悪くて。──それで、どうしたんですか？」

「ああ──あのな、今日きようは少しやり残した仕事があってな。それが終わるまで、少し待っていてくれないか？」

「……わかりました」

　素直に頷うなずき、そのまま教室の出口に向かおうとして、その足がぴたりと止まる。振り向いて、メイは言った。

「先生」

「ん？」

「右手、見せてください」

　庵堂は顔色を変えない。メイがそのことを聞いてくるであろうことは、半なかばは予想の範囲内だった。ただ、本当ならばそれは今朝けさに聞かれたはずであって、放課後に差し掛かった今になって確認してくるとは思っていなかったのだ。

　差し出した右手には、包帯が巻かれている。聞いてくる、ということは、知っている、ということでもある。だから庵堂は、ごまかさずに言った。

「全治一週間だそうだ。ペンやチョークは握れる」

「…………」

「なに黙ってるんだ？　こんなもの、大した怪け我がじゃない」

　そう言い切って、庵堂は強引に手を引っ込めた。右手に吸い寄せられていたメイの視線が、自分の顔にずいと向けられたのを確認して、庵堂はそれとなく顔を背そむける。

「帰りのほうが可能性は高いから、帰りは車だ。終わったらすぐに行くから、図書室で時間でも潰つぶしていてくれ」

「…………」

　やはりなにも言わないまま、メイは小さく頷うなずいて、そのまま教室から出て行った。彼女の内部の闇やみが図書室のほうに向かうのを視みてから、庵あん堂どうはようやく自分の足を動かして、教員室へと戻っていった。




　　　　◆




「詰つめてくれる？」

　メイはナナミのことを目だけで見上げる。護ご衛えいをしてくれるとはいえ、不必要に馴なれ合う気はない。冷たい声で言葉を返す。

「助手席に座ったら？」

「いいから詰めなさい。襲おそってきたときにすぐ近くに護衛がいないようでは話にならないわ」

　メイは憮ぶ然ぜんとした顔つきのまま、それでも腰を動かして奥のほうに詰めた。ナナミは何なに食くわぬ顔でシートに座り、運転席に向かって声を掛ける。

「それじゃ、沢さわ村むらさん。出してください」

　やけに体格のいい運転席の男は、沢村、というらしい。大きな身体からだを窮きゆう屈くつそうにさせながら、彼はメイたちのほうをちらりと振り向いた。

「しかし、庵堂さんに連絡くらいはしないと──」

「大丈夫です。先生には私から言っておきましたから」

　ぬけぬけとそんな噓うそを言うナナミのことを、メイは胡う散さん臭くさそうに見つめた。とはいえその噓には、自分も加か担たんしているのだ。ふう、と息をついて、メイは窓の外に目を向けた。車がゆっくりと動き出す。

　庵堂先生に、きちんと説明をしたほうがよかったのかもしれない。そんな思いがちらりと脳のう裏りをかすめたが、いまさらどうにかなることでもなかった。これは、言わば『騙だまし討うち』なのだ。説明したからといって庵堂先生が受け入れてくれるとは思わないし──それに、メイとしても、あれ以上庵堂先生と話をしていたくはなかった。

　タケミカヅチの力を、楽らつ観かん視ししていた。『雷いかづち』の天まが魂たまの能力というのは、単に特別なだけではない。危険なのだ。『水』とか『闇やみ』とかならともかく、『雷』はただそこにあるだけで人を傷つける可能性を有している。そんな力が自分の中にあるのかと思うと──それまで鎮しずまっていた依より坐ましや天魂への不安が、再び膨ふくれ上がっていくのを感じた。

「──顔色が悪いけど、どうかしたの？」

　その声に、やや驚いて隣を見る。発した言葉とは裏うら腹はらに、ナナミの瞳ひとみはどこまでも冷たい色を宿やどしていた。自分のことを案あんじてくれたのだろうか──という純粋な驚きは、そのあとに続いた言葉によって打うち砕くだかれてしまった。

「両りよう面めん宿すく儺なの襲しゆう撃げきがあったときには、あなたにも動いてもらうんだから、しっかりしてもらわなくては困るわ」

　メイの表情が一瞬にして不機嫌に染まる。ふん、と鼻息を抜き、

「なにそれ？　あたしは依より坐ましにはならないって──」

「今そう言ってても、いざというときには天まが魂たまの力に頼るようになる。意地と命を秤はかりにかけて、前者を選べるほどあなたは自じ棄き的てきな人間じゃないでしょう？」

「…………」

　押おし黙だまり、そっぽを向く。タケミカヅチが発言権を求めるように、人差し指がうずいていたが、メイはそれをシートにこすりつけて削そぎ殺した。と、前方で運転していた沢さわ村むらが、吞のん気きな声で口を挟はさんでくる。

「しかし、本当に現れるのですか？　両面宿儺は」

「アマツカサはそう判断しました。私も独どく自じに文ぶん献けんを調べてみたけれど、来る確率は高いと思います。執しゆう念ねん深ぶかい性格のようだから」

「……どんな奴やつなの？　両面宿儺って」

　メイがぽつりとそう言うと、ナナミの冷たい瞳ひとみがこちらを向いた。

「四し腕わん四し脚きやくの怪かい人じんで、身みの丈たけは三メートルあまり、褐かつ色しよくの肌はだに白い髪を持ち、その頭には二つの顔がある。元々は岐ぎ阜ふ県けんのほうに生せい息そくしていたらしいけど、なにかの理由で御み座くら台だいまで流れてきたらしいわ。四本の腕で刀とう剣けんと弓矢を巧たくみに使い、多くの人々を殺あやめたけれど、最終的にはアマツカサの──タケミカヅチの手によって仕し留とめられた」

「仕留められたって──だって、まだ生きてるんでしょ？」

「そうらしいわね。どうにか逃げおおせたのか、それともわざと見み逃のがしたかは知らないけど。というか、それは本来、あなたのほうが知っているはずのことでしょう」

　痛いところを突かれて、メイはぐっと喉のどを鳴らした。現状、両面宿儺に対してもっとも確実な情報を持っているのは、実際に戦ったタケミカヅチであり、またその宿やど主ぬしであるメイであるはずなのだ。が、そもそもメイは、タケミカヅチとろくに話もしていないのだから、両面宿儺に対する知識などほとんど持っていなかった。

　狙ねらわれている身としては、さすがにそれもどうかと思う。人差し指と親指をくっつけて、彼と疎そ通つうを交わそうとして、ふと思い立ってカバンの中に手を突っ込んだ。携帯電話を取り出して、入にゆう力りよく端たん子しのカバーを外し、そこに指を押し当てる。思ったとおり、次の瞬間には携帯電話からタケミカヅチの声が響いてきた。

『──なんだ？　やっと俺おれの力を使う気になったのか？』

　ナナミが驚いたようにこちらを見てくる。「そんなことができるの」と感心したように呟つぶやいたナナミの声に、若じやつ干かんの優越感を味わいながら、メイは口を開いた。

「んなわけないじゃない、両りよう面めん宿すく儺なについて教えてほしいだけよ」

『別に構かまわんが──両面宿儺のなにが知りたいんだ？』

「……えっと……」

　頭の中にあったのは漠ばく然ぜんとした疑問だけで、具体的になにが聞きたいのかと問われてしまうと、即答できるだけの言葉はどこを探しても見つからなかった。その逡しゆん巡じゆんの穴を縫ぬいとおすように、横からナナミが口を挟はさんできた。

「両面宿儺の能力と性格について、知っている限りのことを話して」

　タケミカヅチは一瞬、その声の主ぬしが誰だれなのかを考えたようだった。短い沈黙の後に、タケミカヅチは事務的な口く調ちようで答えた。

『能力は中の下、前回戦ったときには数分で戦闘不能に陥おちいっていたな。俺おれ相手にそこまで持ちこたえることができたのは、充分賞しよう賛さんに値するがね』

「性格は？」

『粘ねん着ちやく質しつで単たん純じゆん馬ば鹿か、それに加えて戦せん闘とう狂きようだ。興味があるのは戦いのことだけ、きっと頭ン中には脳のうみその代わりに筋肉が詰つまってるんだろうな。だからこそ、何十年も経たった今でも俺のことを追っかけまわしてくるんだろう』

「……なんか、あんまり強そうじゃないね」

　ぽつりと漏もらしたその言葉は、半なかば以上自分を安心させるためのものだったが、それを聞いてナナミとタケミカヅチは、同時に「ハッ」と嘲あざ笑わらった。

「知らないというのは幸せなことね、神じん野のさん。その威い勢せいが両面宿儺が現れてからも続くといいのだけれど」

『ッハッハ、そりゃ無理だ、まあ確かにあいつは雑ざ魚こといえば雑魚だが、それでも今のお前らの手にはだいぶ余る。──ところで庵あん堂どうはどこにいんだ？　さっきから一言も喋しやべってないようだが？』

　ナナミは笑えみをその顔から引っ込めて、メイが手にした携帯電話から、ちょっと離れるような仕し草ぐさを見せた。短く言う。

「庵堂先生は、いないわ。私が代わりの護ご衛えいを任されたの」

『…………なんだと？　お前が？』

　信じられない、といったその口調に、メイの不安が濃くなった。ナナミはむっと眉まゆ根ねを寄せ、

「なにか、問題でも？」

『大おお有ありだ。お前は『水』の依より坐ましだろうが。戦闘には向いていなさすぎる。どれだけ熟じゆく練れんしてるかなんて知らんがな、よりにもよって『水』に護衛の仕事を任せるなんて、アマツカサはどこまで人材不足なんだ？』

「──ええ、そうよ、確かに人手は足りていないわ。穂ほ村むら先輩も上かみ運うん天てん先輩も自分のことしか考えないエゴイストだし、あなたの依より坐ましの神じん野のさんはこのとおりだもの。戦闘に向いているとか向いていないとか、そういうことを言っている場合じゃないでしょう」

　メイはいい加か減げん、うんざりしてナナミから視線を外した。ナナミの言葉に対してタケミカヅチが反論を行い、二人の口論が勃ぼつ発ぱつしていたが、メイはそれをろくに聞いてもいなかった。ただ窓の外をぼんやり眺ながめながら、本当に大丈夫なのかな、とちらりと思う。

　不安の影は心から消えない。確かにメイはナナミと共きよう謀ぼうして、庵あん堂どう先生を護ご衛えいから勝手に外してしまったが──しかし、それは本当に正しいことだったのだろうか。自らが傷つけた庵堂先生に守ってもらわなくてはいけないという、胸の重おも石しを味わわずに済んだものの、しかし実際に両りよう面めん宿すく儺なの襲しゆう撃げきがあったときに、瀬せ川がわナナミは頼りになるのだろうか。守ってもらう立場とはわかっていながらも、メイはそんなことを考えてしまう。

　──もし、瀬川がやられてしまったら、あたしは、どうなるのだろう？

　その考えに寒さむ気けを感じ、メイはぶんぶんと首を振る。大丈夫だ、あれだけ大おお口ぐちを叩たたいておいてやられるなんてことがあるわけない。なんの根拠もない言葉で、そう自分を勇気づけようとして──

　なにかが、見えた。

　疾しつ走そうする車の外、『磐いわ門と』へ延びる一直線の道路の脇わき、生おい茂しげる木々の合あい間まに──なにかが、ちらちらと見え隠れしていた。連なる木こ陰かげのその向こうに、時とき折おり現れ時折消える、用心深い猫のような影が走っている。その正体を確かめようと、メイはガラスに顔を近づけた。

　その瞬間、それは道路に躍おどり出ていた。

「────っ」

　驚きで反射的に身体からだが動き、メイは弾はじかれたようにして窓から遠ざかった。背中がナナミにぶつかり、タケミカヅチとナナミの言い争いが中断する。文句を言いかけたナナミの声は、しかし尻しりすぼみに小さくなって消えてしまった。

　躍やく動どうする褐かつ色しよくの肌はだが、なにかの冗じよう談だんのような速度でメイたちの車に併へい走そうしていた。人の形に似てはいるが、決して人ではないフォルム。熱帯かどこかに生せい息そくする猿さるのように、四つの腕を地面につけて、すべての肢アシをフル稼か働どうさせて走りつづけている。その光景が冗談でも白はく昼ちゆう悪あく夢むでもないとようやくにして気づいた瞬間、彼の顔がこちらを向いた。

　ひとつの頭に、ふたつの顔。

　メイの胸に恐怖がこみ上げる。ナナミがなにかを叫びながら腕を動かしたが、なんと叫んだのかは判別できなかった。エンジン音がさらなる昂たかぶりを響かせて、ぐんとスピードが跳ね上がる。だが、遅すぎた。白昼の林道に現れた両面宿儺は、すべての肢を一いつ斉せいにアスファルトに叩たたきつけて、乗用車に匹敵するその巨体で、弾丸のような体当たりを仕し掛かけてきた。







[image: 第５章　アラガミ]







　衝しよう撃げきの瞬間に全身を駆かけ抜ぬけたのは、痛みではなく喜びだった。

　真黒い鉄に四つの拳こぶしをでたらめに打ちつけて、スクナはその喜びを表現する。生せい来らい物を破壊することでしか感情を表すことのできない彼らは、そのときもまた喜びと期待とを抱かかえたまま、自慢の腕をめちゃくちゃに振り回していた。

　鈍い音が林間に響き渡り、車は道路から弾はじき飛ばされて並木の向こうに吹き飛ばされた。二トンを超える車体が易やす々やすと一回転し、運悪く傾斜となっていた林の向こうに転がりながら落ち込んでいく。跳ね飛ぶようにそれを追いながら、スクナの左半面が猿さるのような哄こう笑しようをあげる。

『あそこだ、あそこだ、あそこにいるぞ！　奴やつはまさしくあそこにいる!!』

　虫と血管をない交まぜにしたような『次じ郎ろう面めん』が、そう叫んで狂くるったように笑う。対して右半面、褐かつ色しよくの美男の面めん貌ぼうをした『太た郎ろう面めん』は、冷静さを微み塵じんも崩さずに呟つぶやいた。

『しかし奴だけではない。もうひとつ、なにかがいる』

『関係あるか、関係あるか、そんなもの！　引きずり出してめちゃくちゃに壊すだけよ!!』

　車は傾斜に沿ってごろごろと転がり落ちていき、一ひと際きわ太い木の幹に当たって止まった。中のタケミカヅチがこれで死んでしまわなかったかどうか、そのことだけを心配しながら、スクナは停止した車に、覆おおいかぶさるように取りついた。四つの腕を振り上げて、ガラスめがけて霰あられのように打ちつける。

　──硬い。

　いくら殴なぐりつけてもヒビが入るばかりで、一いつ向こうに割れる気配がない。ガラスといえばもろいものと決めつけていたスクナにとっては、少々の驚きがあった。苛いら立だちの唸うなりをあげて、スクナは腰巻に挟はさんだ武器を抜き放ち──

　機械音と共に、ガラスの上方がほんのわずかに開いた。

　本能的な反射によって、スクナはその場から離れようとした。遅かった。開いたガラスから飛び出したなにかがスクナの顔がん面めんを殴りつけ、その巨体を後方にまで吹き飛ばした。負傷はまったくないものの、土をつけられたという屈くつ辱じよくに怒りを感じ、さらに大きな咆ほう哮こうを木々のあいだに響かせる。と、車のガラスが開き切り──中から、ひとりの少女が這はい出てきた。

『なんだ──貴き様さまは。邪じや魔まをするな！』

　次じ郎ろう面めんが怒りを形作り、唾つばを飛ばして少女を威い嚇かくした。が、少女はなにも答えずに、ただ射いるような視線をこちらに向けている。その周囲を、主ぬしを守る蛇へびのように旋せん回かいしているのは──水、だ。先ほど己おのれが殴られたのも、あの水流によるものだろう。怒りに沸わき立つ次郎面とは対照的に、太た郎ろう面めんは冷静にそう判断した。口を開く。

『主は何者だ。タケミカヅチの仲間か』

　誰何すいかの言葉にも少女は反応せず、ただ薄い笑えみだけを唇くちびるに浮かべた。旋回する水が突とつ如じよとしてその量を増し、少女の身体からだ全体を包み込む。褐かつ色しよくの肌はだが粟あわ立だつような感触を覚え、スクナは本能的にその場から跳とび退すさった。一瞬遅れて少女を包む水球から、幾いく条じようもの水流が飛び出し、スクナが最さい前ぜんまで立ち尽くしていた空間を薙なぎ払はらった。

　その行為で、スクナの少女に対する評価が確定した。

『タケミカヅチだ！　奴やつの仲間だ！　光が見える！　奴と同じ、嫌いやな嫌な光だ！』

　次郎面の叫びと同時に、スクナは武器を抜き放つ。四つの腕に二つずつ、長ちよう刀とうと短たん刀とうを携たずさえて、彼は巨体に似に合あわない素す早ばやさで少女に襲おそいかかった。少女は避よけもしない。玉ぎよく座ざに座る女王のように、水中に泰たい然ぜんと立ち尽くしながら、酷こく薄はくな笑みを浮かべて接近するスクナのことを見ているだけだった。スクナは頓とん着ちやくせず少女を取り巻く水球に突っ込んでいき──再び後ろに吹き飛ばされた。

　水球に触れた瞬間、少女の周囲にあった水がまるで意思を持っているかのようにスクナを包み、彼の身体ごと後方に移動したのだ。水が──離れない。移動しようと手足を動かすと、途と端たんに強力な水流が発生し、スクナの身体を押し流してしまう。もがいても暴あばれても、水を摑つかんで引き剝はがせるわけではない。太郎面の端たん整せいな顔がわずかに歪ゆがみ、次郎面の狂乱の顔はますますその度ど合あいを深めていく。歪んだ水幕の向こうから、少女の声が聞こえてくる。

「見なさい。私でも、充分に護ご衛えいが務まるわ。ここで彼を仕し留とめれば──庵あん堂どう先生も、私の力を認めてくれるでしょう」

　勝ち誇ったようなその言葉に、スクナの二つの顔が嘲あざけりの笑みを浮かべた。武器を手放した四つの腕で土を摑み、姿勢を低く保つ。少女が呆あきれたような冷たい声を出した。

「なにをしても無む駄だよ。あなたはそこから出られない。そのまま溺おぼれ死じになさい」

　どうやらこの娘は、タケミカヅチと同じような能力を持っているらしい。スクナは頭があまりよくない。だから、その能力の詳細や、タケミカヅチとの関係に、あまり思考を巡めぐらせようとは思わなかった。スクナは自分の持つ経験から、少女についての判断を下すだけだ。すなわち──

『──未み熟じゆく者ものめ』

　二つの顔が同時にそう言い、少女はそれを聞いて目を見開いた。一瞬にして怒りがその表情を覆おおい尽くす。スクナはそれを見み据すえながら、地面を摑つかんだ四し腕わんに爆発的な力を込め、一気に解とき放った。

　水球の中で、土が爆はぜた。

「────！」

　破壊的なまでの力が宿やどった四本の腕に押し出されて、スクナは荒あれ狂くるう水流から身を脱し、硬こう直ちよくした少女めがけて一直線に体当たりを仕し掛かけた。膨ぼう大だいな量の水を捨てて少女が身を翻ひるがえしたのは、未熟者にしてはなかなかいい判断だったのだろう。間かん一いつ髪ぱつの差で少女の身体からだをかすめたスクナの巨体は、そのすぐ後ろにあった若木にぶち当たり、そのままその幹をへし折って後ろに倒れ込んだ。四つの腕を器用に使い、すぐさま立ち上がったスクナは、再び姿勢を低くして、少女のほうに向き直る。太た郎ろう面めんが、ぽつりと言った。

『なかなか大した大だい道どう芸げいだが──俺おれには、通用しない』

　少女が息を吞のむ音、スクナは構かまわずに、再び地面を摑んだ。

『弱い、弱い、水では弱い！　未熟者で愚おろか者とは救いようがないわ！　──地獄に逝ゆけ！』

　次じ郎ろう面めんの叫びと同時に、スクナは再び突とつ貫かんをかけた。水の抵抗や水流が存在しない分、先ほどとは比べ物にならない速度で少女に肉薄する。だが、やはり少女のほうもただの小娘ではなかった。水の塊かたまりを再びその手に作り出し、かなりの速度で撃うち出してくる。それがスクナの顔面に直撃し、一瞬視界が奪うばわれた隙すきに、自ら転ぶようにして地面に身を投げ出した。一連の動作は素早かったが──しかし、所しよ詮せんは、死ぬのが少し遅れたに過ぎない。

　少女の頭上を跳び越した瞬間、スクナは四本の腕を大きく広げ、左右の木々を摑んで強引に速度を殺した。器用にぐるりと宙ちゆう返がえり、慌あわてて立ち上がろうとしている少女の前に、地響きを立てて降り立った。彼女がその手に水をめぐらせるよりも早く、スクナの腕の一本が、少女の身体を捉えていた。

「ぐっ……」

　喉のど首くびを摑まれて、少女はスクナに吊つり上げられる形になった。このまま拳こぶしを握り締めれば、か細い少女の首はいとも簡単に砕くだけ散るだろう。呆あつ気けないものだな──と目を細めながら、スクナは自らの敵を葬ほうむり去ろうとして、

『──待て、待て、待て！　まだ殺すな、殺してはいかん！』

　まさか次じ郎ろう面めんの口からそんな言葉が出てくるとは思わず、太た郎ろう面めんは目を見開いて驚きを露あらわにした。

『なんだというのだ。敵を殺すのになんの問題がある？』

『見えんのだ！　タケミカヅチの光が消えた！　おのれ、臆おく病びよう者ものめ、我らがこやつと戦っているあいだに、またどこぞの隠れ場所に逃げ去ったに違いないわ!!』

　次郎面の白く濁にごった瞳ひとみが、手に摑つかんだ少女に向けられる。

『こやつはタケミカヅチの仲間だ！　仲間の危機とあらば、いかな臆病者とて出てこざるを得えんはずだ!!』

『人ひと質じちにする、ということか──いいだろう』

　太郎面はこともなげにそう答え、先ほど捨て去った四本の刀を拾うために歩きはじめた。少女は宙ちゆう吊づりになったまま苦しげに身をよじり、自分の首筋に巻きついているスクナの手を外そうと、無む駄だな足あ搔がきを試みている。太郎面は感情の映らない声でそれを見み遣やり、

『暴あばれるな、見苦しい。静かにしていれば楽に始し末まつをつけてやる』

　ぎ、と歯を嚙かみ締める音。スクナは頓とん着ちやくせずに、刀を拾おうと身を屈かがめた。

　その瞬間、少女を摑んでいた腕の手首から先の感覚が、なくなった。

『──!?』

　不意に軽くなったその腕を目の前にまで持ってくると、手首から先がすっぽりと消失し、鮮やかなまでの切断面を晒さらしていた。激しく咳せき込む音に視線を降ろすと、地面に四よつん這ばいに転がった少女が、それでもスクナのことを嘲ちよう弄ろうするようににらみ上げているのが目に入った。かすれた声で、少女は言う。

「お前みたいな、三流の『まつろわぬもの』が、依より坐ましを人質に取ろうなんて──笑わせるんじゃないわ」

『──貴き様さまっ！』

　拾い上げた長ちよう刀とうを立てて少女の首筋に突き刺そうとしたが、彼女は素す早ばやく後ろに跳んでそれをかわした。再びその手に水を宿やどし、スクナのほうに向けてくる。先ほど喰くらった水の弾たまよりも、少女の手に纏まつわりついている水流は、分量がかなり目め減べりしているように見えた。それが逆に、スクナの警けい戒かい心しんを刺激した。

　──この娘は、なにか武器を持っている。自分の手首を切り落とした、侮あなどりがたいなにかを。

　木々のあいだを縫ぬうようにして移動する。スクナは猪ちよ突とつ猛もう進しんの愚おろか者ものではない。得え体たいの知れない相手のことを、観察しようとするだけの分ふん別べつは持ち合わせていた。だが、長きに亘わたり──そう、それこそこの世に生じたそのときから戦いに身を置いてきたスクナの目には、目の前の少女はやはり、『未み熟じゆく者もの』としか映らなかった。

　スクナから一定の間ま合あいを空けて絶えず移動しつづけるその足は、それなりの訓練を積んだものであることは明白だ。しかし、その表情にも態度にも、迸ほとばしるような緊張が漲みなぎっているのが、手に取るようにわかってしまう。戦闘経験が少ないか──あるいは、まったく戦ったことがないのだろう。時間が経たつごとに、少女の内心の焦しよう燥そうが色濃くなっていくのがスクナの目にも見えるようだった。

　やがて、少女の焦あせりが沸点を迎えた。

　右手に巻いた水流をこちらに向け、照しよう準じゆんも半なかばにそれを撃うち出した。先ほどの水球とは比べ物にならないほど、速く、鋭く、強力な水の刃やいば。それを視し認にんすることは両りよう面めんいずれにもできず、ただ空気を切きり裂さく音と顔の真横で両断された木の幹だけが、それが確かに少女の『奥の手』であることを物語っていた。太た郎ろう面めんがぽつりと呟つぶやく。

『それか。俺おれの手を断たったのは』

　少女は舌打ちをして、さらなる水を右手に巻きつけた。が、タネの割れた奇術など、もう面おも白しろくもなんともない。弱点は今の一瞬で見えてしまった。水流をこちらに向け、照準し、弾はじき出す、その一連の手順を踏ふむのに、かなりの時間がかかるのだ。すなわち──

　再び姿勢を低くして、今度は右側の二腕だけを地面に叩たたきつけた。脚あしと変わらぬスクナの腕は、その二本だけで自らの巨体を制せい御ぎよするだけの力を有している。すべての肢アシを駆く使ししながら、スクナは素す早ばやく左右に移動しながら少女に急接近していく。血ちの気けを失った少女の顔がく唇ちびるを嚙かみ、水の刃の照準を定めようとするが、定めたときにはすでにその場にスクナの身体からだは存在しない。自分の切り札の致ち命めい的てきな欠けつ陥かんに気づいたのか、少女は慌あわてて跳とび退すさり、再び戦略を立て直そうとした。が、そのときにはもう、彼女の身体はスクナの間ま合あいに入ってしまっていた。

　ひとつを除いたすべての肢を、全力で地面に叩きつける。瞬しゆん時じに間合いを詰つめたスクナは、少女とすれ違いざまに一本だけ握り締めていた長ちよう刀とうを閃ひらめかせた。長刀の切きっ先さきだけが、過あやまたず少女の首筋に吸い込まれていった。

　鮮やかなまでに紅あかい血が噴ふき上がった。

「……あ…………」

　絶望的な速度で漏もれ出していく己おのれの命を繫つなぎとめようと、首筋を慌あわてて押さえるが、白い手が赤く濡ぬれただけだった。がくん、と膝ひざが折れそうになったが、それでも少女は気力を振ふり絞しぼってスクナに相あい対たいしようとした。首筋の頸けい動どう脈みやくを切り裂かれても、なお戦おうとするその性しよう根ねだけは、賞しよう賛さんに値するだろう。しかし──

『──所しよ詮せんは、未み熟じゆく者ものよ』

　小さく響いたその言葉が、かろうじて少女を支えていた一本の糸を断ち切った。少女はその場に尻しり餅もちをつき、梢こずえにもたれかかってスクナのことを見上げた。紙のようなその顔色は、大量の血液を失った証あかしだろう。末まつ期ごの吐と息いきを短く繰り返しながら、それでもスクナをにらむその瞳ひとみには、恐怖の色は微み塵じんも混じっていない。ただスクナに対する敵意だけが、煌こう々こうと光を放っていた。

　やがてその光も、ゆっくりと失われていった。目を閉じると同時に、首筋を押さえていた手からも力が抜ける。そのさまを一いち瞥べつだけしてから、スクナは足元に転がっていた手首を拾い上げ、接つぎ合わせた。断面が鮮やかなのは幸いだった。時を置かず使えるようになるだろう。次じ郎ろう面めんが、歯は軋ぎしりをするように言った。

『おのれ、おのれ、余よ計けいな邪じや魔まが入ったおかげで、完全に逃げられたわ！　どうするのだ太よ、今を逃のがして我らが復ふく讐しゆう、遂とげる機会などありはせぬぞ！』

『探すしかあるまい、次よ。お主ぬしの目はそのためにあるのだろう』

　次じ郎ろう面めんは唸うなり声をあげたが、反論しようとはしなかった。白い瞳ひとみが左右に動き、消え去ったタケミカヅチの光を探すように動く。それがどこにあるのかもわからないまま、スクナは肢アシを駆く使ししてその場を跳とび退のき、とりあえずは林の奥と見当をつけて、木々の向こうへ去っていった。




　　　　◆




　目覚めて最初に見えたのは、ずぶ濡ぬれになった車内が逆さかさまになっている光景だった。

　どうにかもがいて身体からだを起こすと、反対側のドアの窓が開いているのが見えた。濡れたシートの上を這はいずって、四苦八苦しながら裏返った車から脱出する。失神する前後の記憶が曖あい昧まいで、メイは頭を振って意識を鮮明にしようとした。

　その必要はなかった。

　木に身体を預けるようにして座り込む、瀬せ川がわナナミの姿を見た瞬間、一気に意識が覚かく醒せいしたからだ。

「────」

　鮮明になった頭の中で、それでもメイは目の前の光景が理解できない。そこで座っているのは確かにナナミのはずだ。休んでいるのか眠っているのか、ぴくりと動こうともしない。伏せた顔はどんな表情を浮かべているのか判別できず、ただその首筋だけがロウのように青白かった。深い青色の御み座くら台だい高こう校こうの制服が、なにかの液体をぐっしょりと含ふくんで、名めい状じようしがたい紫色に染め抜かれている。肌に飛び散った液体の色は乾いた赤色、それはまるで、まるで──

　血のように見えた。

　ひくっ、とメイの喉のどが鳴る。ほとんど本能的にナナミから距離を取ろうとして、不意に右手の人差し指がうずき出した。なにも考えられないまま、メイはタケミカヅチとの接続を確立する。タケミカヅチの声は、すぐに響いてきた。

『……メイ、早く逃げろ。スクナが来るぞ』

　それまで聞いたことのないような切せつ迫ぱくした声。メイはその声に、驚きを感じることすらできない。震ふるえる唇くちびるを嚙かみ締めて、メイはナナミに向かって手を伸ばした。

「──せ、がわ？」

　ナナミは答えない。ただじっと、木の根元にうずくまっている。──死んでいるかのように。

『意識を取り戻したお前は、スクナの左目に映るようになっている。今のうちに『磐いわ門と』の内側にまで逃げ込むんだ。あそこならばアマツカサの目も届くだろう』

「──だって、そんな、せ、瀬せ川がわは、どうすればいいのよ？」

『……どうせもう死んでる』

　その言葉は、メイの心臓を止めた。

　死んでいる。そう。確かに。死体を見たことがないメイの目にも、ナナミは明らかに事こと切きれれているように見えた。ぴくりとも動こうとしない身体からだ、青白く染まりつつある肌はだ、そしてなによりも、襟えり足あしから覗のぞく深々とした首筋の傷。溜たまりになるほど流れ出た血の中に座り込むその姿は──誰だれがどう見ても、死体だった。

　死んだのだ。瀬川ナナミが。

　──あたしの、せいで？
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　そう思った瞬間、耐え切れないほどの恐怖がメイを襲おそった。立ちすくんだまま現実を受け入れることができずに、メイはひっくり返った車へと踵きびすを返した。運転席で逆さかさまになっている沢さわ村むらに声を掛ける。

「沢村さん！　沢村さんっ!!」

　幸いなことに沢村は負傷してはいないようだった。メイの呼びかけにうっすらと目を開けると、逆さになったまま混乱した表情をこちらに向けてくる。彼の頭に浮かんだであろう疑問には一切答えずに、メイは切せつ羽ぱ詰つまった声で沢さわ村むらに懇こん願がんした。

「瀬せ川がわが──瀬川が、大変なんです！　血まみれで、怪け我がしてて、と、とにかく、早く病院に運ばなくちゃ──！」

『死んだ奴やつのことを気にしている場合か！　それよりもさっさと逃げろ！』

　かっと頭に血が昇り、

「あんたは、黙ってて！　タケミカヅチ!!」

　沢村が目を丸くするのが見えたが、構かまってはいられなかった。天地が逆になった車のドアを引っ摑つかみ、開けようとする。が、どういう歪ゆがみが生じたものか、取っ手を摑むことはできてもドア本体がなにかに引っ掛かっていて、とてもではないがメイの細腕で開くことはできそうになかった。窓から中を覗のぞき込み、メイは悲痛に叫ぶ。

「沢村さん、窓は開けられませんか!?　そこから出て──早く瀬川を運んでください！」

　窮きゆう屈くつな姿勢のまま沢村は首を振り、

「む、無理です。瀬川さんや神じん野のさんならともかく、私の身体からだじゃ窓につっかえてしまいますよ。それよりも電話で助けを呼んだほうが──」

　電話。すっかり失しつ念ねんしていた。が、メイの携帯電話は車内にある。再び車に入り込んで、それを手にしている猶ゆう予よはない。タケミカヅチの言葉が本当ならば、両りよう面めん宿すく儺なが自分を狙ねらってこちらに向かってきているのだ。メイは立ち上がり、

「──わかりました。お願いします、沢村さん」

「はい。庵あん堂どうさんに連絡をつけておきますから、神野さんは早く逃げてください」

　纏まつわりついてくるような無力感から逃のがれるように、メイは身を翻ひるがえした。座り込むナナミの傍そばを横切るときには、あまりの罪ざい悪あく感かんと恐怖にへたり込んでしまいそうになった。唇くちびるを嚙かんでその衝しよう動どうをこらえながら、メイは斜面に足を踏ふみ出した。

　瀬川なんかの口くち車ぐるまに乗せられるんじゃなかった。草を摑み、土を抉えぐって斜面をよじ登りながら、メイは痛つう烈れつにそう思う。どれだけ後ろめたかろうとも、やはり庵堂先生に護ご衛えいをお願いしていればよかったんだ。そうしていればこんなことにはならなかった──瀬川も、命を落とさずに済んだはずだ。

　胸を搔かき毟むしりたくなる。自分のせいでひとりの人間が死んでしまったのだという事実は、メイが抱かかえるにはあまりにも重すぎた。だからメイはその事実を心の奥に押し込め、蓋ふたをしようとした。考えるのはあとでいい。今はまず、自分が生き延びなくてはいけない。

　──瀬川を殺しておいて。

「…………！」

　手足から力が抜け、メイは斜面に顔を埋うずめるようにしてへたり込んだ。タケミカヅチの声が脳のう裏りから響いてくる。

『おい、そんなことしてる暇ひまはないぞ。死にたくないなら立って歩け。ったく、あんな未み熟じゆくな依より坐ましに任せるからこんなことに──』

「うるさいっ!!」

　斜面を殴なぐりつけて、メイはそう叫んだ。食いしばった歯の奥から、悲ひ痛つうに歪ゆがんだ声を絞しぼり出す。

「──元はといえば、あんたがあたしなんかに取とり憑ついたからこんなことになったんでしょ!?　なんで、あたしが、こんな目に遭あわなくちゃいけないのよ!?」

　タケミカヅチは少しの沈黙の後、ふん、と鼻を鳴らした。

『責任の所しよ在ざいを云うん々ぬんするのは勝手だがな、口よりも身体からだを動かしたほうがいい。──来たぞ』

　後悔と罪ざい悪あく感かんの中でも、死にたくないと思う気持ちは発生するらしい。タケミカヅチの言葉と同時に背後から響いた枝葉がこすれる音に、メイは鋭く息を吞のむと、手足を動かして一気に斜面を駆かけ上がった。アスファルトに手をかけて、身を道路の上に乗り上げる。焦あせりながら左右を見渡すと、遠くに『磐いわ門と』の黒い姿が見えた。メイは唾つばを飲み込んで、『磐門』に向かって走り出そうとした。

　そのとき、不意に周囲が暗くなった。

　嫌いやな予感がぞくりと背筋を駆け抜けて、メイはその場に急停止する。正しい判断だった。それからほんの半瞬後に、両りよう面めん宿すく儺なの巨体が、メイの目の前に降ってきたからだ。

　心臓を鷲わし摑づかみにされるような衝しよう撃げきと同時に、メイは反射的に後ろに跳とび退すさっていた。息をするのも忘れて、見開いた目で目の前の巨人を見上げる。

　ほとんどナナミの言ったとおりの容よう貌ぼうだった。身みの丈たけは三メートル余り、強きよう靱じんな胴体からは四つの腕が生はえ揃そろい、そのそれぞれに刀を握り締めている。髪は燃えるように白く、顔の右側は美形と言っていいほど整っていたが、左側は二ふた目めと見られないほど醜みにくかった。真っ白な血管が寄り集まるようにして組そ成せいされた左半面には、唇くちびるも鼻も瞼まぶたもなく、歯や鼻び腔こうや眼球が剝むき出しになってこちらに向けられている。両面宿儺は白い瞳ひとみでメイのことを見み据すえると、嗄かれた笑い声を立てた。

『タケミカヅチ、タケミカヅチ、タケミカヅチ！　ようやくにして会うことができたな、我らが怨おん敵てきよ!!』

『次の瞳が見つけ出したものが岩だったときは、どうしようかと思ったものだ。岩に封ふう印いんされている貴き様さまを打うち砕くだいても仕方あるまい。貴様に焼かれた二本の肢アシの恨うらみも、それではとてものこと晴らせぬわ』

　凍こおりついた表情のまま、メイはちらりと視線を下に向けた。──そういえば、確かナナミは、両面宿儺は四し脚きやくと言っていたような気がする。が、目の前のこの怪かい人じんには、常人と同じく二本の脚しか残っていない。そのためか、常に前かがみになり、四本の腕のうち下側に生えた二本腕で身体からだを支えているのだ。これが今になってもタケミカヅチを付け狙ねらう理由か、とメイは場違いにも納得してしまった。しかし──

　あたしには、関係ないじゃない。

「……ちょ、ちょっと待ってよ、そんなこと言われても、あたしには関係ないよ。あたしがやったわけじゃないじゃない！」

　そう言った瞬間、両りよう面めん宿すく儺なの左半面が蛆うじ虫むしのように蠢うごめいた。瞼まぶたのない目を裂さけんばかりに見開いて、凄すさまじい怒鳴り声を響かせる。

『貴き様さま、貴様、貴様ァ!!　この期ごに及んでシラを切るか！　俺おれの目は誤ご魔ま化かせぬ！　貴様はタケミカヅチだ！　我らが肢アシを奪うばった、憎にくい憎い仇かたきだ!!』

　応じるように右半面も、憤ふん怒ぬの表情を形作る。

『人の形をしていようと、岩の形をしていようと、貴様が我らの敵であることには変わりはない。戦え、タケミカヅチ！　貴様に敗れてからの長き年月、ただ斬きり殺すだけでは飽あき足たらぬ。戦った上で勝利を得てこそ、我らの復ふく讐しゆうは果たされる！』

『さあ、さあ、さあ!!』

　だめだ。頭が悪いのか狂っているのか、全然言葉が通じない。恐怖に竦すくむ足を叱しつ咤たして、じりじりと後あと退ずさりながら、頭の中のタケミカヅチを怒鳴りつける。

（ちょっと！　元はといえばあんたのごたごたでしょ!?　どうにかしてよ！）

『どうにかと言われてもな──まあ、すぐに殺されないだけマシだろう。沢さわ村むらが連絡をつけたのなら、もうすぐ庵あん堂どうが来るかもしれない。せいぜい時間を稼かせぐことだ』

（どうやって！）

『ハ、簡単だ。あいつらは戦いくさバカだからな、尋じん常じように勝負して討うち果はたしてこそ勝利の価値があるとか考えてやがんだ。なら、それをさせなければいい』

（…………）

　じっくりと考えてから、メイは意を決して後退りをやめた。四本の刀の切っ先をこちらに向ける両面宿儺を、きっとにらみつけ──そのまま、両手を上げる。万ばん歳ざいの格かつ好こうだ。

「わかった！　参った！　降こう参さん！　降参します！」

『…………なんだと？』

「いや、だから、降参。負けを認めます。あなたたちの勝ち。あたしの負け。──それでいいでしょ？」

　左半面の血管が蠢うごめくのをやめた。それでも時とき折おり、ぴくりぴくりと脈みやく動どうしている。右半面からも怒りの表情は消え、代わりに恐ろしいまでの静せい寂じやくが周囲に満ち満ちた。鳥の声ひとつ葉は擦ずれの音ひとつ聞こえない。身に染み渡るような静寂に内心では慄おののきながら、それでもメイは気力を振ふり絞しぼって両手を上げつづけた。

　やがて、左半面がぽつりと言った。

『我らを、愚ぐ弄ろうするか。タケミカヅチ』

『そんなものを、我らが認めると思うか。尋じん常じように戦え』

　メイは「にっ」と笑い、

「それは嫌いや」

『────貴き様さまッ!!』

　二つの長ちよう刀とうが振るわれて、瞬しゆん時じにメイの首筋を挟はさむようにして刃先が当てられる。かすかな痛みと冷たい鉄の感触を頸けい動どう脈みやくの真上に覚えながら、メイは両りよう面めん宿すく儺なの二つの瞳ひとみを臆おくすることなくにらみ返した。

「あたしはあんたたちとは戦わない。あたしは、タケミカヅチじゃないから。あんたたちと戦う理由がない」

『──殺すぞ、貴様』

　こくり、と唾つばを飲み込む。ここが勝負どころだ、と自分に言い聞かせた。目をそらしてはいけない。恐怖に屈してもいけない。真正面から両面宿儺を見み据すえながら、メイは堂々と声を響かせた。

「やれば？　あたしを殺したらあたしと戦えなくなる。そしたらあたしに勝つこともできなくなる。あんたらの復ふく讐しゆうは果たされない。肢アシの恨うらみも晴らせない」

　冷たい汗が背筋を流れ落ちていき、心臓はこれまでにない速度で早はや鐘がねを打っている。もしメイの読みがほんの少しでも違っていれば、その首は即そく座ざに飛ぶことになる。両面宿儺がただタケミカヅチを殺しただけで満足するような相手であるなら、長ちよう広こう舌ぜつを振るっているあいだに自分を切きり裂さいているはずだ。しかし、両面宿儺はそれをしなかった。なぜならば、彼の目的は『タケミカヅチを殺すこと』ではなく、『戦った上で勝利し、タケミカヅチを殺すこと』にあるからだ。それならば──その目的を、果たせないようにすればいい。メイには両面宿儺が自分を殺すことを阻そ止しすることはできない。しかし、タケミカヅチと戦わないようにすることは、自らの意思でどうにでもなることだった。

　メイの言葉に、両面宿儺の二つの顔が歪ゆがんだ。刀をゆらりと揺ゆらめかせ、脅おどすようにメイの眼がん前ぜんにちらつかせながら、歯は軋ぎしりをするような声を出す。

『貴様、それでも武ぶ人じんか！　恥ずかしくないのか！　正々堂々と戦え！』

「武人じゃないし、恥ずかしくもない！　あたしはただの女の子だ！　なんであんたみたいな化ばけ物ものと戦わなくちゃいけないのよ！」

『──、この──！』

　左半面が苛いら立だたしげに蠢うごめき、右半面も苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべる。脳のう裏りに響くタケミカヅチの、他人のような感心声、

『やるじゃねえかメイ、度ど胸きようが据すわってやがる。さすがに俺おれが見込んだだけのことはあるな』

（……うるさい、喋しやべるな、張ちよう本ほん人にん）

　頭の中でそう返しながら、メイは冷ひや汗あせが背中をつたい落ちていくのを感じる。いくらうまく事が進んでいるように見えても、こんなものは所しよ詮せんは屁へ理り屈くつであり、時じ間かん稼かせぎに過ぎないのだ。どれだけ両りよう面めん宿すく儺なが自分との戦いを望んでいようと、いずれは痺しびれを切らすに違いない。メイとしてはそのときが来るまで、せいぜい時間を引き延ばすしか方ほう策さくがなかった。

　その魂こん胆たんは、半なかばは成功しかけていた。膠こう着ちやく状況に陥おちいった事態の解決法を編み出すには、両面宿儺の知能は低すぎたし、また数十年に及ぶ自らの怨おん讐しゆうに諦あきらめをつけるには、彼の性しよう根ねはしつこすぎた。時間を増すごとに苦悩の色を深めていく両面に、メイは「うまくいくかも」という気持ちと「なんかヤバイかも」という気持ちを等量に味わう。庵あん堂どう先生はまだなのだろうか、もう連絡は済んだのだろうかと、沢さわ村むらがいるはずの斜面のほうに、ちらりと視線を向ける。

　そのとき、すべての計画をご破は算さんにする声が、背後から響いてきた。

「──メイさん!!」




　　　　◆




　楠木くすのき家けは御み座くら台だいに古くから続く旧きゆう家かであり、天てん条じよう家けや庵堂家と同じように天あま総つかさの社やしろに多くの人材を輩はい出しゆつしてきたという経けい緯いを持っている。現にマナの父は天総社本殿管理部の部長であり、マナは幼い頃ころから、天まが魂たまや依より坐まし、あるいは『まつろわぬもの』の話を聞かされて育ってきた。

　だからこそ、それを遠くから見たときに、一目で『まつろわぬもの』であるとわかったのだ。

　普段ならば、マナも近づいたりはしなかっただろう。『まつろわぬもの』は妖よう怪かいの中でも危険な部類に入る存在だ。遠くにぽつんと見える危険な猛もう獣じゆうに、わざわざ近づいていくのは愚おろか者もののすることである。ただそれを見ただけであったなら、マナは恐ろしさに身を震ふるわせながらも回れ右をして、最も寄よりの人家に駆かけ込んでいたことだろう。

　しかし、『まつろわぬもの』の目の前に立ち尽くしている少女の髪が、金色に輝いていることを見て取った瞬間、そんな思おも惑わくは吹き飛んでしまった。

　気がつけばマナはカバンを放ほうり捨てて駆け出してしまっていた。自分がなにをしているのか、そんなことを考える余裕すらなかった。近づいてなにかができると思ったわけではないし、近づいてなにかをしようと思ったわけでもない。ただ一昨日おとといできたばかりの友達が、命の危機に晒さらされているのを見てなお回れ右をすることが、マナにはどうしてもできなかっただけだ。

「──メイさん!!」

　声が届く範囲にまで近づくと、マナは悲鳴のような声でメイの名を呼んだ。『降こう参さん』のように両手を上げていたメイは、その声にびくんと身を強こわ張ばらせると、ゆっくりと、顔だけで、こちらを振り向いた。やや血の気けが引いていたメイの顔が、マナの姿を見た瞬間、目に見えて青ざめた。

「……ま、」

　言いかけてぴたりと口を噤つぐみ、慌あわてたように前を向く。釣つられてマナも、メイの前に立ち塞ふさがっている『まつろわぬもの』のことを見た。

　目が合った。

『まつろわぬもの』は、マナのことを見つめていた。

　左の白い瞳ひとみがマナに向けて据すえられ、その周辺の血管のような組織がざわりと動いた。それから『まつろわぬもの』は、年老いた猿さるのような哄こう笑しようと、張りのある堂々とした笑い声を、同時に響かせた。

『太よ、俺はいいことを考えたぞ。聞きたいか？』

『いいや、次よ、その必要はない。俺おれも同じことを思いついたところだ』

　そう言った次の瞬間、『まつろわぬもの』がマナの視界から消えていた。

　なにが起こったのかも把は握あくできず、マナは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。メイが素す早ばやくこちらを振り返り、何事かを叫んだが、聞き取ることはできなかった。背後にずしんとなにかが落ちた音と衝しよう撃げき、驚いて振り向こうとしたマナの口元を、巨大な手のひらが覆おおった。尋じん常じようではない力で強制的に首を晒さらされて、そこに冷たい鉄の感触を覚えた。しわがれた『まつろわぬもの』の声が、すぐ背後から聞こえてくる。

『これでよい、これでよい、これでよいのだ！　なにをすればいいのかわかるな、タケミカヅチ!!』

『今からこの娘の身み柄がらを貴き様さまに引き渡してやる。我らは全力でこの娘を殺しにかかる。親しきものの死を目の前で見たくないならば──全力で、我らと戦うことだな』

「……マナちゃん…………！」

　メイの悲痛な声に、マナは恐怖よりもすまなさを感じてしまう。一体なにがどうなってこういう状況に陥おちいっているのか、それはさっぱりわからないが、どうやら自分は余よ計けいなことをしてしまったらしい。そう思う一方で、マナの中に不思議な納なつ得とくが生まれていた。

　やっぱりメイさんは、依より坐ましなんだ。

『まつろわぬもの』は、メイのことを『タケミカヅチ』と呼んだ。それくらいはマナでも知っている。『雷いかづち』の天まが魂たまであるタケミカヅチが、メイを依坐に選んだのだとすれば、昨日きのうからの彼女の態度や、今日きよう家に帰ってから行うと言った『説明』の内容についても理解できる。あまり驚きを感じなかったのは、半なかばはメイが依坐であると予想していたからであり、もう半ばは悠ゆう長ちように驚いている状況ではなかったからだろう。

　不意に口元を覆う手が外されて、かなりの力で背中を突き飛ばされた。自慢じゃないがマナの運動神経は絶望的に悪い。たたらを踏ふんでよろめいて、そのまま前のめりに転びそうになったところを、メイの腕に抱きとめられた。メイは一瞬だけマナの肩を痛いくらいに強く摑つかむと、その耳元に素す早ばやく囁ささやいた。

「マナちゃん、逃げて！　『磐いわ門と』まで逃げればなんとかなるはずだから！」

　マナは顔を上げてその言葉を拒否しようとしたが、それより先にメイに道路の端はしに追いやられてしまっていた。メイはすぐに自らもその場を飛とび退のき、一瞬遅れて、『まつろわぬもの』が突撃してきた。『まつろわぬもの』の白い左目が、ちらりとマナに向けられたが、怯おびえ慄おののくマナを嘲あざけるように笑ってから、『まつろわぬもの』はメイを追って、再び跳ちよう躍やくした。

　恐怖に竦すくんで身動きもできないマナの目の前で、戦いは一方的に進んでいった。

　メイは時とき折おり、人差し指を『まつろわぬもの』に向けるような仕し草ぐさをする。子供がごっこ遊びでよくやる銃じゆうのようなその仕草は、しかし実際にはなんの効果も挙げることはできなかった。一方で『まつろわぬもの』は、四本の腕にそれぞれ握り締めた長ちよう刀とうを駆く使しして、流れるようにメイに襲おそいかかっていく。それは戦いというよりも、ある種のゲームに似ていた。勝敗はあらかじめ決まっていて、あとはどのように決着をつけるのかを勝者が決めるだけのゲーム。猫がネズミを狩るようにして、『まつろわぬもの』は次第にメイを追いつめていく。

「メイ、さん……」

　震ふるえる唇くちびるでようやくそれだけを言い、マナは無意識のうちに周囲を見渡していた。なにか──武器になるもの。ある程度硬くて重いものならなんでもいい。あいつに投げつけて、メイさんを助けることができるもの──そう必死に考えを巡めぐらせたマナの視線は、時を置かずに響き渡ったメイの悲鳴に、再び吸い寄せられてしまった。

「──あ、ぐっ──!!」

　太ふと股ももを押さえてうずくまるメイの眼がん前ぜんで、『まつろわぬもの』がそれはそれは楽しそうに刀を揺ゆらめかせている。指の隙すき間まから止とめ処どもなく血液が溢あふれ出て、苦く悶もんに歪ゆがんだメイの額ひたいから脂あぶら汗あせがぽたりぽたりと垂れ落ちていた。『まつろわぬもの』は刀を握り締めたまま、拳こぶしのひとつをメイの腹に叩たたきつけ、彼女の身体からだを空中に跳ね飛ばした。無ぶ様ざまに地面に転がったメイのことを嘲るように、右半面が酷こく薄はくな笑えみを浮かべる。

『なんの遊びだ？　俺おれは戦えと言ったのだ』

　苦痛に耐えるメイの顔に、揺らめくような怒りの色が浮かんだ。再び人差し指を『まつろわぬもの』に向け、荒あらく息をつきながら念じるように目を閉じる。フン──と呆あきれたように息を抜いて、『まつろわぬもの』は散歩をするような歩調でメイに歩み寄っていく。目を閉じて、必死に人差し指に力を込めているメイの右手を、『まつろわぬもの』は無む造ぞう作さに刀で貫いた。電流を流されたかのようにメイの上体が跳ね起きる。

「……ぎっ……!!」

『──フ、ハハハハハハハハ！　いいぞ、いいぞ、なかなかいいぞ!!　それもなかなかいい、ああ、悪くないとも！　戦うことができずとも、貴き様さまの苦しむ姿は目に心地いいぞ！』

『どういう心境だ、タケミカヅチ？　かつて情けをかけた相手に、いいように痛めつけられるというのは！』

　手のひらに刺し込んだ刀をねじ回すと、メイは濁にごった叫び声をあげた。その姿を直視することができず、マナは思わず顔を背そむける。涙が目に滲にじみ、視界に映った道路のアスファルトがぼやけはじめた。どうしよう、どうすれば助けられるのだろう──と絶望的に思考するマナは、ふと、ぼやけた視界の中でなにかが動いているのに気づいた。

　紫色をしたそのなにかは、ゆっくりと這はいずりながら進もうとしていた。やがて、マナの隣にまで這い進んでくると、その動きがぴたりと止まった。驚いたことにそのなにかは、小声でマナの名前を呼んだ。

「楠木くすのきさん？　こんなところでなにをしているの？」

　慌あわてて目をこすり、涙を拭ぬぐう。クリアになった視界に映ったのは──胸元を血で染め上げた、瀬せ川がわナナミの姿だった。

「せっ、」

「し。大きな声を出さないで。気づかれるわ」

　青ざめた唇くちびるを大たい儀ぎそうに動かして、ナナミはそう注意した。思わず自分の口元を手で押さえたマナに、小さな笑えみを向けてくる。その首筋には思わず目を背けたくなるような痛々しい切り傷が走っていた。見開いた目でそれを見つめるマナに、ナナミは弱々しく笑んでから、力なく左手をマナのほうに差し出した。

「悪いんだけど、この手、支えててくれない？　血が、だいぶ流れてしまって、動かすのが億おつ劫くうなの」

「は、はいっ」

　言われたとおりに手を取って、それが地面に落ちないように支える。乾いた血がこびりついたその手は、ぞっとするほど冷たかった。肌の表面を這うようにして水が流れているのを見て取って、マナは思わず息を吞のむ。──そうだ、瀬川さんは、『水』の依より坐ましなんだ。

「両りよう面めん宿すく儺なに、狙ねらいをつけて。精密でなくていいわ。そちらのほうを向いてさえいれば。──そう、そのまま、支えていて」

　手のひらの上に水が集まっていく。ナナミの最さい大だい可か動どう域いきから比べれば、ごくごく微量なその水は、しかし、まるでナナミの身体からだの一部のように、生せい気きを持って動いていた。手のひらの上で踊っていた水が、大人の拳こぶしほどの大きさにまで成長すると、ナナミは大きく息を吐いた。気けだるそうにまどろんでいたその目を、一度きつく閉じてから、また開く。そのときにはもう、ナナミの瞳ひとみには普段の彼女と同じ──いや、それよりもさらに強い意思の光が宿やどっていた。『まつろわぬもの』──両面宿儺は、まだメイのことをいたぶっている。血まみれのメイを足あし蹴げにしながら、その場を離れようとはしていない。いびつに歪ゆがんだ二つの面に、ナナミの水球がゆっくりと狙いを定めはじめ──

　不意に両面宿儺の首が、ねじ曲がってこちらを見た。

「────!!」

　マナとナナミは揃そろって声なき声をあげる。自分を狙そ撃げきしようとしているナナミを見て、両りよう面めん宿すく儺なの片面が、その真白い目を見開いた。獣けもののような怒りの唸うなりをあげながら、彼は四本の腕を使い、素す早ばやくその場を飛とび退のこうとして──

　両面宿儺の巨体が、大きく痙けい攣れんした。




　　　　◆




　両面宿儺がメイの右手を刺し貫いた刀を抜くと、気が狂わんばかりの痛みが脳のう髄ずいを駆かけ上ってきた。抜き放つときに抉えぐるように回転させたからだが、もちろんメイにはそんなことを冷静に観察しているだけの余裕などありはしなかった。ただ痛みと恐怖に塗まみれた心の中で、ひとつのことだけを一心に考えていた。

　なんであたしがこんな目に──？

『つまらん。くだらんな、タケミカヅチ。戦い方も忘れたか』

『ああ、ああ、なんと情けないことよ！　このような者に我らが敗れたとは、まさしく屈くつ辱じよくの極みだ！』

　好き勝手なことをほざく両面宿儺を、怨おん念ねんの籠こもった目で見上げる。その視線を受けて、両面宿儺の左半面が、陰いん惨さんな笑えみを浮かべた。

『ほう、まだそんな目ができるのか、なかなかどうして、根性だけはあるようだな、太よ』

『そうだな。その根性がどこまで続くか、試してみるのも一いつ興きようよな、次よ』

　両面宿儺は二本目の長ちよう刀とうを振り上げて、メイの左手を突き刺した。

　唇くちびるを嚙かんで痛みを押し殺す。本当は泣き叫びたかったが、それをすればこいつらが喜ぶのだと思うと、どす黒い気持ちが湧わき上がってきてメイの喉のどを塞ふさいだ。襟えり元もとに染み込む脂あぶら汗あせの感触を気持ち悪く感じながら、メイはもう一度思う。

　──なんで、あたしが、こんな、目に。

『メイ。いいことを教えてやる』

　突然響いた張ちよう本ほん人にんの声に、メイは両耳を塞ぎたくなった。が、自由になる手は右の一本だけで、しかも一ミリ動かしただけで激痛が走るほどの重傷を負っている。メイは歯を食いしばって、吐き出すような思し念ねんをタケミカヅチにぶつけた。

（あんたの、声なんて、もう、聞きたくない。引っ込んでろ）

『両面宿儺の野や郎ろうに、一いつ矢し報むくいたくはないのか？』

（──？）

　一矢報いるもなにも、自分はなにもできはしないではないか。成なり立たてだからなのか、どれだけ「雷かみなりを飛ばそう」と念じても、なにも起きる気配がなかった。いくら『雷いかづち』の天まが魂たまが憑ついているといっても、これではなんの意味もない。両面宿儺のことは殺してやりたいくらいに憎にくいが、彼に反抗するだけの力すら、自分は持っていないのだ。

　無力感に打ちひしがれたメイは、タケミカヅチの言葉をただ漠ばく然ぜんと聞いていた。

『あのな。雷かみなりってのはめったに空気中を走るものじゃないんだよ。そりゃお前が熟じゆく練れんした依より坐ましってのならともかく、昨日きのう今日きよう成なり立たての、しかもろくすっぽ俺おれと意思の疎そ通つうもしてこなかった奴やつが、いきなり空気を破ろうなんざ無理にもほどがある』

　両りよう面めん宿すく儺なが足を振り上げて、メイの頭を踏ふみつけた。その気になればメイの頭ず蓋がいくらい、いつでも打うち砕くだけるだろうに。凄すさまじい力でアスファルトに押しつけられたメイの口こう中ちゆうに、血の味が広がっていく。

『しかし、相手に接せつ触しよくしていれば話は別だ。空気を通す必要がないのだから、直接強力な雷を流し込むことができる。わかるな？　雷にとって、空気というものは強固な壁なんだ。わざわざ壁をぶち破らなくても──今のお前なら、攻撃できる』

　両面宿儺に踏みにじられながら、左手を刺し貫く刀を、メイはぼんやりと見つめた。刀。鉄だ。鉄は電気を通す。それくらいはメイだって知っている。しかし。

　本当に知りたいのは、そんなことではなかった。

　本当に知りたいのは──どうして、自分が、こんな苦痛を味わわなければいけないのか、ということなのだ。

『……それは…………』

　言葉に詰つまったタケミカヅチを、もうメイは意識すらしていない。朦もう朧ろうとなった感覚の中で、不意に頭から重みが消えた。メイは無意識のうちに目玉を動かして、はるか高みから自分をあざ笑う、二つの顔を見上げた。思う。

　なんであたしがこんな目に？

　なんであたしが──

　なんで──




　ああ、




　そうか、




　こいつのせいだ。




　天てん啓けいのように、突然理解が閃ひらめいた。タケミカヅチではない。タケミカヅチが悪いわけではない。タケミカヅチは単に自分に取とり憑ついただけで、今のこの状況を彼が望んで招いたわけではない。本当の張ちよう本ほん人にんは、こいつだ。この化ばけ物ものだ。こいつがすべて悪い。すべてはこいつのせいだ。自分がこんな痛みを味わっているのも。マナが危険に晒さらされているのも。ナナミが命を落としたのも。マナと気まずい関係になったのも。庵あん堂どう先生を傷つけてしまったのも！　理性を失って暴走してしまったのも！　ナナミに無む体たいな要求を突きつけられたのも！　カオリが依より坐ましを嫌っているのも!!　欲しくもない異い能のう力りよくを押しつけられたのも!!　車の上に岩が降ってきたのも!!　三人の親友と別れ、住み慣れた土地を離れ、不安に満ちた新生活を始めなければならなかったのも!!




　──ぜんぶ、こいつのせいだ!!




　メイは右手を動かした。激痛が走るが、すでに彼女はそんなものを感じてはいない。左手を刺し貫く刀に触れ、皮が裂さけるのも構かまわずに握り締める。

　折りしもそのとき、両りよう面めん宿すく儺なの白い左目が、別の依坐の光を見て取っていた。そちらを向いた両面宿儺の目は、死んだはずの『水』使いの少女が、自分に狙ねらいを定めているのを見た。白い瞳どう孔こうが収縮し、両面宿儺は本能的にその場を離れようとした。水の刃やいばは急激に動く標的には当たらない。そのことを、彼らはすでに学習していた。

　もちろんそんな事情は、メイの知ったことではなかった。両手に触れている鉄、というよりは両手に感じる激痛の源に、全神経を集中させる。痛みは精神を集中させる格かつ好こうの入り口となった。それまで感じてきたありとあらゆる憤ふん懣まんを！　憎悪を！　メイは全ぜん霊れいをかけて、その入り口に叩たたき込んだ。

　メイの身体からだから発生した電流は、光の速さで刃を伝い柄つかを伝い、それを握り締める両面宿儺の腕になだれ込んだ。手のひらの末まつ端たん神しん経けいから侵入した荒れ狂う電気が、一瞬にして両面宿儺の全身の神経に流入し、脊せき髄ずいから送られてくるすべての電気信号をキャンセルする。同時に筋肉も体内を暴あばれ回る電流に刺激され、あるものは硬こう直ちよくし、あるものは痙けい攣れんし、またあるものは完全に破壊しつくされた。総じて両面宿儺の全身は、瘧おこりにかかったように震ふるえはじめ、あらゆる運動機能が麻ま痺ひ状じよう態たいに陥おちいった。

　その隙すきを、ナナミは見み逃のがさなかった。大量の血液が抜けた身体に、凍こごえるような寒さを感じながら、しかしその寒さが逆にナナミの精神を研とぎ澄すませていた。精せい密みつ可か動どう域いき内ない。五百ミリリットルの水球に、研ぎ澄ませた精神を込めて、ナナミは一息にそれを撃うち出した。

　狙そ撃げき手しゆの精密さと慎重さで撃ち出された水球は、音速を超える速度で両面宿儺の左半面に襲いかかった。両面宿儺は、それを知覚することすらできなかった。砲ほう弾だんと呼ぶに相応ふさわしい破壊力を有した水球は、過あやまたずに両面宿儺の頭部の左半分を吹き飛ばした。それでもしばらくのあいだは、延々と流れ込みつづける電流に踊らされるように彼の巨体は痙攣していたが、やがてぐらりとバランスを崩すと、どうと地響きを立てて、両面宿儺はアスファルトの上に倒れ伏した。




　　　　◆




　すべての感情の回路が焼き切れてしまったかのように、マナは呆ぼう然ぜんとへたり込んでいた。

　視界の中でメイが動いているのを見ても、いまいち頭が働かなかった。遠目ではよくわからないが──左手から、刀を抜こうとしているようだ。右手が使えないからか、地面に刀を置いて足で押さえ、そのまま一気に抜き放った。痛みのうめき声が短く響き、その音がようやく、マナを現実世界に連れ戻した。

「──メイさん!!」

　叫んで立ち上がろうとするが、うまくいかない。それもそのはずで、腰が抜けていた。足に力が入らない。ふらふらと立ち上がりかけて失敗し、またぺたんと尻しり餅もちをついてしまう。と、不意に笑い声がステレオで弾はじけた。

　ナナミとメイが、声を揃そろえて笑ったのだ。

　そのことに気づいたのか、二人ともすぐに笑うのをやめてしまう。どちらも気まずそうな表情。ひょこひょこと足を引きずりながら、メイはマナのすぐ目の前にまで歩いてきて、今し方がたのマナのように尻餅をついて腰を下ろした。それを見て、マナはくすりと笑い、メイはえへへと笑う。ちらりと隣のナナミを見ると仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたが──それは、マナの目には、笑いをこらえているように見えた。

「……なんで、生きてるの？　あんた」

　唐とう突とつに、メイはそんなことを言った。マナの顔から血の気が引き、ナナミは無表情を浮かべる。小さな声で、ナナミは言った。

「血液には赤血球や白血球、血小板などの様々な成分が含まれているけれど、その大部分は血けつ漿しようと呼ばれる液体なの。そして、血漿は『水』から成なり立っている。『水』は私の支配下にあるわ。油ゆ断だんしていて多くの血がこの傷から流れ出てしまったけど、途中で止めれば済むことだったのよ。私は失血死するほど間ま抜ぬけな『水』の依より坐ましじゃない。──悪かったわね、生きていて」

　最後の一言は、なんとなく、悲しそうに聞こえた。メイは目をぱちくりとさせ、それからひょいと頭を下げた。

「ごめん、そういう意味じゃないよ。嬉うれしかったんだ。生きててくれてさ」

　ナナミはちょっと目を丸くした。それから気まずそうに顔を背そむけ、自じ虐ぎやく的てきな口く調ちようで、

「責めていいのよ？　これは、完全に私の失態だわ。自分の未み熟じゆくさや馬ば鹿かさ加か減げんを思い知らされた。力もないのに思い上がって、両りよう面めん宿すく儺なの襲しゆう撃げきを防ぐこともできず、おめおめと負けてしまった。あれだけ偉えらそうな口を叩たたいておきながらね」

　メイはあっけらかんと笑い、

「いいじゃんそんなこと、最後には勝ったんだからさ。怪け我がはしたけど、誰だれも死なずに済んだし──ああそうだ、あんた血を操作することができるんだよね？」

「……ええ」

「じゃ、あたしのもお願いできるかな？　手はそれほどでもないけど、太ふと股ももから結けつ構こう血が出てるんだよね。なんか頭がくらくらするし」

　メイの傷口を無言で見つめてから、ナナミはスカートのポケットから竹たけ筒づつを抜き放った。水を出し、メイの両手と太股の傷口を塞ふさぐ。

「水を媒ばい介かいしてあなたの血液を支配するわ。血管の外に流れ出ないように。それでも失った血液が戻ってくるわけではないから、早めに病院に行って輸血してもらったほうがいい」

「輸血が必要なのはあんたのほうでしょ？　真っ白な顔してるよ」

　苦笑しながらメイはそう言って、それからマナのほうに向き直った。途と端たんに気まずそうな表情が顔を覆おおう。言いにくそうに、口を開き、

「──マナちゃん、ごめんね」

「なにが、ですか？」

「今まで、黙ってたこと。その──あたしが、依より坐ましに、なったってこと」

　マナは優しく微笑ほほえんで、ゆっくりと首を振った。メイはさらに言葉を重ねようとしたが、結局なにも言わないまま、自分も照れているような笑えみを口元に浮かべた。と、それを見ていたナナミが呆あきれたように首を振り、

「楠木くすのきさん、お取り込み中悪いんだけれど、人を呼んできてもらえないかしら？　いつまでもここでこうしているわけにはいかないから」

「あ──はい、わかりましたっ」

　そうだった、とマナは自分のことを恥じた。この二人は依坐だが、同時に重傷を負った怪我人でもあるのだ。なんの力もないとはいえ、少なくともどこにも外がい傷しようはないマナこそが、助けを呼んでこなくてはいけない。

　アスファルトの上に膝ひざ立だちになって、足に力が入るかを確かめる。メイやナナミと話して気持ちが落ち着いたからか、どうにかマナはその場に立ち上がることができた。メイのほうを振り向いて、小さく笑う。それじゃ、行ってきますね──そう言おうとして、マナは言葉を失った。

　両りよう面めん宿すく儺なが、立ち上がっていた。

　今にも崩れ落ちてしまいそうな老木のような格かつ好こうで、三本の腕と二本の肢アシで必死に身体からだを支えながら、しかし、一本の腕だけは高々と頭上に掲かかげている。その手に握り締めた煌きらめきの正体がなんであるかは、考えるまでもなかった。メイも、ナナミも、気づいては、いない。マナが叫び声をあげるよりも、両面宿儺が奇き襲しゆうを目撃されたことに気づくほうが先だった。彼は一本の腕だけを大きくしならせると、強く、早く、メイの背中めがけて、短刀を投げつけていた。

　なにを考える時間もなかった。

　動いてどうにかなると思ったわけでもなかった。

　ただ、身体からだだけが勝手に動いていた。体当たりをするようにしてメイの背中にぶち当たり、彼女のことを突き飛ばす。その行動でメイの身体が射しや線せんから外れ、入れ替わりにマナの身体がその線上に躍おどり出ていた。マナは反射的に目をつぶり──

　激痛と灼しやく熱ねつが、彼女の腹に弾はじけた。




　　　　◆




　マナに突き飛ばされて、メイは受うけ身みを取ることもできずに地面に転がった。驚きの後に浮かんだのは「ふざけてるのかな」という吞のん気きな思考で、こんな状況でこんなふうにふざけるのは、なんかマナちゃんの性格とは違うような気がする、などと考えていた。

　そんな抜けた頭をしていたからか、マナが地面に倒れ込んだときも、やはりメイは彼女がふざけているのだと思った。しょうがないな、というふうに笑いながら、メイはマナの肩を叩たたき、

「もう、なにしてんの？　早く救急車呼んできてよ、マナちゃ──」

　じわりと路上に滲にじんだ赤い液体に、メイの言葉は吞のみ込まれて消えてしまった。呆ほうけた表情を浮かべるメイの目の前で、赤い水みず溜たまりはゆっくりと大きくなっていく。くの字に折れて倒れ込んだマナの身体に、先ほどまではなかったものが出現していた。

　刀だ。

　見覚えがある。

　ぐるりと首を回して目を向ける。案あんの定じよう、幽ゆう鬼きのように立ち尽くした両りよう面めん宿すく儺なが、憤ふん怒ぬの表情で自分のことをにらみつけていた。それを見ても、メイはなにも感じない。恐怖も怒りも悲しみも憎にくしみも、頭の中に生まれた圧倒的な空白にまぎれ、覆おおい尽くされてしまっていた。

　メイはもう一度マナのことを見下ろす。制服の腹部が紫色に染まっていて、その中心から刀が生えている。両面宿儺の刀だ。なぜ、と思う。なぜ、りょうめんすくなのかたなが、まなちゃんのおなかにつきささっているのだろう？

　頭の空白の奥から、答えはすぐに出てきた。

　その答えを理解した瞬間、空白の奥のさらに奥から、ぷちん、という音が響いた。

　理性の消える音だった。




　　　　◆




　広がる血溜まりを啞あ然ぜんと見つめたのはほんの数秒だけのことで、ナナミは慌あわてて頭を切り替えると、メイの傷口を覆う水をマナの腹部へと伸ばした。短刀とはいえ脇わき差ざしほどの長さがあり、マナの右脇わき腹ばらを貫通している。身体からだの中心線から外れた場所を刺し通しているから、脊せき髄ずいに損そん傷しようはないだろうが、小腸か大腸のどちらかが傷ついているであろうことは間違いなかった。

　焦しよう燥そうに食われそうになる思考を必死で立て直して、ともかくもマナの血液の循環を支配する。落ち着け、と自分に言い聞かせ、出血を最小限に食い留とどめた。たとえ腹を刺されても、出血さえしなければ命には関かかわりない──しかし、出血を止めながら両りよう面めん宿すく儺なと戦うことができるほど、自分は器用ではない。『血液』の操作は、不純物が多く混じっているためか、精製水を操るよりもよほど精神を集中させなければいけない。自分とメイとマナの三人分の血液を支配しながら両面宿儺と戦うなどという芸げい当とうは、ナナミのレベルをはるかに超越したことだった。どうする──と歯は軋ぎしりをしたナナミの耳に、ふと、「ばぢん」という耳みみ障ざわりな音が聞こえてきた。

　その音には、聞き覚えがあった。

　反射的に背筋を伸ばしてメイのことを見み遣やる。首をねじ曲げて両面宿儺のほうを向いているため、その表情は見えないが──彼女の周囲に、引ひっかくような放電の糸が幾いく条じようにも放たれているのは、嫌いやでも目に入ってきた。

「──じ、神じん野の、さん──」

　落ち着いて、と言葉を続けるより先に、さらに強い放電音がナナミの耳を聾ろうした。音と同時にメイの周囲に光が舞いはじめ、それはやがてメイ本人が放つ光と同化していった。唾つばを飲み込み、状況を見守ることしかできないナナミの脳のう裏りに、ミツハノメの声が響いた。

『顕あら神がみ、だな』

　ぽつりとそう言ったのと同時に、メイが立ち上がった。金こん色じきに輝くメイの姿を見て、両面宿儺が濁にごった声で叫んだ。

『タケ、ミカ、ヅチィ!!』

　メイは目を細める。すでにその表情は、普通の高校生であることに固こ執しつしていた神野メイのものではなかった。メイは唇くちびるの端を引きつらせるようにして笑い、それから嘲あざけりの言葉を両面宿儺へと向けた。

『そんなにあたしと戦いたいのなら、望みどおりにしてやる、スクナ。──サカキに見逃してもらったその命、大事にすれば良かったものを』

　声はメイのものだったが、口く調ちようはメイのものではあり得えなかった。車の中で話をした、『雷いかづち』の天まが魂たま・タケミカヅチの話し方に、少しだけ似ている。顕神とは、依より坐ましと天魂がひとつになった存在。神野メイとタケミカヅチの人格が、融ゆう合ごうしている、ということなのだろうか。

　言葉にならない雄お叫たけびをあげながら、両面宿儺はがむしゃらにこちらに突っ込んできた。肢アシの大半が機能不全に陥おちいっている今では、大した速度もありはしなかったが、それでも巨体が一直線に向かってくるその姿には、鬼き気き迫る迫力があった。メイはそれを見て、唇を大きく開き──甲かん高だかい声で笑いはじめた。

『ッハハハハハハ、なんだそりゃ!?　救いようのない馬ば鹿かだな、お前は!!　『雷いかづち』の化け身しん相手に、そんなものが通用すると本気で思っているのか!?』
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　相手を愚ぐ弄ろうするその顔は、神じん野のメイのものであって神野メイのものではない。「ハッ！」と吹き飛ばすような笑い声だけを残して、閃せん光こうと轟ごう音おんと共にメイの姿が搔かき消えた。頭を殴なぐりつけられるような衝しよう撃げきに、ナナミは反射的に顔を背そむけた。数秒後、ナナミは恐る恐る目を開けて、両りよう面めん宿すく儺なのことを見た。

「…………」

　唾つばを飲み込み、目の前の光景をまじまじと凝ぎよう視しする。胸のうちに湧わき上がってくるのは、それまでナナミが一度も覚えたことのない感情だった。恐怖と敬意が入り混じったようなその気持ちは、恐らく辞書の上では、畏怖と記されるであろう感情だった。

　両面宿儺は立ち止まっていた。もはや意識があるのかどうかも怪あやしい。目を射い貫ぬくような雷らい光こうの中で、ただその巨体だけが踊るような痙けい攣れんを繰り返している。恐らく、あの光すべてが、雷かみなりであり、神野メイであり、タケミカヅチであるのだろう。数億に及ぼうかという高電圧を流されつづけた両面宿儺の皮膚が、弾はじけ飛んで焼き切れた。荒れ狂う電子の嵐と化した神野メイの哄こう笑しようが、びくびくと跳ねつづける両面宿儺の滑こつ稽けいなダンスをあざ笑うかのように響き渡っていた。

『ハハハハハハハハ、カスが！　お前如ごとき木こっ端ぱ妖よう怪かいが、このあたしに敵かなうはずがないだろうが!!　ッハハハハハハハ、アハハハハハハ────』

　両りよう面めん宿すく儺なの両りよう膝ひざが、地面についた。すでに力尽きているにもかかわらず、周囲を照らす雷らい光こうは一向に止やむ気配がない。膝立ちになった両面宿儺の巨体がついに燃え上がり、あっという間まに全身に燃え広がっていった。雷かみなりに打たれて全身を炎に包まれ、前のめりに倒れ込んで息絶えた両面宿儺のその姿は、まさしく神しん罰ばつを受けたものの姿だった。




　両面宿儺が一ひと摑つかみの消し炭になった頃ころ、ようやくメイは人の形に戻った。荒々しく輝く腕かいなを一振りして、かつて両面宿儺だったものを宙に散らす。顔に浮かぶ倣ごう岸がんな笑えみは神のものであり、人の表情では決してなかった。

『フン、もう終わりか。あたしを楽しませることすらできないのか、くだらない生き物め』

　それからメイは、その目をナナミたちのほうへ向けた。本能的な恐怖が脊せき髄ずいを駆かけ抜けるが、ナナミはかろうじてメイの視線を見返すことができた。玩具おもちやを見つけた子供のような笑みを浮かべたかと思うと、ふっとその姿が消えた。息を詰つめて沈黙するナナミの背後から──メイの声が聞こえてきた。

『おい。なにしてるんだ、お前ら？』

　ナナミはゆっくりと振り返る。からからに乾いた舌を動かして、彼女は言葉を絞しぼり出した。

「……怪け我がを、しているの。もうすぐ助けが来るはずなんだけど」

　メイは、にいい、と笑い、

『そうかそうか。なら、あたしが助けてやろうか？　あたしに任せれば、すぐに楽になるぞ』

「遠慮、しておくわ」

『──なんだと？　あたしの好意を無視する気か？』

　たちまちその顔が不機嫌に染まる。詰つめ将しよ棋うぎをしているような気分。制限時間は残りわずかで間違えれば死が待っている。目の前にいるこの少女──少女の姿をした顕あら神がみは、もうすでに神じん野のメイではなくなってしまっているのだろう。子供のように残ざん忍にんで、獣けもののように凶きよう暴ぼうで、神のように冷れい酷こくな存在になってしまったと考えたほうがいい。

　唾つばを飲み込んで、ナナミは答える。

「そうじゃない。あなたに心配してもらうほど、重い怪我ではないの。だから、あなたの手を煩わずらわせるまでもないわ」

　メイは拍ひよう子し抜ぬけしたように目を瞬またたかせ、

『ふうん、そうか。でも、そいつはなんだか辛つらそうだぞ？』

　輝き揺ゆらめくその指で、マナのことを示した。マナの腹部には、いまだに刀が刺さったままである。痛みのためか呼吸が乱れ、紅こう潮ちようした顔が苦く悶もんに歪ゆがんでいる。その表情を見て、メイは面おも白しろいものを見つけたように笑った。

『よし。決めた。あたしの手で、そいつを楽にしてやろう』

　メイはマナに手を伸ばした。ナナミは硬こう直ちよくしたまま、必死で考えを巡めぐらせている。もはやどう転んでもメイの考えを覆くつがえすことはできないだろう。頑がん固こな子供と同じようなものだ。固こ執しつした考えを改めさせるには、力で無理矢理に引き剝はがすしかない。しかし、神を引き剝がすことができる力など、ナナミにあるはずもなかった。

　マナの頰ほおにメイの金こん色じきの手が触れる。メイの顔は、気まぐれに虫けらを踏ふみ潰つぶす子供のものとほとんど変わりなかった。

『お前、知ってるか？　人の身体からだの中にはな、小さな小さな雷かみなりが走っているんだ。その雷が、苦しみや痛みを引き起こすんだぞ』

　メイの指が細分化し、マナの顔全体を覆おおいはじめる。『雷いかづち』そのものである今のメイには、決まった形などあってないようなものなのだろう。無力感を嚙かみ締めながら、ナナミは黙ってメイの行為を見ていることしかできない。

『怪け我がをしたらその場所で雷が暴あばれる。だから痛みを感じるんだ。でもあたしなら、その雷を鎮しずめることができる。なぜならあたしは、雷の化け身しんだからな』

　メイの言葉と共に、それまで険けわしく引きつっていたマナの顔が、噓うそのように穏おだやかなものになった。『楽にする』というのは、文字どおりのことだったのだろうか、とナナミは希望を持ちかけたが、メイの表情はそんななまぬるいナナミの考えをあざ笑っているようだった。

『その雷が弱まり、ついには消えてしまうと、人は死ぬ。雷は、痛みや苦しみをもたらすものだが、人が生きていく上で必要なものでもあるのだな。しかし──痛みや苦しみを伴ともなう生に、一体どんな価値がある？　そんなのはただ嫌いやなだけだろう』

　同意を求められて、ナナミは口を噤つぐんだ。ゆっくりと考えてから、答えを口にする。

「苦痛に耐えるだけの価値が、人生にはあると思うけど」

　メイは、ハン、と笑い、

『それは幻げん想そうだ。死はいつかは誰だれにでも訪れる。その瞬間、そいつがそれまでこつこつと積み上げてきた生は、一切が無むに帰きす。生命があるかないかというただそれだけのことであって、そのどちらにも等しく価値など存在しない。それならば、眠るように安らかに死んだほうが、まだしも幸福と言えるんじゃないか？　──お前も、そう思うだろ？』

　最後の言葉はナナミではなく、薄く目を開いたマナに向けられたものだった。マナは少しのあいだ考えるような素そ振ぶりを見せ、それから穏やかな微笑ほほえみを浮かべた。手を伸ばし、メイの頰に触れようとする。が、実体のないメイに触れることはできず、その指がすかすかととおり抜けてしまう。そのことに不思議そうな表情を浮かべながら、それでもマナの口元からは笑えみが絶えなかった。

「……ありがとう、メイさん。楽に、なりました」

　メイの顔から笑みが消えた。その表情に、なにかが混じる。

『──なんだ、お前。めいって、誰だ？』

　マナは目をぱちくりとさせ、

「なに言ってるんですか、メイさんはメイさんじゃないですか。私の、かけがえのない友達ですよ」

　メイの顔にヒビが入ったように見えた。顔を強こわ張ばらせたまま押し黙り、じっとうつむいて何事かを考える。その横顔を見つめながら、ナナミは意を決して口を開いた。

「ねえ。そういえば、まだあなたの名前を聞いていなかったんだけど」

　弾はじかれたようにメイはナナミのほうを向く。いっぱいに見開いた瞳ひとみに、様々な感情の影が、浮かんでは消えていった。メイは口を開きかけ──それを遮さえぎって、ナナミは言葉を重ねた。

「あなたはだれ？」

　二、三度、またたきをする。それからもう一度、メイはマナの顔を覗のぞき込むと、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

『──あたし、あたしは──あたしは、だれ、だっけ────？』

　マナはますます驚いたように、

「さっきから、どうしちゃったんですか？　メイさんは、メイさんですってば。神じん野のメイさん。それが、あなたの名前でしょう？」

『……じんの、めい。あたしの──名前？』

　ぽつりとそう言った瞬間、メイは痛みをこらえるように頭を押さえた。しばらくそうしているうちに、常に金こん色じきに照り輝いていたその肌はだが、次第に光を放たなくなってきた。メイが強く強く頭を抱かかえるごとに、その光は収しゆう束そくしていき、放電音も聞こえなくなっていく。やがて頃ころ合あいを見計らって、ナナミはメイの肩を強く揺ゆさぶった。耳元で大声で怒鳴る。

「神野さん!!　どうしたの？」

「えっ!?　あ、ごめん、ぼーっとしてた。なに？」

　驚いたように顔を上げたときにはもう、そこに浮かんでいるのは、いつもの間まの抜ぬけた神野メイの表情だった。

　ナナミは心からの安あん堵どの息をつく。助かった──自分も、マナも、そして恐らく、御み座くら台だいに住む数多くの人間も。両りよう面めん宿すく儺なの最さい期ごを思い出して、ナナミはぞっと身を震ふるわせた。あれほどの力を持ち、あれほど残ざん忍にんな性格を持つ顕あら神がみが解とき放はなたれたら──一体どれだけの被害が出るか、想像もつかなかった。

「あ！　ね、ねえ、両面宿儺は!?　マナちゃんに刀を投げて──それから、どこ行ったの!?」

　慌あわてふためくメイの言葉を、ナナミは黙もく殺さつした。ふと視線を落とすと、マナは安らかな表情を浮かべて眠りについていた。メイの手のひらは──その顔に当てられたままだ。無意識のうちに、メイがマナの痛みを和らげているということだろうか。ふ、と小さく息を抜いて、ナナミは遠くに見える『磐いわ門と』に視線を向けた。目を細める。

「見なさい。迎えが来たわ」

　長々と延びる車道を駆かけてくるその影は、頭のてっぺんからつま先まで、漆しつ黒こくに染まった姿をしていた。それを見て、ようやくメイも深々と息を吐いた。「助かった……」というメイの呟つぶやきに、それはこちらの台詞せりふだと心の中で言い捨てて、ナナミはよろめきながらもその場に立ち上がった。







[image: 終章　親友]







　庵あん堂どう先生にしてみれば聞きたいことは山ほどあっただろうが、彼はそれを一言も口にせず、三人を『闇やみ』の中に引きずり込むと、そのまま病院へと直行した。

　不幸中の幸いと言うべきだろうか、マナの怪け我がは見た目ほどには酷ひどくなかった。貫通した短刀は大腸を傷つけていたものの、出血が奇跡的なまでに少なかったため大だい事じには至いたらず、入院して安静にすれば一ヶ月ほどで全治するという。

　むしろ医者が驚いたのは、ナナミの傷口のほうだった。動脈にまで達した切り傷は、本来ならばそれこそ致ち命めい傷しようであるはずなのだ。ナナミは入院を嫌いやがったが、医者は傷口の場所が場所なだけに慎重に構かまえたほうがいいと判断し、結局彼女は鞭むち打うち症しようのように首を包帯でぐるぐる巻きにされたまま、一週間の絶対安静を申しつけられた。

　複雑なのはメイだった。両手と太ふと股ももの三ヶ所の傷はそれぞれに負傷の度ど合あいが違っており、太股の裂れつ傷しようと左手の貫かん通つう創そうは一週間ほどで糸が取れるらしいのだが、右手の傷がかなり重く、神経にまで損そん傷しようが及んでいるのだという。右手には全治四週間が宣告されたが、全体的に見れば命に関かかわる怪我ではないということなので、どうにか入院は免まぬかれた。とはいえメイにとっては、それらの怪我を両親にどう説明するか、そちらのほうがずっと頭を悩ませる問題ではあったが。




　　　　◆




「や。具合はどう、マナちゃん？」

　見舞いの品を片手に気軽に病室のドアをくぐるのは、これで三回目だった。そのたびにマナは輝くような笑顔を向けてくるのだから、メイとしても通い甲が斐いがあるというものだ。どちらにしろ、両手が使えなくなってしまったため、包帯が取れるまでの一週間は休みつづけると学校に連絡を入れてしまっているのだ。こんな状況になったとはいえ、休みが取れるのはそれなりに嬉うれしくもあるのだが、やはり十六歳の女の子としては、学校のない毎日というのは暇ひまでもあるのだった。

　見舞い品のフルーツを近くの窓まど際ぎわに置いて、メイはスツールの上に腰を下ろした。マナはにこにこと笑いながら、静かに頷うなずいてくれた。

「昨日きのう、メイさんが帰ったあとにカオリたちが来てくれたんですよ。一体どうしたのかって質問攻めにされて──どう答えればいいのか悩んじゃいました」

　メイとマナは声を揃そろえて笑う。確かに、カオリたちはこの御み座くら台だいに生まれ育った人間ではあるが、それでも両りよう面めん宿すく儺なという『まつろわぬもの』に襲しゆう撃げきされて命を落としかけたなどと言って、信じてくれるとも思えなかった。それはメイの両親にしても同様で、天まが魂たまや依より坐ましについてはまるで知らない彼らに怪け我がの理由を説明するのは、なかなか骨の折れる仕事だった。苦く肉にくの策として「道路脇わきの急斜面に転がり落ちて気がついたらこうなっていた」というカバーストーリーを用意したのだが、その結果待っていたのは、母からの手厳しい叱しつ責せきだった。

「やんなっちゃうよ、本当はあたしが悪いわけじゃないのにさ。説明できないから噓うそついてごまかしてるのに、その噓で怒られたんじゃ割に合わないよ。こんなことならもうちょっとうまい説明を庵あん堂どう先生に考えてもらえばよかった。あ、そういやマナちゃんはなんて説明したの？」

　マナは少し首をかしげ、

「そのまま説明しましたけど？」

「えっ。信じてくれた？」

「はい。ていうか、お父さんがアマツカサの人ですから。庵堂先生からあらかじめ、事情を聞いていたみたいです」

「えええ!?　そうなの!?」

　初めて聞いた。その驚きで思わず声が大きくなってしまい、隣のベッドを直していた看護士さんに、軽くにらまれてしまう。思わず首をすくめて頭を下げ、スツールを動かしてよりマナに近づいた。マナはくすくす笑っている。その耳元に、メイは囁ささやきかけるように、

「──じゃあさ、もしかしてお父さんに教えてもらってたりしてた？　あたしが──依坐になった、って」

　びっくりしたように目を丸くして、マナはふるふると首を振った。

「まさか。多分お父さんは知っていたんでしょうけど、たとえ家族にだって、アマツカサに言うなって言われたことを教えるはずがないじゃないですか」

「……そういうものかなあ」

「そういうものですよ、アマツカサは」

　さらりとそう言われてしまうと、納得するしかないような気もする。しかし──

「でも、あたしが依より坐ましだったって疑ってたんでしょ？　いつから疑ってたの？」

　あまりと言えばあまりな物言いに、マナは心しん外がいそうな顔をした。ぷっと頰ほおを膨ふくらませて、拗すねたような口く調ちようで、

「疑ってたなんて、そんなことしてません。ただ──ちょっと変だなって思ってただけで」

「変って、どこが？」

「だって──メイさんたち、私たちの家の隣に引っ越してきたでしょう？　そのときからもう、なにかあるなって思ってましたよ」

「……え、と、どういうこと？」

「あの家は、もともと天てん条じようさんの持ち家だってことは知ってますよね？　そもそもあのお屋敷は、賃ちん貸たいなんてしていないんですよ。維持管理は不動産屋さんに任せているらしいですけど、本当にただそれだけなんです。どういう理由があるのかは知りませんけどね」

　メイの脳のう裏りに、あの不自然な態度をした不動産屋の顔が浮かんだ。あれはまるで──後ろめたいことをしているような、そんな態度だった。

「そんなお屋敷に誰だれかが──それも、御み座くら台だい以外の場所から来た人たちが引っ越してきたんなら、これはもう『なにかある』としか思えないじゃないですか」

　それからマナは、少し言いにくそうに続けた。

「……ホントのこと言うと、それも少しあったんですよ。なにかの事情があってあそこに越してきた人たちに、少しだけ好奇心を持っていたんです。だからあの晩、庭に出て──」

「あたしに声を掛けた、ってこと？」

　マナは小さく頷うなずいた。その表情は、糾きゆう弾だんされる罪人のそれだ。そんなに大げさな顔をしなくてもいいのに、と苦笑してから、ふとメイの胸中に、確かめたい疑問が浮かんできた。口にする。

「じゃあ、あたしの友達になってくれたのも──その、好奇心から、なの？」

「違います!!」

　即そく座ざに大声で否定して、隣のベッドを直しおえた看護士さんににらまれる。マナは萎い縮しゆくして首をすくめると、申し訳なさそうに布ふ団とんの中に顔を埋うずめた。ちらりと目だけを覗のぞかせて、マナはもごもごと声を出す。

「メイさんと友達になったのは──私が、メイさんと友達になりたかったからです。それ以外に、理由はありません」

　その言葉は、掛かけ値ねなしに嬉うれしかった。思わず顔に出てしまいそうになる喜き色しよくを抑えて、メイはわざと仏ぶつ頂ちよう面づらをする。思ったとおり、マナはみるみる不安の表情を浮かべた。そこに付け入るように、メイは前々から思っていたことをぶつけてみた。

「それならさ、いい加か減げん、敬語でさん付けはやめてよ。友達に対してそういうことをする人ってあんまりいないでしょ？」

　マナはむっとしたように反論する。

「それを言うならメイさんだって、私に対してちゃん付けで呼ぶじゃないですか。カオリとかには呼び捨てにするくせに」

　指摘されて初めて、そういえばそうだ、と気がついた。しかしそれは文句を言われることではないような気がする。なぜなら──

「──だってマナちゃん、『ちゃん』って感じなんだもん」

「それを言うならメイさんだって、『さん』って感じですよ」

　二人は数秒間顔を見合わせて、それから同時に、ぷっと吹き出した。




　　　　◆




　天てん条じようレイコが自分の額ひたいに当てていた手を離すと、ナナミは思わずふっと息を抜いてしまった。すぐに気づいて口元を手で覆おおったが、それで吐と息いきが戻ってくるわけではない。レイコはかすかに唇くちびるを歪ゆがめたが、声に出してなにかを言うことはなかった。ただ白手袋を外した素す手でを庵あん堂どう先生のほうに向け、自らが得た『情報』を差し出した。

　天あま総つかさの社やしろの祭さい主しゆ、天条レイコと、彼女に憑つく『意思』の天まが魂たま、オモイカネ。身しん体たいへの直接的接触を条件として、あらゆる生物の意思、記憶、精神を支配することができる。天総社の中ちゆう枢すうを担になう能力であるだけに、その事実を知っているのはごく少数の人間に限られていた。依より坐ましであるナナミは、その少数の中に含ふくまれる人間であったが──わかっていても、やはり、自分の頭の中身を覗のぞかれるというのは、気分のいいものではなかった。

「──結局、成なってしまったわけだな？　神じん野のメイは」

　確認するような口く調ちよう。思わず「はいっ」と返事をしかけて、それが自分に向けられた言葉ではないことに気づいた。猫を思わせるレイコの大きな目は、庵堂先生にじっと向けられていた。自分が口を出す場ではないらしい──と判断をつけて、ナナミは話の推移を見守ることにした。

　庵堂先生はレイコに触れていた手を離し、緩ゆるやかに首を振った。

「しかし、結局は元に戻ったのだろう」

「結果論だな。彼女は一度は成なりかけ、一度は完全に成ってしまった。放置しておくわけにはいかない」

「もう両りよう面めん宿すく儺なはいない。神じん野のメイが危険に晒さらされることもない。彼女が成る要素も存在しないはずだ」

　成る──というのは、顕あら神がみに、ということだろう。ベッドで上体だけを起こしながら、ナナミは小さな声で口を挟はさんだ。

「──私は、神野さんは危険ではないと思います。どちらの場合も、彼女は最後には戻ってきました。それは、多分──神野さんには、こちら側への執しゆう着ちやくが強いからだと思います。もう成ることはないでしょうし、万一なったとしても、また戻ってくるでしょう」

　レイコの大きな瞳ひとみが、ナナミのことをじろりとにらんだ。あなたの意見は求めていない、その目は明らかにそう物語っていたが、横から響いた庵あん堂どう先生の声に、レイコはすぐに視線を移した。

「成ったことがある、あるいは成る可能性があるというだけで封ふう印いんをするというのなら、真っ先に受けなければならないのは俺おれだろうな。どちらの条件にも当てはまっている。神野を封印するというのなら──」

「わかった。もういい」

　不機嫌にそう言い捨てて、レイコはスツールから立ち上がった。腕を組んだまま、庵堂先生とナナミのことを交互ににらみつけ、

「お前ら、本当に卑ひき怯ようだな。そこまでしてあの子のことを守りたいのか？」

　庵堂先生は涼すずしげに答える。

「なんのことだ？　俺はただ、客観的な意見を口にしているだけだが」

「よくもまあ、抜け抜けと──ツクヨミの能力がアマツカサにとって不可欠だと、知っているくせに」

　忌いま々いましげに言い捨てて、レイコは身をひ翻るがえした。つかつかと足音を立てて歩いていくその背中が、病室の中から完全に消えると、我知らずナナミはため息をついていた。安あん堵どの吐と息いきだ。

　と、ふと見上げると、庵堂先生がこちらをじっと見つめていた。ぽつりと言う。

「意外だな。お前が神野をかばうとは」

　ナナミは唇くちびるを歪ゆがめ、それに答えた。

「詫わびですよ。私が未み熟じゆくなせいで、彼女を危険に晒さらしてしまいましたから」

「……そうか」

　小さく頷うなずいて、庵堂先生も踵きびすを返した。病室から出て行こうとして、ふと振り返る。人差し指で自分の首筋をとんとんと叩たたき、

「首の怪け我がが治ったら、横よこっ面つらのひとつでも張り飛ばしてやろうかと思っていたんだが──勘かん弁べんしてやろう。お前もお前なりに、成長したようだしな」

　それだけ言うと、庵あん堂どう先生はコートをひ翻るがえして病室から出て行った。

　ミツハノメが、頭の奥でくすくすと笑い声を立てている。ふん、と鼻を鳴らしてから、ナナミは室内から顔を背そむけ、病室の窓の外へと視線を向けた。




　　　　◆




『それで、結局どうするつもりだ？』

　不意に響いたタケミカヅチの声に、メイは背筋を伸ばして立ち止まった。午前中の病院はそれなりに混こみ合っていて、そのまま立ち尽くしていると通行の邪じや魔まになりそうだったので、とりあえず壁かべ際ぎわに寄る。そうしてからメイは、頭の中で尋ね返した。

（なにが？）

『依より坐ましになるのかならないのか。どうするのか決めたのか？』

（…………）

　黙ってしまってから、なぜ自分は黙っているのだろう、と考える。そんなもの答えは最初から決まっている。両りよう面めん宿すく儺なの脅きよ威ういもない今、タケミカヅチの力を借りなければならない場面など、メイの生活のどこにも存在していないのだ。にもかかわらず、答えに詰つまってしまうのは──

『つーかな、お前一度俺おれの力使っただろうが。両面宿儺に両手刺されたときに、キレてな。一生使わないとか言ってたくせに、なんだその変わりようは？』

　──そう、そういう負おい目めがあるからなのだ。

　負い目、と言えるのかどうか。実際あのときのことを思い出そうとしても、脳が拒否するのか両手の傷口が拒否するのか、いまいちおぼろげな記憶しか残っていなかった。自分がなにを考えてどう決断したのか、まるで他人が見た夢のように曖あい昧まいで、そのときの言動にはどうにも責任が持てそうになかった。

　しかし、自分がタケミカヅチの力を借りたのは、まぎれもない事実だ。

　そうである以上──自分も、タケミカヅチのことをある程度は認めるべきなのかもしれない。

（……そうだね。あいつをやっつけられたのは、タケミカヅチのおかげだもんね）

　しんみりとそう言うと、タケミカヅチは鬼おにの首を取ったかのような口く調ちようで、

『だろうが！　な、だから言っただろ、お前は必ず俺の力を借りようとするってな！　まあ今までの無ぶ礼れい千せん万ばんな振ふる舞まいは許してやるから、今後は俺の命令をよーく聞くんだぞ、いいな！』

　むか。

（……でも、元はといえばあいつがやってきたのはタケミカヅチのせいだよね。そこんとこ考えるとプラマイゼロだよね）

『な！　ず、ずるいぞてめえ！　利用するだけ利用してハイさようならか！　手のひら返しか！』

　ふふ、と小さく笑って、メイは歩き出した。頭の中でタケミカヅチが好き勝手に喚わめいているが、メイは接続を切ろうともせず、柳やなぎに風と受け流しながら病院をあとにした。家への帰路を歩きながら、メイは頭の中に（とりあえず）という言葉を響かせる。

（依より坐ましになるかどうかは保留。あんたに力を使わせるかどうかも保留。でも、あんたを封ふう印いんすることはしない。一応助けてもらったし、それに──）

『……それに？　なんだ？』

「──あんたのことを知っても、離れていかない親友ができたからね」

　口に出したその言葉は、独ひとり言ごとのように周囲に響いたが、半なかばは本当に独り言のつもりだった。タケミカヅチが浮かべる怪け訝げんの色を無視して、メイは足を速める。帰宅してからやることは決まっていた。東京の三人の親友に、それぞれに電話をかけるのだ。自分はこちらでもうまくやっている──そして、こちらでも親友ができたのだと、あの三人に早く知らせてあげたかった。





〔終〕












　あとがき




　なんか少年漫画みたいですよね。鈴すず木き鈴すずです、どうもこんにちは。

　六ヶ月ぶりですか。六ヶ月ぶりですね。いやもう、あまりに久しぶりすぎてあとがきの書き方も忘れてしまいましたよ。ちょっと前に書いたあとがき読んできます。

　……はい。大丈夫です。なんとなくわかりました。

　前回出したのは『吸血鬼のおしごとＳＰ』という、僕の初シリーズの実質的最終巻というか実質的オマケというかそんな感じの位置づけの本でした。そのあとがきで一応今巻に言及しているわけですが、なんか聞き捨てならないこと言ってますよコイツ。四月か五月を目安って、今七月だっつーのバーカ。そんなんだから担当さんに「お前の責任能力は小学生並み」とか言われるんだっつーのバーカ。




　まあそんなこんなで、新シリーズ、『サンダーガール！』です。

　メインコンセプトは普通の話です。適度な話です。適度なアクション、適度なコメディ、適度なバイオレンス。前回の『吸血鬼のおしごと』はそれらの要素比率がひとつに偏かたよりすぎたというかひとつしかねーよという具合になってしまったので、今度は平均的なお話を目指します。本当なら『バイオレンス』の項目の代わりに『ラブ』を入れたいところなんですが、主人公が女性でヒロインも女性でライバルも女性なのでどうにもこうにも。

　いずれにしろ軽い話を目指します。次回は今回よりもずっとずっと軽い話にするつもりです。もう前述の要素比率で言うならばアクション・コメディ・バイオレンスが１・９・０になるくらいの勢いです。全編コメディタッチ、乞こうご期待。




　あ、それと個人的なことなんですが。

　大学を無事卒業しました。これから自由に時間が使えるのだという喜びがひとつ、いよいよ専業作家になるのだという気負いがひとつ、下手打ちゃ無職の修しゆ羅ら魔ま道どうに足を踏み入れたんだなという不安が三つばかり。

　そしてもう長いこと長いこと待っていただいた担当さんにはお詫わびの気持ちを四つばかり。「次こそは早め早めに上げることにします」というメールを出そうとしたら、一年前に出したメールでも同じことを言っていたので言いませんでした。ごめんなさい。ごめんなさい。

　ぎりぎりまで遅らせてスケジュールを乱してしまったイラストレーターの片瀬さんにもお礼の言葉を五つばかり。申し訳ないです。次こそはなんとかします。本当です。ごめんなさい。本当です。

　それと、この本を手に取ってくださった読者の皆様方には、感謝の気持ちを六つほど。いつものことながらこんな分厚い本をお持ちくださって、お手も疲れたことでしょう。もし気に入っていただけましたなら、次回もぜひよろしくお願いします。




　それではその次回まで、ごきげんよう、さようならー。





鈴木　鈴
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鈴すず木き 鈴すず

文章を書くこと以外はなんの能も持たない無職。「専業で行きます」と言ったときの周囲の人々の微妙な笑いが忘れられない。最近十年後の自分とかをリアルに想像して落ち込んだりもしている。あ、大学は無事卒業できました。ありがとうございました。

[image: ]




片かた瀬せ 優ゆう

三重県出身で東京都在住のイラストレーター。ここ最近、近所の本屋さんが少なくなってしまって困ってます。ますますインターネットに頼る日々。
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サンダーガール！








鈴すず木き 鈴すず
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